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第一内科学教室

（呼吸器内科）

講 演

 石井晴之：症例を臨床から分子レベルまで考える 間質

性肺炎．第 回日本呼吸器学会学術講演会，京都，

年 月 日．

 市川華理，下田真史，佐久間翔，野坂岳志，野村知宏，

福田のぞみ，小田未来，横山琢磨，倉井大輔，皿谷健，

石井晴之，滝澤始：無症状で診断された

の臨床的特徴．第 回日本呼吸器

学会学術講演会，京都， 年 月 日

 肥留川一郎，横山琢磨，平田彩，小川ゆかり，小出卓，

高田佐織，皿谷健，倉井大輔，石井晴之，滝澤始：進行

進 行 に 対 す る

療法第 相試験 ．第 回日

本呼吸器学会学術講演会，京都， 年 月 日．

 井澤麻耶，佐藤絵梨，加藤冠，高野智子，木村文平，滝

澤始： の併存症と質問票による自覚症状評価の内容

についての検討．第 回日本呼吸器学会学術講演会，京

都， 年 月 日

 中本啓太郎，皿谷健，平田彩，和田翔子，中本康雄，渡

邊崇靖，三倉直，西沢知剛，下田真史，大熊康介，肥留

川一郎，石田学，小田未来，佐田充，乾俊哉，小川ゆか

り，小出卓，高田佐織，渡辺雅人，横山琢磨，倉井大輔，

石井晴之，滝澤始：抗 抗体陽性間質性肺

炎の臨床的検討．第 回日本呼吸器学会学術講演会，京

都， 年 月 日．

 乾俊哉，渡辺雅人，中本啓太郎，佐田充，辻晋吾，小川

ゆかり，小出卓，高田佐織，横山琢磨，倉井大輔，皿谷

健，石井晴之，和田裕雄，滝澤始：ヒト気道上皮細胞の

α産生制御機構．第 回日本呼吸器学会学術講演会，

京都， 年 月 日．

 小田未来，三倉直，大熊康介，下田真史，西沢知剛，石

田学，小川ゆかり，小出卓，高田佐織，渡辺雅人，横山

琢磨，倉井大輔，皿谷健，石井晴之，滝澤始：

を用いた肺胞蛋白症における高分解能 所見の臨床的意

義．第 回日本呼吸器学会学術講演会，京都， 年

月 日．

 小川ゆかり，石井晴之，渡邊崇靖，西沢知剛，三倉直，

石田学，小田未来，肥留川一郎，小出卓，高田佐織，渡

辺雅人，横山琢磨，倉井大輔，皿谷健，滝澤始：特発性

肺線維症の急性憎悪における発症後早期（ 日以内）の

予後解析．第 回日本呼吸器学会学術講演会，京都，

年 月 日．

 小出卓，皿谷健，福田のぞみ，西沢知剛，横山琢磨，倉

井大輔，石井晴之，滝澤始：サルコイドーシスにおける

胸部 上の の臨床的意義について．第 回

日本呼吸器学会学術講演会，京都， 年 月 日．

 皿谷健， ，滝澤始：グリココール酸及

び血性／胸水 を用いた胆汁性胸水の新たな診断

方法と病態生理学的検討．第 回日本呼吸器学会学術講

演会，京都， 年 月 日．

 和田翔子，石田学，中本康雄，平田彩，渡邊崇靖，大熊

康介，下田真史，西沢知剛，三倉直，小田未来，肥留川

一郎，小川ゆかり，小出卓，高田佐織，渡辺雅人，横山

琢磨，倉井大輔，皿谷健，石井晴之，滝澤始：サルコイ

ドーシスにおける肺胞マクロファージの形態学的特徴．

第 回日本呼吸器学会学術講演会，京都， 年 月

日．

 皿谷健，倉井大輔，木村博一，石井晴之，滝澤始：気道

ウイルス感染が喘息発作に及ぼす影響に関する前向きコ

ホート研究．第 回日本感染症学会総会・学術講演会，

仙台， 年 月 日．

 倉井大輔，塚越博之，皿谷健，石井晴之，木村博一，滝

澤始：成人下気道感染と呼吸器ウイルス： ・ ・

検出患者の比較．第 回日本感染症学会総会・学術

講演会，仙台， 年 月 日．

 猪股浩平，下田真史，倉井大輔，大熊康介，皿谷健，石

井晴之，滝澤始：急性 感染に

より著明な血小板減少を呈した成人の 例．第 回日本

感染症学会総会・学術講演会，仙台， 年 月 日．

 乾俊哉，渡辺雅人，中本啓太郎，佐田充，辻晋吾，平田

彩，中村益夫，小川ゆかり，小出卓，高田佐織，横山琢

磨，倉井大輔，皿谷健，石井晴之，滝澤始：ヒト気道上

皮細胞の α産生制御機構．第 回気道分泌研究会，

津， 年 月 日．

 大澤武司，渡辺雅人，吉山崇，松田周一，佐々木結花，

倉 島 篤 之 ， 尾 形 英 雄 ， 工 藤 翔 二 ， 後 藤 元 ： 血 清

を用いた肺結核患者の予後予測モデルの

検討．第 回気道分泌研究会，津， 年 月 日．

 福田のぞみ，小出卓，石田学，横山琢磨，皿谷健，石井

晴之，藤原正親，菅間博，滝澤始：原発性肺癌との鑑別

を要し，肺転移・脳転移を認めた晩期再発（術後 年）

直腸癌の一例．第 回日本内科学会総会 医学生・研

修医の日本内科学会ことはじめ 東京，東京，

年 月 日．

 

 

 

 

 

 

 

－ 3 －

講演，論文，著書など　　医学部



 

 
．

 

 下田真史，倉井大輔，中本啓太郎，乾俊哉，肥留川一郎，

麻生純平，石井晴之，滝澤始：結核病床を有しない大学

病院での結核治療患者の予後と患者背景について．第

回結核病学会総会，金沢， 年 月 日．

 倉井大輔：北多摩南部地区における病薬吸入指導連携に

ついて．第 回北多摩南部吸入療法研究会，三鷹，

年 月 日．

 中本啓太郎，渡辺雅人，佐田充，乾俊哉，中村益夫，本

多紘二郎，倉井大輔，皿谷健，和田裕雄，石井晴之，滝

澤始：気管支喘息患者における参加ストレスの検討．第

回日本アレルギー学会学術大会，東京， 年 月

日．

 佐田充，渡辺雅人，乾俊哉，中本啓太郎，松崎博崇，山

内康宏，滝澤始：気道上皮細胞におけるウイルス感染時

の の発現とその制御の検討．第 回日本アレルギー

学会学術大会，東京， 年 月 日．

 乾俊哉，中本啓太郎，佐田充，辻晋吾，平田彩，小出卓，

高田佐織，横山琢磨，石井晴之，三上優，堀江真史，滝

澤始：気管支喘息と におけるバイオマーカーと大気

汚染物質： 遺伝子型の影響．第 回日本呼吸器内

視鏡学会学術集会，名古屋， 年 月 日．

 皿谷健：ウイルス感染と呼吸器疾患 気管支喘息を中心

に．第 回三鷹市医師会呼吸器病研究会，三鷹， 年

月 日．

 滝澤始： 増悪のメカニズムとその対策．第 回

神奈川呼吸カンファランス，横浜， 年 月 日．

 皿谷健：呼吸器のアセスメント 平成 年度版呼吸器・

循環器のフィジカルアセスメントを基礎から学ぶ．医療

従事者のためのフィジカルアセスメントセミナー 東京，

年 月 日．

 石田学，石井晴之：続発性肺胞蛋白症の疫学研究：続報

と課題．平成 年度第 回班会議 平成 年度日本医療

研究開発機構研究費 肺胞蛋白症，遺伝性間質性肺疾患

に関する研究：重症難治化要因とその克服，大阪，

年 月 日

 滝澤始：マクロライド療法：現状と将来．第 回北葛北

部医師会学術講演会，幸手， 年 月 日．

 乾俊哉，中本啓太郎，佐田充，中村益夫，本多紘二郎，

渡辺雅人，小川ゆかり，小出卓，高田佐織，横山琢磨，

倉井大輔，皿谷健，石井晴之，松崎博崇，野口智史，三

上優，堀江真史，金俊行，小山ひかり，和田裕雄，山内

康宏，幸山正，滝澤始：気管支喘息， におけるバイ

オマーカーと大気汚染物質： 遺伝子型の影響．第

回日本職業・環境アレルギー学会総会・学術大会，大

阪， 年 月 日．

 石井晴之：呼吸器疾患の診断ポイントを探せ！－学生，

初期研修医キーパッド式参加型セミナー．第 回日本

呼吸器学会関東地方会，東京， 年 月 日．

 皿谷健：間質性肺障害の診断と治療について．第 回

城西胸部画像研究会総会・定例会，武蔵野， 年 月

日．

 中元康雄，皿谷健，野村知宏，比留川一郎，石井晴之，

滝澤始：胸部 では同定できず気管支動脈造影で診断し

えた気管支動脈蔓状血管腫の一例．第 回日本呼吸器

学会関東地方会，東京， 年 月 日．

 滝澤始：マクロライド療法：現状と将来．第 回岩槻医

師会学術講演会，さいたま， 年 月 日．

 滝澤始：喘息重症化のメカニズムとその対策．第 回専

門の垣根を越えた臨床医学研究会，東京， 年 月

日．

 

 

α

 

 

 宮岡智花，皿谷健，大熊康介，和田翔子，乾俊哉，藤原

正親，石井晴之，滝澤始：肺野先行型膠原病との鑑別を

要した 関連肺疾患の 例．第 回日本結核病学会関

東支部会 第 日本呼吸器学会関東地方会合同学会，

甲府， 年 月 日．

 吉田悠貴，石田学，和田翔子，皿谷健，滝澤始：脳転移

による汎下垂体機能低下症を呈した肺腺癌の 例．第

回日本結核病学会関東支部会 第 日本呼吸器学会関

東地方会合同学会，甲府， 年 月 日．

 廬昌聖，皿谷健，渡邊崇靖，佐久間翔，小川ゆかり，佐

藤洋平，藤原正親，石井晴之，滝澤始：悪性胸膜中皮腫

との鑑別を要した悪性黒色腫による胸水の 例．第 回

日本結核病学会関東支部会 第 日本呼吸器学会関東

地方会合同学会，甲府， 年 月 日．

 倉井大輔：ステロイド治療できずに増悪傾向を呈するア

レルギー性気管支肺アスペルギルス症の 例．第 回難治

性呼吸器感染症マネージメント研究会，立川， 年

月 日．

 

 本多紘二郎，田中良明，山名一平，吉田勤，佐々木結花，

吉山崇，吉森浩三，大沢文子，黒﨑敦子，尾形英雄，後

藤元：肺結核治療中に低酸素血症を認めた 例．第 回

多摩びまん性肺疾患研究会，東京， 年 月 日．

 滝澤始：マクロライド療法の現実と将来．第 回日本鼻
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科学会総会・学術講演会，宇都宮， 年 月 日．

 石田学，石井晴之：続発性肺胞蛋白症の臨床像解析：先

行肺病変の検討．平成 年度第 回班会議 平成 年度

日本医療研究開発機構研究費 肺胞蛋白症，遺伝性間質

性肺疾患に関する研究：重症難治化要因とその克服，東

京， 年 月 日．

 滝澤始：呼吸器疾患におけるマクロライド療法の現状と

将来展望．第 回長崎マクロライド研究会，長崎，

年 月 日．

 本多紘二郎，田中良明，国東博之，中川隆行，佐々木結

花，黒﨑敦子，菊池文史，尾形英雄，後藤元：すりガラ

ス状陰影を呈した 例．第 回

，東京， 年 月 日．

 倉井大輔：当院での髄膜炎菌検出時の院内感染対策．第

回北多摩南部 ネットワーク，武蔵野， 年 月

日．

 皿谷健： の ．第

回新宿肺感染症研究会，東京， 年 月 日．

 本多紘二郎，佐々木結花，辻晋吾，国東博之，田中良明，

吉山崇，吉森浩三，菊池文史，黒﨑敦子，尾形英雄，後

藤元：繰り返した問診の後に喫煙歴が判明した急性好酸

球性肺炎の症例．第 回臨床アレルギー研究，東京，

年 月 日．

 倉井大輔：吸入指導（喘息・ ）の病薬連携における

問題点．第 回北多摩南部吸入療法研究会，三鷹，

年 月 日．

 井上真奈美，皿谷健，小田未来，布川寛樹，藤原正親，

滝澤始：家族内発症した夏型過敏性肺炎の検討．第 回

臨床アレルギー研究会，東京， 年 月 日．

 

 渡辺雅人：呼吸器疾患におけるインフルエンザの位置づ

け．インフルエンザフォーラム 長岡，長岡，

年 月 日．

 石井晴之：骨髄異形成症候群に合併した続発性肺胞蛋白

症の国際共同研究． ｓ ，平成

年度日本医療研究開発機構研究費 肺胞蛋白症，遺伝性

間質性肺疾患に関する研究：重症難治化要因とその克服，

東京， 年 月 日．

 平田彩，横山琢磨，乾俊哉，小川ゆかり，中本啓太郎，

高田佐織，石井晴之，滝澤始：

を用いた の末

梢神経障害に対する予防効果の検討．第 回日本肺癌学

会学術集会，福岡， 年 月 日．

 小川ゆかり，横山琢磨，平田彩，高田佐織，石井晴之，

滝澤始： に耐性を来した 遺伝子変異陽性非

小細胞肺癌患者に対する の実施可能性の検討．

第 回日本肺癌学会学術集会，福岡， 年 月

日．

 倉井大輔：知って得する，インフルエンザと肺炎の基礎

知識．市民講演会，狛江， 年 月 日．

 本多紘二郎，田中良明，奥村昌夫，佐々木結花，吉山崇，

尾形英雄，菊地文史，黒崎敦子，大滝美浩，後藤元：肉

芽腫性肝疾患の経過観察中に肺結核を発症した 例．

回結核病学会関東地方会，東京， 年 月 日．

 皿谷健：日常よく出会う呼吸器疾患． 世紀 適々斎塾，

大阪， 年 月 日．

 滝澤始：咳嗽の鑑別診断と治療～閉塞性肺疾患・マイコ

プラズマ感染症を含めて～．小金井市医師会学術講演会，

東京， 年 月 日．

 今井静佳，下田真史，倉井大輔，田村仁樹，皿谷健，横

山琢磨，石井晴之，滝澤始：急速に増大する肺多発結節

影を認め，感染性疾患との鑑別を要した 陽性未分化

大細胞リンパ腫の 例．日本内科学会第 回関東地方会，

東京， 年 月 日．

 井上真奈美，小田未来，布川寛樹，藤原正親，皿谷健，

石井晴之，滝澤始：家族内発症した夏型過敏性肺炎の

症例．第 回日本呼吸器内視鏡学会関東支部会，東京，

年 月 日．

 倉 井 大 輔 ： 間 質 性 肺 炎 に 合 併 し た

膿胸の一例．第 回関東呼吸器真菌研究会，

東京， 年 月 日．

 石井晴之：すこやかに生活するための肺を知ろう 間質

性肺炎について（肺がかたくなるとは？）．市民公開講

座，三鷹， 年 月 日．

 横山琢磨：すこやかに生活するための肺を知ろう 肺が

んの基本的な話．市民公開講座，三鷹， 年 月 日．

 高田佐織：すこやかに生活するための肺を知ろう ここ

まで進んだ肺がん治療．市民公開講座，三鷹， 年

月 日．
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 乾俊哉，中本啓太郎，佐田充，辻晋吾，中村益夫，本多

紘二郎，渡辺雅人，小川ゆかり，小出卓，高田佐織，横

山琢磨，倉井大輔，皿谷健，石井晴之，松崎博崇 ，野口

智史 ，三上優 ，堀江真史 ，金俊行 ，小山ひかり ，和

田裕雄，山内康宏 ，幸山正 ，滝澤始（ 東大，帝京大）：

気管支喘息， におけるバイオマーカーと大気汚染物

質 遺伝子多型の影響．日本職業・環境アレルギ

ー学会雑 ： ， ．

 和田翔子，皿谷健，辻本直貴，蘇原慧伶，中元康雄，渡

邊崇靖，平田彩，辻晋吾，西沢知剛，武井秀史 ，藤原正

親 ，矢澤卓也 ，滝澤始，後藤元（ 杏林大・医・外科 呼

吸器・甲状腺 ， 杏林大・医・病理学）：胸部 におい

て 特 発 性 間 質 性 肺 炎

との鑑別を要し胸腔鏡下肺生

検で診断し得たトリコスポロン抗原吸入による慢性過敏

性肺炎の 例．日本胸部臨床 ： ， ．

 滝澤始：アレルギー疾患の検査法概論 機能的診断法．

日本医師会雑誌 特別 ： ， ．

 滝澤始：アレルギー疾患におけるトータルケアの重要性．

日本内科学会雑誌 ： ， ．

 石井晴之：骨髄異形成症候群と肺胞マクロファージ－続

発性肺胞蛋白症を中心に－．日本肺サーファクタント・

界面医学会雑誌 ： ， ．

 石井晴之：続発性肺胞蛋白症 最新の知見と今後の課題．

日本胸部臨床 ： ， ．

 乾俊哉，中本啓太郎，佐田充，肥留川一郎，渡辺雅人，

滝澤始：喘息と の併存例 の診断と治療．呼吸

器内科 ： ， ．

 皿谷健，下田真史，小川ゆかり，田中康隆，小嶋幸一郎，

竹内弘久，滝澤始：一目瞭然 目で診る症例．日本内科

学会雑誌 ： ， ．

 田村仁樹，滝澤始： の併存症とその対策．呼吸器内

科 ： ， ．

 皿谷健：胸部単純 線．内科 ： ， ．

 皿谷健：長引く咳への治療アプローチ マイコプラズマ

肺炎．感染と抗菌薬 ： ， ．

 皿谷健：マイコプラズマ肺炎．月刊レジデント ：

， ．

 皿谷健：一目瞭然 目で診る症例．日本内科学会雑誌

： ， ．

 皿谷健，下田真史，小川ゆかり，田中康隆，小嶋幸一郎，

竹内弘久，滝澤始：一目瞭然 目で診る症例．日本内科

学会雑誌 ： ， ．

 皿谷健：呼吸器感染症 マイコプラズマ肺炎．
： ， ．

 皿谷健：風邪と呼吸器疾患 下痢・微熱・嘔気・咽

頭痛がある時， 咳や喀痰が出る時．総合診療 ：

， ．

 皿谷健：特殊な肺炎への対応 その他のウイルス性肺炎

の重要性． ： ， ．

 山田敦子，倉井大輔，滝澤始：気管支喘息治療薬・

治療薬．医薬ジャーナル 増刊 ： ， ．

 滝澤始： と酸化ストレス．別冊 慢性

炎症と疾患 ： ， ．

著 書

 渡辺雅人，滝澤始：大気汚染物質とアレルギー・喘息概

論．日本臨床 免疫症候群（第 版）Ⅱ．大阪，日本臨牀

社， ． ．

 滝澤始：膠原病・リウマチ・アレルギー疾患を診療する

好酸球性肺炎．膠原病・リウマチ・アレルギー研修ノー

ト．上阪等，渥美達也，亀田秀人，中島裕史，藤本学，

山口正雄編．東京，診断と治療社， ． ．

 滝澤始：気胸，縦隔気腫／肺高血圧，右心不全．特発性

間質性肺炎 診断と治療の手引き 改訂第３版．日本呼吸

器学会びまん性肺疾患診断・治療ガイドライン作成委員

会編．東京，南江堂， ， ．
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 滝澤始：「気管支拡張症」と診断されました．今日の健

康 月号．東京， 出版， ． ．

 滝澤始：びまん性汎細気管支炎 呼吸器．今日の治療指

針．福井次矢，高木誠，小室一成総編．東京，医学書院，

． ．

 皿谷健：聴診スキル講座．喜舎場朝雄，工藤翔二，滝澤

始監修． ．看護 ． ．

．

報告書

 皿谷健，石井晴之，倉井大輔，長澤耕男，木村博一，滝

澤始：間質性肺炎の急性増悪とウイルス感染に関する

．厚生労働科学研究費補助金 難治

性疾患等政策研究事業 びまん性肺疾患に関する調査

研究 年度 研究報告書．

 石井晴之：続発性肺胞蛋白症の疫学調査に関する研究．

平成 年度国立研究開発法人日本医療研究開発機構

（ ）難治性疾患実用化研究事業．「肺胞蛋白症，遺

伝性間質性肺疾患に関する研究：重症難治化要因とその

克服」総合研究報告書． ．

その他

 滝澤始：「杏林シンポジア」シリーズ「 ・喘息の最

新情報」 の治療と予後，ラジオ ， 年 月

日．

 皿谷健：第 回米国胸部学会日本部会賞（ ）

受賞， 年 月 日．

 皿谷健：聴診器発明から 年，化学療法の領域，巻頭

言， 年 月号（ ） ．

 皿谷健：臨床医なら を書きなさい 第 回

マイスターから学ぶ（前編）あらためて，

の意義．週刊医学界新聞 第 号

年 月 日．

 皿谷健：臨床医なら を書きなさい 第 回

（最終回） マイスターから学ぶ（後編）指

導医もいろいろ考えてる！．週刊医学界新聞 第 号

年 月 日．

第一内科学教室

（腎臓・リウマチ膠原病内科）

講 演

 福岡利仁：当院における保存期治療の実際〜導入後の管

理も含めて〜．中外 フォーラム，東京， 年 月 日．

 有村義宏： 関連間質性肺炎「症例への意見」と「手

引き」作成に向けての意見．第 回日本呼吸器学会学術

講演会，京都， 年 月 日

 有村義宏： 関連血管炎と耳鼻咽喉科，東京都耳鼻咽

喉科学会学術講演会，東京， 年 月 日．

 福岡利仁：透析の基本． 連携フォーラム，東京，

年 月 日．

 要伸也：腎臓病療養指導士について．第 回国際腎と栄

養代謝学会 食事療法セミナー，宜野湾， 年 月

日．

 有村義宏：難治性 関連血管炎の治療．第 回日本リ

ウマチ学会総会，横浜， 年 月 日．

 内田裕子，福岡利仁，軽部美穂，清水英樹，佐藤綾，稲

永亮平，上野愛，駒形嘉紀，要伸也，有村義宏：当院に

おける 陽性悪性腫瘍の臨床的検討．第 回日本リウ

マチ学会総会，横浜， 年 月 日．

 稲永亮平，清水英樹，上野愛，松田朝子，久木元光，佐

藤由利子，七条祥恵，宮本彩子，駒形嘉紀，要伸也，有

村義宏：巨細胞性動脈炎とリウマチ性多発筋痛症合併例

の臨床的検討．第 回日本リウマチ学会総会，横浜，

年 月 日．

 片岡郁穂，駒形嘉紀，遠藤彰子，内田裕子，軽部美穂，

要伸也，有村義宏：非定型家族性地中海熱の 症例の検

討．第 回日本リウマチ学会総会，横浜， 年 月

日．

 小澤祐子，軽部美穂，池谷紀子，川嶋聡子，清水英樹，

窪田沙也花，國沢恭平，宮本彩子，前園知宏，駒形嘉紀，

要伸也，有村義宏：当院における 関連血管炎に対す

るリツキシマブ治療効果の検討．第 回日本リウマチ学

会総会，横浜， 年 月 日．

 増古紳太郎，川嶋聡子，窪田沙也花，福岡利仁，軽部美

穂，駒形嘉紀，要伸也，有村義宏：強皮症腎クリーゼを

呈 し た 皮 膚 硬 化 を 欠 く 限 局 型 強 皮 症 （

）の検討．第 回日本リウ

マチ学会総会，横浜， 年 月 日．

 川嶋聡子，福岡利仁，軽部美穂，吉原堅，駒形嘉紀，要

伸也，有村義宏：当院における過去 年間の高齢発症

関連血管炎の検討 第 回日本リウマチ学会総会，

横浜， 年 月 日．

 上野愛，清水英樹，稲永亮平，小林昌史，久木元光，佐

藤由利子，七条祥恵，宮本彩子，駒形嘉紀，要伸也，有

村義宏：中年以後発症高安動脈炎 の臨床像の検討．

第 回日本リウマチ学会総会，横浜， 年 月 日．

 要伸也，小澤祐子： とは・検査値が読める話．第

回三鷹市民公開講座 腎臓について考えるフォーラム，

三鷹， 年 月 日．

 佐藤由利子：糖尿病？肥満？生活習慣病と腎臓の話．第

回三鷹市民公開講座 腎臓について考えるフォーラム，

三鷹， 年 月 日．

 福岡利仁：腎と高血圧．第 回三鷹市民公開講座 腎臓

について考えるフォーラム，三鷹， 年 月 日．

 軽部美穂：いま聞きたい関節リウマチ治療．

，東京， 年 月 日

 要伸也： およびその周辺疾患の診断と治療．第 回

徳島腎臓病を考える会，徳島， 年 月 日．

 要伸也：腎臓病の機能と腎臓病の診断法．腎臓病病態栄

養セミナー，大阪， 年 月 日．

 有村義宏：「血管炎の新分類と皮膚血管炎の位置づけ」

内科医の視点からみた 新分類．第 回日本皮

膚科学会総会，京都， 年 月 日

 池谷紀子，宮本彩子，小澤祐子，前園知宏，駒形嘉紀，

要 伸 也 ， 有 村 義 宏 ： 難 治 性 多 発 血 管 炎 性 肉 芽 腫 症

（ ）にリツキシ

マブが奏効した維持透析の 例．第 回日本透析医学会，

大阪， 年 月 日．

 上野愛，軽部美穂，清水英樹，稲永亮平，内田裕子，塚

田弘之，佐藤綾，駒形嘉紀，要伸也，有村義宏：リツキ

サン導入で免疫学的活動性が抑えられたループス腎炎透

析患者の一例．第 回日本透析医学会，大阪， 年

月 日．

 七条祥恵，清水英樹，稲永亮平，内田裕子，塚田弘之，

軽部美穂，駒形嘉紀，要伸也，有村義宏：血液透析導入

時に心外膜炎を発症した一例．第 回日本透析医学会，

大阪， 年 月 日．

 福岡利仁，要伸也，山田明，有村義宏：藻類バイオマス

を用いた腹膜透析排液の有効利用に関する研究．第 回

日本透析医学会，大阪， 年 月 日．

 内田裕子，清水英樹，軽部美穂，小寺永章，田中健太郎，

稲永亮平，上野愛，久木元光，塚田弘之，佐藤綾，福岡

利仁，駒形嘉紀，要伸也，有村義宏：担癌患者に対し透

析導入した二例．第 回日本透析医学会，大阪， 年

月 日．

 小澤祐子，池谷紀子，宮本彩子，上野愛，前園知宏，駒
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形嘉紀，要伸也，有村義宏：長期維持遁析患者に発症し

た 群溶連菌による多発膿瘍の一例．第 回日本透析医

学会，大阪， 年 月 日．

 久木元光，清水英樹，軽部美穂，蜂須浩嗣，中野由加里，

田中伸一郎，窪田沙也花，駒形嘉紀，要伸也，有村義宏：

透析導入期に精神科介入を要した摂食障害のある血液

透析患者の一例．第 回日本透析医学会，大阪， 年

月 日．

 浜井章，片山満代，渡邉恭子，曹由美，千々和京介，山

田佐紀子，西川あや子，山田裕信，軽部美穂，要伸也：

当透析センターのインシデント・アクシデントレポート

の現状と課題．第 回日本透析医学会，大阪， 年

月 日．

 渡邉恭子，妹尾多位子，田坂華世，浜井章，山田佐紀子，

西川あや子，軽部美穂，要伸也：訪問看護師が必要とし

ている自宅腹膜透析に関する情報．第 回日本透析医学

会，大阪， 年 月 日．

 宮本彩子，池谷紀子，上野愛，小澤祐子，前園知宏，駒

形嘉紀，要伸也，有村義宏：たこつぼ型心筋症を契機に

診断された大動脈解離合併透析患者に一例．第 回日本

透析医学会，大阪， 年 月 日．

 稲永亮平，軽部美穂，清水英樹，駒形嘉紀，要伸也，有

村義宏：腹膜透析患者におけるクエン酸第二鉄の使用効

果．第 回日本透析医学会，大阪， 年 月 日．

 駒形嘉紀：関節リウマチにおける 細胞の役割．腸管炎

症免疫セミナー，秋田， 年 月 日．

 有村義宏：全身性血管炎に関する難治性血管炎調査研究

班の研究成果と課題．第 回日本腎臓学会学術総会，横

浜， 年 月 日．

 有村義宏： 関連血管炎の治療～わが国の現状と国際

試験～．第 回日本腎臓学会学術総会，横浜， 年

月 日．

 川嶋聡子，増古紳太郎，國沢恭平，窪田沙也花，駒形嘉

紀，要伸也，有村義宏：当院における 有無と高齢発

症 関連血管炎の臨床像の検討．第 回日本腎臓学会

学術総会，横浜， 年 月 日．

 増古紳太郎，清水英樹，川嶋聡子，池谷紀子，福岡利仁，

軽部美穂，駒形嘉紀，要伸也，有村義宏：当院における

膠原病に合併した急性腎障害症例の臨床的検討．第 回

日本腎臓学会学術総会，横浜， 年 月 日．

 齋藤督芸，要伸也，清水英樹，佐野香津子，駒形嘉紀，

有村義宏：虚血再灌流後 モデルにおけるアバタセプ

トの抑制効果．第 回日本腎臓学会学術総会，横浜，

年 月 日．

 清水英樹，内田裕子，稲永亮平，七条祥恵，窪田沙也花，

川嶋聡子，池谷紀子，福岡利仁，軽部美穂，吉原堅，駒

形嘉紀，要伸也，有村義宏：サルコイドーシスにおける

腎病変の臨床的検討．第 回日本腎臓学会学術総会，横

浜， 年 月 日．

 軽部美穂，要伸也，清水英樹，福岡利仁，駒形嘉紀，有

村義宏：ループス腎炎維持療法におけるミコフェノール

酸モフェチルの有効性とステロイド減量効果．第 回日

本腎臓学会学術総会，横浜， 年 月 日．

 福岡利仁，軽部美穂，清水英樹，駒形嘉紀，要伸也，有

村義宏：保存期腎不全におけるクエン酸第二鉄水和物の

効果についての臨床的検討．第 回日本腎臓学会学術総

会，横浜， 年 月 日．

 福岡利仁： における生物学的製剤の使

い方と現状．第 回臨床力アップのための腎臓内科セミ

ナー ，東京， 年 月 日．

 増古紳太郎，川嶋聡子，佐藤由利子，片岡郁穂，遠藤彰

子，池谷紀子，福岡利仁，軽部美穂，駒形嘉紀，要伸也，

有村義宏：経過中に難治性中枢神経障害をきたした顕微

鏡的多発血管炎 の 剖検例．第 回関東リウマチ研

究会，東京， 年 月 日．

 佐藤由利子，川嶋聡子，内田裕子，國沢恭平，増古紳太

郎，片岡郁穂，駒形嘉紀，要伸也，有村義宏，栗山廉二

郎：リツキシマブ療法により維持血液透析を離脱し得た

顕微鏡的多発血管炎の 例．三多摩腎疾患治療医会第

回研究会，三鷹， 年 月 日．

 駒形嘉紀，遠藤彰子，村上華奈子，山岸好実，要伸也，

有村義宏： 患者好中球 放出能の病勢マーカーと

しての有用性．平成 年度厚生労働省難治性血管炎調査

研究班第 回班会議，東京， 年 月 日．

 要伸也：尿検査からわかること～腎臓病の診断と治療に

生かす“わざ”～． 研究会 （東洋紡臨床検査技

師向け講演会），東京， 年 月 日．

 駒形嘉紀：選定療養費の義務化とその病診連携に及ぼす

影響．第 回多摩 病診連携の会，三鷹， 年 月 日．

 要伸也： 患者の紹介基準．北多摩 病診連携講演会，

東京， 年 月 日．

 福岡利仁： とは． 連携フォーラム，東京， 年

月 日．

 福岡利仁：高齢 患者における生物学的製剤の治療戦略．

リウマチ・マネージメントセミナー，東京， 年 月

日．

 宮澤さやか，軽部美穂，國沢恭平，佐藤綾，早川哲，駒

形嘉紀，要伸也，有村義宏：悪性リンパ腫再発に対して

臍帯血移植を行い， 年後に 病変を発症した一例．第

回東京腎炎・ネフローゼ研究会，東京， 年 月

日．

 軽部美穂：関節リウマチ治療における留意点 武蔵野市

薬剤師会学術講演会，東京， 年 月 日．

 要伸也：保存期 患者の栄養管理と療養指導．第 回宮

城 栄養研究会，宮城， 年 月 日．

 軽部美穂：関節リウマチ（ ）の合併症・関節外症状に

ついて 第 回リウマチ膠原病教室，三鷹， 年 月

日

 福岡利仁：血圧・血糖・脂質と生活習慣病．七生特別支

援学校産業医講習会， 東京， 年 月 日．

 要伸也：リウマチ，膠原病って何？．杏林大学三鷹公開

講演会，三鷹， 年 月 日．

 ， ， ， ，

， ， ，

， ，

 
，

， ，

 福岡利仁，富安朋宏，清水英樹，中林巌，多川斉，村上

円人，要伸也，有村義宏 多摩地区の の現状．日

本腹膜透析学会，札幌， 年 月 日．

 稲永亮平，軽部美穂，窪田沙也花，佐藤綾，片岡郁穂，

兵頭智夏，駒形嘉紀，要伸也，有村義宏：ボルテゾミブ・

デキサメサゾン療法にて腎機能の改善が得られた軽鎖沈

着症の 例．第 回日本腎臓学会東部学術大会，東京，

年 月 日．

 久木元光，清水英樹，片岡郁穂，池谷紀子，福岡利仁，

軽部美穂，駒形嘉紀，櫻井裕之，要伸也，有村義宏：家

族性の高尿酸血症と先天性股関節形成不全を合併した

まれな間質性腎炎の一例 第 回日本腎臓学会東部学術
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大会，東京， 年 月 日．

 佐藤由利子，川嶋聡子，内田裕子，國沢恭平，増古紳太

郎，片岡郁穂，駒形嘉紀，栗山廉二郎，要伸也，有村義

宏：リツキシマブ療法により維持血液透析を離脱し得た

顕微鏡的多発血管炎の 例．第 回日本腎臓学会東部学

術大会，東京， 年 月 日．

 石出崇，齋藤督芸，清水英樹，小林昌史，下山田博明，

軽部美穂，駒形嘉紀，要伸也，有村義宏：メサンギウム

領域に 沈着を伴う 陽性 の一例．第 回日本

腎臓学会東部学術大会，東京， 年 月 日．

 塚田弘之，清水英樹，福岡利仁，軽部美穂，駒形嘉紀，

南学正臣，要伸也，有村義宏：両側性腎腫大と急性腎障

害を呈した腎限局性サルコイドーシスの一例．第 回日

本腎臓学会東部学術大会，東京， 年 月 日．

 福岡利仁，駒形嘉紀，要伸也，有村義宏：もう一度やり

直す血管炎 第 回日本腎臓学会東部学術大会，東京，

年 月 日．

 軽部美穂： の特殊病態とその治療．第 回日本腎臓

学会東部学術大会，東京， 年 月 日

 有村義宏：全身性血管炎による腎血管炎－ 関連血管

炎を中心に－．第 回日本腎臓学会東部学術大会，東京，

年 月 日．

 高橋孝幸，福岡利仁，駒形嘉紀，要伸也，有村義宏：免

疫抑制剤が奏功した の 例．第五回膠原病と を

考える会，武蔵野， 年 月 日．

 福岡利仁： とは． 連携フォーラム，東京， 年

月 日．

 久木元光，清水英樹，下山田博明，稲永亮平，内田裕子，

片山郁穂，塚田弘之，福岡利仁，軽部美穂，駒形嘉紀，

要伸也，有村義宏，下山田博明：病理組織学的に早期診

断が困難であった乳房腫瘤で発症した 陽性

の一例．第 回日本血管病理研究会，三鷹， 年 月

日．

 軽部美穂，佐藤綾，國沢恭平，宮澤さやか，早川哲，要

伸也，有村義宏：四肢のしびれで整形外科を受診し，高

カリウム血症にて当科紹介となった一例．第 回臨床体

液研究会，東京， 年 月 日

 福岡利仁：水・電解質・酸塩基平衡と ． 年集中

ケア認定看護師セミナー，東京， 年 月 日．

 有村義宏：皮膚科領域でみる血管炎の内科サイドからの

アプローチ（診断と治療）．第 回日本皮膚アレルギー・

接触皮膚炎学会総会学術大会，東京， 年 月 日

 福岡利仁，富安朋宏，清水英樹，吉田雅治，安藤亮一，

角田隆俊，西尾康英，花岡一成，村上円人，要伸也：東

京多摩地区における腹膜炎の現状調査結果．多摩 研究

会．東京， 年 月 日．

 宮本彩子，池谷紀子，李恵怜，小澤祐子，駒形嘉紀，要

伸也，有村義宏：不全型ベーチェット病と高安病の鑑別

を要した大型血管炎の 例．第 回杏林医学会総会，東

京， 年 月 日．

 福岡利仁：保存期から透析導入期における の使用経

験．第 回多摩腎不全フォーラム，東京， 年 月

日．

 要伸也： の治療総論．第 回日本アフェレシス学会
学術大会，横浜， 年 月 日．

 中島瑛里子，軽部美穂，河野郁枝，中島昌典，千葉厚郎，

要伸也，有村義宏：血漿交換療法が抗 抗体関連ニュ

ーロパチーの進行抑制効果を認めた 例．第 回日本ア

フェレシス学会学術大会，横浜， 年 月 日

 ：

．

，

年 月 日．

 要伸也：保存期 対策について～腎臓病療養指導士（仮

称）も含めたチーム医療と病診連携～ 高知県 医療連

携研修会，高知， 年 月 日．

 下田佐知子，池谷紀子，竹森愛，宮本彩子，小澤祐子，

前園知宏，駒形嘉紀，要伸也，有村義宏，吉原堅：心嚢

ドレナージ術を必要とした，悪性関節リウマチによる心

膜炎の 例．第 回日本リウマチ学会関東支部学術集会，

東京， 年 月 日．

 小澤祐子，池谷紀子，前園知宏，駒形嘉紀，要伸也，有

村義宏：心膜炎を呈した抗 抗体陽性皮膚筋炎の 例．

第 回日本リウマチ学会関東支部学術集会，東京，

年 月 日．

 駒形嘉紀，遠藤彰子，村上華奈子，山岸好実，要伸也，

有村義宏： 患者好中球 放出能の病勢マーカーと

しての有用性．平成 年度厚生労働省難治性血管炎調査

研究班第 回班会議，東京， 年 月 日．

 駒形嘉紀：多摩エリア病診連携の現状と今後．第 回多

摩 病診連携の会，三鷹， 年 月 日．

 軽部美穂： 患者の治療について（医療連携も含めて）．

第 回多摩 病診連携の会，三鷹， 年 月 日

 石出崇，福岡利仁：ぶどう膜炎・ 型糖尿病に合併した

若年女性の発熱．第 回膠原病を熱く語る会，東京，

年 月 日．

 小澤祐子，福岡利仁，池谷紀子，宮本彩子，竹森愛，前

園知宏，駒形嘉紀，要伸也，有村義宏：胃腸障害ののち

シャント閉塞で入院となった長期透析の一例．第 回臨

床力アップのための腎臓内科セミナー，東京， 年

月 日．

 軽部美穂： の特殊病態と最新治療について ループス

腎炎を中心に ．第 回東京腎と薬剤研究会，東京，

年 月 日

 高橋孝幸，駒形嘉紀，清水英樹，川嶋聡子，池谷紀子，

福岡利仁，軽部美穂，山田明，要伸也，有村義宏 当院

における膠原病性肺高血圧症 例の検討．第 回多摩膠

原病カンファレンス，東京， 年 月 日

 要伸也： における利尿薬の使い方．多摩高血圧セミ

ナー ，東京， 年 月 日．

 要伸也：より良い透析生活を送るために．平成 年度心

施会“透析を考える会”，八王子， 年 月 日．

 要伸也：エビデンスから考える ．第 回

透析患者の糖尿病治療を考える会，東京， 年 月 日．

 要伸也：腎臓病療養指導士について．厚生労働省主催

慢性腎臓病（ ）シンポジウム，東京， 年 月 日．

 要伸也：腎臓病療養指導士について．世界腎臓デーに合

わせた 啓発イベント「実践的な 対策：学際的連携

と協働」講演会，東京， 年 月 日．

 要伸也：急速進行性腎炎および 関連腎炎に関する最

近の知見．第 回群馬腎疾患研究会，前橋， 年 月

日．
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論 文

 河野郁枝，清水英樹，要伸也，軽部美穂，高昌京，齋藤

督芸，中島瑛里子，片岡郁穂，前園知宏，塚田弘之，内

田裕子，片岡肇一，駒形嘉紀，有村義宏：透析導入後に

関節リウマチを発症しアバタセプトが有効であった維持

透析患者の 例 透析会誌 ．

 稲永亮平，要伸也： 症候群・ 症候群．

腎臓内科・泌尿器科 ．

 要伸也：糸球体疾患の分子標的治療．日本腎臓学会誌

．

 要伸也： の治療．腎と透析 増刊 ．

 小澤祐子，國沢恭平，要伸也： 関連血管炎．腎と透

析 ．

 川嶋聡子，要伸也：血管炎症候群における肺・腎病変

．

 要伸也：包括的 診療を目指した多職種協働による取

り組み． ．

 要伸也： のバイオマーカー：総論．生体の科学

．

 軽部美穂，要伸也：免疫機能異常に由来する疾患 ル

ープス腎炎．臨牀透析 ．

 佐藤由里子，福岡利仁，増古紳太郎，川嶋聡子，要伸也，

有村義宏：脳卒中後に著しい高リン，高カリウム，高窒

素血症を呈した透析患者の一例．臨床体液 ：

 福岡利仁：急速進行性腎炎．

．

 有村義宏，川嶋聡子，池谷紀子： 細胞標的治療の

効果は 解説 特集 ． ， ．

 岩橋優花，川崎綾，平野史生，岡笑美，古川宏，佐田憲

映，小林茂人，山田秀裕，山縣邦弘，住田孝之，宮坂信

之，當間重人，尾崎承一，松尾清一，橋本博史，槇野博

史，有村義宏，針谷正祥，土屋尚之： 関連血管炎と

多型の関連．日本臨床免疫学会会誌 ，

．

 横山望，川崎綾，八谷有紀，平野史生，佐田憲映，小林

茂人，山田秀裕，古川宏，山縣邦弘，住田孝之，宮坂信

之，當間重人，尾崎承一，松尾清一，橋本博史，槇野博

史，有村義宏，針谷正祥，土屋尚之：日本人集団におけ

る 関連血管炎と 非翻訳領域多型の関連．日

本臨床免疫学会会誌 ： ， ．

 有村義宏：誘因の明らかな続発性血管炎 薬剤誘発性血

管炎． ： ， ．

 河野郁枝，清水英樹，要伸也，軽部美穂，高昌京，齋藤

督芸，中島瑛里子，片岡郁穂，前園知宏，塚田弘之，内

田裕子，片岡肇一，駒形嘉紀，有村義宏：透析導入後に

関節リウマチを発症しアバタセプトが有効であった維持

透析患者の 例．日本透析医学会雑誌 ： ，

．

 清水英樹，駒形嘉紀，有村義宏： 関連血管炎の病態．

： ， ．

 稲永亮平，軽部美穂，窪田沙也花，佐藤綾，片岡郁穂，

兵動智夏，駒形嘉紀，要伸也，有村義宏：ボルテゾミブ・

デキサメサゾン療法にて腎機能の改善が得られた軽鎖沈
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着症の 例．日本腎臓学会誌 ： ， ．

 塚田弘之，清水英樹，福岡利仁，軽部美穂，駒形嘉紀，

南学正臣，要伸也，有村義宏：両側性腎腫大と急性腎障

害を呈した腎限局性サルコイドーシスの一例．日本腎臓

学会誌 ： ， ．

 久木元光，清水英樹，片郁穂，池谷紀子，福岡利仁，軽

部美穂，駒形嘉紀，櫻井裕之，要伸也，有村義宏：家族

性の高尿酸血症と先天性股関節形成不全を合併したま

れな間質性腎炎の一例．日本腎臓学会誌 ： ，

．

 佐藤由利子，川嶋聡子，内田裕子，國沢恭平，増古紳太

郎，片岡郁穂，駒形嘉紀，栗山廉二郎，要伸也，有村義

宏：リツキシマブ療法により維持血液透析を離脱し得た

顕微鏡的多発血管炎の 例．日本腎臓学会誌 ： ，

．

 石出崇，齋藤督芸，清水英樹，小林昌史，下山田博明，

軽部美穂，駒形嘉紀，要伸也，有村義宏：メサンギウム

領域に 沈着を伴う 陽性 の一例．日本腎臓学

会誌 ： ， ．

 福岡利仁，駒形嘉紀，要伸也，有村義宏：もう一度やり

直す血管炎．日本腎臓学会誌 ： ， ．

 有村義宏：全身性血管炎による腎血管炎 関連血管

炎を中心に．日本腎臓学会誌 ： ， ．

 上野愛，清水英樹，稲永亮平，小林昌史，久木元光，佐

藤由利子，七条祥恵，宮本彩子，駒形嘉紀，要伸也，有

村義宏：中年以後発症高安動脈炎 の臨床像の検討．

日本リウマチ学会総会・学術集会プログラム・抄録集 ：

， ．

 佐田憲映，針谷正祥，臼井丈一，山縣邦弘，本間栄，土

橋浩章，石津明洋，杉山斉，岡田保典，有村義宏，槇野

博史：前向きコホート研究 における抗好

中球細胞質抗体 関連血管炎の寛解に関する検討．

日本リウマチ学会総会・学術集会プログラム・抄録集 ：

， ．

 川嶋聡子，福岡利仁，軽部美穂，吉 堅，駒形嘉紀，要

伸也，有村義宏：当院における過去 年間の高齢発症

関連血管炎の検討．日本リウマチ学会総会・学術集

会プログラム・抄録集 ： ， ．

 増古紳太郎，川嶋聡子，窪田沙也花，福岡利仁，軽部美

穂，駒形嘉紀，要伸也，有村義宏：強皮症腎クリーゼを

呈 し た 皮 膚 硬 化 を 欠 く 限 局 型 強 皮 症

の検討．日本リウマチ学

会総会・学術集会プログラム・抄録集 ： ， ．

 小澤祐子，軽部美穂，池谷紀子，川嶋聡子，清水英樹，

窪田沙也花，國沢恭平，宮本彩子，前園知宏，駒形嘉紀，

要伸也，有村義宏：血管炎 当院における 関連血管

炎に対するリツキシマブ治療効果の検討．日本リウマチ

学会総会・学術集会プログラム・抄録集 ： ， ．

 片岡郁穂，駒形嘉紀，遠藤彰子，内田裕子，軽部美穂，

要伸也，有村義宏：自己炎症症候群 非定型家族性地中

海熱の 症例の検討．日本リウマチ学会総会・学術集会

プログラム・抄録集 ： ， ．

 稲永亮平，清水英樹，上野愛，松田朝子，久木元光，佐

藤由利子，七条祥恵，宮本彩子，駒形嘉紀，要伸也，有

村義宏：血管炎 巨細胞性動脈炎とリウマチ性多発筋痛

症合併例の臨床的検討．日本リウマチ学会総会・学術集

会プログラム・抄録集 ： ， ．

 内田裕子，福岡利仁，軽部美穂，清水英樹，佐藤綾，稲

永亮平，上野愛，駒形嘉紀，要伸也，有村義宏：血管炎

当院における 陽性悪性腫瘍の臨床的検討．日本リウ

マチ学会総会・学術集会プログラム・抄録集 ： ，

．

 長坂憲治，佐田憲映，駒形嘉紀，堤野みち，針谷正祥，

有村義宏：血管炎症候群の診療ガイドライン リツキシ

マブによる新規治療．日本リウマチ学会総会・学術集会

プログラム・抄録集 ： ， ．

 針谷正祥，本間栄，丸山彰一，有村義宏：血管炎症候群

の診療ガイドライン 抗好中球細胞質抗体関連血管炎の

診療ガイドライン．日本リウマチ学会総会・学術集会プ

ログラム・抄録集 ： ， ．

 有村義宏：難治性 関連血管炎の治療．日本リウマチ

学会総会・学術集会プログラム・抄録集 ： ， ．

 磯村杏耶，下山田博明，近藤凡子，小島薫子，要伸也，

有村義宏，菅間博：特発性膜性腎症とループス腎炎の膜

性病変の超解像顕微鏡を用いた比較解析．日本病理学会

会誌 ： ， ．

 中山真紀子，慶野博，渡辺交世，福岡利仁，駒形嘉紀，

有村義宏，岡田アナベルあやめ：ベーチェットぶどう膜

網膜炎におけるインフリキシマブ中止後の眼炎症活動性

の評価．日本眼科学会雑誌 臨増 ： ， ．

 川嶋聡子，有村義宏：全身疾患に伴う腎疾患 血管炎に

伴う腎障害－ 関連腎症．腎と透析 増刊 ：

， ．

 有村義宏： 関連間質性肺炎．日本呼吸器学会誌

増刊 ： ， ．

 宮本彩子，池谷紀子，上野愛，小澤祐子，前園知宏， 駒

形嘉紀，要伸也，有村義宏：たこつぼ型心筋症を契機に

診断された大動脈解離合併透析患者の一例．日本透析医

学会雑誌 ： ， ．

 小澤祐子，池谷紀子，宮本彩子，上野愛，前園知宏，駒

形嘉紀，要伸也，有村義宏：長期維持透析患者に発症し

た 群溶連菌による多発膿瘍の一例．日本透析医学会雑

誌 ： ， ．

 上野愛，軽部美穂，清水英樹，稲永亮平，内田裕子，塚

田弘之，佐藤綾，駒形嘉紀，要伸也，有村義宏：リツキ

サン導入で免疫学的活動性が抑えられたループス腎炎透

析患者の一例．日本透析医学会雑誌 ： ，

．

 池谷紀子，宮本彩子，小澤祐子，前園知宏，駒形嘉紀，

要 伸 也 ， 有 村 義 宏 ： 難 治 性 多 発 血 管 炎 性 肉 芽 腫 症

にリツキシマ

ブが奏効した維持透析の 例．日本透析医学会雑誌

： ， ．

 稲永亮平，軽部美穂，清水英樹，駒形嘉紀，要伸也，有

村義宏：腹膜透析患者におけるクエン酸第二鉄の使用効

果．日本透析医学会雑誌 ： ， ．

 内田裕子，清水英樹，軽部美穂，小寺永章，田中健太郎，

稲永亮平，上野愛，久木元光，塚田弘之，佐藤綾，福岡

利仁，駒形嘉紀，要伸也，有村義宏：担癌患者に対し透

析導入した二例．日本透析医学会雑誌 ： ，

．

 福岡利仁，要伸也，山田明，有村義宏：藻類バイオマス

を用いた腹膜透析排液の有効利用に関する研究．日本透

析医学会雑誌 ： ， ．

 久木元光，清水英樹，軽部美穂，蜂須浩嗣，中野由加里，

田中伸一郎，窪田沙也花，駒形嘉紀，要伸也，有村義宏：

透析導入期に精神科介入を要した摂食障害のある血液

透析患者の一例．日本透析医学会雑誌 ：

， ．

 七条祥恵，清水英樹，稲永亮平，内田裕子，塚田弘之，

軽部美穂，駒形嘉紀，要伸也，有村義宏：血液透析導入

時に心外膜炎を発症した一例．日本透析医学会雑誌

： ， ．

 稲永亮平，清水英樹，内田裕子，片岡郁穂，小林昌史，

福岡利仁，軽部美穂，駒形嘉紀，要伸也，有村義宏：

腎症に急性の経過でネフローゼ症候群を発症した木村氏

病の 例．日本内科学会雑誌 ： ， ．
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 増古紳太郎，清水英樹，川嶋聡子，池谷紀子，福岡利仁，

軽部美穂，駒形嘉紀，要伸也，有村義宏：当院における

膠原病に合併した急性腎障害症例の臨床的検討．日本腎

臓学会誌 ： ， ．

 福岡利仁，軽部美穂，駒形嘉紀，要伸也，有村義宏：保

存期腎不全におけるクエン酸第二鉄水和物の効果につい

ての臨床的検討．日本腎臓学会誌 ： ， ．

 清水英樹，塚田弘之，内田裕子，稲永亮平，七條祥恵，

窪田沙也花，川嶋聡子，池谷紀子，福岡利仁，軽部美穂，

吉原堅，駒形嘉紀，要伸也，有村義宏：サルコイドーシ

ス に お け る 腎 病 変 の 臨 床 的 検 討 ． 日 本 腎 臓 学 会 誌

： ， ．

 川嶋聡子，増古紳太郎，國沢恭平，窪田沙也花，駒形嘉

紀，要伸也，有村義宏：当院における 有無と高齢発

症 関連血管炎の臨床像の検討．日本腎臓学会誌

： ， ．

 軽部美穂，要伸也，清水英樹，福岡利仁，駒形嘉紀，有

村義宏：ループス腎炎維持療法におけるミコフェノール

酸モフェチルの有効性とステロイド減量効果．日本腎臓

学会誌 ： ， ．

 齋藤督芸，要伸也，清水英樹，佐野香津子，駒形嘉紀，

有村義宏：虚血再灌流後 モデルにおけるアバタセプ

トの抑制効果．日本腎臓学会誌 ： ， ．

 有村義宏：全身性血管炎に関する難治性血管炎調査研究

班の研究成果と課題．日本腎臓学会誌 ： ， ．

 有村義宏：血管炎新分類 と皮膚血管炎の位置

づけ内科医の視線で．日本皮膚科学会雑誌 ： ，

．

 宮本彩子，福岡利仁，池谷紀子，小澤祐子，前園知宏，

駒形嘉紀，要伸也，有村義宏：乳癌骨髄転移により成人

病様症状を呈した 例．日本内科学会関東地方会

： ， ．

 軽部美穂，有村義宏：リウマチ性疾患の難治性病態の治

療 第 回 治療抵抗性血管炎．分子リウマチ治療 ：

， ．

 塚田弘之，有村義宏：腎機能を悪化させない日常診療；

自己免疫疾患における腎機能のみかたと対策．成人病と

生活習慣病 ： ， ．

 稲永亮平，清水英樹，内田裕子，増古紳太郎，片岡郁穂，

窪田沙也花，駒形嘉紀，要伸也，有村義宏：潰瘍性大腸

炎に対するメサラジン治療中に発症した多発血管炎性肉

芽腫症 の一例．関東リウマチ ： ， ．

 武曾惠理，有村義宏：腎臓学この一年の進歩；血管炎．

日本腎臓学会誌 ： ， ．

 有村義宏：急速進行性腎炎症候群を呈した 関連血管

炎のガイドラインと最新治療．医学のあゆみ ：

， ．

 有村義宏：巨細胞性動脈炎．臨床免疫・アレルギー科

： ， ．

 有村義宏：血管炎症候群，分子リウマチ治療 ：

，

 駒 形 嘉 紀 ： 医 学 用 語 解 説

．炎症と免疫

 軽部美穂，要伸也：免疫機能異常に由来する疾患 ルー

プス腎炎 臨床透析 ： ， ．

 

Still’s disease

，

．

 

．

 

． ．

 

：

， ．

 

：

， ．

 

， ．

 

．

 
：

，

 

，

．

 

．

 
， ．
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：

著 書

 要伸也：急速進行性腎炎症候群 関連腎炎を含む ．

今日の治療指針 年版．福井次矢，高木誠，小室一成

総編．東京，医学書院，

 要伸也：リツキシマブ．腎疾患・透析最新の治療

．山縣邦弘，南学正臣編．東京，南江堂，

 竹森愛，要伸也：抗甲状腺薬による腎障害とはどのよう

なものですか？．薬剤性腎障害（ ）診療 ＆ ．山縣

邦弘，臼井丈一，成田一衛，寺田典生，平田純生編．東

京，診断と治療社，

 

．

その他

 要伸也：膠原病・血管炎と腎臓病 聞き手：斎藤郁夫

ラジオ 医学情報番組「杏林シンポジア」シリーズ

「腎・尿路疾患診療の最新情報」日経ラジオ，東京，

年 月 日

 有村義宏：第 回血管病理研究会主催，三鷹， 年

月 日

 ：

主催

 要伸也：序論 女性と腎臓 腎臓 ．

 要伸也：アメリカ大統領選と医療制度．臨牀透析

．

 要伸也：寿命と腎臓 腎臓 ．

 要伸也 福岡利仁：研究施設紹介 杏林大学医学部付属

病院． ．

 要伸也：包括的 診療を目指した多職種協働による取

り組み―杏林大学医学部付属病院． ・

．

第一内科学教室

（神経内科）

講 演

 岡野晴子，中島昌典，阿部光世，鈴木亜希子，鈴木理恵

子，鳥居正剛，笹森寛生，千葉厚郎，塩川芳昭，平野照

之：急性期脳卒中患者における弾性ストッキングの深部

静脈血栓予防効果．第 回日本脳卒中学会総会，札幌，

年 月 日．

 綾野水樹，蛯沢志織，城野喬史，中西郁，鈴木理恵子，

千葉厚郎，塩川芳昭，平野照之：入院中に発症した脳梗

塞症例に関する検討．第 回日本脳卒中学会総会，札幌，

年 月 日．

 中島昌典，岡野晴子，笹森寛生，鳥居正剛，鈴木理恵子，

海野佳子，平野照之，千葉厚郎，塩川芳昭：経口抗凝固

療法実施例におけるアピキサバン選択の傾向．第 回日

本脳卒中学会総会，札幌， 年 月 日

 永井健太郎，岡野晴子，海野佳子，平野照之：左 領

域に脳梗塞を発症した片頭痛性脳梗塞の 例．多摩頭痛

フォーラム，立川， 年 月 日．

 内堀歩，千葉厚郎：眼球運動障害を伴う Barré 

症候群・ 症候群・ 型脳幹脳炎におけ

る糖脂質抗体の検討 —抗 抗体陰性例を中心に−．第

回日本神経学会学術大会，神戸， 年 月 日．

 大石知瑞子，園生雅弘，千葉厚郎 下肢末梢神経伝導検

査における振幅左右差（第 報）：年齢層別検討からの

原因の推測．第 回日本神経学会総会，神戸， 年

月 日

 園生雅弘，北國圭一，大石知瑞子：臨床症候（特に筋力

低下分布と感覚障害範囲）と，電気生理学的所見からの

局在診断．第 回日本神経学会総会，神戸， 年 月

日

 栗田瑛里子，中島昌典，内堀歩，田港朝也，大石知瑞子，

市川弥生子，千葉厚郎：進行性の球麻痺・橋の巨大石灰

化を伴う脳幹萎縮があり入眠により喉頭軟化所見を呈し

た 歳男性例．第 回日本神経学会関東・甲信越地方

会，東京， 年 月 日

 

，

 内堀歩，行田敦子，千葉厚郎： 抗体陰性 症候

群には 依存性 抗体が高率に検出される．第 回

日本末梢神経学会学術集会，大阪， 年 月 日．

 大石知瑞子，宮地洋輔，神林隆道，千葉厚郎，園生雅弘：

正中神経逆行性感覚神経伝導検査における ：手

掌部での部分刺激．第 回日本末梢神経学会学術集会，

大阪， 年 月 日

 宮地洋輔，大石知瑞子，神谷久雄，田中章景，園生雅弘：

長時間のホルン演奏後に痛みを伴う麻痺を発症したが，

年前の外傷による手首部尺骨神経損傷と

と診断した 歳女性例．第 回日本末梢神経学

会学術集会，大阪， 年 月 日

 溝井令一，宮地洋輔，大石知瑞子，神谷久雄，畑中裕己，

園生雅弘：手根管症候群の電気生理的偽陽性例について

の検討．第 回日本末梢神経学会学術集会，大阪，

年 月 日

 澁谷裕彦，綾野水樹，田中雅貴，内堀歩，大石知瑞子，

宮崎泰，市川弥生子，千葉厚郎：頸部筋力低下および球

麻痺で発症し，アセチルコリン受容体抗体陽性，糖脂質

抗体陰性の Barré症候群症候群の 歳男性例．

第 回日本神経学会関東・甲信越地方会，東京，

年 月 日．

 ，

 内堀歩，行田敦子，千葉厚郎： 抗体陰性 症候

群には 依存性 抗体が高率に検出される．第 回

日本神経免疫学会学術集会，長崎， 年 月 日．

 大石知瑞子，園生雅弘，東原真奈，千葉厚郎：下肢末梢

神経伝導検査における「 ％ルール」の妥当性について．

第 回日本臨床神経生理学会・学術集会，福島， 年

月 日

 小野秀子，東原真奈，桜山千恵子，大石知瑞子，村山繁

雄，時村文秋，園生雅弘：下位腕神経叢障害を示唆する
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神経伝導検査所見のパターンについての検討～ルーチン

から，下位腕神経叢障害を見出すための試み～．第

回日本臨床神経生理学会・学術集会，福島， 年

月 日

 伊藤洋人，原田祐三子，小林麗，岡田久，奥田聡，畑中

裕己，内堀歩，千葉厚郎： 症候

群の再発後に 型脳幹脳炎を発症した 例．第

回日本神経学会東海北陸地方会，石川， 年 月

日．

 伊藤大，澁谷裕彦，綾野水樹，田中雅貴，内堀歩，市川

弥生子，千葉厚郎：アルコール多飲と偏食からペラグラ

をきたした 歳男性例．第 回杏林医学会総会，三鷹，

年 月 日．

 千葉厚郎：カンピロバクター腸炎とギラン・バレー症候

群．第 回日本カンピロバクター研究会総会，三鷹，

年 月 日．

 千葉厚郎，内堀歩，行田敦子： 抗体陰性 症候

群には 依存性 抗体が高率に検出される．平成

年度神経免疫疾患政策・実用化研究班合同班会議，東京，

年 月 日．

 千葉厚郎，内堀歩，行田敦子： 抗体陰性 症

候群関連病態の血清学的検討．第 回多摩神経免疫研究

会，立川， 年 月 日．

 澁谷裕彦，永井健太郎，田中雅貴，内堀歩，大石知瑞子，

宮崎泰，市川弥生子，千葉厚郎，中島一郎：痙攣発作で

発症し，右耳側半盲視神経炎，腰仙部多発神経根炎が続

発した抗 抗体陽性 歳男性例．第 回日本神経学会

関東・甲信越地方会，東京， 年 月 日．

 中島昌典，岡野晴子，鳥居正剛，河野浩之，天野達雄，

鈴木理恵子，海野佳子，千葉厚郎，塩川芳昭，平野照之：

経口抗凝固療法実施例における当センターの傾向．第

回日本脳卒中学会総会，大阪， 年 月 日．

 綾野水樹，蛯沢志織，川井田善太郎，河野浩之，岡野晴

子，鳥居正剛，千葉厚郎，塩川芳昭，平野照之：他科入

院中に発症した虚血性脳血管障害症例の特徴．第 回日

本脳卒中学会総会，大阪， 年 月 日．

論 文

 

Barré syndrome. J Neurol Neurosurg Psychiatry 

 

γ 

 

 

 

 

–Barré syndrome. 

 中島昌典，岡野晴子，傳法倫久，平野照之，千葉厚郎，

遠藤英仁，窪田博，磯村杏耶，下山田博明，大倉康男，

塩川芳昭：大動脈原性脳塞栓症を発症し，上行大動脈置

換術を施行した 歳男性例．脳卒中

 渡辺敏樹，気賀沢一輝，宮崎泰，平形明人：視神経萎縮

で発見された神経梅毒の一症例．神経眼科 ：

， ．

 市川弥生子，辻省次 東京大 ：遺伝性脊髄小脳変性症

の早期診断 神経内科 ： ．

 市川弥生子：ハンチントン病について 難病と在宅ケア

著 書

 田中雅貴，千葉厚郎：糖尿病性神経障害． に基づく

脳神経疾患の基本治療指針（第 版）．田村晃，松谷雅

生，清水輝夫，辻貞俊，塩川芳昭，成田善孝編．東京，

メジカルビュー社，2016. p.577−578.

 千葉厚郎：電解質浸透圧異常． に基づく脳神経疾患

の基本治療指針（第 版）．田村晃，松谷雅生，清水輝

夫，辻貞俊，塩川芳昭，成田善孝編．東京，メジカルビ

ュー社，2016. p.615−619.

 市川弥生子：神経疾患の遺伝相談． に基づく脳神経

疾患の基本治療指針 第 版 ．田村晃，松谷雅生，清水

輝夫，辻貞俊，塩川芳昭，成田善孝編．東京，メジカル

ビュー社，

 

 
Barré syndrome. 

 千葉厚郎：慢性先勝性脱髄性多発ニューロパチー（ ）．

今日の治療指針 ．福井次矢，高木誠，小室一誠総編．

東京，医学書院，

その他

 市川弥生子：ハンチントン病医療相談会．神経内科専門

医および臨床遺伝専門医として個別医療相談．東京都難

病相談・支援センター（渋谷区）， 年 月 日．

 岡野晴子： 年度 研究第 回全体会議

塞栓原不明脳梗塞患者における 日間連続心電図記録器

を用いた発作性心房細動検出の有用性に関する多施設

共同観察研究．品川， 年 月 日．

 宮崎泰：健康知りたい話，パーキンソン病で生じる症状

と最近の治療について，東京，ラジオ日本， 年 月

日．
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第二内科学教室

（循環器内科）

講 演

 ：

 佐藤徹：肺高血圧症はこうやって診ます．横浜北部

講演会，横浜， 年 月 日．

 副島京子：徐脈治療の変遷．

．福山， 年 月 日．

 副島京子：不整脈治療の最前線．城南若手医師の会，東

京， 年 月 日．

 副島京子：徐脈治療の変遷． ，東京， 年

月 日．

 坂田好美：徹底理解！右心機能と肺高血圧 肺動脈圧推

定と心エコー図法．第 回日本心エコー図学会学術集会，

大阪， 年 月 日

 副島京子：徐脈治療の変遷．文京区女性循環器医師の会，

東京， 年 月 日．

 副島京子：徐脈治療の変遷．愛知尾張不整脈 名古屋不

整脈研究会，名古屋， 年 月 日．

 ：

 副島京子：心房細動アブレーションの抗凝固療法．相模

大野循環器勉強会，相模原， 年 月 日．

 副島京子：心室頻拍治療．南大阪不整脈研究会，大阪，

年 月 日．

 副島京子：心室頻拍治療．循環器高度先進治療研究会，

岐阜， 年 月 日．

 佐藤徹：肺動脈性肺高血圧症の最近の治療とオプスミッ

トの使用経験．オプスミット発売 周年記念講演会，名

古屋， 年 月 日．

 佐藤徹：私はこのように治療している（レビュー及び症

例提示）．オプスミットフォーラム東京，東京， 年

月 日．

 副島京子：医療被曝軽減の重要性．

高槻， 年 月 日．

 
，

 

 佐藤徹：肺動脈性肺高血圧症の最近の治療とオプスミッ

トの使用経験．第 回阪神肺高血圧症研究会，尼崎，

年 月 日．

 三輪陽介：心房細動の治療．第 回井の頭ファーマ会，

東京， 年 月 日

 水見彩子，南島俊徳，長岡身佳，三浦陽平，松下健一，

坂田好美，佐藤徹，吉野秀朗：肺高血圧症を妊娠中に発

症し，治療が奏功した一例．第 回日本循環器学会関

東甲信越地方会，東京， 年 月 日．

 副島京子：デバイス治療の進歩．

，札幌， 年 月 日．

 副島京子：不整脈治療の変遷．

，前橋， 年 月 日．

 佐藤徹：循環器疾患 ．府中循環器勉強会，府中，

年 月 日．

 佐藤徹：肺動脈性肺高血圧症の最近の治療とオプスミッ

トの使用経験．第 回横浜肺高血圧研究会，横浜，

年 月 日．

 坂田好美：高血圧症の診断における心エコーの有用性．

北海道肺高血圧チーム医療講演会，札幌， 年 月

日

 副島京子：不整脈治療の変遷．広島不整脈治療セミナー，

広島， 年 月 日．

 副島京子：リードレスペースメーカー．心不全・不整脈
医のコラボレーション，東京， 年 月 日．

 坂田好美：循環器医からみた糖尿病治療．アステラス製

薬講演会，東京， 年 月 日

 

 坂田好美：ω3脂肪酸製剤と生活習慣病治療

東京， 年 月 日

 

第 回日本不整脈心電学会学術大会，札幌， 年 月

日．

 

：

第 回日本不整脈心電学会

学術大会，札幌， 年 月 日

 

：

第 回日本不整脈心電

学会学術大会，札幌， 年 月 日

 

：

Atrial Fibrillation Using MediGuide™ Technology. 

 副島京子：透視軽減．第 回日本不整脈心電学会学術集

会，札幌， 年 月 日．

 合田あゆみ，菊池華子，水見彩子，横山さち，鈴本和基，

吉野秀朗，佐藤徹：運動制限が肺循環に及ぼす影響．第

回日本心臓リハビリテーション学会学術集会，東京，

年 月 日．

 合田あゆみ，菊池華子，水見彩子，重田洋平，伊波巧，

石黒晴久，吉野秀朗，佐藤徹：運動時肺高血圧における

肺動脈圧上昇の程度と運動耐容能および低酸素血症と

の関連．第 回日本心臓リハビリテーション学会学術集

－ 16 －



会，東京， 年 月 日

 

 副島京子：不整脈治療の変遷．埼玉循環器研究会，さい

たま， 年 月 日．

 

 医のためのトレーニングコ

ース【 適応】．

 三輪陽介：不整脈治療 ．不整脈地域連携講演

会，東京， 年 月 日

 上田明子：心室性期外収縮・心室頻拍．不整脈治療

，東京， 年 月 日

 副島京子：不整脈治療の変遷．循環器卒後セミナー，長

崎， 年 月 日．

 ： ．

，中国， 年 月

日．

 副島京子：不整脈治療の変遷． ，名古屋， 年

月 日

 上田明子：不整脈診療において知っておきたい薬の使い

方．調布市内科医会，東京， 年 月 日

 

 

 

 

 
，

 副島京子： ． ，成田，

年 月 日．

 副島京子：不整脈治療の変遷．次世代不整脈エキスパー

ト講座，坂出， 年 月 日．

 副島京子：不整脈治療の変遷．佐賀不整脈研究会，坂出，

年 月 日．

 副島京子：虚血性心疾患の不整脈治療．第 回日本心臓

病学会学術集会，東京， 年 月 日．

 坂田好美，上杉陽一郎，井坂葵，松下健一，佐藤徹，吉

野秀朗：三次元スペックルトラッキング心エコーを用い

た右室機能および予後評価．第 回日本心臓病学会学術

集会，東京， 年 月 日

 坂田好美： による右室機能評

価．第 回日本心臓病学会学術集会，東京， 年 月

日

 伊波巧，片岡雅晴，石黒晴久，重田洋平，菊池華子，佐

藤徹，吉野秀朗：慢性血栓塞栓性肺高血圧症に対する経

皮的肺動脈形成術の長期成績．第 回日本心臓病学会学

術集会，東京， 年 月 日．

 副島京子：

，つくば， 年 月 日．

 佐藤徹：肺動脈性肺高血圧症の診療の進歩と新しい知見．

第 回日本肺高血圧・肺循環学学術集会，東京， 年

月 日．

 石黒晴久，伊波巧，重田洋平，仁科善雄，柳澤亮爾，片

岡雅晴，志村亘彦，佐藤徹，吉野秀朗：

．第 回日本肺高血圧・肺循環学会学術集会，

東京， 年 月 日

 伊波巧，片岡雅晴，石黒晴久，重田洋平，菊池華子，合

田あゆみ，佐藤徹，吉野秀朗：経皮的肺動脈形成術合併

症のトラブルシューティング．第 回日本肺高血圧・肺

循環学会学術集会，東京， 年 月 日

 伊波巧，片岡雅晴，石黒晴久，重田洋平，菊池華子，合

田あゆみ，佐藤徹，吉野秀朗：プレッシャーワイヤーガ

イド経皮的肺動脈形成術の有用性．第 回日本肺高血圧・

肺循環学会学術集会，東京， 年 月 日

 小柳正道，福島啓太，苅安俊哉，勝目有美，伊波巧，宮

崎功，佐藤徹，吉野秀朗，横山健一，似鳥俊明，壷井美

香：慢性血栓塞栓性肺高血圧症に対する 撮像法の至適

線量検討．第 回日本肺高血圧・肺循環学会学術集会，

東京， 年 月 日

 伊波巧：プロスタグランディン 製剤の杏林式合併症対

策．第 回日本肺高血圧・肺循環学会学術集会，東京，

年 月 日

 千葉知，伊波巧，片岡雅晴，佐藤徹，菅間博：杏林大学

における肺高血圧症剖検症例の解析．第 回日本肺高血

圧・肺循環学会学術集会，東京， 年 月 日

 伊波巧，片岡雅晴，石黒晴久，重田洋平，菊池華子，佐

藤徹，吉野秀朗： 術後の の効果．第 回日本脈管

学会総会，奈良， 年 月 日

 ：

， ．

 三輪陽介：心室頻拍 心室期外収縮（特発性，流出路起

源，基質心疾患）．不整脈治療関連指定講習会・応用編，

大阪， 年 月 日

 

， ，

 副島京子：

， 年 月 日

 伊波巧，片岡雅晴，石黒晴久，重田洋平，菊池華子，合

田あゆみ，佐藤徹，吉野秀朗：経皮的肺動脈形成術後の

長期的治療効果．第 回日本臨床生理学会総会，東京，

年 月 日
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 伊波巧： 治療の現状－カテーテル治療 の進

歩と効果－．多摩慢性肺血栓塞栓症を考える会，東京，

年 月 日

 坂田好美：運動負荷 薬剤負荷心エコー検査の最前線．

第 回日本臨床生理学会，東京， 年 月 日

 副島京子：不整脈治療の変遷．

，千葉， 年 月 日．

 金剛寺謙，金谷充博，上杉陽一郎，山岸民治，重田洋平，

樋口聡，高唱秀安，吉野秀朗：高度石灰化病変に対して

とガイドワイヤーを匍匐前進的に進めることで

病変通過に成功した重症下肢虚血の 例．多摩虚血性心

疾患研究会，東京， 年 月 日

 副島京子：不整脈治療の変遷．日本有病者歯科医療学会

学術研修会，東京， 年 月 日．

 副島京子：不整脈治療の変遷．調布医師会勉強会，調布，

年 月 日．

 佐藤徹：肺高血圧症の最新の治療．肺高血圧症を考える

会 所沢，所沢， 年 月 日

 副島京子：不整脈治療の変遷．栃木県心臓電気生理研究

会，宇都宮， 年 月 日．

 伊波巧：当院の 治療戦略．第 回肺塞栓ネットワー

クセミナー，神戸， 年 月 日

 副 島 京 子 ： 被 曝 軽 減 の 努 力 ．

，横浜， 年 月 日．

 伊波巧，佐藤徹，竹内かおり，菊池華子，合田あゆみ，

重田洋平，石黒晴久，佐藤徹：当院における急性肺塞栓

症診療のまとめ．第 回肺塞栓症研究会，東京， 年

月 日

 ：

．

，

 

：

 副島京子：虚血性心疾患の不整脈治療．第 回日本冠疾

患学会学術集会，三鷹， 年 月 日．

 伊波巧：

第 回日本冠疾患学会学術集会，三鷹，

年 月 日

 三輪陽介：虚血性心疾患の不整脈（ ）診断．第 回日

本冠疾患学会学術集会，三鷹， 年 月 日

 樋口聡：多機能カテーテルとしての ．第

回日本冠疾患学会学術集会，三鷹， 年 月 日．

 樋口聡，仁科善雄，金谷允博，上杉陽一郎，重田洋平，

山岸民治，伊波巧，石黒晴久，高昌秀安，金剛寺謙，吉

野秀朗 急性冠症候群を発症した超高齢者における院内

死亡の危険因子に関する検討．第 回日本冠疾患学会学

術集会，三鷹， 年 月 日

 副島京子：心室頻拍アブレーションの ．

，名古屋， 年 月 日．

 副島京子：不整脈治療の変遷．鹿沼新しい治療を考える

会，鹿沼， 年 月 日．

 佐藤徹：肺動脈形成術の成果．第 回首都心臓病カンフ

ァランス，東京， 年 月 日

 坂田好美：右室機能評価の新たなる指標．第 回多摩

エコー研究会，東京， 年 月 日

 上田明子：プライマリーケア医が知っておきたい不整脈

診療．不整脈治療 ，東京， 年 月 日

 副島京子：不整脈治療の変遷．不整脈フォーラム 倉

敷，倉敷， 年 月 日．

 副島京子：不整脈治療の変遷．京都ハートクラブ，京都，

年 月 日．

 

．

， 年 月 日

 

 ：

 ：

 副島京子：抗凝固療法．相模大野医師会，相模原，

年 月 日

 副島京子：不整脈治療の変遷．横浜心臓塾，横浜，

年 月 日

 佐藤徹：肺高血圧症治療の最近の進歩．第 回患者と医

療者が創るフォーラム，東京， 年 月 日．

 副島京子：留学の勧め慈恵医大葛飾医療センター．葛西

医療センター不整脈セミナー，葛飾， 年 月 日

 冨樫郁子，佐藤俊明，副島京子，上田明子，三輪陽介，

星田京子，松下紀子，百瀬裕一，長岡身佳，竹内真介，

勝目有美，吉野秀朗： による

植え込み．第 回植込みデパイス関連冬季大会，大阪，

年 月 日

 副島京子：周術期の抗凝固療法．日本不整脈心電学会デ

バイス冬季大会，大阪， 年 月 日．

 伊波巧：

 佐藤徹：肺動脈性肺高血圧症の最近の治療．肺高血圧症

を考える 富山，富山， 年 月 日．

 坂田好美：肺高血圧症の診断と治療－心エコーを用いた

評価－．群馬診診連携講演会，高崎， 年 月 日

 上田明子：心房細動による不整脈依存性心筋症に対する

アブレーション治療．三鷹医師会循環器研究会，東京，

年 月 日

 佐藤徹：肺動脈性肺高血圧症の最近の治療．八王子肺高

血圧症講演会，八王子， 年 月 日．
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第 回日本

循環器学会学術集会，金沢， 年 月 日．

 
：

第 回日本循環

器学会学術集会，金沢， 年 月 日

 

：

第 回

日本循環器学会学術集会，金沢， 年 月 日

 

 副島京子：不整脈治療の進歩．

，会津坂下， 年 月 日．

 ：

， 年 月 日．

 副島京子：心室頻拍治療の進歩．第 回日本循環器学会

学術集会，金沢， 年 月 日．

 副 島 京 子 ： 心 房 細 動 ア ブ レ ー シ ョ ン ．

，東京， 年 月

日．

論 文

和文

 吉野秀朗：急性大動脈解離の診断と治療方針の決定．呼

吸と循環

 吉野秀朗：有害事象とその対策 心機能障害とモニタリ

ング．臨床消化器内科

 吉野秀朗：急性冠症候群の臨床 上昇型心筋梗塞を除

く 日本における急性冠症候群の実態．日本臨床 増

 吉野秀朗，安達秀雄，高橋寿由樹：急性大動脈解離 病

態解明，診断治療，診療体制の問題点．カレントテラピ

ー

 吉 野 秀 朗 ： 大 動 脈 解 離 診 断 と 治 療 の 進 歩 ． 心 臓

 吉野秀朗：動脈疾患を治す 急性大動脈解離での使い方．

 吉野秀朗：急性大動脈解離 急性大動脈解離の診断と治

療に関する疑問．救急・集中治療 臨増

 佐藤徹：実臨床における早期診断と肺高血圧症分類の鑑

別の進め方：専門医への紹介のタイミングとは．内科

 佐藤徹：肺高血圧症の最新の薬物療法．呼吸と循環

 佐藤徹：佐藤徹：肺高血圧診療の最近の進歩．日本内科

学会雑誌

 佐藤徹：肺循環障害の日常診察で気をつけること．呼吸

器内科

 佐藤徹：特発性肺動脈性肺高血圧症での使い方

 佐藤徹：プロスタグランジン の進歩．

： ， ．

 佐藤徹：慢性肺動脈血栓塞栓症に対するバルーン肺動脈

拡張術 慢性肺動脈血栓塞栓症の臨床診断と の

適応 循環器内科医がかかわる各種インターベンション

最前線， ， ．

 松下紀子，副島京子，上田明子，長岡身佳，百瀬裕一，

樋口聡，星田京子，宮越睦，三輪陽介，冨樫郁子，佐藤

俊明，森山久美，萬知子，吉野秀朗：星状神経節光線療

法により植え込み型除細動器作動抑制が可能であったフ

ァロー四徴症根治術後，心室細動電気的ストームの 例．

日本成人先天性心疾患学会雑誌

 三輪陽介，百瀬裕一，長岡身佳，松下紀子，星田京子，

冨樫郁子，上田明子，佐藤俊明，吉野秀朗，副島京子：

心室頻拍・心室細動 ・ 植え込み例におけるア

ミオダロンの使用．

 百瀬裕一，佐藤俊明，長岡身佳，松下紀子，星田京子，

三輪陽介，冨樫郁子，上田明子，副島京子，吉野秀朗：

たこつぼ心筋症を外科手術後に再発し，急性期に房室ブ

ロックと心室頻拍を合併した 例．心臓

 百瀬裕一，上田明子，長岡身佳，松下紀子，星田京子，

三輪陽介，冨樫郁子，前田明子，佐藤俊明，吉野秀朗，

副島京子：左室中隔で 内でのペースマ

ッピング中の にてアブレーションに

成功した大動脈弁置換術後の心室頻拍の 例．心臓

英文
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，

．
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：

著 書

 

 副島京子，松田央郎，三輪陽介，勝目有美：症例を考え

よう カスタムメイドの不整脈治療． 第 巻

第 号．東京，医学書院， ． ．

 坂田好美：拡張性心不全の基礎知識 拡張性心不全と加

齢．成人病と生活習慣病 まるごと教えます 今話題の

拡張性心不全．東京，東京医学社， ．

 坂 田 好 美 ： 心 臓 超 音 波 ， 心 エ コ ー 検 査

．杏林医学会雑誌 巻 号．三鷹，

杏林医学会， ．

 上田明子，副島京子：心外膜アプローチ：適応・手技・

合併症と処置．循環器内科 第 巻第 号．東京，科学評

論社，

 三輪陽介，副島京子：不整脈の起源や機序を推測する

心室頻拍の起源を読めるか？．エキスパートはここを見

る 心電図読み方の極意 版．三田村秀雄編．東京，南

山堂， ． ．

 三輪陽介：心室頻拍 急性期治療． 第 巻第

号．東京，医学書院， ． ．

 三輪陽介，副島京子：新たな焼灼法．心室頻拍のすべて．

野上昭彦，小林義典，里見和浩編．東京，南江堂， ．

．

 松下紀子，副島京子： 症候群． 第 巻第

号．東京，医学書院， ．

 安達仁，大宮一人，小川陽子，木阪智彦，小池朗，合田

あゆみ，長山雅俊，前田知子，前原和平，牧田茂，松本

晃裕子：運動負荷試験とその解釈の原理（原書第 版）．

伊東春樹監訳．東京，ジャパンハートクラブ，

その他

 伊波巧：平成 年度杏林医学会奨励賞受賞，三鷹，

年 月 日．

不整脈先進治療学研究講座

講 演

 佐藤俊明： の最新トピックスデバイス患者管理

実 務 に 関 し て ．

～ ～，札幌， 年 月 日

 

．

第 回日本不整脈学会学術大会，札幌， 年 月

日

 

．第 回日本不整脈学会学術大会，

札幌， 年 月 日

 佐藤俊明： の患者ベネフィットを考える． カ

ンファレンス札幌，札幌， 年 月 日

 佐藤俊明：非気管内挿管下，静脈麻酔による 植込

み． カンファレンス東京，東京， 年 月 日

 長岡身佳，佐藤俊明，吉野秀朗，上田明子，三輪陽介，

宮越睦，星田京子，松下紀子，百瀬裕一，竹内真介，副

島京子：心筋炎急性期に単形性心室頻拍を合併し，慢性

期にも単形性心室頻拍の をきたした 例．第 回心

臓性急死研究会，東京， 年 月 日

 佐藤俊明，副島京子，前田明子，勝目有美，竹内真介，

長岡身佳，百瀬裕一，米田道嗣，松下紀子，星田京子，

三輪陽介，上田明子，吉野秀朗 左室収縮能軽度低下を

伴う洞不全症候群に対し 束ペーシングを施行した一

例．第 回植込みデバイス関連冬季大会，大阪， 年

月 日

 冨樫郁子，佐藤俊明，勝目有美，竹内真介，長岡身佳，

百瀬裕一，米田道嗣，松下紀子，星田京子，三輪陽介，

上田明子，吉野秀朗，副島京子： による

植込み．第 回植込みデバイス関連冬

季大会，大阪， 年 月 日

 星田京子，佐藤俊明，勝目有美，竹内真介，長岡身佳，

百瀬裕一，米田道嗣，松下紀子，三輪陽介，冨樫郁子，

上田明子，吉野秀朗，副島京子 非気管内挿管下，静脈

麻酔による 植込み．第 回植込みデバイス関連冬季

大会，大阪， 年 月 日

 露口晃，小沼健人，中島明日美，吉村高寛，安村佑樹，

川上俊一郎，村野祐司，萩原陽，佐藤俊明，副島京子

予測寿命より早期に に達した の一

例 ．第 回植込みデバイス関連冬季大会，大阪， 年

月 日
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第 回

日本循環器学会学術集会，金沢， 年 月 日

論 文

 百瀬裕一 ，佐藤俊明，長岡身佳 ，松下紀子 ，星田京子 ，

三輪陽介 ，冨樫郁子 ，上田明子，副島京子 ，吉野秀朗

杏林大・医・循環器内科 ：たこつぼ心筋症を外科手術

後に再発し，急性期に房室ブロックと心室頻拍を合併し

た 例．心臓

 百瀬裕一 ，上田明子，長岡身佳 ，松下紀子 ，星田京子 ，

三輪陽介 ，冨樫郁子 ，前田明子 ，佐藤俊明，吉野秀朗 ，

副島京子 杏林大・医・循環器内科 ：左室中隔で

内でのペースマッピング中の

にてアブレーションに成功した大動脈弁置換

術後の心室頻拍の 例．心臓

 松下紀子 ，副島京子 ，上田明子，長岡身佳 ，百瀬裕一 ，

樋口聡 ，星田京子 ，宮越睦 ，三輪陽介 ，冨樫郁子 ，

佐藤俊明，森山久美 ，萬知子 ，吉野秀朗 杏林大・医・

循環器内科， 麻酔科 ：星状神経節光線療法により植え

込み型除細動器作動抑制が可能であったファロー四徴症

根治術後，心室細動電気的ストームの 例 日本成人先天

性心疾患学会雑誌

 佐藤俊明：条件付き 対応の植込み型心臓デバイス．

循環器ナーシング

 百瀬裕一 ，佐藤俊明 杏林大・医・循環器内科 心房細

動，抗凝固薬，抗血小板薬 心房細動 ．治

療

 三輪陽介 ，百瀬裕一 ，長岡身佳 ，松下紀子 ，星田京子

，冨樫郁子 ，上田明子，佐藤俊明，吉野秀朗 ，副島京

子 杏林大・医・循環器内科 ：心室頻拍・心室細動 ・

植 え 込 み 例 に お け る ア ミ オ ダ ロ ン の 使 用

 星田京子 ，佐藤俊明 杏林大・医・循環器内科 ：失神

の既往のある肥大型心筋症は の適応か ．救急・集中

治療 ･

著 書

 池田隆徳，佐藤俊明：心電図検定公式問題集＆ガイド 改

訂 版．池田隆徳監修．大阪，メディカ出版，

第二内科学教室

（血液内科）

講 演

 川端恵未，関雅史，桑原彩子，百瀬恵美，小林誠，佐藤

範英，高山信之：非乾酪性肉芽腫を伴い，確定診断まで

に 回の生検を要したホジキンリンパ腫の 例．第 回日

本血液学会関東甲信越地方会，新潟， 年 月 日

 
：

第 回日

本血液学会学術集会，横浜， 年 月 日

 ：

第

回日本血液学会学術集会，横浜， 年 月 日

 
：

：

第 回日本血液学会学術集会，横浜，

年 月 日

 

：

第 回日本血液学会学術集会，横浜，

年 月 日

 高山信之：移植適応骨髄腫患者に対する寛解導入療法．

多摩エムプリシティ発売記念講演会，立川， 年 月

日

 佐藤範英，桑原彩子，関雅史，小林誠，百瀬恵美，高山

信之：自家移植後非寛解の に対し，早期の臍帯血

移植が有効であった 例：臍帯血による強力な移植片対

リンパ腫効果の可能性．第 回日本造血細胞移植学会総

会，島根， 年 月 日

 高山信之，桑原彩子，関雅史，小林誠，百瀬恵美，佐藤

範英：当施設における非ホジキンリンパ腫に対する同種

造血幹細胞移植の後方視的解析．第 回日本造血細胞移

植学会総会，島根， 年 月 日

 高山信之：当施設における 療法の治療成績．

，立川， 年 月 日

 関雅史，佐藤範英，桑原彩子，小林誠，齋藤邦昭，永根

基雄，高山信之：中枢神経病変による神経症状により発

症した 第 回日本血

液学会関東甲信越地方会，東京， 年 月 日

 佐藤範英：当施設における再発難治

に対する 療法の治療成績．トレアキシン効果

追加記念講演会，立川， 年 月 日

著 書

 高山信之：メルカプトプリン水和物．プロフェッショナ

ルがんナーシング 年別冊 がん化学療法の薬 はや

調べノート．古瀬純司編著．大阪，メディカ出版，

 高山信之：フルダラビンリン酸エステル．プロフェッシ

ョナルがんナーシング 年別冊 がん化学療法の薬

はや調べノート．古瀬純司編著．大阪，メディカ出版，

 高山信之：クラドリビン．プロフェッショナルがんナー

シング 年別冊 がん化学療法の薬 はや調べノート．

古瀬純司編著．大阪，メディカ出版，

 高山信之：ダウノルビシン塩酸塩．プロフェッショナル

がんナーシング 年別冊 がん化学療法の薬 はや調

べノート．古瀬純司編著．大阪，メディカ出版，

第三内科学教室

（消化器内科）

講 演

 久松理一 潰瘍性大腸炎のマネージメント－モニタリン

グ の 重 要 性 と 最 新 治 療 に 関 す る ト ピ ッ ク ス － ．

，名古屋， 年 月 日．

 久松理一 クローン病治療の現状と課題今後について．

クローン病試験全国説明会，東京， 年 月

日．

 森秀明：腹部エコーマスター講座（ １：ビギナー向

けセミナー）．アスリードセミナー，東京， 年 月

日．

 西川かおり：腹部エコーマスター講座 ビギナーセミナ

ー 胆道・膵臓・脾臓．アスリードセミナー，東京，

年 月 日．

 久松理一： における抗 α製剤が与えたインパクト

と今後の課題．第 回日本消化器病学会総会，東京，

年 月 日．

 林田真理，三浦みき，久松理一：当科における小腸憩室

症についての検討．第 回日本消化器病学会総会，東
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京， 年 月 日．

 久松理一： 時代の栄養療法を考える－成分栄養療法

のメカニズムと実践－．第 回日本消化器病学会総会，

東京， 年 月 日．

 久松理一，鈴木宏明，金井隆典：

への展開を目指した腸疾患研究血漿アミノ酸プロファイ

ルからの バイオマーカーの確立のアプローチ．第

回日本消化器病学会総会，東京， 年 月 日．

 久松理一：小腸疾患のトピックス－非特異性多発性小腸

潰瘍症の原因遺伝子同定－．第 回多摩 ・肝疾患研究

会，立川， 年 月 日．

 林田真理，三浦みき，池崎修，三井達也，齋藤大祐 櫻

庭彰人，徳永健吾，小山元一，森秀明，高橋信一，久松

理一：原因不明消化管出血で， や低用量バイアス

ピリン服用症例に対するパテンシーカプセルの有用性と

カプセル内視鏡所見について．第 回日本消化器内視鏡

学会総会，東京， 年 月 日．

 大野亜希子，新井健介，畑英行，土岐真郎，辻陽介，高

橋信一，藤城光弘，久松理一：当院における大腸 導

入について．第 回日本消化器内視鏡学会総会，東京，

年 月 日．

 清水孝夫，奥山秀平，八谷隆仁，権藤興一，關里和，塚

田幾太郎，佐藤悦久，川村直弘，西川かおり，森秀明，

久松理一高橋信一，望月眞： 肝硬変に 型急性肝炎

を合併した一例．第 回日本消化器病学会関東支部例

会， 年 月 日．

 

 森秀明：検査士および指導検査士制度の現状と問題点．

日本超音波医学会第 回学術集会，京都， 年 月

日．

 森秀明，西川かおり，塚田幾太郎，關里和，小榑二世，

本田普久，峯佳毅，岸野智則，贄田真由美：腹部領域に

おける の検討．日

本超音波医学会第 回学術集会，京都， 年 月 日．

 久松理一： 治療におけるアドヒアランスの重要性．

第 回千葉 講演会，千葉， 年 月 日．

 久松理一：潰瘍性大腸炎治療におけるチオプリン製剤と

抗 抗体製剤の位置付け．上越炎症性腸疾患セミナー，

上越， 年 月 日．

 久松理一：日本と多摩地区における大腸がん検診の現状

第 回武蔵野消化器・肝疾患医療連携懇談会．武蔵野，

年 月 日

 久松理一： 治療戦略における抗 抗体製剤の位置づ

け．第 回 フォーラム 札幌，札幌， 年 月 日

 青柳龍太郎，今枝博之，山岡稔，芦谷啓吾，大庫秀樹，

梅野淳嗣，久松理一，細江直樹，山田健人，宮川義隆，

橋本正良，山本啓二，中本秀友，日比紀文，松本主之：

貧血を契機に診断された非特異性多発性小腸潰瘍症の

例．第 回日本消化器内視鏡学会関東支部例会，東京，

年 月 日．

 土岐真朗，両角克朗，倉田勇，高橋信一，久松理一：内

視鏡截石術施行時におけるバスケット吸引法の有用性の

検討．第 回日本消化器内視鏡学会関東支部例会，東

京， 年 月 日．

 三浦みき，齋藤大祐，櫻庭彰人，林田真理，久松理一：

潰瘍性大腸炎と鑑別を要する内視鏡像を呈した 変

異の 例．第 回日本消化器内視鏡学会関東支部例会，

東京， 年 月 日．

 久松理一：潰瘍性大腸炎の診断と治療－基本からピット

フォールまで－．城北 治療フォーラム，東京，

年 月 日

 森英毅，鈴木秀和，伊藤愼芳，浅岡大介，鈴木雅之，川

村洋，川上浩平，榊信廣，嶋田裕慈，佐々木仁，栗原直

人，小俣富美雄，徳永健吾，河合隆，高橋信一 東京

研究会 ：東京都内多施設共同調査による一次・二次除

菌率の経年的変化－ボノプラザンは除菌率を如何に変え

たか－．第 回日本ヘリコバクター学会学術集会，別府，

年 月 日．

 徳永健吾，伊藤慎芳，浅岡大介，永原章仁，嶋田裕慈，

水野滋章，栗原直人，川村洋，小俣富美雄，河合隆，鈴

木秀和，大草敏史，榊信廣，峯徹哉，高橋信一 東京

研究会 ：シタフロキサシンを用いた 三次

除菌療法の有用性 ボノプラザンの有用性も含めて―東

京都内多施設検討―．第 回日本ヘリコバクター学会学

術集会，別府， 年 月 日．

 伊藤慎芳，浅岡大介，森英毅，永原章仁，嶋田裕慈，水

野滋章，小俣富美雄，栗原直人，鈴木秀和，正岡建洋，

徳永健吾，高橋信一，榊信廣，峯徹哉，河合隆 東京

研究会 ：ペニシリンを用いないヘリコバクター除菌治

療 ボノプラザンは有用か？．第 回日本ヘリコバクタ

ー学会学術集会，別府， 年 月 日．

 大崎敬子，徳永健吾，田中昭文，ザマンシンシア，米澤

英雄，北条史，花輪智子，高橋信一，神谷茂：

感染と胃内細菌叢．第 回日本ヘリコバクター学

会学術集会，別府， 年 月 日．

 久松理一：潰瘍性大腸炎治療の最適化．久留米

，久留米， 年 月 日．

 ：

Organization for Crohn’s & Colitis．

 ：

．

 
：

 
：

 池崎修，森秀明，三井達也，三浦みき，齋藤大祐，櫻庭

彰人，林田真理，久松理一：活動期潰瘍性大腸炎におけ

る体外式超音波検査による罹患範囲診断，活動性評価，

治療効果判定の有用性の検討．第 回日本炎症性腸疾患

学会学術集会，京都， 年 月 日

 森秀明：腹部超音波検査 最近の話題．第 回南部胃

腸同好会，青森， 年 月 日．

 久松理一： 治療における 治療の最適化，長期疾

患管理を目指した 治療． ，東

京， 年 月 日．

 小栗典明，倉田勇，野坂岳士，尾崎良，深澤友里，落合
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一成，太田博崇，権藤興一，渡邉俊介，蓮江智彦，中村

健二，土岐真朗，山口康晴，森秀明，高橋信一，久松理

一： 症候群による胆道出血を来した稀な 例．第

回日本消化器病学会関東支部例会，東京， 年 月

日．

 村上義孝，大庭真梨，桑原絵里加，朝倉敬子，竹内健，

長堀正和，久松理一，大藤さとこ，福島若葉，鈴木康夫，

西脇祐司：潰瘍性大腸炎およびクローン病に関する二次

調査の計画案．厚生労働科学研究 難治性疾患克服研究

事業「難治性炎症性腸管障害に関する調査研究」平成

年度第 回総会．東京， 年 月 日

 久松理一，井上詠，渡辺憲治，谷田諭史，国崎玲子，小

林清典，長堀正和，新井勝大，内野基，小金井一隆，岳

野光洋，上野文昭，松本主之，鈴木康夫 腸管型ベーチ

ェット診療ガイドライン作成プロジェクト（鈴木班・水

木班合同プロジェクト）．厚生労働科学研究 難治性疾

患克服研究事業「難治性炎症性腸管障害に関する調査研

究」平成 年度第 回総会 東京， 年 月 日．

 杉田昭，小金井一隆，内野 基，二見喜太郎，根津理一

郎，藤井久男，舟山裕士，渡邉聡明，福島浩平，板橋道

朗，篠崎大，池内浩基，荒木俊光，高橋賢一，水島恒和，

畑啓介，植田剛，亀山仁史，久松理一：本邦における腸

管ベーチェット病に対する外科治療の現況調査（多施設

共同研究）．厚生労働科学研究 難治性疾患克服研究事

業「難治性炎症性腸管障害に関する調査研究東京」平成

年度第 回総会，東京， 年 月 日．

 渡辺憲冶，松本主之，仲瀬裕志，久松理一，平井郁仁，

小林清典，国崎玲子，長堀正和，竹内健，大藤さとこ，

福島若葉，梁井俊一，稲場勇平，藤谷幹浩，櫻庭裕丈，

遠藤克哉，勝野達郎，大森鉄平，飯塚文瑛，小林拓，秋

山純一，本田穣，佐藤公，佐々木誠人，谷田諭史，加賀

谷尚史，馬場重樹，安藤朗，内藤裕二，深田憲将，岡崎

和一，細見周平，湯川知洋，鎌田紀子，山上博一，飯室

正樹，中村志郎，長末智寛，石田哲也，松本吏弘，金城

福則，金城徹，上野義隆，田中信治，渡辺知佳子，穂苅

量太，高橋索真，進士明宏，北村和哉，辻川知之，鈴木

康夫，日比紀文，渡辺守：特殊型炎症性腸疾患における

アダリムマブとステロイドの前向き無作為化比較試

験 ：国内多施設共同試験．厚生労働科学

研究難治性疾患克服研究事業「難治性炎症性腸管障害に

関する調査研究」平成 年度第 回総会，東京， 年

月 日．

 松本主之，本谷聡，渡辺憲治，久松理一，仲瀬裕志，吉

村直樹，石田哲也，加藤真吾，長堀正和，松井敏幸，内

藤裕二，金井隆典，鈴木康夫，野島正寛，渡辺守，日比

紀文： の経過報告．厚生労働科学研究 難

治性疾患克服研究事業「難治性炎症性腸管障害に関する

調査研究」平成 年度第 回総会，東京， 年 月

日

 久松理一，松本主之，仲瀬裕志，渡辺憲治，渡辺守，日

比紀文： 試験参加施設多施設共同医師主導型臨

床研究「アダリムマブと免疫調節剤併用中の寛解クロー

ン病患者における免疫調節剤休薬の検討 」．

厚生労働科学研究 難治性疾患克服研究事業「難治性炎

症性腸管障害に関する調査研究」平成 年度第 回総会，

東京， 年 月 日．

 小林拓，久松理一，松本主之，本谷聡，仲瀬裕志，渡辺

憲治，平井都仁，田中正則，渡辺守，日比紀文：「イン

フリキシマブ治療によって寛解維持された潰瘍性大腸炎

疾患者に対するインフリキシマブ治療の中止および継続

群の寛解維持率比較研究― ―」：進捗状

況報告．厚生労働科学研究 難治性疾患克服研究事業

「難治性炎症性腸管障害に関する調査研究」平成 年度

第 回総会，東京， 年 月 日．

 久松理一，中村志郎，長堀正和，横山薫，国崎玲子，辻

川知之，仲瀬裕志，渡辺憲治，渡辺守，日比紀文：

試験参加施設インフリキシマブによる寛解維持治療にお

ける効果不十分なクローン病患者を対象とした栄養療法

併用効果確認試験（ ）．厚生労働科学研

究 難治性疾患克服研究事業「難治性炎症性腸管障害に

関する調査研究」平成 年度第 回総会，東京， 年

月 日．

 金井隆典，長沼誠，杉本真也，水野慎大，南木康作，内

藤裕二，内山和彦，安藤 朗，馬場重樹，光山慶一，山

崎博，金城福則，渡辺憲治，石黒陽，田中信治，上野義

隆，穂苅量太，渡辺知佳子，佐々木誠，北村和哉，花井

洋行，池谷賢太郎，新井勝大，清水泰岳，北野厚生，松

本主之，梁井俊一，吉田優，星奈美子，仲瀬裕志，山本

隆行，大井秀久，鮫島洋一，稲津東彦，芦塚伸也，吉村

直樹，渡辺修，松岡克善，渡辺守，上野伸展，藤谷幹弘，

日比紀文，小林拓，平井郁仁，三枝慶一郎，中澤敦，諸

星雄一，市川仁志，久松理一，中村志郎，櫻庭裕丈，猿

田雅之，山本章二朗，竹内健，鈴木康夫：カプセル化さ

れた青薫の潰瘍性大腸炎に対する無作為化二重盲検比

較試験（多施設共同研究）．厚生労働科学研究 難治性

疾患克服研究事業「難治性炎症性腸管障害に関する調査

研究」平成 年度第 回総会，東京， 年 月 日．

 仲瀬裕志，本澤有介，小野寺馨，本谷聡，田中浩紀，松

浦 稔，豊永貴彦，小林拓，久松理一，国崎玲子，江崎

幹宏，竹内健，石黒陽，松本主之，鈴木康夫，日比紀文：

炎症性腸疾患病態における 遺伝子変異の意義．厚生

労働科学研究 難治性疾患克服研究事業「難治性炎症性

腸管障害に関する調査研究」平成 年度第 回総会，東

京， 年 月 日．

 角田洋一，木内喜孝，内藤健夫，佐々木誠人，岡庭紀子，

小林拓，西田淳史，花井洋行，飯田貴之，久松理一，石

黒陽，中村志郎，高川哲也，長沼誠，梁井俊一，平岡佐

規子，穂苅量太，遠藤克哉，安藤朗，鈴木康夫，下瀬川

徹：炎症性腸疾患患者におけるチオプリン関連副作用と

遺伝子多型との相関性に関する多施設共同研究

．厚生労働科学研究 難治性疾患克服研

究事業「難治性炎症性腸管障害に関する調査研究」平成

年度第 回総会，東京， 年 月 日

 梅野淳嗣，江﨑幹宏，久松理一，河内修司，青柳邦彦，

渡辺憲治，松井敏幸，八尾恒良，松本主之：非特異性多

発性小腸潰瘍症の臨床徴候について．日本医療研究開発

機構委託研究開発費 難治性疾患実用化研究事業「難治

性小腸潰瘍の診断法確立と病態解明に基づいた治療法

探索」平成 年度第 回総会，東京， 年 月 日．

 杉浦悠毅，服部裕子，末松誠，久松理一：組織 血清試

料中プロスタグランジンの網羅的解析による疾患プロフ

ァイル．日本医療研究開発機構委託研究開発費 難治性

疾患実用化研究事業「難治性小腸潰瘍の診断法確立と病

態解明に基づいた治療法探索」平成 年度第 回総会，

東京， 年 月 日．

 緒方晴彦，細江直樹，長沼誠，金井隆典，久松理一，梁

井俊一，大塚和朗，松本主之：非特異性多発性小腸潰瘍

症の内視鏡像とアトラス作成の試み．日本医療研究開発

機構委託研究開発費 難治性疾患実用化研究事業「難治

性小腸潰瘍の診断法確立と病態解明に基づいた治療法

探索」平成 年度第 回総会，東京， 年 月 日．

 仲瀬裕志，小野寺馨，田中浩紀，本谷聡，本澤有介，松

浦稔，豊永貴彦，小林拓，国崎玲子，石黒陽，竹内健，

鈴木康夫，渡辺英伸，久松理一，日比紀文：地中海熱類

縁腸炎 関連腸炎 の診断法確立に向けて－臨床所

見ならびに遺伝子解析検討結果－．日本医療研究開発機

構委託研究開発費 難治性疾患実用化研究事業「難治性

小腸潰瘍の診断法確立と病態解明に基づいた治療法探

索」平成 年度第 回総会，東京， 年 月 日．

 森秀明：日常臨床における肝疾患のトータルマネージメ

ント 日常臨床に役立つ肝臓の超音波検査．超音波セミ

ナー ，横浜， 年 月 日．
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 久松理一：進歩している炎症性腸疾患治療．第 回臨床

消化器病研究会，東京， 年 月 日．

 土岐真朗，久松理一：高齢者の胆嚢診療ガイドライン．

第 回日本高齢消化器病学会総会，東京， 年 月

日．

 三井達也，齋藤大祐，尾崎良，箕輪慎太郎，池崎修，三

浦みき 櫻庭彰人，林田真理，徳永健吾，森秀明，久松

理一：当院における超高齢者の大腸憩室出血についての

検討．第 回日本高齢消化器病学会総会，東京， 年

月 日．

 権藤興一，土岐真朗，後藤知之，深澤友里，太田博崇，

落合一成，渡邉俊介，倉田勇，蓮江智彦，中村健二，山

口康晴，両角克朗，森秀明，高橋信一，久松理一：高齢

者（ 歳以上）の膵癌による胆管狭窄に対する

の使用成績．第 回日本高

齢消化器病学会総会，東京， 年 月 日．

 久松理一： 時間でわかる炎症性腸疾患．西東京市消化

器科医会講演会，西東京， 年 月 日．

 奥山秀平： の病態とかゆみの現状〜アンケート調査

の結果に基づいて〜．レミッチ効能追加 周年記念講演

会 多摩，立川， 年 月 日．

 長堀正和，井上詠，久松理一：腸管ベーチェットガイド

ライン作成の経過報告．厚生労働科学研究難治性疾患等

政策研究事業 ベーチェット病に関する調査研究班 平

成 年度第 回会議，横浜， 年 月 日．

 久松理一： 時代の栄養療法を考える－成分栄養剤の

メカニズムと実践－．第 回 ，福

岡， 年 月 日．

 久松理一：炎症性腸疾患の病態と治療．持田製薬社内講

演，東京， 年 月 日．

 久松理一：潰瘍性大腸炎治療におけるチオプリンと抗

α抗体製剤の位置付け．三重 研究会，津， 年 月

日．

 落合一成，土岐真朗，太田博崇，権藤興一，新井健介，

渡邉俊介，神保陽子，大野亜希子，倉田勇，畑英行，蓮

江智彦，中村健二，徳永健吾，山口康晴，森秀明，久松

理一，髙橋信一：感染性膵仮性嚢胞より肝膿瘍を生じ，

内視鏡的に治療し得た 例．第 回日本膵臓学会大会，

仙台， 年 月 日．

 森秀明：日常臨床における肝疾患のトータルマネージメ

ント 日常臨床に役立つ肝臓の超音波検査．超音波セミ

ナー ，東京， 年 月 日．

 久松理一：本邦における腸管ベーチェット病診療の課題

と今後の展望． （広島），

広島， 年 月 日．

 久松理一：本邦における腸管ベーチェット病診療の課題

と今後の展望．第 回日本臨床免疫学会総会，東京，

年 月 日．

 久松理一：分子標的薬のアニュアルレビュー炎症性腸疾

患における分子標的薬 ．第 回日本臨床免疫学

会総会 東京， 年 月 日．

 久松理一：抗 α抗体製剤の現状と課題．第 回浜名

湖胃と腸フォーラム，浜松， 年 月 日．

 久松理一： 時間で学ぶ の病態．第 回岡山 カン

ファレンス，岡山， 年 月 日．

 Nakamura M, Øverby  A, Kodama Y, Matui H, 

–

 

 森秀明：腹部エコーマスター講座アドバンスドエコーセ

ミナー．アスリードセミナー，東京， 年 月 日．

 西川かおり：腹部エコーマスター講座アドバンスドセミ

ナー胆道・膵臓．アスリードセミナー，東京， 年

月 日．

 久松理一：非特異性多発性小腸潰瘍症の原因遺伝子同定

から学んだこと若手消化器内科 へのメッセージ．日

本消化器病学会関東支部第 回例会，東京， 年 月

日．

 宮本尚彦，池崎修，箕輪慎太郎，三井達也，三浦みき，

齊藤大祐，櫻庭彰人，林田真理，徳永健吾，森秀明，望

月眞，久松理一：癌性腹膜炎が疑われ，病理解剖で腹膜

中皮腫と診断し得た一例．日本消化器病学会関東支部第

回例会，東京， 年 月 日．

 久松理一：難治性小腸潰瘍のトピックス〜腸管ベーチェ

ット病と非特異性多発性小腸潰瘍症〜．第 回宮城

研究会，仙台， 年 月 日．

 徳永健吾：ピロリ除菌～何歳までを適応と考えるか ～

第 回静岡県消化器科医会総会学術講演会，静岡，

年 月 日

 久松理一：潰瘍性大腸炎治療におけるチオプリン製剤と

抗 α抗体製剤の位置づけ．秋田県 講演会 ，秋

田， 年 月 日．

 

．

 久松理一：炎症性腸疾患におけるアフェレーシス 現在

のエビデンスと今後の展望．第 回鹿児島消化器アフェ

レーシス研究会，鹿児島， 年 月 日．

 ：

 

 

， ：

 倉田勇，土岐真朗，久松理一： 後出血に対するエピ

ネフリン加の生理食塩水散布止血法の有用性についての

検討．デジタルポスターセッション ，神戸，

年 月 日．

 渡邉俊介，土岐真朗，後藤知之，深澤友里，太田博崇，
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落合一成，権藤興一，倉田勇，山口康晴，望月眞，両角

克朗，森秀明，古瀬純司，高橋信一，久松理一：膵癌に

よる胆管狭窄における経乳頭的胆管生検およびブラシ細

胞診の正診率と寄与因子の検討．デジタルポスターセッ

ション ，神戸， 年 月 日．

 久松理一：炎症性腸疾患に対する経腸栄養の作用メカニ

ズムを見直す．第 回日本食品免疫学会，東京， 年

月 日

 ：

 林田真理，三浦みき，齋藤大祐，櫻庭彰人，山崎浩，千

葉厚郎，森秀明，久松理一：小腸カプセルが診断に有用

であった脳有鉤嚢虫症および有鉤条虫症重複感染邦人

患者の 例．第 回小腸研究会，第 回小腸研究会，さ

いたま， 年 月 日．

 久松理一：潰瘍性大腸炎の診断と治療‐難治性への対応

とピットフォール‐．第 回山形県炎症性腸疾患研究会，

山形， 年 月 日．

 久松理一：炎症性腸疾患治療薬を使用する際の留意点．

東京都病院薬剤師会臨床薬学研究会，八王子， 年

月 日．

 久松理一：今後出てくる 新規治療．日本炎症性腸疾

患学会（ ）教育セミナー，京都， 年 月 日．

 久松理一：腸管ベーチェット病診療の現状と課題．第

回大腸病態・治療研究会，大阪， 年 月 日．

 高橋信一：ピロリ菌と胃がん検診．杏林大学公開講演会，

三鷹， 年 月 日．

 森秀明：スキルアップレクチャー ポイント整理！腹

部エコー（肝・脾）スクリーニングから精査まで．千葉

エコー研究会第 回研究会，千葉， 年 月 日．

 西川かおり：ポイント整理 腹部エコー（胆・膵）スク

リーニングから精査まで．第 回千葉エコー研究会第

回研究会，千葉， 年 月 日

 久松理一： の病態と新規治療法 腸管

ベーチェット病についての基本知識．虎の門 フォー

ラム，東京， 年 月 日．

 久松理一：クローン病におけるヒュミラの適性使用～最

近の話題と展望～． ，

宇都宮， 年 月 日．

 久松理一，長堀正和，井上詠：腸管ベーチェットガイド

ライン作成の経過報告（鈴木班・水木班合同プロジェク

ト）．厚生労働科学研究難治性疾患等政策研究事業ベー

チェット病に関する調査研究班平成 年度第 回会議，

横浜， 年 月 日

 和田晴香，林田真理，佐藤太龍，箕輪慎太郎，池崎修，

三井達也，三浦みき，大森嘉彦，齊藤大祐，櫻庭彰人，

上市英雄，徳永健吾，望月眞，森秀明，久松理一：慢性

下痢を契機に診断に至った米国人セリアック病の一例．

日本消化器病学会関東支部第 回例会，東京， 年

月 日．

 箕輪慎太郎，斎藤大祐，岡部直太，佐藤太龍，池崎修，

三井達也，三浦みき，櫻庭彰人，林田真理，徳永健吾，

戸成綾子，望月眞，柴原純二，森秀明，久松理一 大腸

内視鏡検査が診断に有用であった放射線性腸炎早期障

害の 例．日本消化器病学会関東支部第 回例会 東

京 年 月 日．

 深澤友里，土岐真朗，吉田翼，太田博崇，落合一成，権

藤興一，渡邊俊介，倉田勇，森秀明，久松理一：脾被膜

下出血を伴った反復膵炎を契機に診断に至った膵癌の

例．日本消化器病学会関東支部第 回例会，東京，

年 月 日．

 川村直弘：サルコペニアの診断基準．第 回肝臓病治療

を考える栄養士の会，東京， 年 月 日．

 久松理一：潰瘍性大腸炎治療におけるチオプリン製剤と

抗 α抗体製剤の位置づけ．静岡県東部 治療フォー

ラム，沼津， 年 月 日．

 森秀明：超音波所見を極める「腎・膀胱」．超音波スク

リーニング研修講演会 ，東京， 年 月 日．

 楠原光謹，大野亜希子，田邉秀聡，新井健介，神保陽子，

畑英行，森秀明，北村浩，菅間博，久松理一：ヒトパピ

ローマウィルス持続感染により発症した高異型度肛門上

皮内腫瘍に対して を施行した 例．第 回日本消化

器内視鏡学会関東支部例会，東京， 年 月 日．

 徳永健吾：ピロリ菌のお話し．第 回小金井つるかめ健

康セミナー，小金井， 年 月 日

 梅野淳嗣，江﨑幹宏，久松理一，河内修司，青柳邦彦，

渡辺憲治，平井郁仁，松井敏幸，八尾恒良，松本主之：

尿中プロスタグランジン 主要代謝産物（ ）検査

の非特異性多発性小腸潰瘍症における有用性．日本医療

研究開発機構委託研究開発費 難治性疾患実用化研究

事業「難治性小腸潰瘍の診断法確立と病態解明に基づい

た治療法探索」平成 年度第 回総会，東京， 年 月

日

 緒方晴彦，細江直樹，長沼 誠，金井隆典，久松理一，

梁井俊一，大塚和朗，松本主之：非特異性多発性小腸潰

瘍症の内視鏡像とアトラス作成の試み．日本医療研究開

発機構委託研究開発費 難治性疾患実用化研究事業「難

治性小腸潰瘍の診断法確立と病態解明に基づいた治療

法探索」平成 年度第 回総会，東京， 年 月 日．

 久松理一，杉浦悠毅，服部裕子，金井隆典，末松誠：組

織 血清試料中プロスタグランジンの網羅的解析による

疾患プロファイル 進捗状況．日本医療研究開発機構委

託研究開発費 難治性疾患実用化研究事業「難治性小腸

潰瘍の診断法確立と病態解明に基づいた治療法探索」平

成 年度第 回総会，東京， 年 月 日

 仲瀬裕志，小野寺馨，田中浩紀，本谷聡，本澤有介，松

浦稔，豊永貴彦，小林拓，国崎玲子，石黒陽，竹内健，

鈴木康夫，渡辺英伸，久松理一，日比紀文：地中海熱類

縁腸炎（ 関連腸炎）の診断法確立に向けて．日本医
療研究開発機構委託研究開発費 難治性疾患実用化研

究事業「難治性小腸潰瘍の診断法確立と病態解明に基づ

いた治療法探索」平成 年度第 回総会，東京， 年

月 日．

 久松理一，井上詠，渡辺憲治，谷田諭史，国崎玲子，小

林清典，長堀正和，新井勝大，内野基，小金井一隆，小

林拓，岳野光洋，上野文昭，松本主之，鈴木康夫：腸管

型ベーチェット診療ガイドライン作成プロジェクト（鈴

木班・水木班合同プロジェクト）．厚生労働科学研究 難

治性疾患克服研究事業「難治性炎症性腸管障害に関する

調査研究」平成 年度第 回総会，東京， 年 月

日

 渡辺憲冶，松本主之，仲瀬裕志，久松理一，平井郁仁，

小林清典，国崎玲子，長堀正和，竹内健，大藤さとこ，

福島若葉，梁井俊一，稲場勇平，藤谷幹浩，櫻庭裕丈，

遠藤克哉，勝野達郎，大森鉄平，飯塚文瑛，小林拓，秋

山純一，本田穣，佐藤公，佐々木誠人，谷田諭史，加賀

谷尚史，馬場重樹，安藤朗，内藤裕二，深田憲将，岡崎

和一，細見周平，湯川知洋，鎌田紀子，山上博一，飯室

正樹，中村志郎，長末智寛，石田哲也，松本吏弘，金城

福則，金城徹，上野義隆，田中信治，渡辺知佳子，穂苅

量太，高橋索真，進士明宏，北村和哉，辻川知之，鈴木

康夫，日比紀文，渡辺守：特殊型炎症性腸疾患における

アダリムマブとステロイドの前向き無作為化比較試験，

：国内多施設共同試験．厚生労働科学研究

難治性疾患克服研究事業「難治性炎症性腸管障害に関す

る調査研究」平成 年度第 回総会，東京， 年 月

日．
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 松本主之，本谷聡，渡辺憲治，久松理一，仲瀬裕志，渡

辺守，日比紀文： の結果と今後．厚生労

働科学研究 難治性疾患克服研究事業「難治性炎症性腸

管障害に関する調査研究」平成 年度第 回総会，東京，

年 月 日

 小林拓，久松理一，松本主之，本谷聡，仲瀬裕志，渡辺

憲治，平井都仁，田中正則，渡辺守，日比紀文：インフ

リキシマブ治療によって寛解維持された潰瘍性大腸炎疾

患者に対するインフリキシマブ治療の中止および継続群

の寛解維持率比較研究― ―：進捗状況報

告．厚生労働科学研究 難治性疾患克服研究事業「難治

性炎症性腸管障害に関する調査研究」平成 年度第 回

総会，東京， 年 月 日．

 久松理一，中村志郎，長堀正和，横山薫，国崎玲子，辻

川知之，仲瀬裕志，渡辺憲治，渡辺守，日比紀文：

試験参加施設インフリキシマブによる寛解維持治療にお

ける効果不十分なクローン病患者を対象とした栄養療法

併用効果確認試験（ ）．厚生労働科学研

究 難治性疾患克服研究事業「難治性炎症性腸管障害に

関する調査研究」平成 年度第 回総会，東京， 年

月 日．

 杉田昭，小金井一隆，内野基，二見喜太郎，根津理一郎，

藤井久男，舟山裕士，渡邉聡明，福島浩平，板橋道朗，

篠崎大，池内浩基，荒木俊光，高橋賢一，水島恒和，畑

啓介，植田剛，亀山仁史，久松理一：本邦における腸管

ベーチェット病 単純性潰瘍手術例の特徴と予後－多施

設共同研究による調査－．厚生労働科学研究 難治性疾

患克服研究事業「難治性炎症性腸管障害に関する調査研

究」平成 年度第 回総会，東京， 年 月 日

 仲瀬裕志，本澤有介，小野寺馨，本谷聡，田中浩紀，松

浦稔，豊永貴彦，小林拓，久松理一，国崎玲子，江崎幹

宏，竹内健，石黒陽，松本主之，鈴木康夫，日比紀文：

炎症性腸疾患病態における 遺伝子変異意義．厚生労

働科学研究 難治性疾患克服研究事業「難治性炎症性腸

管障害に関する調査研究」平成 年度第 回総会，東京，

年 月 日．

 角田洋一，木内喜孝，内藤健夫，佐々木誠人，岡庭紀子，

小林拓，西田淳史，花井洋行，飯田貴之，久松理一，石

黒陽，中村志郎，高川哲也，長沼誠，梁井俊一，平岡佐

規子，穂苅量太，遠藤克哉，安藤 朗，鈴木康夫，下瀬

川徹：炎症性腸疾患患者におけるチオプリン関連副作用

と 遺伝子多型との相関性に関する多施設共同研

究 ．厚生労働科学研究 難治性疾患克服

研究事業「難治性炎症性腸管障害に関する調査研究」平

成 年度第 回総会，東京， 年 月 日．

 久松理一： 治療の ．第 回長崎消化器

研究会，長崎， 年 月 日．

 倉田勇，土岐真朗，吉田翼，深澤友里，太田博崇，落合

一成，権藤興一，渡邉俊介，小暮正晴，蓮江智彦，中村

健二，鈴木裕，山口康晴，森秀明，杉山政則，高橋信一，

久松理一：急性胆嚢炎合併胆嚢癌に対して 留

置で加療診断した症例．第 回多摩消化器シンポジウム，

三鷹， 年 月 日．

 大野亜希子：緊急内視鏡から除菌まで．第 回武蔵野

，三鷹， 年 月 日

 佐藤太龍，三浦みき，齊藤大祐，池崎修，三井達也，櫻

庭彰人，林田真理，千葉宏和，望月眞，菅間博，高山信

之，正木忠彦，森秀明，久松理一：腸閉塞を契機に診断

された 細胞リンパ腫の一例．日本消化器病学会関東支

部第 回例会，東京， 年 月 日．

 八谷隆仁，徳永創太郎，太田博崇，高橋信一，田部井弘

一，小山元一，久松理一，白山才人，山口高史，柳田修，

二階堂孝：肝表面の播種結節に対し超音波ガイド下針生

検にて診断しえた悪性腹膜中皮腫の 例．日本消化器病

学会関東支部第 回例会，東京， 年 月 日．

 中村正彦，松久威史，高橋信一，鈴木雅之，鈴木秀和：

本邦およびミャンマー，ネパールにおける胃疾患 お

よび 感染症例の統計学，免疫組織化学的解析．第 回

日本消化管学会総会学術集会，名古屋， 年 月 日

 大野亜希子，楠原光謹，新井健介，久松理一：大型隆起

性病変に対する大腸 の失敗からの教訓―剥離のスト

ラテジーと追加治療のタイミング―．第 回日本消化管

学会，名古屋， 年 月 日．

 齋藤大祐，箕輪慎太郎，池崎修，三井達也，三浦みき，

櫻庭彰人，林田真理，徳永健吾，森秀明，久松理一：

遺伝子変異に伴う消化管病変．第 回日本消化管学会，

名古屋， 年 月 日．

 久松理一：今出来る最善の 治療を考える ステロイ

ド依存性潰瘍性大腸炎の治療戦略．第 回日本消化管学

会，名古屋， 年 月 日．

 林田真理，三浦みき，佐藤太龍，箕輪慎太郎，三井達也，

池崎修，齋藤大祐，櫻庭彰人，徳永健吾，森秀明，高橋

信一，久松理一：カプセル内視鏡が診断の契機となった

の一例．

第 回日本カプセル内視鏡学会，名古屋， 年 月

日．

 ：

 
：

．

 奥山秀平，川村直弘，片元遥香，塚田美裕，千野貴子，

丹波光子，宮本孝英，箕輪慎太郎，小嶋幸一郎，保坂利

男，大浦紀彦：当院における肝硬変患者へのレボカルニ

チン製剤の使用状況と効果について．第 回日本静脈経

腸栄養学会学術集会，岡山， 年 月 日．

 久松理一：新しい治療選択を適正に使用するために 他

領域での経験‐消化器領域‐．ヒュミラ ぶどう膜炎全

国講演会，東京， 年 月 日．

 久松理一： 治療におけるアドヒアランスを向上させ

るには？．第 回南神奈川腸疾患カンファレンス，鎌倉，

年 月 日．

 久松理一：潰瘍性大腸炎治療における疾患活動性モニタ

リングの重要性．佐倉塾 春，幕張， 年 月 日．

 森秀明：実臨床における腹部超音波診断．アッヴィ合同

会社社外講師勉強会，三鷹， 年 月 日．

論 文

 田中昭文，徳永健吾，久松理一，高橋信一：高齢者にお

ける 一次除菌療法— 耐性率と除

菌率による検討—．日本高齢消化器病学会誌

， ．

 渡邉俊介，土岐真朗，楠原光謹，太田博崇，落合一成，

権藤興一，新井健介，神保陽子，大野亜希子，倉田勇，

畑英行，蓮江智彦，中村健二，徳永健吾，山口康晴，両

角克朗，森秀明，久松理一，高橋信一： 歳以上の超高

齢者における総胆管結石症の治療成績．日本高齢消化器

病学会誌 ， ．

 土岐真朗，山口康晴，楠原光謹，太田博崇，落合一成，

権藤興一，新井健介，渡邉俊介，神保陽子，大野亜希子，

倉田勇，畑英行，蓮江智彦，中村健二，徳永健吾，両角

克朗，森秀明，久松理一，高橋信一：後期高齢者におけ

る 関連手技の腸管蠕動抑制薬投与法の工夫．日本高

齢消化器病学会誌 ， ．
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 小林拓，梅野淳嗣，久松理一，江崎幹宏，松井敏幸，松

本主之，日比紀文：非特異性多発性小腸潰瘍症の難病指

定 と 関 連 小 腸 症 ． 日 本 消 化 器 病 学 会 雑 誌

， ．

 

 

Behçet's diseas

 

 

 中村正彦 ，間部克裕 ，高橋信一（ 北里大学， 国立病院

機構函館病院）： による胃炎．消化器内

科

 高橋信一 ，徳永健吾，田中昭文，久松理一（ 佼成病院）：

高齢者の消化性潰瘍

 徳永健吾：胃がんリスク検診（ 検診）の事後指導に

ついて～ 群でヘリコバクター・ピロリ抗体陰性高値の

場合の対応を含めて～ 三鷹医人往来

 , Øverby A

–

 ， ， ， ，

， ， ， ， ，

（ ，

，

） ：

： ．

 徳永健吾，村上和成：新しい除菌薬を含めたこれからの

除菌法 日本ヘリコバクター学会誌 ，

 Øverby A

Tokyo Women’s Medical Univ, 

 

 

 

 権藤興一，土岐真朗，後藤知之，吉田翼，深澤友里，太

田博崇，落合一成，渡邉俊介，倉田勇，蓮江智彦，中村

健二，徳永健吾，山口康晴，両角克朗，森秀明，高橋信

一，久松理一：高齢者（ 歳以上）の膵癌による胆管閉

塞に対する の有用性

と安全性についての検討．日本高齢消化器病学会誌

， ．

 

著 書

 久松理一： メルカプトプリン アザチオプリン．薬局

炎症性腸疾患．東京，南山堂， ． ．

 久松理一： 病．成人病と生活習慣病 不定愁訴と

どう向き合うか．東京，東京医学社， ． ．

 梅野淳嗣，江崎幹宏，久松理一，河内修司，蔵原晃一，

安川重義，平井郁仁，松井敏幸，八尾恒良，北園孝成，

松本主之：非特異性多発性小腸潰瘍症（ ）の発症メ

カニズム． 小腸潰瘍発症メカニズムはど

こまで明らかになったか．吉川敏一編．東京，先端医学

社， ． ．

 久松理一： の機能とプロスタグランジン関連腸

症． 小腸潰瘍発症メカニズムはどこまで

明らかになったか．吉川敏一編．東京，先端医学社， ．

．

 高橋信一，徳永健吾，田中昭文，久松理一：高齢者の消

化性潰瘍． 高齢者の消化器疾

患 いつもの対処とどこが違うのか！ ．東京，新興医学

出版社， ． ．

 大野亜希子，林田真理，久松理一：特殊な形態を呈する

病変 ．消化器内視鏡 胃疾患アトラス．
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東京，東京医学社， ．

 森秀明：初学者のためのわかる腹部エコー第 版 所見

からみた超音波鑑別診断．東京，文光堂， ．

 森秀明：救急・当直の現場で役立つ腹部超音波診断ファ

ーストステップ．東京，診断と治療社， ．

 徳永健吾，高橋信一：胃リンパ腫 を中心に ．ピ

ロリ陰性時代の上部消化管内視鏡．山本頼正，角嶋直美

編，東京，文光堂，

 高橋信一： 感染の診断と治療のガイドライ

ン．日本ヘリコバクター学会ガイドライン作成委員会編．

東京，先端医学社，

 Nakamura M, Øverby A, Murayama S.Y, Suzuki H, 

 土岐真朗，渡邉俊介，倉田勇，森秀明，久松理一，古瀬

純司：消化器がんの合併症とがん化学療法：消化管閉塞・

穿孔，胆管閉塞．臨牀消化器内科 ．東京，

日本メディカルセンター， ．

 土岐真朗：“染色ムラ”の少い食道ルゴール撒布法教．

科書では教えてくれない！私の内視鏡 ． ．

，

 阿部展次，土岐真朗，杉山政則：胃顆粒細胞腫．消化器

内視鏡 胃疾患アトラス．東京，東京医学

社， ．

 渡邉俊介，土岐真朗，久松理一，古瀬純司：化学療法中

に胆管ステントの閉塞と胆管炎を発症した膵癌の 例．

膵・胆道癌薬物療法のケースファイリング．東京，医学

と看護社， ．

 森秀明：日経メディクイズ． ．東京，

日経 社， ．

 森秀明：日経メディクイズ． ．東京，

日経 社， ．

 森秀明：日経メディクイズ． ．東京，

日経 社， ．

 久松理一： 薬物医療の現状．日本医事新報（ ）．

渡辺守監修，東京，日本医事新報社， ． ．

 三浦みき，林田真理，久松理一：免疫調節薬・カルシニ

ューリン阻害薬．日本臨牀 炎症性腸疾患－最近の診

断・治療－．大阪，日本臨床社， ． ．

 久松理一：腸管 病．診断と治療 これ一冊でわか

る消化器 診断基準と分類法．穂苅量太編，東京，診断

と治療社， ． ．

その他

 久松理一：サテライトセミナー 司会，第 回日本消化

器内視鏡学会総会，東京， 年 月 日．

 大野亜希子：ハンスオンセミナー講師，第 回日本消化

器内視鏡学会総会，東京， 年 月 日．

 森秀明：日本超音波医学会第 回学術集会 座長，京都，

年 月 日

 久松理一：ランチョンセミナー 司会，第 回日本消

化器内視鏡学会関東支部例会， 年 月 日．

 久松理一：ランチョンセミナー 司会，第 回日本炎症

性腸疾患学会学術集会，京都， 年 月 日．

 森秀明：日常臨床における肝疾患のトータルマネージメ

ント 超音波セミナー 座長，横浜， 年 月

日

 森秀明：超音波指導検査士によるレクチャー 座長．

．東京， 年 月

日

 ：

座長 ，

．

 久松理一：第 回多摩 座長，立川， 年

月 日．

 久松理一：読売・日本テレビ文化センター健康公開講座・

府中市 司会，府中， 年 月 日．

 久松理一：第 回日本臨床免疫学会総会 司会，東京，

年 月 日．

 森秀明： 座長．東京，

年 月 日

 久松理一：第 回下部消化管カンファレンス 座長，立

川， 年 月 日

 久松理一：第 回多摩腸疾患カンファレンス 座長，立

川， 年 月 日

 森秀明：第 回超音波ドプラ研究会 座長，東京，

年 月 日

 森秀明：講習会・イメージリーディング 座長，日本超

音波医学会関東甲信越地方会第 回学術集会，東京，

年 月 日

 久松理一：ランチョンセミナー 司会， ，神

戸， 年 月 日．

 久松理一：デジタルポスター 座長， ，神戸，

年 月 日．

 ：

．

 久松理一：一般演題ポスター 座長，第 回日本大腸肛

門病学会学術集会，伊勢， 年 月 日

 久松理一：第 回多摩炎症性腸疾患研究会 座長，立川，

年 月 日

 久松理一：ランチョンセミナー 司会，第 回日本消化

管学会，名古屋， 年 月 日．

 久松理一：シンポジウム 座長，第 回日本カプセル内

視鏡学会，名古屋， 年 月 日．

 久松理一：アミティーザ 周年発売講演会 司会，武蔵

野， 年 月 日

第三内科学教室

（糖尿病・内分泌・代謝内科）

講 演

 保坂利男：高齢 型糖尿病患者における 阻害薬のポ

ジショニングと使い分け．

全国講演会 ，東京， 年 月 日．

 保坂利男：これからの 型糖尿病治療戦略．明日からの

糖尿病治療を考える懇話会，坂戸， 年 月 日．

 炭谷由計，須崎由香，藤澤裕基，石飛実紀，石本麻衣，

西田進，近藤琢磨，保坂利男，岡島康友，石田均：携帯

型脈拍計を活用した運動療法の確立とその血糖コントロ

ールに及ぼす臨床的効果の検討 第 回日本内科学会

総会，東京， 年 月 日．

 保坂利男：高齢 型糖尿病患者に於ける 阻害薬と

阻害薬の位置づけ 第 回徳島県西部糖尿病セミナ

ー，美馬， 年 月 日．

 近藤琢磨： 型糖尿病治療における強化インスリン療法

の位置づけ． ，立川， 年

月 日

 田中利明，板垣英二，小沼裕寿，五林可織，森谷理恵，
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石飛実紀，近藤健，石本麻衣，炭谷由計，西田進，近藤

琢磨，保坂利男，森井健司，菅間博，石田均：腫瘍切除

後に再発と両側肺転移を来した腫瘍性骨軟化症の 例．

第 回日本内分泌学会学術総会，京都， 年 月

日．

 近藤健，炭谷由計，鶴久大介，佐々木有紀，七条裕孝，

澤井梓，箕輪久美，永瀬惟，石本麻衣，石飛実紀，高橋

聰，小沼裕寿，田中利明，西田進，近藤琢磨，保坂利男，

板垣英二，佐藤徹，石田均：エポプロステノール使用中

の特発性肺高血圧症に併発した橋本病急性増悪の一例．

第 回日本内分泌学会学術総会，京都， 年 月

日．

 石本麻衣，近藤琢磨，高橋和人，炭谷由計，澤井梓，七

条裕孝，鶴久大介，佐々木有紀，永瀬惟，箕輪久美，石

飛実紀，近藤健，森田奈瑠，村嶋俊隆，小沼裕寿，田中

利明，西田進，保坂利男，石田均：リラグルチド治療に

より血糖コントロールと食欲抑制，体重減少を試みた，

高度肥満 型糖尿病合併 症候群（ ）の

例．第 回日本内分泌学会学術総会，京都， 年 月

日．

 石田均：日本人のための糖尿病食事療法を考える．第

回杏林医学会市民公開フォーラム 糖尿病から身を守る，

三鷹， 年 月 日．

 保坂利男：糖尿病の合併症を克服する．第 回杏林医学

会市民公開講座，三鷹， 年 月 日．

 石田均：「糖尿病における食事療法の意義と課題」糖尿

病食事療法での炭水化物の意義．第 回日本栄養・食糧

学会大会，西宮， 年 月 日．

 石田均：糖尿病関連骨粗鬆症最前線「糖ならびに脂質代

謝異常と骨代謝」．第 回日本糖尿病学会年次学術集会，

京都， 年 月 日．

 北原敦子，高橋和人，村嶋俊隆，森田奈瑠，小沼裕寿，

炭谷由計，田中利明，西田進，近藤琢磨，保坂利男，石

田均：膵β細胞の酸化ストレス下におけるオートファジ

ー機構の意義とアスタキサンチンの保護作用の検討．第

回日本糖尿病学会年次学術集会，京都， 年 月

日．

 辻野元祥，西田賢司，佐藤文紀，石田均，吉元勝彦，近

藤琢磨，杉山徹，森豊，櫻井誠，片山隆司，藤田進彦，

片平宏，高村宏，植木彬夫，西村一弘，宮川高一，貴田

岡正史：北多摩南部保健医療圏における糖尿病災害対策

の取り組み．第 回日本糖尿病学会年次学術集会，京都，

年 月 日．

 勝田秀紀，小林有紗，川村光信，石田均： 型糖尿病者

の血圧管理における血中 －ペプチドの影響．第 回日

本糖尿病学会年次学術集会，京都， 年 月 日．

 村嶋俊隆，近藤琢磨，北原敦子，森田奈瑠，小沼裕寿，

高橋和人，田中利明，炭谷由計，西田進，三好秀明，保

坂利男，石田均：膵β細胞における細胞外ストレスに対

する ， の発現様式とその細胞調節機構に

ついて．第 回日本糖尿病学会年次学術集会，京都，

年 月 日．

 西田進，鈴木清，佐々木有紀，永瀬惟，箕輪久美，石飛

実紀，近藤健，石本麻衣，小沼裕寿，炭谷由計，近藤琢

磨，保坂利男，石田均：男性 型糖尿病患者における中

手骨の骨量の変化とその成因についての検討．第 回日

本糖尿病学会年次学術集会，京都， 年 月 日．

 保坂利男，伊東尚浩，伊藤史織，矢野互，安村美沙子，

中川隆，井上敬介，田辺宗平，近藤琢磨，石田均：糖質

制限食は，肥満 型糖尿病モデルマウスで体重増加，血

糖悪化，脂質代謝異常をきたす．第 回日本糖尿病学会

年次学術集会，京都， 年 月 日．

 水石裕，炭谷由計，須﨑由香，田中耕史，藤澤祐基，横

山敏彦，小笠原準悦，西田進，近藤琢磨，保坂利男，岡

島康友，石田均： 型糖尿病患者における目標運動強度

内の運動療法達成率に関する検討―腕時計型脈拍計を

用いて―．第 回日本糖尿病学会年次学術集会，京都，

年 月 日．

 七条裕孝，炭谷由計，澤井梓，鶴久大介，佐々木有紀，

箕輪久美，永瀬惟，石本麻衣，森田奈瑠，石飛実紀，近

藤健，村嶋俊隆，小沼裕寿，高橋和人，田中利明，西田

進，近藤琢磨，保坂利男，石田均：当院における膵臓が

んを有する糖尿病症例の臨床的特徴．第 回日本糖尿病

学会年次学術集会，京都， 年 月 日．

 小林庸子，高橋久子，下田ゆかり，今野里美，浅間泉，

栗山絹世，塚田芳枝，佐藤真由美，水石裕，五林可織，

炭谷由計，高橋和人，田中利明，西田進，近藤琢磨，保

坂利男，石田均：チーム指導による糖尿病透析予防指導

管理下での使用薬剤による腎機能への影響に関する 年

間のアウトカム．第 回日本糖尿病学会年次学術集会，

京都， 年 月 日．

 高橋久子，今野里美，下田ゆかり，矢野悦子，大沼美穂，

吉澤直子，栗山絹世，塚田芳枝，小田浩之，中村未生，

鈴木優子，小林庸子，炭谷由計，高橋和人，五林可織，

田中利明，西田進，近藤琢磨，保坂利男，石田均：糖尿

病透析予防管理対象者への 年間の継続介入後の実態報

告．第 回日本糖尿病学会年次学術集会，京都， 年

月 日．

 田中耕史，炭谷由計，須﨑由香，水石裕，藤澤祐基，横

山敏彦，小笠原準悦，西田進，近藤琢磨，保坂利男，岡

島康友，石田均：糖尿病症例における運動指導介入とそ

の実施後のアウトカム―運動指導歴の有無による比較―．

第 回日本糖尿病学会年次学術集会，京都， 年 月

日．

 森田奈瑠，保坂利男，北原敦子，村嶋俊隆，小沼裕寿，

五林可織，高橋和人，炭谷由計，西田進，近藤琢磨，石

田均：肥大化脂肪細胞でのサイトカイン発現における

活性化の影響とその生理的役割について．第 回日

本糖尿病学会年次学術集会，京都， 年 月 日．

 石本麻衣，炭谷由計，澤井梓，七条裕孝，鶴久大介，佐々

木有紀，永瀬惟，箕輪久美，石飛実紀，近藤健，森田奈

瑠，村嶋俊隆，小沼裕寿，高橋和人，田中利明，西田進，

近藤琢磨，保坂利男，石田均：肥満を合併した 型糖尿

病入院患者における簡易睡眠検査装置を用いた睡眠時

間と質の実態調査．第 回日本糖尿病学会年次学術集会，

京都， 年 月 日．

 小沼裕寿，澤井梓，七条裕孝，鶴久大介，佐々木有紀，

永瀬惟，箕輪久美，石飛実紀，石本麻衣，近藤健，森田

奈瑠，村嶋俊隆，北原敦子，五林可織，炭谷由計，高橋

和人，田中利明，西田進，近藤琢磨，保坂利男，石田均，

岡野芝子，廣田和成，井上誠，平形明人：シタグリプチ

ン投与における糖尿病網膜症進展抑制についての検討．

第 回日本糖尿病学会年次学術集会，京都， 年 月

日．

 栗山絹世，炭谷由計，須﨑由香，田中耕史，水石裕，横

山敏彦，中村未生，小田浩之，塚田芳枝，石本麻衣，西

田進，近藤琢磨，保坂利男，石田均：携帯型脈拍計を活

用した運動指導と並行して実施した 型糖尿病患者に対

する外来栄養指導の臨床効果について～第 報～．第

回日本糖尿病学会年次学術集会，京都， 年 月

日．

 伊藤史織，伊東尚浩，保坂利男，矢野互，安村美沙子，

中川隆，井上敬介，田辺宗平，近藤琢磨，石田均：

阻害薬 の血糖低下作用に対する糖質制限

食の影響．第 回日本糖尿病学会年次学術集会，京都，

年 月 日．

 高橋和人，北原敦子，森田奈瑠，村嶋俊隆，小沼裕寿，

炭谷由計，田中利明，西田進，近藤琢磨，保坂利男，石

田均：温熱処理は， 型糖尿病における骨代謝異常の進
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展を 非依存性経路で抑制する．第 回日本糖尿病

学会年次学術集会，京都， 年 月 日．

 須﨑由香，炭谷由計，田中耕史，水石裕，藤澤祐基，横

山敏彦，小笠原準悦，西田進，近藤琢磨，保坂利男，岡

島康友，石田均：糖尿病運動療法における脈拍指標によ

る運動強度設定について．第 回日本糖尿病学会年次学

術集会，京都， 年 月 日．

 炭谷由計，須﨑由香，田中耕史，水石裕，藤澤祐基，澤

井梓，七条裕孝，鶴久大介，箕輪久美，佐々木有紀，永

瀬惟，石飛実紀，石本麻衣，近藤健，横山敏彦，高橋和

人，西田進，小笠原準悦，近藤琢磨，保坂利男，岡島康

友，石田均： 型糖尿病患者における腕時計型脈拍計を

活用した運動療法が骨代謝に及ぼす影響の検討．第 回

日本糖尿病学会年次学術集会，京都， 年 月 日．

 近藤琢磨：基礎インスリンを中心とした 型糖尿病治療

について． ，立川， 年 月

日．

 保坂利男： 型 アナログの適した患者像．

立川，立川， 年 月 日．

 

．

 保坂利男：俗学に惑わされない療養指導へのアプローチ．

第 回 研究会，武蔵野， 年 月 日．

 保坂利男： 阻害薬の奥深さを知って今使う理由を

考える 実地医家のための糖尿病セミナー，諫早，

年 月 日．

 

， ， ．

 近藤琢磨： 型糖尿病治療における強化インスリン療法

の位置付け． ストリーミング， ， 年 月 日．

 保坂利男：俗学に惑わされない療養指導へのアプローチ．

第 回糖尿病療養指導 ，東京， 年 月 日．

 近藤琢磨： 型糖尿病の治療 ．武蔵野市医師会学

術講演会，武蔵野， 年 月 日．

 近藤琢磨：原発性アルドステロン症の症例より考える．

武蔵野内分泌代謝ネットワーク，武蔵野， 年 月

日．

 石田均：糖尿病腎症の食品交換表 第 版への改訂ポイン

ト． ～ 型糖尿病治

療の新展開～，唐津， 年 月 日．

 石田均：日本人にふさわしい糖尿病食事療法．第 回日

本内科学会近畿支部生涯教育講演会，大阪， 年 月

日．

 近藤琢磨：インクレチン関連薬を用いた治療の再考．第

回北多摩地区糖尿病治療を考える会，武蔵野， 年

月 日．

 近藤琢磨：医療連携を含めた糖尿病診療について．糖尿

病セミナー，西東京， 年 月 日．

 石 田 均 ： 食 事 の な か の 炭 水 化 物 の 意 義 ．

，金沢， 年 月 日．

 近藤琢磨： 阻害薬の膵島細胞への効果とその意義．

， ， 年 月 日．

 石田均：糖尿病腎症の食品交換表 第 版への改訂ポイン

ト．糖尿病食事療法を考える会，三鷹， 年 月 日．

 保坂利男：高齢 型糖尿病患者における 阻害薬のポ

ジショニング． ，大崎， 年 月 日．

 保坂利男：高齢 型糖尿病患者における 阻害薬のポ

ジショニングと使い分け．老年病研究会，前橋， 年

月 日．

 保坂利男： アナログの位置づけの再考．美波セミ

ナー，立川， 年 月 日．

 石田均：食事のなかの糖質ならびに炭水化物の意義．日

本抗加齢医学会応用・実践編講習会，東京， 年 月

日．

 保坂利男：これからの 型糖尿病治療戦略．

立川，立川，

年 月 日．

 石田均：「糖尿病腎症の食品交換表」第 版への改訂とそ

のポイント．第 回日本糖尿病合併症学会・第 回日本

糖尿病眼学会総会，仙台， 年 月 日．

 西田進，鈴木清，佐々木有紀，永瀬惟，箕輪久美，石飛

実紀，石本麻衣，近藤健，小沼裕寿，炭谷由計，近藤琢

磨，保坂利男，石田均：男性 型糖尿病患者における中

手骨の骨量の変化とその成因についての検討．第 回日

本糖尿病合併症学会・第 回日本糖尿病眼学会総会，仙

台， 年 月 日．

 北原敦子，高橋和人，村嶋俊隆，森田奈瑠，小沼裕寿，

炭谷由計，田中利明，近藤琢磨，保坂利男，石田均：膵

β細胞における酸化ストレス状態下でのアスタキサンチ

ンの効果ならびにオートファジー機構の解析．第 回日

本糖尿病合併症学会・第 回日本糖尿病眼学会総会，仙

台， 年 月 日．

 伊藤史織，伊東尚浩，保坂利男，矢野互，安村美沙子，

清水由香理，小林秀之，中川隆，井上敬介，田辺宗平，

近藤琢磨，石田均： 阻害薬 の血糖降

下作用および肝臓脂肪蓄積に対する食事条件の影響．第

回日本糖尿病合併症学会・第 回日本糖尿病眼学会総

会，仙台， 年 月 日．

 安部晶子，前川亜樹，新井千賀子，島村祥子，小沼裕寿，

平形明人，石田均：糖尿病入院患者における眼科医と看

護師の糖尿病共同指導の有用性．第 回日本糖尿病合併

症学会・第 回日本糖尿病眼学会総会，仙台， 年

月 日．

 近藤琢磨：持効型インスリンを用いた 型糖尿病治療の

コツ． ，立川， 年 月

日．

 石田均：食事のなかの炭水化物の意義．第 回多摩血管

－代謝研究会，武蔵野， 年 月 日．

 保坂利男：高齢 型糖尿病患者における 阻害薬のポ

ジショニング． 歳からの糖尿病治療を考える懇話会

香川，高松， 年 月 日．

 石田均：食事のなかの炭水化物の意義を考える．第 回

日本糖尿病学会九州地方会，鹿児島， 年 月 日．

 保坂利男：栄養療法に於ける糖との深い関係．第 回病

診連携スキルアップセミナー，川越， 年 月 日．

 近藤琢磨：強化インスリン療法を再考する．インスリン

アナログ誕生 周年記念講演会，飯塚， 年 月 日．

 保坂利男：運動療法にふれた今だから感じる糖尿病治療

における 阻害薬の奥深さ．第 回糖尿病三位一体セ

ミナー ，大阪， 年 月 日．

 近藤琢磨：肥満 型糖尿病へのアプローチ．第 回多摩糖

尿病先端医療研究会，立川， 年 月 日．

 近藤琢磨：心血管イベントを見据えた糖尿病治療戦略．

第 回糖尿病三位一体セミナー，武蔵野， 年 月
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日．

 石田均：臨床栄養学の新たな展開―食事のなかの炭水化

物の意義―．内分泌・代謝学シンポジウム，東京，

年 月 日．

 保坂利男：食事療法を見据えた糖尿病の新たな治療戦略．

第 回日本糖尿病学会北海道地方会，札幌， 年 月

日．

 石田均：食事のなかの炭水化物の臨床栄養学的意義と

は？． ～糖尿病と食事を

考える～，佐倉， 年 月 日．

 保坂利男：高齢者 型糖尿病における 阻害薬のポジ

ショニングと使い分け．糖尿病診療を考える会，山形，

年 月 日．

 石田均：臨床栄養学の新たなチャレンジ―食事のなかの

炭水化物の意義を考える―．いわて糖尿病 ，盛岡，

年 月 日．

 近藤琢磨：肥満がもたらすさまざまな生活習慣病とその

対策．第 回町田市薬剤師会学術講演会，町田， 年

月 日．

 石田均：日本人の健康寿命を保つために―食事療法から

のアプローチ―．神明台ハートセミナー，府中， 年

月 日．

 高橋久子，下田ゆかり，今野里美，高橋和人，炭谷由計，

五林可織，田中利明，近藤琢磨，保坂利男，石田均：妊

娠糖尿病褥婦の産後長期フォローアップに繋がる助産・

看護援助を考える．第 回日本糖尿病・妊娠学会年次学

術集会，岡山， 年 月 日．

 勝又明彦，七条裕孝，近藤琢磨，竹脇史絵，石本麻衣，

近藤健，保坂利男，石田均： 阻害薬を中止し，血

糖コントロール良好となったインスリン抗体陽性 型糖

尿病の一例．第 回杏林医学会総会，三鷹， 年 月

日．

 永瀬惟，炭谷由計，澤井梓，七条裕孝，石本麻衣，小沼

裕寿，保坂利男，近藤琢磨，石田均：前立腺癌に対する

アンドロゲン抑制療法中に糖尿病性ケトアシドーシスを

発症した慢性膵炎の 例．第 回杏林医学会総会，三鷹，

年 月 日．

 澤井梓，炭谷由計，箕輪久美，石本麻衣，今田枝里，津

村哲郎，七条裕孝，鶴久大介，竹脇史恵，永瀬惟，佐々

木有紀，近藤健，小沼裕寿，近藤琢磨，保坂利男，石田

均：ジソピラミドとクラリスロマイシン併用により低血

糖発作を生じた超高齢者の一例．第 回杏林医学会総会，

三鷹， 年 月 日．

 鶴久大介，炭谷由計，近藤健，箕輪久美，澤井梓，七条

裕孝，近藤琢磨，保坂利男，渡辺俊介，倉田勇，小松原

弘一郎，丸山啓介，藤原正親，菅間博，石田均：コルチ

ゾールと による出血性胃潰瘍が再発したクッシン

グ病．第 回臨床内分泌代謝 ，さいたま， 年

月 日．

 保坂利男：今， 型糖尿病に適した の治療薬

を考える．糖尿病治療を語る会，東京， 年 月 日．

 近藤琢磨：一次予防例と二次予防例の治療戦略は変える

べきか？．第 回 ，立川， 年 月

日．

 石田均：日本人にふさわしい糖尿病食事療法を考える．

市民健康講座 生活習慣を見直そう！，三鷹， 年

月 日．

 保坂利男：高齢 型糖尿病患者における 阻害薬のポ

ジショニング．第 回実地医家のための糖尿病セミナー，

北九州， 年 月 日．

 小沼裕寿：妊娠と糖尿病．一般社団臨床糖尿病支援ネッ

トワーク第 回例会，八王子， 年 月 日．

 保坂利男：食事療法を見据えた糖尿病の新たな治療戦略．

第 回小千谷市魚沼市医師会学術講演会 魚沼地区糖

尿病先進治療研究会 小千谷，小千谷， 年 月 日．

 保坂利男：高齢 型糖尿病患者における 阻害薬のポ

ジショニング．高齢者糖尿病治療を考える会，仙台，

年 月 日．

 石田均：日本人の健康寿命を保つための食事療法―食事

のなかの炭水化物の意義を科学的に考える―．サントリ

ーグローバルイノベーションセンター講演会，京都，

年 月 日．

 保坂利男：高齢 型糖尿病患者における 阻害薬のポ

ジショニング．南河内地区病態から考える糖尿病治療の

，大阪， 年 月 日．

 石田均：「腎症」交換表第 版改訂のポイント．第 回食

事を通じて糖尿病治療を考える会，京都， 年 月

日．

 保坂利男：糖尿病療養指導 ．平成 年度第

回埼玉栄養士会生涯教育研修会，さいたま， 年 月

日．

 石田均：適切な糖尿病食事療法への新たな展開－「腎症」

食品交換表第 版への改訂ポイントも含めて－．第 回

倉敷糖尿病合併症研究会，倉敷， 年 月 日．

 北原敦子，高橋和人，森田奈瑠，村嶋俊隆，小沼裕寿，

炭谷由計，田中利明，近藤琢磨，保坂利男，石田均：ア

スタキサンチンは膵ラ氏島の慢性炎症を抑制することで，

膵β細胞保護作用を発揮する．第 回日本病態栄養学会

年次学術集会，京都， 年 月 日．

 保坂利男，伊藤史織，伊東尚浩，矢野互，安村美沙子，

中川隆，井上敬介，田辺宗平，近藤琢磨，石田均：肥満

糖尿病の食事療法における主要栄養素バランスの重要性

―糖質量調整食餌によるマウス実験からの検討―．第

回日本病態栄養学会年次学術集会，京都， 年 月

日．

 志原伸幸，寺内康夫，石田均，貴田岡正史，佐藤譲，矢

部大介，山田祐一郎，清野裕：高齢者 型糖尿病におけ

るシタグリプチン／グリメピリド比較検討試験（

― ）．第 回日本病態栄養学会年次学術集会，京都，

年 月 日．

 石飛実紀，炭谷由計，津村哲郎，鶴久大介，石本麻衣，

近藤健，森田奈瑠，近藤琢磨，保坂利男，石田均：継続

した運動療法の体組成への効果と糖・脂質代謝における

限界；運動介入後の肥満 型糖尿病一例からの推察．第

回日本病態栄養学会年次学術集会，京都， 年 月

日．

 保坂利男：各学会のガイドラインのまとめと問題点 栄

養療法協議会（ワーキンググループからの報告）．第

回日本病態栄養学会年次学術集会，京都， 年 月

日．

 永瀬惟，炭谷由計，今田枝里，澤井梓，佐々木有紀，箕

輪久美，小沼裕寿，田中利明，近藤琢磨，保坂利男，石

田均：アンドロゲン抑制療法中に糖尿病ケトアシドーシ

スを発症した慢性膵炎の 例．第 回日本糖尿病学会関

東甲信越地方会，横浜， 年 月 日．

 森佳介，東海俊史，三橋順子，若山真理子，池田和穂，

田中直見，田中利明，西田進，石田均： 型慢性肝炎の

新規治療薬の 型糖尿病患者への影響．第 回日本糖尿

病学会関東甲信越地方会，横浜， 年 月 日．

 七条裕孝，近藤琢磨，竹脇史恵，石本麻衣，近藤健，炭

谷由計，田中利明，保坂利男，石田均： 阻害薬を

服用中に血糖不安定性を来した抗インスリン抗体陽性

型糖尿病の一例．第 回日本糖尿病学会関東甲信越地方

会，横浜， 年 月 日．

 竹脇史恵，近藤健，澤井梓，箕輪久美，石本麻衣，小沼

裕寿，炭谷由計，田中利明，保坂利男，近藤琢磨，石田

均：高齢で発症した自己免疫性 型糖尿病の 症例．第
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回日本糖尿病学会関東甲信越地方会，横浜， 年 月

日．

 澤井梓，炭谷由計，箕輪久美，石本麻衣，今田枝里，鶴

久大介，近藤健，小沼裕寿，近藤琢磨，保坂利男，石田

均：ジソピラミドとクラリスロマイシン併用により低血

糖発作を生じた超高齢者の一例．第 回日本糖尿病学会

関東甲信越地方会，横浜， 年 月 日．

 保坂利男：糖尿病治療に於ける アナログ製剤の位

置づけ．西多摩医師会学術講演会，羽村， 年 月

日．

 奥山秀平 川村直弘 片元遥香 塚田美裕 千野貴子 丹波

光子 小嶋幸一郎 保坂利男 大浦紀彦：当院におネル肝

硬変患者へのレボカルニチン製剤の使用状況と効果につ

いて．第 回日本静脈経腸栄養学会学術集会 岡山，

年 月 日．

 石田均：「腎症」食品交換表第 版への改訂とそのポイン

トについて．第 回西東京インスリン治療研究会，武蔵

野， 年 月 日．

 近藤琢磨： 阻害薬の膵島細胞への効果とその意義．

， ， 年 月 日．

 石田均：適切な糖尿病食事療法を考える―「腎症」食品

交換表第 版への改訂ポイントとともに―．第 回福岡糖

尿病チーム医療セミナー，福岡， 年 月 日．

 保坂利男：糖尿病に対して，どう治療すべきなのか？．

第 回高齢者糖尿病治療を考える会 岐阜，岐阜，

年 月 日．

 保坂利男：高齢 型糖尿病患者における 阻害薬のポ

ジショニング．筑豊地区糖尿病フォーラム，飯塚，

年 月 日．

 近藤琢磨：インクレチン関連薬基礎を用いた 型糖尿病

治療の再考． ，立川，

年 月 日．

 石田均：日本人の健康寿命を保つために―食事のなかの

炭水化物の意義を考える―．田川薬剤師会学術講演会，

田川， 年 月 日．

 石田均：日本人のための糖尿病食事療法を考えるー食事

のなかの炭水化物の科学的意義とは？―．上本町糖尿病

ももにフォーラム，大阪， 年 月 日．

論 文

 石田均：糖ならびに脂質代謝異常と骨代謝．日本骨粗鬆

症学会誌

 石田均：日本人のための糖尿病食事療法を考える．杏林

医学会雑誌

 保 坂 利 男 石 田 均 ： 第 回 日 本 糖 尿 病 合 併 症 学

会．

 保坂利男 石田均： 型糖尿病の食事療法の考え方と実際．

糖尿病診療マスター

 石田均：食事のなかでなぜ炭水化物が重要なのか．栄養

と料理

 石田均：「食品交換表」第 版の思想を現代日本人の糖尿

病食事療法に活かす．糖尿病診療マスター

 保坂利男 永瀬惟 澤井梓 石飛実紀 石本麻衣 近藤健

小沼裕寿 炭谷由計 田中利明 西田進 近藤琢磨 石田

均：血糖コントロールに対する相対的な 低値から

診断に至った異常ヘモグロビン 症の 例．糖尿病 ：

 保坂利男：経腸栄養法と経静脈栄養法．ハリソン内科学

第 版

著 書

 田中利明，石田均： 栄養と体重減少．ハリソン内

科学第 版（日本語版第 版）．東京，メディカル・サイ

エンス・インターナショナル， ． ．

 石田均（食品交換表編集委員会・腎症食品交換表改訂小

委員会：委員長）：糖尿病腎症の食品交換表第 版．日本

糖尿病学会編著．東京，文光堂，

 石田均：それは恩師との不思議なめぐり合いにありまし

た．プラクティス・セレクション糖尿病医療を志す先達

から若き人へ贈る言葉 ．東京，医歯薬出版， ．

その他

 宇都宮一典 佐々木敬 石田均（座談会）：糖尿病におけ

る食事療法を考える―食事療法の個別化を目指して．

腫瘍内科学教室

講 演

 古瀬純司：膵がんの薬物療法－最新の話題．

新宿，東京， 年 月 日

 古瀬純司：膵がん化学療法の現状と課題－エビデンスか

らプラクティスへ．

札幌， 年 月 日

 

：

naïve patients with metastatic 

 
Heinemann V, Ioka T, Bazin I, Ueno M, Csõszi T, 

：

 

：

 長島文夫：栄養アセスメント～高齢者のがん療法は今の

治療でよいのか 第 回栄養アセスメント学会，神戸，

年 月 日

 角谷眞澄，池田公史，高山忠利，沼田和司，泉並木，國

土典宏，古瀬純司，奥坂拓志，山下哲史，奥村正文，工

藤正俊：ソラフェニブ国際共同非介入試験 最終

解析～日本における肝癌治療の実際～．第 回日本肝が

ん分子標的治療研究会，大阪， 年 月 日

 ：

 古瀬純司：膵癌化学療法 最近の進歩．第 回上伊那病
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診連携がん診療学術研究会，伊那， 年 月 日

 古瀬純司：肝細胞癌の化学療法ー最新情報と今後の展望．

第 回南大阪肝疾患研究会，堺， 年 月 日．

 岡野尚弘：高 血症・腎障害を契機に緊急入院となり，

長期入院を要した 例． 年度第 回 大学合同カンフ

ァレンス，東京， 年 月 日

 古瀨純司：膵神経内分泌腫瘍－基礎から臨床まで．第

回臨床腫瘍夏期セミナー，東京， 年 月 日

 岡野尚弘，河合桐男，成毛大輔，長島文夫，古瀬純司：

ゲムシタビン耐性胆道癌患者を対象としたアキシチニブ

単剤療法．第 回日本臨床腫瘍学会，神戸， 年 月

日

 新田理恵，田端理恵子，髙橋香澄，野田耕介，川上英泰，

臼井浩明，古賀しのぶ，吉田正，古瀬純司：当院の閉鎖

式薬物移送システム導入後 年の実態調査．第 回日本

臨床腫瘍学会，神戸， 年 月 日．

 宮下耕一郎，尾阪将人，石井浩，佐藤俊哉，上野誠，池

田公史，上杉和寛，佐田尚弘 奥坂拓志，古瀬純司：

naïve patients with metastatic pancreatic cancer．

第 回日本臨床腫瘍学会，神戸， 年 月 日

 

：

．

第 回日本臨床腫瘍学会，神戸， 年 月 日

 

：

．第 回日本臨床腫瘍学会，神戸，

年 月 日．

 

：

第 回日本臨床腫瘍学会，神戸， 年

月 日

 
：

第 回日本臨床腫瘍学会，神

戸， 年 月 日

 長島文夫：

第 回日本臨床腫瘍学会学術集会，

神戸， 年 月 日

 長島文夫： 老年腫瘍学

高齢がんに対する臨床研究の考え方と がん登録デー

タによる実地臨床像 ．第 回日本臨床腫瘍学会学術集

会，神戸， 年 月 日

 

：

，

 

，

 

naïve patients with metastatic 

，

 

，

 古瀬純司：癌化学療法～杏林大学における現況～．

，横浜，

年 月 日

 古瀬純司：膵がん化学療法の現状と課題 －エビデンス

からプラクティスへ． ，

福井， 年 月 日

 岡野尚弘：知るは力なり！最新のがん化学療法．杏林大

学～がんと共にすこやかに生きる講演会シリーズ～，三

鷹， 年 月 日

 河合桐男，岡野尚弘，小林敬明，成毛大輔，長島文夫，

古瀬純司：カルシウム血症を呈した膵腺扁平上皮癌に対

して化学療法を施行した 例．日本内科学会関東地方会，

東京， 年 月 日．

 古瀬純司：膵がん化学療法の現状と課題 －エビデンス

か ら プ ラ ク テ ィ ス へ ．

，岡山， 年 月 日

 
：

 
：

 河合桐男，長島文夫，近藤恵里，小林敬明，岡野尚弘，

成毛大輔，北村浩，杉山政則，柴原純二，古瀬純司：幽

門部・肝転移の非機能性 に対して 療法が

著効した 例．第 回日本神経内分泌腫瘍研究会，東京，

年 月 日．

 古瀬純司：神経内分泌腫瘍に対する薬物治療．第 回日

本神経内分泌腫瘍研究会，東京， 年 月 日

 岡野尚弘，長島文夫，古瀬純司：切除不能胆道癌に対す

る 次治療の成績と予後因子の検討．第 回日本胆道学

会学術集会，横浜， 年 月 日

 
：

第 回日本癌学会学術総会，横浜， 年 月

日
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：

 北村浩，林茂一郎，河合桐男，岡野尚弘，成毛大輔，小

林敬明，長島文夫，古瀬純司：腫瘍随伴症候群による舞

踏病様不随意運動を伴った肺癌の 例．第 回日本癌治

療学会学術集会，横浜， 年 月 日．

 成毛大輔，河合桐男，岡野尚弘，小林敬明，長島文夫，

古瀬純司：化学療法による末梢神経障害に対するとラマ

ドール アセトアミノフェン配合錠の有効性．第 回日

本癌治療学会学術集会，横浜， 年 月 日

 夏目まいか，渡邊清高，深澤陽子，坂本貴彦，臼井亮，

本田健，太田修二，市川靖子，林和彦 成毛大輔，古瀬

純司，関順彦：都内 大学病院におけるがん患者の療養

場所のニーズ調査．第 回日本癌治療学会学術集会，横

浜， 年 月 日

 山本英一郎，遠藤源樹，林和彦，唐澤久美子，渡邊清高，

古瀬純司：東京女子医科大学病院のがん患者のニーズ調

査と充実したサバイバーシップに向けた研究．第 回日

本癌治療学会学術集会，横浜， 年 月 日

 古瀬純司：膵臓癌化学療法の現状と今後の展望．日本消

化器病学会東北支部第 回教育講演会，仙台， 年

月 日．

 ：

 古瀬純司：膵癌の化学療法．ーエビデンスからプラクテ

ィスへ．第 回茨城膵疾患研究会，水戸， 年 月

日

 

：

 古瀬純司：膵がん化学療法の現状と課題 －今後の方向

性と未来へ．膵癌治療研究会 ，福岡， 年 月

日

 ：

．

 古瀬純司：膵がん化学療法の困難と期待ー新しい治療を

どう使う？新たな治療開発は？．パンキャンジャパン第

回クリスマス・スペシャル勉強会，東京， 年 月

日

 

 

 古瀬純司：大腸がん化学療法の ．ー腹腔鏡手

術の導入で化学療法は変わったか ．第 回千葉県大腸

疾患研究会，千葉， 年 月 日．

論 文

欧文

 

：

：

 

：

：

：

 

（

：
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講演，論文，著書など　　医学部



：

 １

（

Poincaré by University of Lorraine

Policlínica

Angeles Clínica Londres

：

：

 

：

：

 

（

）：

 

（

：

 １

：

 

：

：

 

：

 

：

 

（
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）

：

–

 

, Ladrón de Guevara L

Policlínica 

Hospital Angeles Clínica Londres

：

 １

（

）：

 
uruse J, Ladrón de 

Policlínica Metropolitana

Clínica Londr

：

 

（

：

 ：

 

Tokyo Women’s Medical 

 

：

 

：
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講演，論文，著書など　　医学部



 

：

：

 

：

 

（

：

和文

 岡野尚弘，河合桐男，成毛大輔，長島文夫，古瀬純司：

膵がん二次治療のエビデンスと最新情報． ：

．

 女屋博昭 ，長島文夫（ 群馬県立がんセンター） がん化

学療法の画像評価 効果判定と治療継続．臨床消化器内

科 ：

 河合桐男，長島文夫，岡野尚弘，成毛大輔，北村浩，古

瀬純司：高齢者に対するがん化学療法．臨床消化器内科

： ， ．

 土岐真朗 ，渡邉俊介 ，倉田勇 ，森秀明 ，久松理一 ，

古瀬純司（ 杏林大・医・第三内科学）：消化器がんの合

併症とがん化学療法 消化管閉塞・穿孔，胆管閉塞．臨

床消化器内科 ： ．

 岡野尚弘，河合桐男，成毛大輔，長島文夫，古瀬純司：

消化器がん化学療法の実際 消化器がんキードラッグの

基礎知識 プラチナ系薬剤．臨床消化器内科 ：

， ．

 成毛大輔，古瀬純司：有害事象とその対策 神経障害：

末梢神経および白質脳症．臨床消化器内科 ：

．

 古瀬純司：十二指腸乳頭部癌に対する化学療法―切除不

能・再発癌に対する治療と補助療法．外科 ：

．

 古瀬純司：序文：膵・胆道癌治療とエキスパートオピニ

オン．胆と膵 ： ．

 成毛大輔，古瀬純司： ・ナブパクリタキセル

による末梢神経障害への対応．胆と膵 ：

．

 古瀬純司：腫瘍内科医からみた局所進行膵癌の外科切除

適応．胆と膵 ： ．

 長島文夫，水谷友紀 ，濱口哲弥 ，小川朝生 ，前野聡子，

古瀬純司（ 国立がん研究センター 多施設臨床試験支

援センター， 国立がんセンター中央病院， 国立がんセ

ンター東病院）：超高齢がん患者に対する臨床試験デザ

イン． ： ．

 成毛大輔，古瀬純司：切除不能膵癌の治療 化学療法．

コンセンサス癌治療 ．

 遠藤仁 ，石原豪史 ，古瀬純司（ ジェイファーマ株式会

社）：メタボロームを標的とした新規治療薬 ．

医学のあゆみ ： ．

 古瀬純司：肝胆膵癌における開発の現状と期待 免疫チ

ェックポイント阻害剤：膵癌．肝胆膵 ：

．

 古瀬純司：局所進行膵がんに対する化学放射線療法の意

義と治療開発． ．

 加藤俊介 ，北村浩，長島文夫，古瀬純司（ 順天堂大学）：

「高齢者への化学療法とそのスクリーニングツール」篇．

： ．

 池田登顕 ，井上俊之 ，菊谷武 ，呉屋朝幸 ，田中良典 ，

呉屋弘美 ，佐野広美 ，庄司幸江 ，須藤紀子 ，長島文

夫，藤澤節子 ，佐藤博之 たんぽぽクリニック， 日本

歯科大口腔リハビリテーション多摩クリニック， 杏林

大学医学部第二外科教室， 武蔵野赤十字病院， 関東中

央総合病院， 野村病院， 薬局ルンルンファーマシー，

中町グリーン薬局 ：北多摩南部圏域の多職種連携促進

における在宅医療・緩和ケアカンファレンスの意義につ

いて．日本医療マネジメント学会雑誌 ：

 長島文夫：高齢者におけるがん薬物療法 序文．

老年医学 ：

 前野聡子，長島文夫，成毛大輔，岡野尚弘，河合桐男，

小林敬明，北村浩，古瀬純司：高齢者がん治療．腫瘍内

科 ．

 古瀬純司：化学療法と放射線療法．成人病と生活習慣病

．

 前野聡子，長島文夫，成毛大輔，岡野尚弘，河合桐男，

小林敬明，北村浩，古瀬純司：老年腫瘍学．癌と化学療

法 ：

 古瀬純司，長島文夫：超高齢者膵癌に対する化学療法．

肝胆膵 ： ， ．

著 書

 古瀬純司，岡野尚弘，成毛大輔，河合桐男，長島文夫：

胆道癌・膵癌 胆道癌・総説 膵癌化学療法における制
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吐療法．癌化学療法と制吐薬使用マニュアル 消化器癌

編 改訂版 ．相羽惠介監修．大阪，メディカルレビュー

社， ． ．

 古瀬純司，岡野尚弘，成毛大輔，河合桐男，長島文夫：

胆道癌・膵癌 胆道癌・治療の実際 ＋ 療法．

癌化学療法と制吐薬使用マニュアル 消化器癌編 改訂

版 ．相羽惠介監修．大阪，メディカルレビュー社， ．

．

 古瀬純司：管理・治療 膵がんの薬物治療．診断と治療

の 別冊 膵炎・膵がん．岡崎和一編．大阪，最新

医学社， ． ．

 岡野尚弘，長島文夫，河合桐男，小林敬明，成毛大輔，

古瀬純司：レジメン＋症例 大腸がん ＋ ．消化

器がん化学療法レジメンブック 版．室圭編．東京，日

本医事新報社， ． ．

 岡野尚弘，長島文夫，河合桐男，小林敬明，成毛大輔，

古瀬純司：レジメン＋症例 大腸がん ＋

療法 ．消化器がん化学療法レジメンブック 版．

室圭編．東京，日本医事新報社， ． ．

 古瀬純司：膵・胆道癌薬物療法のケースファイリング．

古瀬純司編．東京，医学と看護社， ．

 古瀬純司：膵・胆道癌に対する薬物療法の基礎知識．膵・

胆道癌薬物療法のケースファイリング．古瀬純司編．東

京，医学と看護社， ． ．

 成毛大輔： 療法で肝転移が消失した膵癌の

例．膵・胆道癌薬物療法のケースファイリング．古瀬純

司編．東京，医学と看護社， ． ．

 岡野尚弘：肝転移を伴う膵癌に対する 療法：

ホモの 例．膵・胆道癌薬物療法のケースファイ

リング．古瀬純司編．東京，医学と看護社，

 河合桐男，古瀬純司：肝転移を伴う膵癌に対するゲムシ

タビン＋パクリタキセル併用療法後，末梢神経障害で

単独に移行した 例．膵・胆道癌薬物療法のケースファ

イリング．古瀬純司編．東京，医学と看護社， ．

．

 河合桐男，古瀬純司：肝転移，腹水を伴う高度進行膵癌

に対するゲムシタビン＋ナブパクリタキセル併用療法の

例．膵・胆道癌薬物療法のケースファイリング．古瀬

純司編．東京，医学と看護社， ． ．

 岡野尚弘： 療法耐性後にゲムシタビン＋ナブ

パクリタキセル療法を施行した 例．膵・胆道癌薬物療

法のケースファイリング．古瀬純司編．東京，医学と看

護社， ．

 岡野尚弘： 療法後に切除が可能となった局所

進行膵癌の 例．膵・胆道癌薬物療法のケースファイリ

ング．古瀬純司編．東京，医学と看護社， ．

．

 成毛大輔：組織診断がつかないまま治療を行い，治療方

針に苦慮した 例．膵・胆道癌薬物療法のケースファイ

リング．古瀬純司編．東京，医学と看護社， ．

．

 古瀬純司：リンパ節転移を伴う肝内胆管癌 ゲムシタビ

ン＋シスプラチン併用療法および 単独による化学療

法を施行した 例．膵・胆道癌薬物療法のケースファイ

リング．古瀬純司編．東京，医学と看護社， ．

．

 河合桐男 古瀬純司：肝転移を伴う胆嚢癌に対するゲム

シタビン＋ 併用療法の 例．膵・胆道癌薬物療法のケ

ースファイリング．古瀬純司編．東京，医学と看護社，

． ．

 長島文夫，前野聡子：ゲムシタビン化学療法中に薬剤性

肺障害を発症した膵臓癌の 例．膵・胆道癌薬物療法の

ケースファイリング．古瀬純司編．東京，医学と看護社，

． ．

 渡邉俊介，土岐真朗，久松理一，古瀬純司：化学療法中

に胆管ステントの閉塞と胆管炎を発症した膵癌の 例．

膵・胆道癌薬物療法のケースファイリング．古瀬純司編．

東京，医学と看護社， ． ．

 古瀬純司：膵疾患の治療（総論）薬物療法 膵癌の化学

療法．新膵臓病学．下瀬川徹編．東京，南江堂， ．

．

 岡野尚弘，古瀬純司：膵疾患の臨床 膵外分泌腫瘍 膵

癌 内科的治療．新膵臓病学．下瀬川徹編．東京，南江

堂， ． ．

 古瀬純司：膵疾患のガイドライン 膵腫瘍 膵がん・胆

道がん 薬物療法ハンドブック．新膵臓病学．下瀬川徹

編．東京，南江堂， ． ．

 古瀬純司：膵癌の新しい薬物療法．消化器疾患最新の治

療 ．小池和彦，山本博徳，瀬戸泰之編．東京，

南江堂， ． ．

 古瀬純司：消化器がん化学療法 ．臨牀消化器内科編

集委員会編，古瀬純司監修，東京，日本メディカルセン

ター，

 岡野尚弘，河合桐男，成毛大輔，長島文夫，古瀬純司：

消化器がん化学療法の実際 消化器がんキードラックの

基礎知識プラチナ系薬剤．臨牀消化器内科 消化器がん

化学療法 ．古瀬純司監修，臨牀消化器内科編集委員

会編，東京，日本メディカルセンター， ．

 岡野尚弘：薬物療法 抗癌剤．プリンシプル消化器疾患

の臨床 食道・胃・十二指腸の診療アップデート．東京，

中山書店， ．

 岡野尚弘：悪性腫瘍 胆嚢・胆管癌．薬局 病気とくす

り ．東京，南山堂， ．

 古瀬純司：がん化学療法の薬はや調べノート．古瀬純司

編著．東京，メディカ出版，

 古瀬純司：ざっくり解説！ケアにつながる薬の種類と特

徴．がん化学療法の薬はや調べノート．古瀬純司編著．

東京，メディカ出版， ．

 長島文夫：セツキシマブ．がん化学療法の薬はや調べノ

ート．古瀬純司編著．東京，メディカ出版， ．

 長島文夫：パニツムマブ．がん化学療法の薬はや調べノ

ート．古瀬純司編著．東京，メディカ出版， ．

 成毛大輔：レンバチ二ブ．がん化学療法の薬はや調べノ

ート．古瀬純司編著．東京，メディカ出版， ．

 岡野尚弘，古瀬純司：バンデタ二ブ．がん化学療法の薬

はや調べノート．古瀬純司編著．東京，メディカ出版，

．

 岡野尚弘，古瀬純司：レゴラフェニブ．がん化学療法の

薬はや調べノート．古瀬純司編著．東京，メディカ出版，

．

 長島文夫：ベマシズマブ．がん化学療法の薬はや調べノ

ート．古瀬純司編著．東京，メディカ出版， ．

 河合桐男，長島文夫：ベムラフェニブ．がん化学療法の

薬はや調べノート．古瀬純司編著．東京，メディカ出版，

．

 成毛大輔：末梢神経障害対策薬．がん化学療法の薬はや

調べノート．古瀬純司編著．東京，メディカ出版， ．

報告書

 古瀬純司：切除不能膵癌に対する標準治療の確立に関す
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る研究．国立研究開発法人日本医療研究開発機構（革新

的がん医療実用化研究事業） 年度 委託研究開発成

果報告書．

 長島文夫：高齢がんを対象とした臨床研究の標準化とそ

の普及に関する研究．国立研究開発法人日本医療研究開

発機構（革新的がん医療実用化研究事業） 年度 委

託研究開発成果報告書

その他

 長島文夫：進行再発癌に対する薬物治療－治療の進め方

と止め時とは．がんサポート 月号， ．

 古瀨純司：消化器がんの化学療法 食道・胃・大腸がん

前編 ．日本医師会企画テレビ番組「話題の医学」．テ

レビ東京， 年 月 日．

 古瀨純司：消化器がんの化学療法 肝・胆道・膵がん 後

編 ．日本医師会企画テレビ番組「話題の医学」．テレ

ビ東京， 年 月 日

 長島文夫：高齢がん患者に適切な医療を．週刊医学界新

聞 号， 年 月 日

 長島文夫：増える高齢者のがん治療．朝日新聞デジタル

アピタルチャンネル， 年 月 日

 長島文夫：がん大国白書 最良の選択を求めて．高齢が

ん患者のデータ収集の重要性などについて解説，毎日新

聞， 年 月 日

 長島文夫：高齢者のがん治療のあり方について．週刊朝

日， 年 月 日

 長島文夫：山内曾六日記．日本医事新報社， 年 月

日

 長島文夫：高齢者のがん手術は余命を延ばしているの

か？～がん対策推進協議会で「高齢者のがん」が初議論．

週刊朝日 ，手術数でわかるいい病院， 年 月

日

高齢医学教室

講 演

 
：

．

，

， ， ．

 大荷満生：家族性高コレステロール血症の病態と治療

脂質代謝における の役割を中心に．調布市医師会

学術講演会，調布， 年 月 日

 神﨑恒一：認知症 平成 年第 回薬物療法専門薬剤師集

中講義，東京， 年 月 日．

 海老原孝枝 タウオパチーとシヌクレオパチー罹患高齢

者の摂食嚥下障害・誤嚥性肺炎の病態解明とテーラメイ

ド戦略．第 回日本老年医学会学術集会，金沢， 月

日

 柴田茂貴：最新の脳血管昨日評価法の認知症への応用．

第 回日本老年医学会学術集会，金沢， 年 月

日

 長谷川浩：地域における認定認知症疾患医療センターの

運営と課題．第 階日本老年医学会学術集会，金沢，

年 月 日

 田中政道，永井久美子，小柴ひとみ，神﨑恒一：外来患

者におけるフレイルの評価と臨床測定値との関係．第

回日本老年医学会学術集会，金沢， 年 月 日．

 小柴ひとみ，永井久美子，山田如子，田中政道，平澤愛，

柴田茂貴，神﨑恒一：要介護認定をアウトカムにしたフ

レイル研究対象高齢者の追跡調査．第 回日本老年医学

会学術集会，金沢， 年 月 日

 宮本孝英，田中政道，塚原大輔，長谷川浩，神﨑恒一：

の

治療期間に関連する因子．第 回日本老年医学会学術集

会，金沢， 年 月 日

 平澤愛，小柴ひとみ，宮澤太機，永井久美子，柴田茂貴，

神﨑恒一：高齢者におけるフレイルが脳血流動態に及ぼ

す影響．第 回日本老年医学会学術集会，金沢， 年

月 日．

 高附里江，長田正史，長谷川浩，神﨑恒一：超高齢非弁

膜症性心房細動患者に対する抗凝固療法の背景・特徴．

第 回日本老年医学会学術集会，金沢， 年 月

日．

 田中政道，松井敏史，小柴ひとみ，永井久美子，神﨑恒

一：外来通院患者での年齢別サルコペニア頻度，低筋量

者，低歩行速度者の割合．第 回日本老年医学会学術集

会，金沢， 年 月 日

 小島太郎，松井敏史，神﨑恒一，冨田尚希，荒井啓行，

竹屋泰，樂木宏実，鈴木裕介，葛谷雅文，秋下雅弘：高

齢入院患者における薬物有害作用の危険因子の包括的

検討 第 報 ．第 回日本老年医学会学術集会，金沢，

年 月 日

 船曳茜，永井久美子，長田正史，小原聡将，長谷川浩，

神﨑恒一：高齢者感染症患者における全身性炎症反応症

候群（ ）基準の有用性の検討．第 回日本老年医学

会学術集会，金沢， 年 月 日

 神﨑恒一：老年病専門医の制度設計．第 回日本老年医

学会学術集会，金沢， 年 月 日．

 大荷満生：介護のある暮らしを考える．獨協大学市民公

開講座，さいたま， 年 月 日

 長谷川浩：地域で高齢者をみるために フレイルと認知

症．千葉県薬剤師漢方研究会，市川， 年 月 日

 大荷満生：高齢者の自立喪失の様相とフレイル・サルコ

ぺニア．西東京医師会講演会，西東京， 年 月 日

 大荷満生：健康管理・介護予防概論．公益財団法人健康・

体力づくり事業団 健康運動指導士養成講習会，東京，

年 月 日

 長谷川浩：杏林大学病院もの忘れセンターにおける東京

都認知症疾患医療センターとしての活動．第 回北多摩

南部認知症診療を考える会，調布， 年 月 日

 長谷川浩：認知症をみるということ．社会福祉法人にじ

の会勉強会，三鷹， 年 月 日

 神﨑恒一：高齢者に対する薬物療法．東京都病院薬剤師

会臨床薬学研究会，立川， 年 月 日．

 神﨑恒一：各ガイドライン編集委員が語る脂質異常症治

療戦略 日本老年医学会から．第 回日本動脈硬化学会

総会・学術集会，東京， 年 月 日．

 

ultrasound and pathogenesis of Alzheimer’s 

 

 神﨑恒一：老年病専門医の方向性．第 回日本在宅医学

会大会・第 回日本在宅ケア学会学術集会合同大会，東

京， 年 月 日．
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 神﨑恒一：認知症を正しく理解するために．ベネッセ 地

域医療セミナー，三鷹， 年 月 日．

 長谷川浩：認知症の診断・治療における医療機関の役割

について考える．平成 年度杉並区認知症診断・治療に

係る医療機関連絡会，東京， 年 月 日

 

，

， ，

 神﨑恒一：「認知症にやさしいまち三鷹」づくりのため

に．第 回市民公開講座，三鷹， 年 月 日．

 長谷川浩：認知症になってもこの街で自分らしく暮らし

続けるために～私にできること．武蔵野市「認知症を知

る月間」講演会，武蔵野， 年 月 日

 大荷満生：フレイル・サルコぺニアの病態と治療 栄養

学的アプローチによりどこまで治療が可能か．お茶の水

女子大学健康食品フォーラ 市民公開講座，東京，

年 月 日

 伊藤瑛佑，宮本孝英，宮城島慶，長田正史，長谷川浩，

神﨑恒一：バセドウ化した縦隔内甲状腺腫の 例．第

回日本老年医学会関東甲信越地方会，東京， 年 月

日．

 輪千督高，高附里江，竹下実希，井上慎一郎，長谷川浩，

神﨑恒一：診断に苦慮した右股関節痛，発熱，炎症反応

の上昇の一例．第 回日本老年医学会関東甲信越地方会，

東京， 年 月 日．

 大荷満生：脂質異常症の病態と治療．平成 年度健康運

動指導士養成講習会，東京， 年 月 日

 大荷満生：循環器領域に残された課題 家族性高コレス

テロール血症 ，

東京， 年 月 日

 神﨑恒一：ロコモと認知症．ロコモキャラバン 佐賀，

佐賀， 年 月 日．

 神﨑恒一：老人保健施設の認知症ケア ．第 回老人保健

施設管理医研修会 第Ⅱ期 ，東京， 年 月 日．

 ：

． ， ，

， ．

 保田直美，寺島直樹，望月豊，中島久実子，大荷満生，

秦葭哉：片足切断後の栄養運動療法で の改善中に健

側肢は筋肥大，切断肢残部には筋委縮をおこした糖尿病

の 例．第 回日本臨床栄養学会総会，大阪， 年

月 日

 長谷川浩：認知機能と排尿障害，薬物治療との関係につ

いて．北多摩尿失禁研修会，武蔵野， 年 月 日

 大荷満生：家族性高コレステロール血症の診断と最新治

療 の役割を中心に．三鷹市医師会講演会，三鷹，

年 月 日

 大荷満生：循環器内科専門医が知っておくべき家族性高

コレステロール血症の病態と最新治療．医療関係者向け

情報 サイト「 」，東京， 年 月 日

 神﨑恒一：認知症にやさしいまち三鷹づくり．第 回在

宅医療・介護連携フォーラム，三鷹， 年 月 日．

 海老原孝枝：内科医が診る，高齢者摂食嚥下障害と誤嚥

性肺炎の包括的診断治療予防戦略．第 回碧海呼吸器研

究会，刈谷， 年 月 日

 神﨑恒一：フレイルの概念と今後の方向性．新百合ヶ丘

学術講演会，川崎， 年 月 日．

 ， ， ， ，

， ：

．

．

 田中政道，永井久美子，小柴ひとみ，松井敏史，神﨑恒

一：外来通院患者でのサルコペニア 要因とグレリン・

レプチンとの関係．第 回日本サルコペニア・フレイル

研究会研究発表会，名古屋， 年 月 日．

 神﨑恒一：認知症患者のフレイルと老年症候群．第 回

北多摩認知症を考える会，清瀬， 年 月 日．

 長谷川浩：認知症：誰にでもあるもの忘れと予防につな

がる生活について．杏林大学公開講座，羽村， 年

月 日

 海老原孝枝：高齢者摂食嚥下障害と誤嚥性肺炎の包括的

診断治療予防戦略．高齢者の嚥下障害と糖尿病 内科医

が診る 城北地区講演会，東京， 年 月 日

 神﨑恒一：高齢者医療と糖尿病の管理．福岡糖尿病アゴ

ラ第 回記念講演会，福岡， 年 月 日．

 大荷満生：家族性高コレステロール血症の病態と治療

阻害薬への期待．榊原記念病院定例講演会，東京，

年 月 日

 小原聡将，小林義雄，小柴ひとみ，永井久美子，山田如

子，長谷川浩，神﨑恒一：大脳皮質病変を有する 患

者の問題行動と介護負担との関係．第 回日本認知症学

会学術集会，東京， 年 月 日．

 長谷川浩，神﨑恒一，関根道昭，榎本恵，森田和元：一

般および軽度認知障害（ ）高齢者の自動車運転能力

の評価手法の検討．第 回日本認知症学会学術集会，東

京， 年 月 日．

 山田如子，永井久美子，小林義雄，神﨑恒一：認知症介

護負担の関連因子についての検討－ スケールを用い

て－．第 回日本認知症学会学術集会，東京， 年

月 日．

 長谷川浩，神﨑恒一，粟田主一：東京都認知症サポート

医の活動と課題について（アンケート調査の結果から）．

第 回日本認知症学会学術集会，東京， 年 月

日．

 長谷川浩：杏林大学病院もの忘れセンターにおける東京

都認知症疾患医療センターとしての活動．第 回北多摩

南部認知症診療を考える会，調布， 年 月 日

 長谷川浩：認知症に関する知識・認知症とは．東京都看

護師対応力向上研修会，三鷹， 年 月 日

 長谷川浩：認知症を正しく知りましょう～家族が認知症

になってもあわてないように～．府中市公開講演会，府

中， 年 月 日

 大荷満生：家族性高コレステロール血症の病態と診断・

治療 脂質代謝における の役割を中心に．西多摩医

師会学術集会，東京， 年 月 日

 神﨑恒一：認知症の医療について．平成 年度認知症に

関わる講演会，府中， 年 月 日．

 長谷川浩：障害者施設の高齢化対応 地域との連携「認

知症について」．第 回にじの会公開講座，三鷹，

年 月 日

 長谷川浩：認知症の地域連携～認知症疾患医療センター

の役割～．認知症ネットワーク研究会，金沢， 年

月 日

 長谷川浩：認知症について．東京都かかりつけ医認知症

研修，小金井， 年 月 日

 神﨑恒一：高齢者のフレイルとサルコペニア．日本医師

会生涯教育講座，東京， 年 月 日．

 長谷川浩：認知症早期診断・治療における実践ノウハウ

～老年科医の立場から．認知症診療最前線 武蔵野，武

蔵野， 年 月 日

 神﨑恒一：認知症の人と家族の支援の為の先進的取り組
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み：地域資源マップの活用．第 回認知症医療介護推進

フォーラム，名古屋， 年 月 日．

 長谷川浩：高齢者虐待の現状とその対応．杏林大学病院

虐待防止講演会，三鷹， 年 月 日

 神﨑恒一：高齢者とフレイル．多摩フレイル勉強会，三

鷹， 年 月 日．

 神﨑恒一：三鷹・武蔵野から北多摩南部へ－認知症診断

連携の親展－．区西北部もの忘れセミナー～認知症を考

える～，東京， 年 月 日．

 輪千督高，船曳茜，長谷川浩，海老原孝枝，神﨑恒一：

症候性てんかんを発症した前頭側頭葉変性症の一例．第

回日本老年医学会関東甲信越地方会，新潟， 年

月 日．

 小池裕美子，長田正史，海老原孝枝，長谷川浩，神﨑恒

一：食堂願意対する 再建術後の消化管逆流に

より誤嚥性肺炎を繰り返した一例．第 回日本老年医学

会関東甲信越地方会，新潟， 年 月 日．

 鳥居正剛，長谷川浩，谷合誠一，笹森寛生，佐藤研隆，

平野照之，塩川芳昭 フレイルと高齢者脳卒中外科・血

管内治療の適応決定 当施設の頸動脈狭窄症の治療成績

および治療決定因子としてのフレイルの捉え方．第 回

日本脳卒中外科学会，大阪， 年 月 日

 大荷満生：中高年女性の生活習慣病．第 回中高年女性

保健セミナー 一般社団法人日本家族計画協会，東京，

年 月 日

 長谷川浩：認知症を伴う高齢者の降圧治療について．降

圧治療 武蔵野，武蔵野， 年 月

日

論 文

 

 ， ， ， ，

：

．

： – ， ．

 松井敏史，横山顕，松下幸生，神﨑恒一，樋口進，丸山

勝也：アルコール関連の諸問題．日本老年医学会雑誌

： ， ．

 長谷川浩，田中政道：高齢社会における認知症の課題と

展望 臨床に役立つ 認知症とフレイルの関係につい

て教えてください． ： ，

 

 海老原孝枝：摂食嚥下障害・誤嚥性肺炎患者の栄養摂取

に対する包括的アプローチ．内分泌・糖尿病・代謝内科

科学評論社 ，

 神﨑恒一：運動による高齢者の転倒予防．日本医師会雑

誌 ： ， ．

 海老原孝枝：臨床に役立つ 高齢者における誤嚥予防

に つ い て 教 え て く だ さ い ．

，

 長谷川浩：主治医として診る高血圧診療 血液 尿検査は

どれくらいの頻度で何を診るべきか 脳梗塞既往患者．

，

 田中政道，永井久美子，小柴ひとみ，松井敏史，神﨑恒

一：杏林大学病院高齢診療科，もの忘れセンターに通院

中の患者におけるサルコペニアの実態調査ならびに転倒

との関連についての検討．日本老年医学会雑誌 ：

， ．

 大野一将，長谷川浩，小原聡将，宮城島慶，井上慎一郎，

神﨑恒一：体位変換による保存的加療で良好な経過を辿

った の 例．日本老年医学会雑誌

： ， ．

 

 

著 書

 神﨑恒一，望月諭：認知症．これからの在宅医療－指針

と実務．大島伸一監修，鳥羽研二編集代表．東京，グリ

ーン・プレス， ． ．

 神﨑恒一：包括的高齢者評価（医学評価）．高齢者理学

療法学．島田裕之総編，牧迫飛雄馬，山田実編．東京，

医歯薬出版， ． ．

 大荷満生：ライフステージと栄養．成人期の栄養，高齢

期の栄養．折茂英生，勝川史憲，田中芳明，吉田博編．

東京，建帛社， ．

報告書

 神﨑恒一：認知症地域包括ケア実現を目指した地域社会

創生のための研究．厚生労働科学研究費補助金（認知症

政策研究事業） 年度 総括研究報告書．

 神﨑恒一：地域要因に基づいた在宅医療・介護連携推進

に関する研究－汎用性の高い在宅医療・介護連携推進・

ガイドラインの作成．厚生労働科学研究費補助金（長寿

科学政策研究事業） 年度 分担研究報告書．

 神﨑恒一：地域包括ケアにおける摂食嚥下および栄養支

援のための評価ツールの開発とその有効性に関する検討．

日本医療研究開発機構委託研究開発費（長寿科学研究開

発事業） 年度 成果報告書．

 神﨑恒一：適時適切な医療・ケアを目指した，認知症の

人等の全国的な情報登録・追跡を行う研究．日本医療研

究開発機構委託研究開発費（認知症研究開発事業）

年度 成果報告書．

 神﨑恒一：身体活動の促進が認知症予防に対する効果に

ついての検証．長寿医療研究開発費 年度 分担研

究報告書．

 神﨑恒一：要介護高齢者，フレイル高齢者，認知症高齢

者に対する栄養療法，運動療法，薬物療法に関するガイ

ドライン作成に向けた調査研究．長寿医療研究開発費

年度 分担研究報告書．

 神﨑恒一：フレイル高齢者のレジストリ研究及び地域高

齢者におけるフレイル予防プログラムの開発・検証．長

寿医療研究開発費 年度 分担研究報告書．

 神﨑恒一：高齢者における認知症や脳血管障害の発症に

脳小血管病が関与する臨床的意義の解明．長寿医療研究

開発費 年度 分担研究報告書．

 長谷川浩：高齢者の認知機能低下に対する，心機能の向

上を介した新規治療概念の構築（副題： Ⅲ阻害薬で

あるプレタールのもつ心拍数増加と強心作用に着目した，

高齢者の認知機能低下に対する新規予防法・治療法の開

発）．長寿医療研究開発費 年度 分担研究報告書

 海老原孝枝：レビー小体関連変性疾患の呼吸感覚モダリ

－ 42 －



ティー解明と，誤嚥性肺炎発症の連関．科学研究費補助

金 基盤研究 年度 実績報告書．

その他

 神﨑恒一：団塊スタイル「認知症 チェックシートを賢

く活用」， テレ， 年 月 日．

 神﨑恒一：医学講座「これからの老年内科の役割」，ラ

ジオ ， 年 月 日．

 神﨑恒一：『健康 知りたい話』気になる病気 認知症，

ラジオ日本， 年 月 日．

 神﨑恒一： シンポジウム「ロコモと認知症」，

テレ， 年 月 日．

精神神経科学教室

講 演

 中島亨：眠気無視に伴う抑うつ状態．調布睡眠研究会，

調布， 年 月 日．

 今村弥生：研修医のための精神医学「せん妄」．糸魚川

病院，新潟， 年 月 日．

 渡邊衡一郎：双極性障害－Ⅰ型とⅡ型における治療の最

適化．第 回日本精神神経学会学術総会，千葉，

年 月 日．

 菊地俊暁：映像で学ぶ初回面接－家族相談編．第 回

日本精神神経学会学術総会，千葉， 年 月 日．

 菊地俊暁：認知行動療法は向精神薬の処方を減らせる

か？．第 回日本精神神経学会，千葉， 年 月 日

 菊地俊暁：医学近縁領域における精神医療の貢献 認知

行動療法の新たな発展．第 回日本精神神経学会，千

葉， 年 月 日

 菊地俊暁，田島美幸，蟹江絢子，渡邊衡一郎，藤澤大介，

中川敦夫，佐渡充洋，宗未来，大野裕：認知行動療法は

向精神薬の処方を減らせるか？．第 回日本精神神経

学会，千葉， 年 月 日．

 今村弥生，木村勝智，宮崎仁： デキる

内科医のための認知行動療法．アメリカ内科学会日本支

部学術総会，京都， 年 月 日．

 渡邊衡一郎：「うつ」がなかなか治らない時に，我々は

何を考え，どう対処すべきなのか．日本精神神経科診療

所協会平成 年度定時総会第 回（通算 回）学術研究

会，大阪， 年 月 日．

 渡邊衡一郎：我が国の気分障害圏における向精神薬処方

状況の現状と課題 日本精神神経科診療所協会と日本

臨床精神神経薬理学会との共同研究の結果から．日本精

神神経科診療所協会平成 年度定時総会第 回（通算

回）学術研究会，大阪， 年 月 日．

 中島亨：高齢者における不眠とせん妄の病態と加療．上

越市医師会講演会，新潟， 年 月 日．

 中島亨：起床困難の病態とその対処．第 回日本産業精

神保健学会，大阪， 年 月 日．

 中島亨：容易に眠気に抗した覚醒が可能なヒトについて．

第 回日本産業精神保健学会，大阪， 年 月 日．

 今村弥生：発達症と ． 普及協会下越支部地区交流

会，新潟， 年 月 日．

 今村弥生，田中伸一郎：王道少年漫画でつたえるレジリ

エンスの病跡学．第 回日本病跡学会学術総会，つくば，

年 月 日．

 神田優太，坪井貴嗣，野﨑和博，今村弥生，松本由美，

菊地俊暁，渡邊衡一郎：修正型電気けいれん療法施行後

に腸腰筋出血を呈した一例 症例報告と文献的考察．第

回日本神経精神薬理学会年会， ， 年 月 日．

 渡邊衡一郎：リカバリーのために薬物療法のあるべき姿

－ －．第 回日本神経精神薬理

学会年会， ， 年 月 日．

 

 今村弥生，影山綾子：統合失調症の理解とかかわり方の

コツ．世田谷区玉川地区平成 年度精神保健講演会，東

京， 年 月 日．

 中島亨：睡眠外来で経験する および の睡眠障害

の特徴．第 回日本睡眠学会学術集会，東京， 年

月 日．

 渡邊衡一郎：ベンゾジアゼピン受容体作動薬 抗不安薬，

睡眠薬 の功罪について考える．第 回日本外来精神医

療学会，横浜， 年 月 日．

 渡邊衡一郎：不安症と不眠症に対する薬物療法のあるべ

き姿－ベンゾジアゼピン受容体作動薬の適正使用－．慶

應義塾大学薬学部公開講座，東京， 年 月 日．

 新田斉久，坪井貴嗣，菅さくら，小林万葉，神田優太，

今村弥生，菊地俊暁，渡邊衡一郎 ベンラフアキシン服

用後に を呈した症例．第 回東京精神医学会学術

集会，東京， 年 月 日

 渡邊衡一郎：気分障害の治療における薬物療法の流れ．

最近注目される副作用（催奇形性を含む）－チェックポ

イントと対処法－．アドヒアランス向上のための取り組

み－ の手法を取り入れて－．看

護師とコメディカルスタッフのための社会精神医学セミ

ナー，東京， 年 月 日．

 中島亨：睡眠障害とうつ．横浜医師会講演会，横浜，

年 月 日．

 今村弥生，野尻英一：王道少年漫画を使ったレジリエン

スの医学教育．第 回日本医学教育学会学術総会，大阪，

年 月 日．

 渡邊衡一郎：うつ病・双極性障害における「真のリカバ

リー」を考える－当事者の満足行くゴールを目指して－．

第 回日本うつ病学会総会，名古屋， 年 月 日．

 渡邊衡一郎：うつ病性障害ガイドラインの課題と今後の

方向性．第 回日本うつ病学会総会，名古屋， 年

月 日．

 渡邊衡一郎：うつ病治療における「当事者に対するレジ

リエンスを意識したアプローチ」の提案．第 回日本う

つ病学会総会，名古屋， 年 月 日．

 菊地俊暁：双極性障害のアドヒアランスとその改善方法

について．第 回日本うつ病学会総会，名古屋， 年

月 日．

 菊地俊暁：認知行動療法の副作用をどのように評価する

か 副作用評価ツールの開発と副作用頻度の調査．第

回日本うつ病学会総会，名古屋， 年 月 日．

 今村弥生：腑に落ちる発達症と ．練馬区社会福祉協

議会主催研修会 発達障害の理解と支援方法について，

東京， 年 月 日．

 菊地俊暁：精神保健医療福祉の「見える化」：現在と未

来 ．リカバリー全国フォーラム ，東京， 年

月 日．

 今村弥生：漫画と精神医学 ．平成 年度第 回杏林

大学精神神経科公開セミナー，三鷹， 年 月 日．

 早坂友成，長島泉，坪井貴嗣，菊地俊暁，渡邊衡一郎：

難治性うつ状態における回避性パーソナリティ障害と作

業特徴の関係．第 回日本作業療法学会，札幌， 年

月 日

－ 43 －

講演，論文，著書など　　医学部



 今村弥生：統合失調症と ．新宿区家族教室，東京，

年 月 ・ 日．

 今村弥生： 初級研修， 普及協会下越支部地区主催，

新潟， 年 月 日．

 渡邊衡一郎：統合失調症のリカバリー．第 回東京精神

科病院協会学会，東京， 年 月 日．

 渡邊衡一郎：治療における「当事者に対するレジリエン

スを意識したアプローチ」の提案－うつ病を例にとって

－．第 回日本ストレス学会学術総会，東京， 年

月 日．

 中島亨：発達障害の長期睡眠不足状態における逸脱行動

とレム関連症状の増加について．第 回日本ストレス学

会学術総会，東京， 年 月 日．

 今村弥生，渡邊衡一郎：難治性うつ病における家族の感

情表出の実態調査．第 回日本ストレス学会学術総会，

東京， 年 月 日．

 中島亨：ナルコレプシーの診断基準を満足し，眠気に抗

し逸脱行動のみられる症例について．第 回日本薬物脳

波学会，宮古島， 年 月 日．

 渡邊衡一郎：初発統合失調症のリカバリー支援．第 回

日本精神保健・予防学会学術集会，東京， 年 月

日．

 渡邊衡一郎：うつ病治療において抗うつ薬が効かなかっ

た時に何を考えるべきか．日本大学薬学部生涯教育講座，

東京， 年 月 日．

 荻野聡之，菊地俊暁，渡邊衡一郎，山口芳裕：自殺を企

図した急性薬物中毒患者における服薬内容の検討．第

回日本臨床精神神経薬理学会，大分， 年 月 日．

 渡邊衡一郎：うつ病治療のゴールはどこにあるのか？そ

して治療はいつまで続けるべきなのか？．第 回日本臨

床精神神経薬理学会，大分， 年 月 日．

 渡邊衡一郎：統合失調症の多剤併用について改めて考え

る－なぜ，そしてどうすればよいか－．第 回日本臨床

精神神経薬理学会，大分， 年 月 日．

 今村弥生：プライマリ・ケア医のためのミニマム精神医

学 せん妄と認知症． 東京城東病院研修医セミナー，

東京， 年 月 日．

 渡邊衡一郎：うつがなかなか治らない時に我々は何を考

え，どう対処すべきなのか．第 回日本総合病院精神医

学会学術総会，東京， 年 月 日．

 菊地俊暁：うつ病の認知行動療法トラブルシューティン

グ，治療がうまくいかない時に．第 回日本認知療法学

会，大阪， 年 月 日．

 浅井宏友，島本啓輔：妊娠希望に対しバルプロ酸投与を

継続する？しない？．第 回東京精神科治療を考える会，

東京， 年 月 日．

 今村弥生：漫画の精神医学．川崎市市民公開講座，川崎，

年 月 日．

 今村弥生：論語とこころの健康．ノーチラスの会講演，

東京， 年 月 日．

 今村弥生：メンタルヘルス講演会．海上技術安全研究所

総務課福祉係主催講演会，東京， 年 月 ・ 日．

 今村弥生，渡邊衡一郎：難治性うつ病における家族の感

情表出の実態調査．第 回日本精神医学会，東京，

年 月 日．

 松本泰幸，坪井貴嗣，今村弥生，神田優太，松本由美，

渡邊衡一郎：誤嚥性肺炎と汎血球減少症を合併した高齢

うつ病患者に修正型電気けいれん療法を施行した一例．

第 回東京精神医学会，東京， 年 月 日

 中島亨：睡眠障害の診断技法について．多摩精神科研究

会，東京， 年 月 日．

論 文

 

 

 

 

 渡邊衡一郎：わが国の気分障害圏における向精神薬の処

方の現状と課題．日精診雑誌 ： ．

 渡邊衡一郎：うつ病の当事者に対するレジリエンスを意

識したアプローチの重要性．ストレス科学 ：

．

 渡邊衡一郎：製薬会社のパンフレットをどう読み解くか．

こころの科学 ： ．

 井上猛 ，渡邊衡一郎（ 東京医大）：うつ病の薬剤投与

指針 躁の要素を持つうつ病では双極性うつ病・躁病に

準じた治療がふさわしい ．日本医事新報 ：

．

 渡邊衡一郎：スルピリド．精神科 ： ．

 渡邊衡一郎：向精神薬の現状と課題とは－抗精神病薬と

抗うつ薬について－．セラピューティック・リサーチ

： ．

 渡邊衡一郎：当事者の主観的体験を治療に反映させるこ

と．臨床精神薬理 ： ， ．

 渡邊衡一郎：ベンゾジアゼピン受容体作動薬の功罪．外

来精神医療 ： ，

 渡邊衡一郎：うつ病治療における「真のリカバリー」の

考え方の提唱．臨床精神薬理 ： ， ．

 青木裕美 ，渡邊衡一郎 早稲田大 ：うつ病領域におけ

る －ホームワーク式 のすす

め．臨床精神薬理 ： ， ．

 中島亨：睡眠－覚醒障害群 呼吸関連睡眠障害群．日本

精神病院協会雑誌 ： ，

 中島亨：すぐに眠ってしまう児童への対応は？．健 ：

， ．

 菊地俊暁：うつ病の薬物療法 抗うつ薬と服薬アドヒア

ランス． ： ， ．

 菊地俊暁：認知行動療法の副作用と予防－基礎的スキル

の重要性とスーパービジョンの有益性－．精神科治療学

： ， ．

 坪井貴嗣：新しく導入が期待されるうつ病治療薬のエビ

デンス うつ病治療に対する漢方薬．臨床精神薬理

： ， ．

 坪井貴嗣：精神症状に対応するための知識・考え方 副

－ 44 －



作用として精神症状を認める身体疾患治療薬．

： ， ．

 今村弥生：ポリファーマシー＠外来 精神科医として．

治療 ， ．

 今村弥生：浦河赤十字病院精神科からの学び．こころの

科学 ， ．

 今村弥生：プライマリ・ケア現場でのうつ病診療 その

人を「うつ病」と診断する前に（解説）．プライマリ・

ケア

 西村真紀 今村弥生 高知大 ：知的障害を持つ人の健康

格差．治療 ，

著 書

 渡邊衡一郎：抗精神病薬 抗うつ薬 気分安定薬 精神

刺激薬．今日の治療薬 解説と便覧．浦部晶夫，島

田和幸，川合眞一編．東京，南江堂， ． ．

 渡邊衡一郎：抗不安薬 睡眠薬．今日の治療薬 解

説と便覧．浦部晶夫，島田和幸，川合眞一編．東京，南

江堂， ． ．

 冨田真幸，渡邊衡一郎：日本うつ病学会の治療ガイドラ

イン：軽症うつ病．うつ病の臨床：現代の病理と最新の

治療．神庭重信編．大阪，最新医学社， ． ．

 竹内啓善，渡邊衡一郎：薬剤性精神障害と他の症状性精

神障害 抗精神病薬による精神症状．今日の精神疾患

治療指針第 版．樋口輝彦，市川宏伸，神庭重信，朝田

隆，中込和幸編．東京，医学書院， ． ．

 渡邊衡一郎：薬物療法総論 気分安定薬．今日の精神疾

患 治療指針第 版．樋口輝彦，市川宏伸，神庭重信，朝

田隆，中込和幸編．東京，医学書院， ． ．

 青木裕見，渡邊衡一郎：統合失調症治療における

．精神科治療学 巻増刊 統合失調症の

ベストプラクティス，東京，星和書店， ． ．

 中村敬，西岡和郎，松本晃明，渡邊衡一郎：座談会 日

常診療における精神療法： 分間で何ができるか．日常

診療における精神療法： 分間で何ができるか．中村敬

編．東京，星和書店， ． ．

 坪井貴嗣： 症候群．別冊日本臨牀 新領域別症候群

シリーズ 精神医学症候群 第 版 Ⅰ．東京，日本臨牀

社， ．

 坪井貴嗣： 症候群．別冊日本臨牀 新領域別症候群

シリーズ 精神医学症候群 第 版 Ⅰ．東京，日本臨牀

社， ．

 今村弥生，宮崎仁，遠井敬大：生きると向き合う 私た

ちの自殺対策．東京，南山堂，

その他

 渡邊衡一郎，山田和夫：心の病気 うつ病．週刊朝日

新「名医」の最新治療 ．東京，朝日新聞出版， ．

．

 菊地俊暁： テレビ きょうの健康：うつ病 徹底解説

「サインに気づく」「違う病気？」「薬は合っている？」

「認知行動療法とは？」， 年 月 日 日

 坪井貴嗣：日本精神神経学会 第 回記者勉強会 「向精

神薬に関して公的に発出されている見解や声明について

ゼプリオン®問題を中心に 」，東京， 年 月 日．

小児科学教室

講 演

口演

 朽名悟，米谷正太，荒木光二，泉谷秀昌 小谷昌史，高

木永，尾戸真由，小林智恵，楊國昌：基質特異性拡張型

β ラクタマーゼ産生 による腸炎の

歳男児例．第 回日本感染症学会総会・学術講演会，

仙台， 年 月 日

 山本明日香：小児の花粉症と口腔アレルギー症候群．第

回稲城市小児臨床研究会，立川， 年 月 日．

 田中佐門：当院における川崎病年長児例のまとめ．第

回稲城市小児臨床研究会，立川， 年 月 日．

 

 中村由紀子，小松祐美子，中川美和，稲見茉莉，島崎真

希子，宮田世羽，楊國昌：教員から見た発達障害児の課

題と医療連携の必要性．第 回日本小児科学会学術集

会，札幌， 年 月 日．

 上里忠光，安藤理恵，宮澤永尚，朽名悟，大越陽一，弦

間友紀，吉野浩，楊國昌：頭蓋内出血で発症した急性前

骨髄球性白血病の 例．第 回多摩小児科臨床懇話会，

三鷹， 年 月 日．

 松岡雄一郎，白山未央，岡本静香，長谷川典子，小松祐

美子，中村由紀子，松田博雄：久我山病院小児科神経外

来の現状と課題．第 回多摩小児科臨床懇話会，三鷹，

年 月 日．

 中川美和，神尾朋洋，木内善太郎，吉野浩，楊國昌：下

痢，血便で発症した原発性硬化性胆管炎に 例．第 回

日本小児科学会東京都地方会講和会，東京， 年 月

日．

 上里忠光，牧野篤司，朽名悟，大越陽一，保崎明，吉野

浩：頭蓋内出血で発症した急性前骨髄球性白血病の一例

日本小児救急医学学会，仙台， 年 月 日 日．

 木内善太郎，羽田伊知郎，福原大介，清水章，楊國昌：

ネフローゼ症候群で発症した紫斑病性腎炎の一例．第

回日本小児腎臓病学会学術集会，名古屋， 年 月

日．

 

 北見菜々恵，木内善太郎，上里忠光，朽名悟，楊國昌：

中国からの旅行中に肺炎球菌性髄膜炎を発症した 歳

女児例．第 回多摩小児科臨床懇話会，三鷹， 年

月 日．

 神尾朋洋，大泉亜友美，杉本雅子，鈴木善太，倉山亮太：

型肝炎による新生児劇症肝炎の 例．第 回多摩小児

科臨床懇話会，三鷹， 年 月 日．

 杉本雅子：当院における食物アレルギー患者の対応につ

いて．第 回城西ブロック勉強会，東京， 年 月

日．

 瀧浦俊彦，太田知子，小川敦，小川哲史，伊藤純子：全

身性炎症反応症候群を呈した急性副腎不全の 症例．第

回三鷹小児内分泌セミナー，三鷹， 年 月 日．

 

 森久保美保，髙木永，長谷川淳，楊國昌：腰椎化膿性脊

椎炎の一小児例．第 回杏林医学会総会，三鷹， 年

月 日．

 鈴 木 花 瑠 ， 木 内 善 太 郎 ， 楊 國 昌 ：

腸炎の小児 例．第 回杏林医学会総会，

三鷹， 年 月 日．
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 朽名悟，那須ゆかり，宮澤永尚，大越陽一，伊藤雄伍，

保崎明，楊國昌，飯田恵庸，竹内典子，石和田稔彦：

群溶血性連鎖球菌による細菌性髄膜炎後に水頭症を呈

した 例．第 回日本小児感染症学会総会・学術集会，

岡山， 年 月 日．

 山本明日香： Schönlein purpura (HSP)に合併し

たワクチン株水痘の一例．第 回日本小児感染症学会総

会・学術集会，岡山， 年 月 日．

 別所文雄，谷村雅子：両親の喫煙の小児がん発生への影

響．第 回日本小児血液・がん学会学術集会，東京，

年 月 日．

 吉野浩，宮澤永尚，安藤理恵，楊國昌，別所文雄，高木

正稔：“ETV6遺伝子胚細胞変異を伴う家族性血小板減少

症”の一例．第 回日本小児血液・がん学会学術集会，

東京， 年 月 日．

 安藤理恵，宮澤永尚，弦間友紀，福原大介，吉野浩，別

所 文 雄 ， 楊 國 昌 ： ス テ ロ イ ド が 効 果 的 な

の 例．第 回日本小児血液・が

ん学会学術集会，東京， 年 月 日．

 鴇田雅俊：これであなたも のエキスパート！ マ

ニュアル（長野こども版）．第 回新生児呼吸療法モニ

タリングフォーラム，長野， 年 月 日．

 大城紗彩，山本明日香，牧野篤司，楊國昌：エンテロウ

イルスの関与が疑われたスティーブンス・ジョンソン症

候群の一例．第 回多摩小児科臨床懇話会，三鷹，

年 月 日．

 小谷昌史，大熊こずえ，田中佐門，羽田伊知郎，中野瑛

子，高畠和章，長谷川簾：マイコプラズマ肺炎に対して

ニューキノロン系抗菌薬内服直後に一過性の腎機能障害

をきたした 女児例．第 回多摩小児科臨床懇話会，三

鷹， 年 月 日．

 鈴 木 花 瑠 ， 木 内 善 太 郎 ， 楊 國 昌 ：

腸炎の小児 例．第 回多摩小児感染・

免疫研究会，三鷹， 年 月 日．

 宮澤永尚，安藤理恵，羽田伊知郎，木内善太郎，吉野浩：

両側腎浸潤による腎不全で発症した成熟 細胞性白血病

の 例．第 回武蔵野小児血液・腫瘍懇話会，東京，

年 月 日．

教育講演 シンポジウム

 

 別所文雄：低出生体重児における肝芽腫の発生－小児が

ん登録にみる最新の状況－．第 回日本新生児育成医学

会学術集会，大阪， 年 月 日．

 別所文雄：人生と社会を左右する乳幼児期のケア．ユニ

セフシンポジウム，東京， 年 月 日．

論 文

 

 

 , *Fukuhara D, Weström S

Sjöström EO

 

 

 

spectrum β

 

 

 

 別所文雄：小児がんと疫学．日本小児禁煙研究会雑誌

 吉野浩：小児慢性疾患の成人期移行の現状と問題点：先

天性溶血性貧血．小児科臨床 ： ， ．

 朽名悟，楊國昌：当院における小児臨床検体由来インフ

ルエンザ菌に関する検討．小児科臨床 ：

， ．

 朽 名 悟 ： と

による細菌性腸炎の 例．小児感染免疫

： ， ．

著 書

 楊國昌：糖質ステロイド作用の新規実行分子 の機

能解析．腎と透析 ．東京，東京医学社， ．

 楊國昌：蛋白尿抑制機序の作用機序－ミゾリビン．腎と

透析 ．東京，東京医学社， ．

 楊國昌：小児の慢性腎不全．今日の治療指針．山口徹，

北原光夫，福井次矢編．東京，医学書院， ．

 別所文雄：日本医科大学小児科学教室の先生方との思い

出．日本医科大学小児科 周年記念誌．東京， ．

．

 別所文雄：会員の皆さん，もうタバコは止めました？特
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集：小児科医として今思うこと．小杏会会誌 ．三

鷹，小杏会 杏林大学小児科同門会 ．

 福原大介，楊國昌：患者背景別のステロイドの選び方・

使い方 小児．月刊薬事 ．川合眞一編．

東京，じほう， ．

 木内善太郎： 急性腎障害 診療ガイドライン ．

急性腎障害 診療ガイドライン作成委員会編，東京，

東京医学社， ．

その他

 楊國昌：第 回多摩小児科臨床懇話会主催，三鷹，

年 月 日．

 楊國昌：第 回多摩小児科臨床懇話会主催，三鷹，

年 月 日．

 楊國昌：第 回三鷹小児内分泌セミナー主催，三鷹，

年 月 日．

 楊國昌：第 回多摩小児科臨床懇話会主催，三鷹，

年 月 日．

 楊國昌：第 回多摩小児感染・免疫研究会主催，三鷹，

年 月 日．

 楊國昌：科学研究費補助金，基盤研究（ ），メタボロ

ームとプロテオームの融合解析による糸球体硬化の病態

解明と創薬化研究．

 楊國昌：大学間連携による共同研究（京都大学医学部），

難治性ネフローゼの血中惹起分子探索と尿中診断バイオ

マーカーの確立．

 西堀由紀野：川野小児医学奨学財団研究助成金，未熟児

網膜症の発症機転における 受容体 の新規下流分子

の役割

 福原大介：杏林大学医学部若手支援研究費制度，未熟児

網膜症の発症機転における 受容体 新規下流分子

の役割

 福原大介：公益財団法人森永奉仕会平成 年度研究奨励

金，未熟児網膜症の発症機転における 受容体 新規

下流分子 の役割―TSAdを新規治療標的部位とした

創薬へ向けて―.

外科学教室

（消化器・一般外科）

講 演

 小嶋幸一郎，正木忠彦，高安甲平，渡邉武志，吉敷智和，

橋本佳和，鈴木裕，松岡弘芳，阿部展次，森俊幸，杉山

政則， Ⅳ大腸癌の予後規定因子による細分類つい

ての検討．第 回大腸癌研究会，熊本， 年 月 日．

 森俊幸：食道裂孔ヘルニアに対する外科治療．第 回日

本成人病（生活習慣病）学会学術集会，東京， 年

月 日．

 鶴見賢直，秦正二郎，清水篤志，森田恒治，照屋正則，

上西紀夫：肝内胆管癌が疑われた良性肝内狭窄の一例．

第 回日本肝胆膵外科学会学術集会，大阪， 年 月

日．

 

 阿部展次：早期胃癌に対する の長期成績と胃内洗浄

細胞診の検討．第 回日本消化管学会総会学術集会，東

京， 年 月 日

 鶴見賢直，兼子晋，森田恒治，照屋正則，上西紀夫：術

前診断し腹腔鏡手術を施行した大網捻転症の 例．第

回日本腹部救急医学会総会，東京， 年 月 日．

 小嶋幸一郎，正木忠彦，高安甲平，渡邉武志，吉敷智和，

橋本佳和，松岡弘芳，阿部展次，森俊幸，杉山政則：大

腸穿孔による限局性腹膜炎に対する保存的治療の有効

性．第 回日本腹部救急医学会総会，東京， 年 月

3−4日．

 百瀬博一，阿部展次，橋本佳和，近藤恵里，大木亜津子，

竹内弘久，長尾玄，鈴木裕，正木忠彦，森俊幸，杉山政

則：腹腔鏡補助下胃全摘術後の左胃動脈仮性瘤破裂の

例．第 回日本腹部救急救急医学会総会，東京， 年

月 日．

 
:“Oepration Room Fire simulation 

”

 
“GOAL

CONTROL TRIAL”

 

 阿部展次，竹内弘久，大木亜津子，橋本佳和，長尾玄，

森俊幸，杉山政則：早期胃癌に対する の長期成績．

第 回日本胃癌学会総会，別府， 年 月 日

 橋本佳和，阿部展次，吉本恵理，近藤恵里，大木亜津子，

竹内弘久，正木忠彦，森俊幸，杉山政則：

未満胃癌症例の腹腔鏡補助下幽門側胃切除術における

予防的ドレーン非留置は妥当か？．第 回日本胃癌学会

総会，別府， 年 月 日．

 吉本恵理，阿部展次，大木亜津子，近藤恵里，橋本佳和，

竹内弘久，正木忠彦，森俊幸，杉山政則：抗血栓薬内服

患者における胃 後出血高リスク群の絞り込みは可能

か？．第 回日本胃癌学会総会，別府， 年 月 日．

 大木亜津子，阿部展次，吉本恵理，橋本佳和，竹内弘久，

海野みちる，正木忠彦，森俊幸，大倉康男，杉山政則：

胃癌における胃内洗浄細胞診－洗浄液によって遊離癌細

胞検出率と細胞形態に差異が生じるのか？－．第 回日

本胃癌学会総会，大分， 年 月 日

 森俊幸：日本内視鏡外科学会技術認定制度 共通基準．

第 回関東 研究会，東京， 年 月 日．

 阿部展次： －胃十二指腸腫瘍に対する新しい

治療展開－．第 回佐賀胃腸懇話会，佐賀， 年 月

日

 松木亮太，三瀬祥弘，石沢武彰，井上陽介，高橋祐，斎

浦 明 夫 ： 深 部 大 腸 癌 肝 転 移 に 対 す る

の安全性・有用性の検討 第 回

日本外科学会定期学術集会，大阪， 年 月 日．

 橋本佳和，森俊幸，鈴木裕，松岡弘芳，阿部展次，正木

忠彦，杉山政則，富田泰彦，赤木美智男：研修医教育を

考慮した院内鏡視下手術認定制度－研修医タスク結果

の分析－．第 回日本外科学会定期学術集会，大阪，

年 月 日．

 小嶋幸一郎，正木忠彦，高安甲平，吉敷智和，渡邉武志，

鈴木裕，松岡弘芳，阿部展次，森俊幸，杉山政則：大腸

狭窄に対する緩和治療としての大腸ステントの短期的治

療成績．第 回日本外科学会定期学術集会，大阪，

年 月14−16日

 中里徹矢，松木亮太，小暮正晴，横山政明，鈴木裕，阿

－ 47 －

講演，論文，著書など　　医学部



部展次，正木忠彦，森俊幸，杉山政則： 療法

後に を施行した局所進行膵癌の臨

床像．第 回日本外科学会定期学術集会，大阪，

年 月 日

 飯岡愛子，橋本佳和，近藤恵里，小嶋幸一郎，大木亜津

子，竹内弘久，長尾玄，阿部展次，森俊幸，杉山政則

胃十二指腸狭窄に対する緩和医療としての胃十二指腸ス

テントの短期治療成績．第 回日本外科学会定期学術

集会，大阪， 年 月 日

 

 阿部展次：明日からできる十二指腸腫瘍に対する腹腔鏡

下手術 第 回次世代の内視鏡下消化管手術セミナー，横

浜， 年 月 日

 阿部展次，竹内弘久，杉山政則：

におけるショートタイプ軟性内視鏡の有用性 第 回日

本消化器内視鏡学会総会，東京， 年 月 日

 中里徹矢，鈴木裕，小暮正晴，横山政明，阿部展次，正

木忠彦，森俊幸，杉山政則 腸回転解除・

の背側アプローチによる門脈合併切除膵頭十二指腸切除

の工夫．第 回手術手技研究会，東京， 年 月 日．

 松木亮太，井上陽介，三瀬祥弘，石沢武彰，高橋祐，斎

浦明夫： による

簡便かつ非侵襲的な肝切除ガイド 第 回日本肝胆膵外

科学会・学術集会，大阪， 年 月 日

 小暮正晴，中里徹矢，横山政明，鈴木裕，阿部展次，森

俊幸，杉山政則：当科における肝嚢胞に対する肝嚢胞開

窓術の有用性の検討．第 回日本肝胆膵外科学会，大阪，

年 月 日

 中山快貴，阿部展次，大木亜津子，竹内弘久，長尾玄，

森俊幸，正木忠彦，鮫島由友，渡邊佳子，浮山越史，杉

山政則：粘膜下埋没した食道異物を内視鏡的に摘出しえ

た一例．第 回日本消化器内視鏡学会関東地方会 東

京 年 月 日

 横山政明，松木亮太，小暮正晴，中里徹矢，鈴木裕，阿

部展次，森俊幸，杉山政則： を目指した

の切除 腸回転解除を応用して．第 回日本外科系連合

学会学術集会，大阪， 年 月15−17日

 阿部展次： －内視鏡的筋層剥離術と全層

切除術－．第 回文京消化器内視鏡研究会，東京，

年 月 日

 小嶋幸一郎，正木忠彦，高安甲平，渡邉武志，鈴木裕，

松岡弘芳，阿部展次，森俊幸，杉山政則，腹腔鏡下直腸

癌手術の短期成績．第 回大腸癌研究会，大阪， 年

月 日．

 

 阿部展次，橋本佳和，中里徹矢，大木亜津子，竹内弘久，

正木忠彦，森俊幸，杉山政則：早期胃癌に対する先行

全胃温存腹腔鏡下リンパ流域切除術の長期成績．第 回

日本消化器外科学会総会，徳島， 年 月 日

 橋本佳和，森俊幸，鈴木裕，松岡弘芳，阿部展次，正木

忠彦，杉山政則，富田泰彦，赤木美智男：院内鏡視下手

術認定制度による研修医教育とクオリティアシュアラン

ス．第 回日本消化器外科学会総会，徳島， 年 月

日．

 大木亜津子，阿部展次，吉本恵理，橋本佳和，竹内弘久，

海野みちる，正木忠彦，森俊幸，大倉康男，杉山政則：

胃癌における胃内洗浄細胞診．第 回消化器外科学会総

会，徳島， 年 月 日．

 小嶋幸一郎，正木忠彦，高安甲平，渡邉武志，橋本佳和，

鈴木裕，松岡弘芳，阿部展次，森俊幸，杉山政則：穿孔

性大腸憩室炎に対する治療指針の検討 保存的治療は

どこまで可能か ．第 回日本消化器外科学会総会，徳

島， 年 月14−16日．

 中里徹矢，鈴木裕，小暮正晴，横山政明，阿部展次，正

木忠彦，森俊幸，杉山政則，古瀬純司：

を施行した切除不能膵癌の 例．第 回日本消化

器外科学会総会，徳島， 年 月 日．

 

第 回日本膵臓学会，

仙台， 年 月 日．

 

 小暮正晴，鈴木裕，横山政明，松木亮太，中里徹矢，阿

部展次，森俊幸，正木忠彦，杉山政則：腸回転解除を用

いた膵頭十二指腸切除術の工夫．第 回膵切研究会，東

京， 年 月 日．

 森俊幸：日本内視鏡外科楽器技術認定制度と手術のリス

クマネージメント．第 回山形内視鏡外科研究会学術集

会，山形， 年 月 日．

 小島洋平，大塚弘毅，紅谷鮎美，大西宏明，渡辺卓，阿

部展次，大倉康男，古瀬純司，杉山政則：十二指腸腺癌

および腺腫の次世代シーケンスによる遺伝子異常解析．

神戸， 年 月 日．

 

：

．第 回環太平洋外科系学

会， ， 年 月 日．

 曲継超，正木忠彦，小嶋幸一郎，高安甲平，渡邉武志，

橋本佳和，鈴木裕，松岡弘芳，阿部展次，森俊幸，杉山

政則，穿孔性横行結腸憩室炎を契機に診断された 状結

腸癌の一例．第 回外科集談会，東京， 年 月 日．

 小暮正晴，鈴木裕，松木亮太，横山政明，中里徹矢，阿

部展次，森俊幸，正木忠彦，杉山政則：膵胆管合流異常

による胆汁膵管逆流現象の一例．第 回日本膵・胆管合

流異常研究会，東京， 年 月 日．

 森俊幸：内視鏡外科技術認定制度．第 回腹腔鏡手術の

理論と基礎，東京， 年 月 日．

 松木亮太，中里徹矢，横山政明，小暮正晴，鈴木裕，阿

部展次，正木忠彦，森俊幸，古瀬純司，杉山政則：

療法後に を施行した進

行膵癌の 例．第 回膵癌術前治療研究会，仙台，

年 月 日．

 小島洋平，阿部展次，紅谷鮎美，吉本恵理，近藤恵里，

橋本佳和，大木敦子，鈴木裕，竹内弘久，長尾玄，大塚

弘毅，松岡弘芳，大倉康男，古瀬純司，大西宏明，渡邊

卓，正木忠彦，森俊幸 杉山政則：十二指腸腺癌および

腺腫における次世代シーケンスによる遺伝子変異解析．

神戸， 年 月 日

 下山勇人，阿部展次，近藤恵里，橋本佳和，大木亜津子，

竹内弘久，長尾玄，鈴木裕，正木忠彦，森俊幸，杉山政
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則：内視鏡的治療適応外の早期胃癌に対する 単独治

療．第 回日本消化器関連学会週間 ，神戸，

年 月 日．

 大木亜津子，阿部展次，吉本恵理，近藤恵里，橋本佳和，

竹内弘久，長尾玄，正木忠彦，森俊幸，杉山政則：胃癌

における胃内洗浄細胞診－胃内遊離癌細胞脱落のリスク

因子と胃内洗浄－．第 回日本消化器関連学会週間

，神戸， 年 月 日．

 橋本佳和，阿部展次，近藤恵里，大木亜津子，竹内弘久，

長尾玄，鈴木裕，松岡弘芳，正木忠彦，森俊幸，杉山政

則：エネルギーデバイスの選択が腹腔鏡補助下幽門側胃

切除術のアウトカムに及ぼす影響．第 回日本消化器外

科学会大会 ，神戸， 年 月 日．

 

 小嶋幸一郎，正木忠彦，高安甲平，渡邉武志，橋本佳和，

鈴木裕，松岡弘芳，阿部展次，森俊幸，杉山政則，大腸

手術症例に対する予防的 療法の有効性．第 回日

本大腸肛門病学会学術集会，伊勢， 年 月18−19日．

 阿部展次，橋本佳和，中里徹矢，大木亜津子，竹内弘久，

鈴木裕，正木忠彦，森俊幸，杉山政則：安全性を最重視

した腹腔鏡 補助 下尾側膵切除術の手技と成績．第 回

膵臓内視鏡外科研究会，東京， 年 月 日

 横山政明，鈴木裕，松木亮太，小暮正晴，中里徹矢，阿

部展次，正木忠彦，森俊幸，杉山政則：スコア式を用い

た の治療戦略－手術適応と術式，至適郭清範囲－．

第 回日本臨床外科学会総会，東京， 年 月24−26

日．

 小嶋幸一郎，正木忠彦，高安甲平，渡邉武志，橋本佳和，

鈴木裕，松岡弘芳，阿部展次，森俊幸，杉山政則：消化

器外科手術創に対する予防的 療法の有効性．第

回日本臨床外科学会総会，東京， 年 月 日− 日．

 小暮正晴，鈴木裕，松木亮太，横山政明，中里徹矢，阿

部展次，森俊幸，正木忠彦，杉山政則：適切な尾側膵切

除時のドレイン留置．第 回日本臨床外科学会，東京，

年 月 日．

 阿部展次： －胃十二指腸腫瘍に対する新

し い 低 侵 襲 切除 法 と 薬 物 治療 － ． 第 回

，東京， 年 月 日

 磯部聡史，正木忠彦，小嶋幸一郎，百瀬博一，高安甲平，

渡邉武志，橋本佳和，鈴木裕，松岡弘芳，阿部展次，森

俊幸，杉山政則：保存的治療が奏功した穿孔性 状結腸
憩室炎に癌合併がみられた一例．第 回日本臨床外科学

会総会，東京， 年 月 日

 井出麻友美，飯岡愛子，巾匡洋，下山勇人，高安甲平，

渡邉武志，小嶋幸一郎，松岡弘芳，阿部展次，正木忠彦，

杉山政則 小腸イレウスを来した異所性子宮内膜症の 例．

第 回日本臨床外科学会総会，東京， 年 月 日

 橋本佳和，森俊幸，鈴木裕，松岡弘芳，阿部展次，正木

忠彦，杉山政則：院内鏡視下手術認定制度による段階的

な教育とその成果．第 回日本臨床外科学会総会，東京，

年 月 日．

 小嶋幸一郎，正木忠彦，高安甲平，渡邉武志，橋本佳和，

鈴木裕，松岡弘芳，阿部展次，森俊幸，杉山政則：穿孔

性大腸憩室炎に対する新しい治療指針の検討．第 回日

本外科感染症学会総会学術集会，東京， 年 月 日

− 月 日．

 阿部展次：早期胃癌 の超適応拡大－腹腔鏡下リンパ

流域切除術に付加すべきは先行 か，同時 か－ 第

回 研究会，横浜， 年 月 日

 山崎彩，鶴見賢直，近藤恵理，大木亜津子，竹内弘久，

橋本佳和，長尾玄，阿部展次，正木忠彦，森俊幸，杉山

政則，望月眞，吉池信哉：壁外発育型の形態を呈した胃

肉腫の一例．第 回外科集談会，東京， 年 月 日．

 橋本佳和，阿部展次，近藤恵里，鶴見賢直，大木亜津子，

竹内弘久，長尾玄，鈴木裕，松岡弘芳，正木忠彦，森俊

幸，杉山政則：腹腔鏡補助下幽門側胃切除術において

によるドレーン留置選択の有用性に関する検討．第 回

日本内視鏡外科学会総会，横浜， 年 月 日．

論 文

 森俊幸，杉山政則：腹腔鏡下胆嚢摘出術．消化器外科

 森俊幸：食道裂孔ヘルニアに対する外科治療．成人病と

生活習慣病

 森俊幸，鈴木裕，阿部展次，杉山政則：標準的ラパコレ

と標準術式．臨床外科

 

 森俊幸：内視鏡外科手術と高精細画像− ビデオシステ

ムの将来性．東京都医師会雑誌

 阿部展次，吉本恵理，小島洋平，近藤恵里，橋本佳和，

大木亜津子，竹内弘久，長尾玄，鈴木裕，正木忠彦，森

俊幸，杉山政則：十二指腸粘膜下腫瘍に対する内視鏡的･

外科的治療．消化器内視鏡

 阿部展次，土岐真朗，杉山政則：胃顆粒細胞腫．消化器

内視鏡

 阿部展次，吉本恵理，小島洋平，近藤恵里，橋本佳和，

大木亜津子，竹内弘久，長尾玄，鈴木 裕，正木忠彦，

森俊幸，杉山政則：十二指腸腫瘍の術前内視鏡の実際．

消化器内視鏡

 

 松木亮太，斎浦明夫，三瀬祥弘，石沢武彰，井上陽介，

高橋祐：膵切除・膵全摘 後腹膜一括郭清を伴った膵体

尾部切除術．手術

 

 

 小嶋幸一郎，正木忠彦，高安甲平，渡邉武志，吉敷智和，

松岡弘芳，杉山政則：大腸憩室 大腸憩室の外科的治療

解説 特集 ．臨床消化器内科 ：451−455，

 百瀬博一，鈴木裕，杉山政則：胆道がんの化学療法．消

化器外科 ： ，

 小暮正晴，鈴木裕，松木亮太，横山政明，中里徹矢，阿

部展次，正木忠彦，森俊幸，杉山政則：壊死性膵炎

の治療

とは ．肝・胆・膵
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 中里徹矢，鈴木裕，杉山政則： 領域に発生した膵

癌 に よ る 十 二 指 腸 へ の 直 接 浸 潤 ． 消 化 器 内 視 鏡

，

著 書

 小暮正晴，鈴木裕，横山政明，松木亮太，杉山政則：嚢

胞性膵腫瘍（ ）の管理・治療．最新醫學別

冊診断と治療の ．東京，最新医学社， ．

 森俊幸，谷岡健吉，千葉敏雄：内視鏡外科手術と高精細

画像－ ビデオシステムの将来性－．メディカル＆イメ

ージング ．東京，オプトロニクス社， ．

 森俊幸，谷岡健吉，千葉敏雄：世界初， 腹腔鏡システ

ムの臨床応用− ビデオシステムの将来． から∞へ 超

高精細画像のゆくえ．東京，放送文化基金， ．

 森俊幸：トレーニングに入る前に 定義・用語．内視鏡

下縫合・結紮手技トレーニング．黒川良望編．東京，南

江堂， ．

その他

座長

 阿部展次：一般演題「胃･その他」 第 回日本外科学

会定期学術集会，大阪， 年 月 日

 阿部展次：ポスター「 関連」 第 回日本消化器関

連週間，神戸， 年 月 日

 阿部展次：第二部「次世代の に向けて」 第 回腹

腔鏡内視鏡合同手術研究会，神戸， 年 月 日

外科学教室

（呼吸器・甲状腺外科）

講 演

国際学会

 

 

 

 

 

国内学会

 須田一晴，古屋敷剛，近藤晴彦，呉屋朝幸：胸腔鏡下中

葉切除術における肺門部リンパ節郭清．第 回胸骨正中

経路による肺癌手術懇話会，東京， 年 月 日．

 近藤晴彦：リンパ節郭清の意義：たかが郭清，されど郭

清．第 回胸骨正中経路による肺癌手術懇話会，東京，

年 月 日．

 須田一晴，古屋敷剛，近藤晴彦，呉屋朝幸：郭清を意識

した分葉不全に対する 左上葉切除術．第 回 の会，

京都， 年 月 日．

 須田一晴，古屋敷剛，近藤晴彦，呉屋朝幸：胸腔鏡下中

葉切除術における肺門部リンパ節郭清．第 回日本呼吸

器外科学会総会，京都， 年 月 日．

 河内利賢，橘啓盛，苅田真，中里陽子，田中良太，長島

鎮，武井秀史，近藤晴彦：

（ ）を用いた血管再建の工夫．第

回日本呼吸器外科学会総会，京都， 年 月 日．

 古屋敷剛，須田一晴，喜多秀文，藤田敦，近藤晴彦，呉

屋朝幸：完全鏡視下にて同側の再手術を行った肺癌症例

の検討．第 回日本呼吸器外科学会総会，京都， 年

月 日．

 橘啓盛，神尾幸見，新井信晃，三ツ間智也，松脇りえ，

河内利賢，苅田真，中里陽子，長島鎮，田中良太，武井

秀史，近藤晴彦：降下性壊死性縦隔炎に対する胸腔鏡下

縦隔ドレナージ．第 回日本呼吸器外科学会総会，京都，

年 月 日．

 三ツ間智也，橘啓盛，渋谷幸見，新井信晃，河内利賢，

苅田真，中里陽子，田中良太，長島鎮，武井秀史，平野

浩一，近藤晴彦：胸壁浸潤を伴う肺癌と乳癌に対し胸骨

柄 字切開（ ）＋前方腋窩開胸にて切除した 例．第

回日本胸部外科学会関東甲信越地方会，東京，

年 月 日．

 須田一晴，古屋敷剛，近藤晴彦，呉屋朝幸：気管支形成

術を伴った 左 区域切除術．第 回日本呼吸器

内視鏡学会学術集会，名古屋， 年 月 日．

 近藤晴彦：肺癌の外科治療のおさらいと間質性肺炎合併

肺癌の手術．第 回山形呼吸器疾患カンファレンス，山

形， 年 月 日．

 近藤晴彦：私が呼吸器外科から学んだこと，学んでいる

こと．呼吸器外科サマースクール ，神戸， 年

月 日．

 近藤晴彦：肺癌に対する拡大手術－ 型肺癌を中

心に．第 回日本胸部外科学会九州地方会総会，鹿児島，

年 月 日．

 河内利賢，橘啓盛，苅田真，中里陽子，田中良太，長島

鎮，武井秀史，近藤晴彦：左上葉肺癌と右巨大肺嚢胞に

対し，一期的切除を行い，肺瘻コントロールに難渋した

一例．第 回多摩呼吸器外科医会，立川， 年 月 日．

 須田一晴，古屋敷剛，三ツ間智也，近藤晴彦，呉屋朝幸：
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当科における完全鏡視下気管支形成術の検討．第 回新

潟肺癌研究会総会，新潟， 年 月 日．

 橘啓盛，渋谷幸見，新井信晃，河内利賢，苅田真，中里

陽子，田中良太，長島鎮，武井秀史，藤原正親，近藤晴

彦：ほとんどが壊死であった前縦隔腫瘍の 例～診断は？

～．第 回 研究会，東京， 年 月 日．

 渋谷幸見，河内利賢，橘啓盛，苅田真，中里陽子，田中

良太，長島鎮，武井秀史，近藤晴彦：自然気胸に対する

胸腔鏡下胸膜テント法―胸膜テント作成の工夫―．第

回日本気胸・嚢胞性疾患学会総会，東京， 年 月 日．

 田中良太：肺癌個別化治療における病理・細胞診断．第

回関東臨床細胞学会学術集会，甲府， 年 月 日．

 河内利賢，橘啓盛，苅田真，中里陽子，田中良太，長島

鎮，武井秀史，近藤晴彦：自然気胸に対する胸腔鏡下胸

膜テント法（変法）の治療成績．第 回日本胸部外科学

会総会，岡山， 年 月 日．

 近藤晴彦： 肺癌に対する拡大手術 ．

第 回新潟県呼吸器外科手術手技研究会，新潟， 年

月 日．

 須田一晴，古屋敷剛，新井信晃，近藤晴彦：癒着リンパ

節に対する胸腔鏡下アプローチ〜出血を回避するには〜．

第 回新潟呼吸器外科手術手技研究会，新潟， 年

月 日．

 橘啓盛：呼吸器外科領域の救急疾患．第 回城西画像

研究会，武蔵野， 年 月 日．

 近藤晴彦：肺がん外科におけるリンパ節郭清－古くて新

しい －．第 回長崎胸部腫瘍セミナー，長崎，

年 月 日．

 橘啓盛，坂本憲彦，加藤拓，中里陽子，田中良太，武井

秀史，藤原正親，菅間博，近藤晴彦：リンパ節針生検の

器具洗浄液細胞診で推定しえた縦隔卵黄嚢腫瘍の 例．

第 回日本臨床細胞学会秋期大会，別府， 年 月

日．

 須田一晴，古屋敷剛，近藤晴彦，呉屋朝幸：当院におけ

る完全鏡視下肺全摘術の検討．第 回日本臨床外科学会

総会，東京， 年 月 日．

 田中良太，長島鎮，武井秀史，近藤晴彦：呼吸器外科に

おける超音波凝固切開装置の取り扱い－生体豚モデルを

用いた の実験を踏まえて－．第 回日

本内視鏡外科学会総会，横浜， 年 月 日．

 藤田敦，小野里良一，今井久雄，藤本栄，湊浩一：

（ ）および における 投与群と非投与

群の比較検討．第 回日本肺癌学会学術集会，福岡，

年 月 日．

 橘啓盛，河内利賢，苅田真，中里陽子，長島鎮，田中良

太，武井秀史，近藤晴彦： 非小細胞肺癌の画像診断

～ の診断基準は？～．第 回日本肺癌学会学術集会，

福岡， 年 月 日．

 須田一晴，古屋敷剛，新井信晃，三ツ間智也，近藤晴彦，

呉屋朝幸：分岐部形成を伴う完全鏡視下右肺全摘術．第

回日本肺癌学会学術集会，福岡， 年 月 日．

 武井秀史，渋谷幸見，新井信晃，橘啓盛，河内利賢，苅

田真，中里陽子，長島鎮，田中良太，近藤晴彦：術前・

術後プラチナ併用化学療法施行後の手術後再発例に対

する 療法．第 回日本肺癌学会学術集会，

福岡， 年 月 日．

 橘啓盛，渋谷幸見，三ツ間智也，河内利賢，苅田真，中

里陽子，長島鎮，田中良太，武井秀史，近藤晴彦：治療

に難渋している右上葉切除後遅発性気管支断端瘻の 例．

第 回多摩呼吸器外科医会，立川， 年 月 日．

 橘啓盛：リンパ節郭清 右下葉切除の肺門縦隔郭清：

の郭清と と連なった どこまで追う？．第

回 ，東京， 年 月

日．

 近藤晴彦：肺がん外科におけるリンパ節郭清－古くて新

しい －．第 回千葉呼吸器外科手術手技カンファレ

ンス，千葉， 年 月 日．

 須田一晴，新井信晃，古屋敷剛，呉屋朝幸，近藤晴彦：

をより安全に行うための 法．第 回
日本呼吸器外科医会冬期学術集会，茅野， 年 月

日．

 高橋俊博，河内利賢，橘啓盛，苅田真，中里陽子，田中

良太，長島鎮，武井秀史，近藤晴彦：左上葉肺癌と右巨

大肺嚢胞に対し，一期的切除を行い，肺瘻コントロール

に難渋した一例．第 回日本呼吸器外科医会冬季学術集

会，茅野， 年 月 日．

 河内利賢：胸腔鏡下拡大胸腺全摘の際，誤って横隔神経

を切断した一例．鏡視下手術検討会，三鷹， 年 月

日．

 渋谷幸見，田中良太，三ツ間智也，橘啓盛，河内利賢，

苅田真，中里陽子，長島鎮，武井秀史，藤原正親，菅間

博，近藤晴彦：急性膵炎で発見された肺癌術後膵転移の

例．第 回日本肺癌学会関東支部学術集会，東京，

年 月 日．

論 文

 

 

Korányi National I
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著 書

 河内利賢：頸部穿通性（鋭的）外傷．今日の治療指針．

福井次矢，高木誠，小室一成総編．東京，医学書院， ．

外科学教室

（乳腺外科）

講 演

 井本滋：センチネルリンハ節 個転移陽性の乳癌患者

を対象とした腋窩治療に関する観察研究．第 回日本

外科学会定期学術集会，大阪， 年 月 日．

 
：

 

 井本滋，山内智香子，菰池佳史，津川浩一郎，四元大輔，

和田徳昭，菅江貞亨，枝園忠彦，津田均，米山公康，上

野貴之，大庭真梨： 年度班研究最終報告「センチネ

ルリンパ節転移陽性乳癌の腋窩治療の最適化に関する研

究」．第 回日本乳癌学会学術集会，東京， 年 月

日

 上野貴之，伊坂博嗣，伊東大樹，伊美建太郎，宮本快介，

北村真奈美，井本滋：単一細胞レベルでのバイオマーカ

ー探索．第 回日本乳癌学会学術総会，東京， 年

月 日．

 伊美建太郎，井本滋，上野貴之，伊坂泰嗣，伊東大樹，

宮本快介，北村真奈美：乳癌骨転移症例における と

骨関連事象および予後との関連．第 回日本乳癌学会学

術総会，東京， 年 月 日．

 北村真奈美，森田恒治，金内一，清水誠一郎：不均一な

発現を示す右進行乳癌の一例．第 回日本乳癌学会

学術総会，東京， 年 月 日．

 伊東大樹，井本滋，上野貴之，伊坂泰嗣，北村真奈美：

当院における 陽性進行再発乳癌に対する一次治療と

しての の効果の検討．第 回日本乳癌学会学

術総会，東京， 年 月 日．

 上野貴之： 陰性進行再発乳癌の治療．南東京

，東京， 年 月 日．

 ：
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 上野貴之：リキッドバイオプシー への挑

戦．城南乳腺研究会，東京， 年 月 日．

 ：

 

，

 

 ：

 上野貴之：微小環境を考慮した進行再発乳癌の治療戦略．

エリブリンライブセミナー，東京， 年 月 日．

 ：

 

 

 上野貴之：微小環境をとらえた乳癌治療．ハラヴェン

周年記念講演，東京， 年 月 日．

 上野貴之： 陰性乳癌治療 明日への提言．

，姫路， 年 月 日．

 上野貴之：分子標的治療と分子イメージング．第 回

，東京， 年 月 日．

 井本滋：乳癌領域における臨床研究．第 回臨床研究セ

ミナー 第 回日本臨床外科学会総会 ，東京， 年

月 日

 上 野 貴 之 ： 乳 癌 の を 解 き ほ ぐ す ．

，広島，

年 月 日．

 上野貴之：乳癌の とどう向き合うか．第

回桜山乳腺外科 ，名古屋， 年 月 日．

 上野貴之：微小環境をとらえた乳癌治療．城北乳癌研究

会，東京， 年 月 日．

 上野貴之： について考える．第 回

日本乳腺疾患研究会，横浜， 年 月 日．

 上野貴之： 陰性進行再発乳がんの治療戦略を考える．

三重乳癌研究会，三重， 年 月 日．

論 文

 
Peña L

 

 

 

 

 上野貴之：乳癌領域における の意義．細胞

．

 上野貴之： ．腫瘍内科

．

 上野貴之： アッセイ．がん分子標的治療

．

 上野貴之：乳癌診療における ．日本臨床

増刊号 乳癌学： ．

 上野貴之： －再発巣生検は不要となるか．

医学のあゆみ ．

 井本滋：センチネルリンパ節生検 現状と展望．日本臨

床

 井本滋：乳腺専門医の現状と新制度への対応．医学のあ

ゆみ

著 書

 上野貴之：予後予測マーカーと臨床学的因子．乳癌診療

のための分子病理エッセンシャル．津田均，木下貴之，

田村研治編．東京，南山堂， ． ．

 

 上野貴之：トラスツズマブエムタンシン，ペルツズマブ．

がん化学療法の薬 はや調べノート．古瀬純司編．大阪，

メディカ出版， ．

小児外科学教室

講 演

 渡邉佳子，韮澤融司，浮山越史，鮫島由友，佐藤順一朗：

臍部小切開にて手術を行った腸回転異常症の 例．第 回

日本小児へそ研究会，大阪， 年 月 日．

 渡邉佳子，韮澤融司，浮山越史，鮫島由友，佐藤順一朗：

消化管手術後に発症したミルクアレルギー症例の検討．

第 回日本小児外科学会学術集会，福岡， 年 月
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日．

 浮山越史，廣部誠一，中原さおり，横井暁子，石丸由紀，

杉山彰英，世川修，平井みさ子，平川均，望月響子：多

様なライフプラン：少人数施設の問題点，地方施設の問

題点．第 回日本小児外科学会学術集会，福岡， 年

月 日．

 鮫島由友，浮山越史，渡邉佳子，佐藤順一朗：超音波検

査によってカタル性虫垂炎の手術 症例が減らせたか？．

第 回日本小児外科学会学術集会，福岡， 年 月

日．

 渡邉佳子，浮山越史，鮫島由友，船田敏子：腸瘻造設に

より が向上した慢性特発性偽性腸閉塞症の 例．第

回日本小児ストーマ・排泄・創傷管理研究会，名古屋，

年 月 日．

 渡邉佳子，韮澤融司，浮山越史，鮫島由友，佐藤順一朗：

不自然な外傷から被虐待と判明した 例．第 回日本小

児救急医学会，仙台， 年 月 日．

 渡邉佳子，韮澤融司，浮山越史：臍部小切開にて手術を

行った 例．第 回日本周産期・新生児医学会総会，富

山， 年 月 日．

 浮山越史：外来診療に必要な小児外科．三鷹市医師会学

術講演会，三鷹， 年 月 日．

 鮫島由友，浮山越史，渡邉佳子，船田敏子：先天性結腸

閉鎖症に中間位鎖肛を合併した 例．第 回日本小児外

科学会関東甲信越地方会，甲府， 年 月 日．

 渡邉佳子，浮山越史，鮫島由友： を考慮して治療方

法を選択した前立性原発横紋筋肉腫の 例．第 回日本

小児外科 研究会，岡山， 年 月 日．

 二ツ橋未来，中奥由紀子，浮山越史，渡邉佳子：小児便

秘外来の現状と課題．第 回日本小児外科 研究会，

岡山， 年 月 日．

 浮山越史：外来診療で必要な小児外科疾患．第 回城西

ブロック勉強会，東京， 年 月 日．

 鮫島由友，浮山越史，渡邉佳子，船田敏子：カタル性虫

垂炎切除術率減少に術前超音波検査がもたらす効果．第

回日本小児超音波研究会，さいたま， 年 月 日．

 渡邉佳子，浮山越史，鮫島由友：当科におけるトランジ

ション症例の検討．第 回日本小児外科学会秋季シンポ

ジウム，さいたま， 年 月 日．

論 文

 浮山越史： 症候群．小児科診療

 

著 書

 浮山越史：腹部の見かたと診断．小児の

エコーで を評価しよう！．日本小児集

中治療研究会編著．大阪，メディカ出版， ．

その他

 浮山越史：外から見える土木，見える土木から見えない

土木へ．土木学会誌 ： ，

救急医学教室

講 演

 ， ， ， ， ，

， ， ， ：

．

， ， ， ．

 山口芳裕：東京オリンピックの危機管理対応としての医

療 論点整理．第 回日本臨床救急医学会総会・学術集

会，郡山， 年 月 日．

 山口芳裕：新たな被ばく医療体制をめぐる国の論議「緊

急被ばく医療に関する検討チーム」．第 回日本臨床救

急医学会総会・学術集会，郡山， 年 月 日．

 海田賢彦，落合剛二，加藤聡一郎，宮内洋，樽井武彦，

山口芳裕：自家培養表皮を最大限に生かす重症熱傷治療

戦略．第 回日本熱傷学会総会・学術集会，浦安，

年 月 日．

 加藤聡一郎，海田賢彦，庄司高裕，宮内洋，樽井武彦，

山田賢治，山口芳裕：小型飛行機墜落事故対応から考え

る災害時熱傷診療体制のあり方．第 回日本熱傷学会総

会・学術集会，浦安， 年 月 日．

 加藤聡一郎，大畑徹也，宮内洋，樽井武彦，山口芳裕：

当院の感染制御に係わる高気圧酸素療法の経験．第 回

日本臨床高気圧酸素・潜水医学会，東京， 年 月

日．

 加藤聡一郎，大畑徹也，星亨，稲田成作，市村正一，山

口芳裕：大腿骨骨幹部骨折 分類 の治療成績．第

回日本骨折治療学会，東京， 年 月 日．

 山口芳裕：東京都の災害医療体制〜首都直下地震に備え

て〜．「救急の日」シンポジウム，東京， 年 月 日．

 ， ， ， ， ，

， ：

．

， ， ， ．

 庄司高裕，原田裕久，関本康人，山口芳裕：透析シャン

ト造設困難例に対する浅大腿動静脈内シャント術の有用

性の検討．第 回日本脈管学会総会，奈良， 年 月

日．

 宮内洋：検死における患者個人データの取り扱いについ

ては事前に同意をもらうことで一助となる．第 回日本

救急医学会総会・学術集会，東京， 年 月 日．

 海田賢彦，田中佑也，五十嵐昂，宮内洋，樽井武彦，山

口芳裕：終の棲家は救命センターで良いのか？．第 回

日本救急医学会総会・学術集会，東京， 年 月

日．

 加藤聡一郎，坂本学映，山本明彦，河口政慎，㓛刀主税，

井上孝隆，海田賢彦，宮内洋，樽井武彦，山口芳裕：基

幹災害医療センターとの日常的な病院間連携をもとにし

た熊本地震医療支援活動．第 回日本救急医学会総会・

学術集会，東京， 年 月 日．

 井上孝隆，宮内洋，樽井武彦，山口芳裕：

は熱傷敗血症ラットモデルにおいて肝・腎機能障害を予

防する．第 回日本救急医学会総会・学術集会，東京，

年 月 日．

 樽井武彦，荻野聡之，吉川慧，井上孝隆，海田賢彦，宮

内洋，山口芳裕： 患者のプレホスピタルでの常

識を疑う〜 錠から 錠ルールへ〜．第 回日本救急

医学会総会・学術集会，東京， 年 月 日．

 山口芳裕：東京オリンピック・パラリンピックの医療対

応準備のための論点整理．第 回日本救急医学会総会・

学術集会，東京， 年 月 日．

 荻野聡之，菊地俊暁，渡邊衡一郎，山口芳裕：自殺を企

図した急性薬物中毒患者における服薬内容の検討．第
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回日本臨床精神神経薬理学会，大分， 年 月

日．

 山口芳裕：関東地方における指導救命士の進捗状況と今

後の課題．第 回関東地方メディカルコントロール協議

会連絡会，宇都宮， 年 月 日．

 加藤聡一郎：災害医療での先進技術活用． に関する

シンポジウム，東京， 年 月 日．

 加藤聡一郎，星亨，山岸賢一郎，工藤文孝：高齢者の脛

骨近位部脆弱性骨折に対する創外固定器の有用性．第

回日本創外固定・骨延長学会学術集会，久留米， 年

月 日．

 荻野聡之，海田賢彦，樽井武彦，山口芳裕：救命救急セ

ンターで加療した悪性症候群 例の検討．第 回日本集

中治療医学会学術集会，札幌， 年 月 日．

 五十嵐昂，加藤聡一郎，庄司高裕，海田賢彦，井上孝隆，

樽井武彦，宮内洋，山口芳裕：救命センターにおける終

末期医療の在り方．第 回日本集中治療医学会学術集会，

札幌， 年 月 日．

 井上孝隆，宮内洋，加藤聡一郎，庄司高裕，海田賢彦，

樽井武彦，山口芳裕： は熱傷敗血症ラット

モデルにおいて肝・腎機能障害を予防する．第 回日本

集中治療医学会学術集会，札幌， 年 月 日．

論 文

 加藤聡一郎，大畑徹也，山口芳裕，稲田成作 ，市村正一

，星亨 （ 杏林大・医・整形外科学， 東大和病院）：大

腿骨骨幹部骨折に同側の外傷性股関節脱臼を合併した

例．骨折 ： ， ．

 大畑徹也，稲田成作 ，丸野秀人 ，市村正一 ，山口芳裕，

星亨 （ 杏林大・医・整形外科学， 東大和病院）：当院

における寛骨臼骨折の治療成績．骨折 ： ，

．

 庄司高裕，原田裕久 ，松井淳一 （ 東京医科歯科大）：

上腕骨近位端骨折術後に腋窩上腕動脈仮性瘤破裂と巨

大胸部血腫を併発した 例．日集中医誌 ： ，

．

 大畑徹也，星亨 ，樽井武彦，山口芳裕，市村正一 （ 東

大和病院， 杏林大・医・整形外科学）：骨盤輪骨折を伴

う多発外傷における乳酸値の検討と有用性．別冊整形外

： ， ．

 落合剛二，山口芳裕：気管切開．手術 ： ，

．

 宮国泰彦，山田賢治，守永広征，大田原正幸，加藤聡一

郎，庄司高裕，海田賢彦，玉田尚，宮内洋，樽井武彦，

稲葉雄亮 ，土屋博司 ，窪田博 ，山口芳裕（ 杏林大・

医・心臓血管外科学）：墜落外傷による左心房破裂の

救命例．日外傷会誌 ： ， ．

著 書

 吉川慧，山口芳裕：熱傷患者の輸液管理．救急・集中治

療のための輸液管理 ．岡元和文編著．東京，総合医

学社， ． ．

 井上孝隆，山口芳裕，島崎修次：外傷学総論．臨床工学

講座 臨床医学総論．篠原一彦，小谷透編．東京，医歯

薬出版， ． ．

 加藤聡一郎，山口芳裕：災害医療．救命救急・集中治療

エキスパートブック ．三宅康史編．東京，日本医事

新報社， ． ．

 荻野聡之，渡邊衝一郎：抑うつ障害群 抗うつ薬による

副作用：概論．精神医学症候群 第 版 Ⅰ．東京，日本

臨牀社， ． ．

その他

 山口芳裕：第 回日本臨床高気圧酸素・潜水医学会主催，

東京， 年 月 日．

 山口芳裕：総務大臣表彰：平成 年度救急功労者表彰．

年 月 日．

 山口芳裕：東京都知事表彰：東京都の救急医療行政に寄

与． 年 月 日．

脳神経外科学教室

講 演

 塩川芳昭：老年症候群と大脳白質病変～脳神経外科の立

場から～．第 回健康長寿と動脈硬化フォーラム，名古

屋， 年 月 日．

 鳥居正剛，笹森寛生，佐藤栄志，平野照之，塩川芳昭，

当施設の頚動脈狭窄症に対する治療成績と治療戦略－

高齢者への治療選択を中心に－． 回日本脳卒中の外科

学会，札幌， 年 月 日

 野口明男，山口竜一，丸山啓介，佐藤栄志，栗田浩樹，

塩川芳昭： 時代に入った の問

題点．第 回日本脳卒中の外科学会，札幌， 年 月

日．

 佐藤栄志，島田篤，林基高，松本淑恵，笹森寛生，小松

原弘一郎，前村栄治，小西善史，塩川芳昭：ステント支

援下脳動脈瘤塞栓術の中期治療成績．第 回日本脳卒中

の外科学会，札幌， 年 月 日．

 丸山啓介，鳥居正剛，青木耀平，橋本直己，塩川芳昭：

プロジェクションマッピングによる 吻合術にお

ける吻合血管の決定の試み．第 回日本脳卒中の外科学

会，札幌， 年 月 日．

 吉田裕毅，丸山啓介，永根基雄，奴田原紀久雄，東原英

二，塩川芳昭：多発性嚢胞腎の重症度と合併する頭蓋内

動脈瘤に関する研究．第 回日本脳卒中の外科学会，札

幌， 年 月 日．

 丸山啓介，阿部泰明，横矢重臣，野口明男，佐藤栄志，

塩川芳昭：高齢者慢性硬膜下血腫の予後不良の要因とし

ての意識障害を伴う基礎疾患．第 回日本老年脳神経外

科学会，奈良， 年 月 日．

 鳥居正剛，笹森寛生，佐藤栄志，平野照之，塩川芳昭，

当施設での 歳以上の高齢者内頚動脈狭窄症への治療

成績および積極的ないか治療の有用性，第 回日本老年

脳神経外科学会，奈良， 年 月 日

 塩川芳昭：超高齢化社会が求める脳神経外科医療 日本

老年脳神経外科学会の今後の方向性は？．第 回日本老

年脳神経外科学会，奈良， 年 月 日

 

名護， 年 月 日．

 鳥居正剛：脳卒中予防の為の頚動脈病変治療－血圧管理

も含めて－． 府中，府中， 年

月 日

 永山和樹，丸山啓介，小林啓一，中村正直，戸成綾子，

楠田順子，永根基雄，高山誠，塩川芳昭：嚢胞性転移性

脳腫瘍病変に対する 定位放射線治療 第 報 ．第

回日本定位放射線治療学会，京都， 年 月 日

 塩川芳昭：東京都の脳卒中救急搬送体制の現状と今後の

見通し．第 回富士・玄海 ，福岡，

年 月 日．

 中内淳：忘れた頃に遭遇する 投与時鑑別すべき疾患，

骨髄硬膜外血腫の一例 内服例 ．第 回富士・玄海

，福岡， 年 月 日．

 鳥居正剛，笹森寛生，佐藤栄志，平野照之，塩川芳昭：
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当施設の内頚動脈狭窄症の治療成績および積極的ないか

治療の有用性．第 回日本脳ドック学会総会，長野，

年 月 日

 

第 回日本頭蓋底外科学会，大阪，

年 月 日．

 鳥居正剛，谷合誠一，笹森寛生，萬知子，吉野秀朗，平

野照之，塩川芳昭：当院での 術前心疾患スクリーニ

ングの有効性．第 回日本心血管脳卒中学会学術集会，

東京， 年 月 日

 塩川芳昭：未破裂脳動脈瘤の管理，外科的アプローチ．

第 回日本心血管脳卒中学会学術集会，東京， 年 月

日．

 林基高，日高幸宏，飯島明，島田大輔，山下圭一，原田

洋一，畑山徹，大島幸亮，田中優子，佐藤栄志：診療体

制の異なる 施設において実施した，急性期血行再建術

経験の比較，検討．第 回 法人日本脳神経血管内治

療学会関東地方会・学術集会，東京， 年 月 日．

 笹森寛生，傳法倫久，小松原弘一郎，鳥居正剛，佐藤栄

志，塩川芳昭： 症候群による急性期脳主幹動

脈閉塞に対して血栓回収術を行った 例の検討．第 回

法人日本脳神経血管内治療学会関東地方会・学術集

会，東京， 年 月 日

 佐藤栄志，笹森寛生，松本淑恵，塩川芳昭，前村栄治，

伊藤宜行： の使用経験．第 回 法人

日本脳神経血管内治療学会関東地方会・学術集会，東京，

年 月 日．

 永根基雄：悪性脳腫瘍治療最新事情〜 年 報告解

説〜．脳腫瘍 ，大阪， 年 月 日．

 塩川芳昭：脳梗塞急性期治療・新たな診療体制の構築．

小江戸，川越， 年 月

日

 塩川芳昭：脳血管外科から入る脳神経外科手術修練．第

回富山脳神経外科夜話会，富山， 年 月 日

 小林啓一，水澤純基，片山宏，西川亮，成田善孝，田部

井勇助，齊藤邦昭，福田治彦，永根基雄， 脳腫瘍グ

ループ：再発膠芽腫に対する用量強化テモゾロミド ベ

バシツマブ遂次併用療法：多施設共同ランダム化第

相試験 試験 ．第 回ニューロオンコ

ロジィの会，東京， 年 月 日

 佐藤研隆，熊切敦，丸山啓介，野口明男，塩川芳昭：出

血性椎骨病変に対する直達手術を安全に行うための工夫．

第 回 ，東京， 年 月

日

 塩川芳昭：脳血管外科から入る脳神経外科手術修練．第

回道南脳神経外科懇話会，函館， 年 月 日

 永根基雄：神経膠腫の標準治療と 新分類下での

治療開発．第 回日本脳腫瘍の外科学，東京， 年

月 日．

 齊藤邦昭：機能温存を目指した術中神経機能モニタリン

グの工夫．第 回日本脳腫瘍の外科学，東京， 年

月 日

 齊藤邦昭：島領域の膠芽腫に対する手術戦略．第 回日

本脳腫瘍の外科学，東京， 年 月 日

 

 鳥居正剛，頚動脈病変への治療選択，三鷹市医師会定期

講演，多摩， 年 月 日

 塩川芳昭：脳血管外科から入る脳神経外科手術修練．第

回日本脳神経外科学会北海道支部会，札幌， 年

月 日

 

 井戸啓介，黒木亮太，黒木愛，西村中，有村公一，佐山

徹郎，有賀徹，嘉田晃子，西村邦宏，豊田一則，吉村紳

一，宮地茂，塩川芳昭，小笠原邦昭，飯原弘二：高齢者

くも膜下出血患者周術期管理と転帰の検討～

．第 回日本脳神経外科学会総会，福岡， 年

月 日．

 丸山啓介，松本淑恵，鳥居正剛，青木耀平，橋本直己，

塩川芳昭：プロジェクションマッピングによる

吻合術における吻合血管の決定の試み．第 回日本脳神

経外科学会総会，福岡， 年 月 日

 笹森寛生，傳法倫久，小松原弘一郎，鳥居正剛，佐藤栄

志，平野照之，塩川芳昭： 症候群による超急

性期脳主幹動脈閉塞に対して機械的血栓回収を行った

例の検討．第 回日本脳神経外科学会総会，福岡，

年 月 日．

 永根基雄，小林啓一，齊藤邦昭，佐々木重嘉，久米賢，

山岸夢希，清水早紀，鈴木香，塩川芳昭：初発中枢神経

系原発悪性リンパ腫に対する減量または非照射

療法による生存予後および高次脳機能の改善．第 回日

本脳神経外科学会総会，福岡， 年 月 日

 小林啓一，齊藤邦昭，久米賢，山岸夢希，塩川芳昭，永

根基雄：再発中枢神経系原発悪性リンパ腫に対する

療法の治療成績．第 回日本脳神経外科学会総会，

福岡， 年 月 日．

 齊藤邦昭，小林啓一，久米賢，山岸夢希，丸山啓介，野

口明男，塩川芳昭，永根基雄：再発神経膠腫の分子遺伝

学的変化に基づく治療戦略の構築．第 回日本脳神経外

科学会総会，福岡， 年 月 日．

 林基高，日高幸宏，飯島明，豊田富勝，米倉一郎，井上

瑞穂，富岡亜梨沙，西岡和輝，畑山徹，原田洋一，山下

圭一，田中雅樹，島田大輔，大島幸亮，田中優，佐藤栄

志： 施設において経験した，急性期血行再建術治療の

比較と検討．第 回日本脳神経外科学会総会，福岡，

年 月 日

 吉田裕毅，丸山啓介，永根基雄，奴田原紀久雄，東原英

二，宮崎功，塩川芳昭：多発性嚢胞腎に合併する脳動脈

瘤の特徴．第日 回日本脳神経外科学会総会，福岡，

年 月 日

 佐藤栄志，島田篤，松本淑恵，笹森寛生，前村栄治，小

西善史，塩川芳昭：ステント支援下脳動脈瘤塞栓術の中

期治療成績．第 回日本脳神経外科学会総会，福岡，

年 月 日

 野口明男，塩川芳昭，佐藤栄志，丸山啓介，山口竜一，

栗田浩樹： 時代に入った の問

題点．第 回日本脳神経外科学会総会，福岡， 年

月 日

 鳥居正剛，笹森寛生，今井大也，佐藤研隆，平野照之，

塩川芳昭：医原生頸部動脈損傷に対しての診断および修

復方法の検討．第 回脳神経外科学会学術総会，福岡，

年 月 日．

 黒木愛，小野塚大介，萩原明人，嘉田晃子，西村邦宏，

井戸啓介，西村中，有村公一，佐山徹郎，有賀徹，豊田

一則，吉村紳一，宮地 茂，塩川芳昭，小笠原邦昭，飯

原弘二： における本邦の脳虚血急性期治
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療に関する検討．第 回日本脳神経外科学会総会，福岡，

年 月 日

 齊藤邦昭：神経膠腫における メチル化と ミスマ

ッチ修復酵素の統合解析．第 回日本癌学会，横浜，

年 月 日

 笹森寛生，松本淑恵，佐藤栄志，塩川芳昭，天野達雄，

平野照之：血管内治療を行なった慢性期両側椎骨動脈解

離の 例．第 回東京脳血管内治療研究会，東京，

年 月 日．

 塩川芳昭：未破裂脳動脈瘤をお持ちの患者さんへ．第

回嚢胞性腎疾患研究会市民公開講座，三鷹， 年 月

日．

 永根基雄：悪性脳腫瘍治療のエビデンスと標準治療：神

経膠腫・悪性リンパ腫を中心に．第 回悪性神経膠腫治

療カンファレンス，京都， 年 月 日

 城野喬史，永井健太郎，本田有子，海野佳子，塩川芳昭：

片頭痛発作中に発症した脳梗塞の 例．第 回日本頭痛

学会，京都， 年 月 日．

 丸山啓介，吉田裕毅，野口明男，永根基雄，塩川芳昭：

脳室内腫瘍における神経内視鏡手術の役割．第 回日本

神経内視鏡学会，東京， 年 月 日．

 
：

．

 

 佐藤栄志，島田篤，松本淑恵，笹森寛生，小西善史，塩

川芳昭：破裂脳動脈瘤に対するステント支援下塞栓術．

第 回 法人日本脳神経血管内治療学会学術総会，神

戸， 年 月 日．

 佐藤栄志，笹森寛生，松本淑恵，前村栄治，伊藤宜行，

畑山良，河合拓也，塩川芳昭：脳動脈瘤に対する

の使用経験．第 回 法人日本脳神経血

管内治療学会学術総会，神戸， 年 月 日．

 林基高，日高幸宏，飯島明，豊田富勝，畑山徹，山下圭

一，原田洋一，田中優子，大島幸亮，伊藤正一，佐藤栄

志： について．第 回

法人日本脳神経血管内治療学会学術総会，神戸，

年 月 日．

 永根基雄，小林啓一，齊藤邦昭，李政勲，佐々木重嘉，

久米賢，山岸夢希，清水早紀，鈴木香，塩川芳昭：初発

中枢神経系原発悪性リンパ腫に対する 療法の予

後因子および高次脳機能解析．第 回日本脳腫瘍学会学

術集会，甲府， 年 月 日．

 田部井勇介，小林啓一，齊藤邦昭，清水早紀，鈴木香，

鈴木一郎，永根基雄： 変異膠芽腫の再発後の予後に

関する後方視的解析．第 回日本脳腫瘍学会学術集会，

山梨， 年 月 日

 小林啓一，久米賢，山岸夢希，島田大輔，塩川芳昭，永

根基雄：再発中枢神経系原発悪性リンパ腫に対する

療法の治療成績．第 回日本脳腫瘍学会学術集会，

山梨， 年 月 日

 齊藤邦昭：トラクトグラフィによる脳白質解剖の描出と，

白質解剖を考慮したグリオーマ手術．第 回日本脳腫瘍

学会学術集会，山梨， 年 月 日．

 永根基雄：悪性神経膠腫に関する国内外の臨床研究動向．

，東京， 年 月 日．

 塩川芳昭：東京都脳卒中救急体制改革の進捗状況につい

て．北多摩南部脳卒中ネットワーク研究会 平成 年度

脳卒中地域連携診療計画合同委員会，多摩， 年 月

日．

 鳥居正剛，脳卒中予防の為の頚動脈病変治療－血圧管理

も含めて－．日本ベーリンガーインゲルハイム株式会社

東京支店府中営業所社内講演，多摩， 年 月 日

 

 

 

 塩川芳昭：東京都脳卒中救急体制の現状と課題．第 回

多摩 研究会，多摩， 年 月 日．

 齊藤邦昭，小林啓一，松島大将，髙橋沙奈江，宮﨑功，

飯島昌平，川井田善太郎，島田大輔，丸山啓介，野口明

男，塩川芳昭，永根基雄：トラクトグラフィによる脳機

能の可視化と， 次元融合画像を用いた脳腫瘍手術．第

回日本脳神経 学会総会，鹿児島， 年 月 日．

 永井健太郎，岡野晴子，海野佳子，鈴木理恵子，鳥居正

剛，千葉厚郎，塩川芳昭，平野照之： 領域に虚血を

生じた の一例．第 回首都圏脳

卒中フォーラム，東京， 年 月 日．

論 文

 塩川芳昭：シンポジウム クモ膜下出血のまとめ．

，

 阿部光世 ， ，平野照之 ，塩川芳昭（ 杏林大学脳卒中

センター， 杏林大学看護部， 杏林大学脳卒中医学）：

当院脳卒中センターにおける病床運営の現状と課題．

： ， ．

 蛯沢志織 ， ，阿部光世 ， ，脊山英徳 ，平野照之 ，塩

川芳昭（ 杏林大学脳卒中センター， 杏林大学看護部，

小山記念病院脳神経外科， 杏林大学脳中医学）：脳卒

中ケアユニット開設後の病床運営の現状．

： ， ．

 塩川芳昭：画像検査と脳卒中 脳ドックに関わる最近

の文献情報．日本脳ドック学会報 ： ， ．

 

 

–
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講演，論文，著書など　　医学部



 

 

 

 

 

 

 成田善孝，渋井壮一郎，嘉山孝正，佐藤慎哉，若林俊彦，

村垣善浩，永根基雄，西川亮： 脳腫瘍グループによ

る悪性脳腫瘍に対する臨床試験．脳神経外科ジャーナル

，

 野口明男：脳梗塞の「先入観」と脳腫瘍診断．

， ．

 永山和樹，丸山啓介，小林啓一，中村正直， 戸成綾子，

楠田順子，永根基雄，高山誠，塩川芳昭：杏林大学にお

ける転移性脳腫瘍に対する 定位放射線治療 年

間 の 経 験 （

）．定

位的放射線治療（ ）

 丸山啓介：データベースを使いこなそう，日常診療に役

立つ ．脳神経外科速報 ， ．

 丸山啓介：エクセルで臨床統計を気軽にやろう，日常診

療に役立つ ．脳神経外科速報 ， ．

 丸山啓介：オフラインを含むパソコンのウィルス対策，

日常診療に役立つ ．脳神経外科速報 ： ，

 丸山啓介：高度な臨床統計のやり方 日常診療に役立つ

．脳神経外科速報 ： ，

 丸山啓介：論文作成を中心とした 活用術．

日常診療に役立つ ．脳神経外科速報 ： ，

 丸山啓介：論文作成のための の使い方．日常診

療に役立つ 脳神経外科速報 ： ，

 

（

）：

．

 

：

 熊切敦，塩川芳昭，小林祥泰 （ 島根大学）：くも膜下

出血における脳血管攣縮の頻度と合併症の関係．脳血管

攣縮 ，

著 書

 塩川芳昭：脳卒中（脳出血・脳梗塞・クモ膜下出血・も

やもや病）． 内科・外科疾

患 研修医・非専門医でも知っておくべき

近年と今後の主な動向．東京，メディックメディア，

．

 田村晃，松谷雅生，清水輝夫，辻貞俊，塩川芳昭，成田

義孝： に基づく脳神経疾患の基本治療指針 第 版．

東京，メジカルビュー社，

 塩川芳昭：くも膜下出血． に基づく脳神経疾患の基

本治療指針 第 版．東京，メジカルビュー社，

．

 塩川芳昭：第 版序文．脳神経外科学用語集改訂第 版．

日本脳神経外科学会用語委員会編，東京，日本脳神経外
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科学会， ．

 塩川芳昭，萬知子：合併症をきたさないための組織の体

制づくりとガバナンスの構築．脳神経外科 カンファ

ランス．寶金清博監修．森田明夫編．東京，メジカルビ

ュー，

 永根基雄：中枢神経系原発悪性リンパ腫．脳腫瘍診療ガ

イドライン 年版．日本脳腫瘍学会編．東京，金原

出版， ． ．

 丸山啓介，塩川芳昭：前大脳動脈瘤のシミュレーション

と手術の実際 上方・後

方向き（低位）．前大脳動脈瘤・椎骨脳底動脈瘤（ ・

）のすべて―シミュレーションで経験する

手術・ ．井川房夫，宮地茂編．大阪，メディカ出版，

． ．

 小林啓一，永根基雄：再発膠芽腫に対する治療の

．脳神経外科速報 ．大阪，メディカ出

版， ．

 齊藤邦昭，永根基雄：グリオーマの基礎知識 脈絡叢腫

瘍について．グリオーマ治療の ．三國

信啓編．東京，文光堂， ．

 齊藤邦昭，永根基雄：脳腫瘍の分子生物学と発生機序

．脳腫瘍学 基礎研究と臨床研究の進歩 日本

臨牀 巻増刊 ．東京，日本臨床社， ． ．

その他

 塩川芳昭：掲載記事 メディカルノート くも膜下出血

．

．
．
．

 内山真一郎，阿部康二，松本昌泰，鈴木倫保，北川一

夫，塩川芳昭：座談会 脳卒中研究・臨床におけるト

ピックス ．分子脳血管病 ： ，先端

医学社， ．

 小笠原邦昭，木村和美，塩川芳昭，菅貞郎，鈴木倫保，

豊田一則，中山博文，松丸祐司手引き作成委員：潜因

性 脳 梗 塞 患 者 診 断 の 手 引 き 作 成 部 会 ． 脳 卒 中

： ，日本脳卒中学会機関誌，

 佐々木健，佐々木昌弘，塩川芳昭，猪口貞樹，小山信

彌，明石勝也，炭山嘉伸，小栗典明：座談会 地域医

療構想と大学病院のあり方について．医学振興 号：

，日本私立医科大学協会， ．

 塩川芳昭：第一回杏林大学医学部付属病院医療連携フ

ォーラム開催．あんず ： ，杏林大学， ．

 佐藤栄志：ラジオ出演 血管内治療とは 「脳卒中の

病態について」 月 日，「血管内治療とは」 月 日．

ラジオ日本「 世紀の医療と介護を見つめて」， ：

～ ： ， ．

 塩川芳昭：話題の医学 手術で治る認知症（正常圧水

頭症，慢性硬膜下血腫，良性脳腫瘍等）．日医生涯教

育協力講座，テレビ東京， 年 月 日．

 丸山啓介：掲載記事 慢性硬膜下血腫 疑って．日経

新聞， 年 月 日．

 塩川芳昭：日本脳卒中学会 脳卒中医療向上・社会保

険委員会 （アルテプラーゼ）静注療法指針改定

部会． （アルテプラーゼ）静注療法適正治療指針

第二版．脳卒中 ， ，一般社団法人日

本脳卒中学会，

心臓血管外科学教室

講 演

 西野純史，笹嶋寛史，藤巻圭介，池添亨，芳賀真，細井

温，布川雅雄，窪田博：重傷虚血肢に対するバイパス術

後に吻合部出血を繰り返した 症例．第 回血管外科症

例検討会，東京， 年 月 日

 

 布川雅雄：透析シャント造設法．第 回日本血管外科学

会教育セミナー 透析と血管病変，東京， 年 月

日

 
：

–

， ，

 髙橋雄，遠藤英仁，土屋博司，石井光，窪田博：超高齢

者の に対して腹腔動脈入口部を閉鎖した を施

行した 例．第 回日本胸部外科学会関東甲信越地方会，

東京， 年 月 日

 池添亨，芳賀真，西野純史，細井温，布川雅雄：深部静

脈血栓症スクリーニングにおける年齢を考慮した

値の検討．第 回日本静脈学会総会，弘

前， 年 月 日

 西野純史，笹嶋寛史，藤巻圭介，池添亨，芳賀真，細井

温，布川雅雄：経過観察中に肺塞栓症を併発した内頸静

脈 の 治験例．第 回日本静脈学会総会，

弘前， 年 月 日．

 土屋博司，遠藤英仁，石井光，髙橋雄，稲葉雄亮，野田

真沙衣，窪田博，大塚俊哉，二宮幹雄，久木隆広：心拍

動下，心外膜からのメイズ手術を可能にする赤外線凝固

器および先端プローブの開発．第 回多摩不整脈研究会，

東京， 年 月 日．

 

 遠藤英仁，石井光，土屋博司，髙橋雄，稲葉雄亮，野田

真沙衣，窪田博：低体温循環停止を伴う緊急大動脈術後

時間以内の発熱は予後危険因子となりうるか？．第

回日本胸部外科学会定期学術集会，岡山， 年 月

日

 稲葉雄亮，石井光，野田真沙衣，髙橋雄，池添亨，芳賀

真，土屋博司，遠藤英仁，細井温，布川雅雄，窪田博：

亜急性期偽腔開存型Ｂ型解離に対して胸部ステントグラ

フトを施行した一例．第 回日本血管外科学会関東甲信

越地方会，東京， 年 月 日

 藤巻圭介，西野純史，芳賀真，池添亨，細井温，布川雅

雄，窪田博：二次性大動脈十二指腸瘻で吐・下血した一

例．第 回日本血管外科学会関東甲信越地方会，東京，

年 月 日

 土屋博司，髙橋雄，野田真沙衣，稲葉雄亮，石井光，遠

藤英仁，窪田博：多発性膿疱腎を合併したＡ型急性大動

脈解離の 手術症例．第 回日本脈管学会総会，奈良，

年 月 日

 布川雅雄：膠原行と血管疾患 ステロイド，免疫抑制剤

使用例の管理も含む ．第 回日本脈管学会総会，奈良，

年 月 日

 
：

 ：
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：

 石井光，遠藤英仁，土屋博司，髙橋雄，稲葉雄亮，窪田

博：術後呼吸管理に難渋した急性肺血栓塞栓症の一手術

例．第 回日本胸部外科学会関東甲信越地方会，東京，

年 月 日

 吉田瑛建，遠藤英仁，石井光，土屋博司，髙橋雄，稲葉

雄亮，野田真沙衣，窪田博：乳癌治療薬トラスツヅマブ

投与中に を伴う心不全を呈した 例．

第 回日本胸部外科学会関東甲信越地方会，東京，

年 月 日

 石井光，遠藤英仁，土屋博司，稲葉雄亮，野田真沙衣，

窪田博：臓器虚血を伴う 型急性解離に対しオ

ープンステントグラフトを使用し救命しえた 例．第

回日本胸部外科学会関東甲信越地方会，東京， 年

月 日

 
ｇ ｌ ｄ

 細井温：「あなたの血管大丈夫？」～エコノミークラス

症候群を予防するために～．杉並保健所健康づくり自主

グループの会，東京， 年 月 日

 野田真沙衣，石井光，髙橋雄，稲葉雄亮，土屋博司，遠

藤英仁，窪田博：心腔内びまん性大細胞型Ｂ細胞性リン

パ腫 に対し化学療法が著効した一例．日本循環

器学会関東甲信越地方会，東京， 年 月 日

 

“

arrhythmia”.

 稲葉雄亮，遠藤英仁，石井光，土屋博司，髙橋雄，野田

真沙衣，窪田博： における大伏在静脈を使用した

の有用性．第 回日本冠疾患学会学術集

会，三鷹， 年 月 日

 髙橋雄，野田真沙衣，稲葉雄亮，土屋博司，石井光，遠

藤英仁，窪田博：低左心機能症例（ EF≦35%）に対す

る単独 の早期及び中遠隔期成績の検討．第 回日本

冠疾患学会学術集会，三鷹， 年 月 日

 土屋博司，野田真沙衣，髙橋雄，稲葉雄亮，石井光，遠

藤英仁，窪田博：赤外線凝固器を用いた心房 の

心房興奮伝達の検討．第 回日本心臓血管外科学会学術

総会，東京， 年 月 日

論 文

 池添亨，布川雅雄，細井温，窪田博，鈴木裕，植木ひさ

よ，杉山政則：腹腔鏡検査が治療方針決定に有用であっ

た腸間膜静脈血栓症の 例．静脈学

 池添亨，細井温，布川雅雄，窪田博：正中弓状靭帯圧迫

による腹腔動脈狭窄を伴う膵十二指腸動脈瘤破裂の 例．

日本血管外科学会紙．血管外科

 
—

 

–

 

–

 布川雅雄：透析シャント造設法．日本血管外科学会雑誌

，

 

：

 宮国泰彦，山田賢治，守永広征，大田原正幸，加藤聡一

郎，庄司高裕，海田賢彦，玉田尚，宮内洋，樽井武彦，

稲葉雄亮，土屋博司，窪田博，山口芳裕：墜落外傷によ

る左心房破裂の 救命例．日本外傷学会雑誌

 ：

著 書

 窪田博：心臓血管外科手術後肺炎のリスク因子解析．胸

部外科 東京，南江堂，

 細井温：血栓症の予防と治療．腫瘍内科， ．東京，

科学評論社， ．

 窪田博：大動脈解離のステントグラフト治療．月刊カレ

ントテラピー ．名古屋，ライフメディコム，

．

 窪田博：連合弁膜症の治療戦略．新 心臓血管外科テキ

スト．安達秀雄，小野稔，坂本喜三郎，志水秀行，宮田

哲郎編．東京，中外医薬社， ．

 窪田博：私の一曲 オーベルニュの歌．週刊日本医事新

報 号．東京，日本医事新報社， ．

その他

 布川雅雄： 治療の ．第 回日本血

管外科学会学術総会，東京， 年 月 日

 細井温：座長，シャント作成 私のこだわり．第 回日

本血管外科学会学術総会，東京， 年 月 日

 遠藤英仁：座長，ステント治療 大動脈瘤 ．第 回日

本胸部外科学会関東甲信越地方会，東京， 年 月

日

 布川雅雄：座長，静脈疾患 基礎 ．第 回日本静脈学会

総会，弘前， 年 月 日

 細井温：座長，静脈血栓塞栓症 予防 ．第 回日本静脈

学会総会，弘前， 年 月 日

 窪田博：座長， 型解離 ．第 回日本胸部外科学会定期

学術集会，岡山， 年 月 日

 細井温：座長，末梢血管 ．第 回日本血管外科学会関

東甲信越地方会，東京， 年 月 日
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 布川雅雄：膠原病と血管疾患 ステロイド，免疫抑制剤

使用例の管理も含む ．第 回日本血管外科学会教育セ

ミナー．奈良， 年 月 日．

 石井光：座長，大動脈解離第．第 回日本胸部外科学

会関東甲信越地方会，東京， 年 月 日

 窪田博：

 窪田博：杏林医学会第 回例会開催報告．第 回杏林医

学会例会，三鷹， 年 月 日．

 窪田博：座長，解離－手術時間短縮～治療法－③．第

回日本心臓血管外科学会学術総会，東京， 年 月 日

整形外科学教室

講 演

発表（学会，研究会）

 高橋雅人，竹内拓海，佐藤俊輔，大祢英昭，長谷川淳，

長谷川雅一，佐野秀仁，五十嵐一峰，里見和彦，市村正

一：近位型頚椎症性筋萎縮症の予後予測．第 回日本脊

椎脊髄病学会，千葉， 年 月 日．

 佐野秀仁，長谷川雅一，高橋雅人，五十嵐一峰，長谷川

淳，佐藤俊輔，里見和彦，市村正一：骨粗鬆性椎体骨折

に対する と後方固定術の手術成績—過度のアライメン

ト矯正は術後新規椎体骨折を合併する．第 回日本脊椎

脊髄病学会，千葉， 年 月 日．

 藤原靖，松山幸弘，小林祥，伊藤全哉，寒竹司，山田圭，

齋藤貴徳，川端茂徳，木田和伸，和田簡一郎，安藤宗治，

山本直也，高橋雅人，谷俊一：脊髄髄内腫瘍摘出術にお

ける麻痺の持続期間に影響を与える因子の検討 日本脊

椎脊髄病学会多施設共同前向き研究．第 回日本脊椎脊

髄病学会，千葉， 年 月 日．

 伊藤全哉，松山幸弘，安藤宗治，寒竹司，小林祥，山本

直也，和田簡一郎，山田圭，田所伸朗，木田和伸，藤原

靖，高橋雅人，川端茂徳，四宮謙一，里見和彦，谷俊一：

胸椎後縦靭帯骨化症（ ）手術における のアラ

ームポイント－ 年後越しの検討－．第 回日本脊椎脊

髄病学会，千葉， 年 月 日．

 小林祥，松山幸弘，川端茂徳，安藤宗治，寒竹司，高橋

雅人，伊藤全哉，藤原靖，山田圭，和田簡一郎，田所伸

朗，山本直也，谷俊一：防ぎ得た麻痺の根絶にむけて－

この 年間の 術中脊髄モニタリング多施設研究成果

より－．第 回日本脊椎脊髄病学会，千葉， 年 月

日．

 森井健司，岸野智則，嶌森直子，本橋美津江，本谷啓太，

青柳貴之，田島崇，市村正一：軟部腫瘍の診断における

超音波検査の有用性の検討．第 回日本整形外科学会学

術総会，横浜， 年 月 日．

 正岡利紀，市村正一，稲葉裕，岡敬之，篠崎智大，立岩

俊之，松下和彦，森井健司，山田浩司，山本謙吾：人工

関節および脊椎インストゥルメンテーション 術後感染

の全国再調査に向けて．第 回日本整形外科学会学術総

会，横浜， 年 月 日．

 高橋雅人，長谷川淳，大祢英昭，竹内拓海，佐藤俊輔，

佐野秀仁，長谷川雅一，里見和彦，市村正一：近位型頸

椎症性筋萎縮症の静的・動的予後不良因子．第 回日本

整形外科学会学術総会，横浜， 年 月 日．

 佐野秀仁，長谷川雅一，高橋雅人，五十嵐一峰，長谷川

淳，佐藤俊輔，里見和彦，市村正一：骨粗鬆症性椎体骨

折に対する と後方固定術の手術成績－過度のアライ

メント矯正は術後新規椎体骨折を合併する－．第 回日

本整形外科学会学術総会，横浜， 年 月 日．

 井上功三朗，長谷川雅一，市村正一，井上智雄，宝亀登，

宮坂芳郎，森脇孝博：ラロキシフェン塩酸塩とエルデカ

ルシトールの併用効果の検討～アルファカルシドールか

らエルデカルシトールへの切り替え～．第 回日本整形

外科学会学術総会，横浜， 年 月 日．

 稲田成作，大畑徹也，丸野秀人，宝亀登，田島崇，安部

一平，市村正一：橈骨遠位端骨折における関節内骨折発

症の患者背景因子．第 回日本整形外科学会学術総会，

横浜， 年 月 日．

 青柳貴之，森井健司，田島崇，市村正一：高悪性度骨・

軟部腫瘍における術後化学療法開始遅延は予後不良因

子である．第 回日本整形外科学会学術総会，横浜，

年 月 日．

 大祢英昭，高橋雅人，長谷川淳，竹内拓海，佐藤俊輔，

長谷川雅一，市村正一，里見和彦：頸髄半裁ラットにお

ける前肢運動機能代償－神経解剖学的検証．第 回日本

整形外科学会学術総会，横浜， 年 月 日．

 長谷川淳，高橋雅人，里見和彦，佐野秀仁，大祢英昭，

竹内拓海，佐藤俊輔，長谷川雅一，市村正一：頚椎後縦

靭帯骨化症における画像所見と電気生理学的障害高位

診断．第 回日本整形外科学会学術総会，横浜， 年

月 日．

 竹内拓海，里見和彦，渡邊隼人，斯波卓哉，市村正一：

白血病と鑑別を要した腰椎術後感染の 例．第 回京都

鴨川脊椎手術研究会，京都， 年 月 日．

 大畑徹也，稲田成作，加藤聡一郎，星亨，丸野秀人，山

口芳裕，市村正一：骨折を伴った外傷性コンパートメン

ト症候群の治療成績．第 回日本骨折治療学会，東京，

年 月 日．

 稲田成作，丸野秀人，大畑徹也，市村正一：見逃された

新鮮小児モンテジア脱臼骨折の検討．第 回日本骨折治

療学会，東京， 年 月 日．

 松隈卓徳，稲田成作，大畑徹也，相原大和，安部学，市

村正一：鎖骨遠位端骨折に対する
法と を用いた手術法の比較．第

回日本骨折治療学会，東京， 年 月 日．

 加藤聡一郎，大畑徹也，星亨，稲田成作，市村正一，山

口芳裕：大腿骨骨幹部骨折 分類 の治療成績．第

回日本骨折治療学会，東京， 年 月 日．

 高柳正俊，大畑徹也，稲田成作，市村正一：両大腿骨骨

幹部骨折に左大腿骨頚基部骨折を伴った 例の治療経験．

第 回日本骨折治療学会，東京， 年 月 日．

 青柳貴之，森井健司，田島崇，市村正一：悪性骨軟部腫

瘍の全身化学療法における の有効性の検

討．第 回日本骨関節感染症学会，岡山， 年 月

日．

 正岡利紀，市村正一，稲葉裕，岡敬之，篠崎智大，立岩

俊之，松下和彦，森井健司，山田浩司，山本謙吾：人工

関節および脊椎インストゥルメンテーション術後感染の

全国調査の概要．第 回日本骨関節感染症学会，岡山，

年 月 日．

 山田浩司，市村正一，稲葉裕，岡敬之，篠崎智大，立岩

俊之，正岡利紀，松下和彦，森井健司，山本謙吾：

の予防・対策のエビデンス．第 回日本骨関節感染症学

会，岡山， 年 月 日．

 松下和彦，市村正一，稲葉裕，岡敬之，篠崎智大，立岩

俊之，正岡利紀，森井健司，山田浩司，山本謙吾：

に対する抗菌剤投与のエビデンス．第 回日本骨関節感

染症学会，岡山， 年 月 日．

 篠崎智大，市村正一，稲葉裕，岡敬之，立岩俊之，正岡

利紀，松下和彦，森井健司，山田浩司，山本謙吾：

の全国疫学調査の統計学的検討．第 回日本骨関節感染

症学会，岡山， 年 月 日．

 森井健司，青柳貴之，田島崇，市村正一：悪性軟部腫瘍
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切除における形成外科的再建術の手術部位感染発生へ

の影響の検討．第 回日本骨関節感染症学会，岡山，

年 月 日．

 大畑徹也，加藤聡一郎，稲田成作，樽井武彦，山口芳裕，

市村正一：蜂窩織炎として初期診断された劇症型レンサ

球菌感染症 例．第 回日本骨関節感染症学会，岡山，

年 月 日．

 森井健司，青柳貴之，田島崇，市村正一：軟部肉腫

像における の臨床的意義．第 回日

本整形外科学会骨軟部腫瘍学術集会，東京， 年 月

日．

 森井健司，青柳貴之，田島崇，市村正一：肉腫治療開始

時からの緩和医療介入のためのスクリーニングシステム．

第 回日本整形外科学会骨軟部腫瘍学術集会，東京，

年 月 日．

 青柳貴之，森井健司，田島崇，市村正一：高悪性度軟部

腫瘍の全身化学療法における の有効性の

解析．第 回日本整形外科学会骨軟部腫瘍学術集会，東

京， 年 月 日．

 青柳貴之，森井健司：上腕骨骨肉腫術後仮性動脈瘤を生

じた 例．第 回信濃町骨・軟部腫瘍研究会，東京，

年 月 日．

 坂倉健吾，佐々木茂： 法と 法による腱板修

復術復術の比較．第 回日本関節鏡・膝・スポーツ整形

外科学会，福岡， 年 月 日．

 佐藤行紀，小谷明弘，坂倉健吾，鈴木啓司，佐々木茂：

膝前十字靭帯にムコイド変性を認めた 例．第 回日本関

節鏡・膝・スポーツ整形外科学会，福岡， 年 月

日．

 竹内拓海，里見和彦，佐藤俊輔，佐野秀仁，高橋雅人，

長谷川雅一，市村正一：白血病と鑑別を要した腰椎術後

感染の 例．

，金沢， 年 月 日．

 青柳貴之，田島崇，森井健司：診断に難渋した大腿部軟

部腫瘍の 例．第 回多摩骨軟部腫瘍研究会，東京，

年 月 日．

 長谷川雅一，佐野秀仁，長谷川淳，佐藤俊輔，高橋雅人，

市村正一： 術後装具使用状況による検討．第 回骨粗

鬆症性椎体骨折研究会，甲府， 年 月 日．

 高橋雅人，長谷川淳，佐藤俊輔，佐野秀仁，長谷川雅一，

市村正一：成人脊柱変形に対する

を用いた の効果．第

回腰痛学会，甲府， 年 月 日．

 佐野秀仁，市村正一，長谷川雅一，高橋雅人，長谷川淳，

佐藤俊輔：長期椎体骨折例と椎体後壁損傷例に対する

の適応．第 回腰痛学会，甲

府， 年 月 日．

 長谷川雅一，長谷川淳，佐藤俊輔，佐野秀仁，高橋雅人，

市村正一：脊椎外科医からみた骨粗鬆症性骨折〜骨粗鬆

症性椎体骨折に対するコルセット療法の有用性〜．第

回東日本整災学会，箱根， 年 月 日．

 佐野秀仁，高橋雅人，里見和彦，長谷川淳，長谷川雅一，

佐藤俊輔，大田道起，市村正一：頚椎症性筋萎縮症（ ）

の術中脊髄モニタリングによる麻痺回復予測．第 回東

日本整災学会，箱根， 年 月 日．

 青柳貴之，森井健司，田島崇，市村正一：

療法が有効であった骨平滑筋肉腫の 例．第

回東日本整災学会，箱根， 年 月 日．

 森井健司，岸野智則，嶌森直子，本橋美津江，本谷啓太，

青柳貴之，田島崇，市村正一：表在性軟部腫瘍の超音波

診断．第 回東日本整災学会，箱根， 年 月 日．

 佐野秀仁，高橋雅人，里見和彦，長谷川淳，佐藤俊輔，

長谷川雅一，太田道紀，市村正一：頚椎症性筋萎縮症

の術中脊髄モニタリングによる麻痺回復予測．第

回東日本整災学会，箱根， 年 月 日．

 稲田成作，大畑徹也，丸野秀人，松隈卓徳，市村正一：

骨粗鬆症の程度と大腿骨骨頭下骨折の関連性と治療選

択．第 回東日本整災学会，箱根， 年 月 日．

 小西一斉，佐野秀仁，高橋雅人，長谷川雅一，大畑徹也，

長谷川淳，佐藤俊輔，市村正一：当院における外傷性胸

腰椎破裂骨折に対する経皮的椎体固定術の治療成績．第

回東日本整災学会，箱根， 年 月 日．

 髙柳正俊，佐藤行紀，坂倉健吾，市村正一，鈴木啓司，

小谷明弘，佐々木茂 深部静脈血栓症の検討．第 回東

日本整災学会，箱根， 年 月 日．

 長谷川雅一，稲永紗季，井上功三朗，市村正一：骨粗鬆

症診療におけるデノスマブの治療経験：第 回日本骨粗

鬆症学会，仙台， 年 月 日

 佐藤俊輔，高橋雅人，里見和彦，長谷川淳，竹内拓海，

大祢英昭，大野公宏，長谷川雅一，市村正一：転移性頚

椎腫瘍モデルの作製と μ 線 による腫瘍進展様式．

第 回日本整形外科基礎学会，熊本， 年 月

日．

 小西一斉，佐野秀仁，五十嵐一峰，大森雅夫，中島剛，

大木紫，市村正一：ヒト間接的皮質 脊髄路興奮の長期

増強は錐体路と末梢神経におけるコンバインド刺激の持

続時間に依存する．第 回日本整形外科基礎学会，熊本，

年 月 日．

 坂倉健吾，佐々木茂，市村正一： 法と 法

による腱板修復術の臨床成績．第 回日本肩関節学会，

広島， 年 月 日．

 ， ， ， ，

．

，

， ， ．

 井上功三朗，小寺正純，森脇孝博，市村正一：当院にお

ける 術後脱臼の現状．第 回日本股関節学会，大阪，

年 月 日．

 佐野秀仁，佐藤俊輔，高橋雅人，長谷川雅一，長谷川淳，

市村正一：胸腰椎黄色靭帯骨化切除後に胸椎椎間板ヘル

ニアを発生した手術症例．第 回日本脊髄障害医学会，

千葉， 年 月 日．

 山田浩司，市村正一，山本謙吾，稲葉裕，岡敬之，篠崎

智大，立岩俊之，松下和彦，森井健司，正岡利紀：手術

部位感染（ ）の克服にむけて 予防 （術前準

備，設備，環境）．第 回日本関節病学会，別府，

年 月 日．

 立岩俊之，市村正一，稲葉裕，岡敬之，篠崎智大，正岡

利紀，松下和彦，森井健司，山田浩司，山本謙吾：手術

部位感染（ ）の克服にむけて人工膝・股関節置換術

および脊椎インストゥルメンテーション手術部位感染の

全国再調査の概要．第 回日本関節病学会，別府，

年 月 日．

 松下和彦，市村正一，稲葉裕，岡敬之，篠崎智大，立岩

俊之，正岡利紀，森井健司，山田浩司，山本謙吾：手術

部位感染（ ）の克服にむけて 予防 （術前準

備，設備，環境）．第 回日本関節病学会，別府，

年 月 日．

 高橋雅人，長谷川淳，佐藤俊輔，佐野秀仁，長谷川雅一，

市 村 正 一 ： 成 人 脊 柱 変 形 に 対 す る

を用いた の効

果．第 回日本側彎症学会，京都， 年 月 日．

 篠知広，青柳貴之，田島崇，森井健司，市村正一：上腕

骨骨肉腫切除術後に仮性動脈瘤を生じ出血性ショックを

きたした 例．第 回杏林医学会総会，三鷹， 年

月 日．
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 陣内快史，長谷川淳，長谷川雅一，市村正一：診断に難

渋した腰椎椎間板ヘルニアを伴う脊髄終糸症候群の 例．

第 回杏林医学会総会，三鷹， 年 月 日．

 篠知広，青柳貴之，田島崇，森井健司，市村正一：上腕

骨骨肉腫切除術後に仮性動脈瘤を生じ出血性ショックを

きたした 例．関東整形災害外科学会第 回月例会，東

京， 年 月 日．

 青柳貴之，森井健司，田島崇：骨軟部腫瘍の化学療法に

おける の有効性．第 回信濃町骨・軟部腫

瘍研究会，東京， 年 月 日．

 大畑徹也：症例報告 股関節固定後の大腿骨転子部骨折．

第 回東日本骨軟部外傷研究会，東京， 年 月 日．

 佐野秀仁，高橋雅人，里見和彦，長谷川淳，佐藤俊輔，

長谷川雅一，太田道紀，市村正一：頚椎症性筋萎縮症

の術中脊髄モニタリングによる麻痺回復予測．第

回脊髄機能診断研究会，東京， 年 月 日．

 佐藤行紀，小谷明弘，坂倉健吾，片山和洋，佐々木茂，

鈴木啓司，市村正一： 関節に対する人工膝関節

置換術の治療成績．第 回日本人工関節学会，宜野湾，

年 月 日．

 井上功三朗，小寺正純，市村正一：当院における
Ⓡを使用した の短期成績．

第 回日本人工関節学会，宜野湾， 年 月 日．

 坂倉健吾，佐々木茂，佐藤行紀，鈴木啓司，小谷明弘，

冨田哲也，菅本一臣，山崎隆治，市村正一：

型人工膝関節の生体内動作解析．第 回日本

人工関節学会，宜野湾， 年 月 日．

 星亨，工藤文孝，山岸賢一郎，西野雅人：広範囲骨欠損

を伴う感染性偽関節に対する 法の治療戦略．第

回日本創外固定・骨延長学会学術集会，久留米，

年 月 日．

 星亨，工藤文孝，山岸賢一郎，西野雅人：骨欠損に対す

る治療法 法の極み．第 回日本創外固定・骨

延長学会学術集会，久留米， 年 月 日．

 加藤聡一郎，星亨，山岸賢一郎，工藤文孝：高齢者の脛

骨近位部骨折に対する窓外固定器の有用性．第 回日本

創外固定・骨延長学会学術集会，久留米， 年 月

日．

 森井健司，須佐美知郎，小林英介：デノスマブによる骨

巨細胞腫治療に関する多施設共同研究－プロトコール解

析による問題点抽出の試み－．第 回関東整形災害外科

学会，東京， 年 月 日．

 日下達夫，長谷川雅一，市村正一： 週 回製剤と連日

製剤の服薬アドヒアランスに関する調査．第 回関東整

形災害外科学会，東京， 年 月 日．

 稲田成作，丸野秀人，大畑徹也，宝亀登，市村正一：橈

骨遠位端骨折患者において骨粗鬆症の合併は受傷時施

行する単純レントゲン線像で予測できる．第 回関東整

形災害外科学会，東京， 年 月 日．

講 演（教育研修講演，他）

 市村正一：整形外科における骨粗鬆症診療の実際．第

回たちかわ生活習慣病フォーラム，立川， 年 月 日．

 市村正一：最新の骨粗鬆症に対する薬物療法．富士吉田

医師会学術講演会，富士吉田， 年 月 日．

 星亨：大腿骨近位部骨折の治療 なぜ偽関節になっ

た！？原因と対処法． ，

東京， 年 月 日．

 市村正一：日常診療における骨粗鬆症治療．城東骨粗鬆

症セミナー，東京， 年 月 日．

 市村正一：実臨床における骨粗鬆症薬物治療－ビスホス

ホネート月 回製剤及びエルデカルシトールを中心に－．

第 回琉球整形外科フォーラム，南風原， 年 月 日．

 林光俊：運動器傷害について．埼玉県養護教員研修会，

東京， 年 月 ．

 星亨：大腿骨近位部骨折の治療 なぜ偽関節になっ

た！？原因と対処法． ，

東京， 年 月 日．

 森井健司：骨軟部腫瘍の外来診療－症例に学ぶ病診連携

－．鹿嶋整形外科医会，鹿嶋， 年 月 日．

 市 村 正 一 ： 多 様 化 す る 骨 粗 鬆 症 薬 物 療 法 の 実 際 ．

浜松，浜松， 年 月

日．

 長谷川雅一：〜健康長寿へ向けて〜ロコモティブシンド

ロームと骨粗鬆症対策．三鷹市健康長寿講演会，三鷹，

年 月 日．

 市村正一：日常診療における骨粗鬆症薬物療法－イバン

ドロネートを中心に－．「ロコモ」予防と治療を考える

会，つくば， 年 月 日．

 林光俊：テニスによるスポーツ傷害と予防法－全日本医

師テニス大会のアンケート調査を主として－．日本医師

テニス協会予防医学研究会，昭島， 年 月 日．

 市村正一：日常診療における骨粗鬆症治療．鎌倉市内科

医会学術講演会，鎌倉， 年 月 日．

 市村正一：骨粗鬆症診療におけるビスホスホネート静注

製剤の有用性．第 回日本骨粗鬆症学会，仙台， 年

月 日．

 星亨：大腿骨遠位端，脛骨近位端骨折 創外固定法．日

本骨折治療学会研修会第 回アドバンスコース，神戸，

年 月 日．

 市村正一：脊椎・脊髄性の慢性疼痛に対する薬物療法．

，甲府， 年 月

日．

 市村正一：脊椎疾患におけるテリパラチドの有用性－最

新の知見とその課題－．第 回日本脊椎インストゥルメ

ンテーション学会，長崎， 年 月 日．

 市村正一：脊椎疾患におけるテリパラチドの臨床応用．

第 回日本側彎症学会，京都， 年 月 日．

 長谷川雅一：骨粗鬆症性骨折について〜予防，診断，治

療〜．杏林医学会市民公開講座，三鷹， 年 月 日．

 星亨：大腿骨転子部骨折の注意すべき骨折とその整復手

技．第 回 研修会，大阪， 年 月 日．

 市村正一：骨粗鬆症診療におけるデノスマブの有用性．

会，甲府， 年 月 日．

 市村正一：デュロキセチンの脊椎疾患における有用性．

，東京， 年 月

日．

 市村正一：デュロキセチンの脊椎疾患における有用性．

多摩地区慢性疼痛セミナー，立川， 年 月 日．

 市村正一：脆弱性椎体骨折の予防と治療．第 回 脊椎

疾患秒針連携研究会，東京， 年 月 日．

 長谷川雅一：学校健診における運動器検診の役割．東村

山市学校保健会全体研修会，東村山， 年 月 日．

 長谷川雅一：〜健康長寿へ向けて〜ロコモティブシンド

ロームと骨粗鬆症対策．三鷹市老人会，三鷹， 年

月 日．

 市村正一：骨粗鬆症薬物療法の実際と今後の課題．第

回小県医師会学術講演会，上田， 年 月 日．

 市村正一：実臨床に学ぶ骨粗鬆症薬物療法．第 回柏市

整形外科医会学術講演会，柏， 年 月 日．

 長谷川雅一：骨粗鬆症・椎体骨折に起因する腰痛へのア

プローチ〜保存療法による腰痛へのアプローチ〜薬物療

法の選択と開始のタイミング．第 回腰痛シンポジウム，

東京， 年 月 日．
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論 文

 市村正一：骨代謝マーカー 解説 ．腫瘍内科 ：

，

 ， ， ， ，

， ， ， ， ，

， ， ， ，

，

 ， ， ， ，

，

 山田圭 ，松山幸弘 ，小林祥 ，長濱賢 ，和田簡一郎 ，

田所伸朗 ，村本明生 ，寒竹司 ，岩崎博 ，関庄二 ，平

尾雄二郎 ，溝田敦子 ，安藤宗治 ，山本直也 ，角谷智 ，

大田亮 ，伊藤全哉 ，藤原靖 ，木田和伸 ，高橋雅人，川

端茂徳 ，齋藤貴徳 ，谷俊一 ，里見和彦，四宮謙一 （

日本脊椎脊髄病学会モニタリングワーキンググループ）：

脊柱変形の病態別に見た脊椎矯正手術におけるアラーム

ポイントの検討 日本脊椎脊髄病学会脊髄モニタリング

ワーキンググループ多施設前向き研究．

．

 小林祥 ，松山幸弘 ，川端茂徳 ，安藤宗治 ，寒竹司 ，

高橋雅人，伊藤全哉 ，藤原靖 ，田所伸朗 ，和田簡一郎

，山田圭 ，山本直也 ，木田和伸 ，谷俊一 （ 日本脊椎

脊髄病学会モニタリングワーキンググループ）：ハイリ

スク脊椎手術における術中脊髄モニタリング 脊椎脊髄

病学会モニタリング委員会による 多施設研究．

．

 小林祥 ，松山幸弘 ，川端茂徳 ，安藤宗治 ，寒竹司 ，

高橋雅人，伊藤全哉 ，藤原靖 ，田所伸朗 ，和田簡一郎

，山田圭 ，山本直也 ，谷俊一 （ 日本脊椎脊髄病学会

モニタリングワーキンググループ）：日本脊椎脊髄病学

会術中脊髄モニタリングワーキンググループの過去 年

にわたる多施設研究成果．臨神生 ．

 小林祥 ，松山幸弘 ，川端茂徳 ，安藤宗治 ，寒竹司 ，

高橋雅人，伊藤全哉 ，藤原靖 ，田所伸朗 ，和田簡一郎

，山田圭 ，山本直也 ，木田和伸 ，谷俊一 （ 日本脊椎

脊髄病学会モニタリングワーキンググループ）：高リス

ク脊椎手術における 解析 脊椎脊髄病学会

モニタリング委員会による多施設研究．脊髄機能診断

．

 藤原靖 ，松山幸弘 ，小林祥 ，伊藤全哉 ，山田圭 ，齋

藤貴徳 ，川端茂徳 ，木田和伸 ，寒竹司 ，和田簡一郎 ，

安藤宗治 ，山本直也 ，高橋雅人，四宮謙一 ，里見和彦，

谷俊一 （ 日本脊椎脊髄病学会脊髄モニタリングワーキ

ンググループ）：経頭蓋刺激筋誘発電位術中脊髄モニタ

リングを用いた脊髄髄内腫瘍摘出術の手術戦略 日本

脊椎脊髄病学会多施設共同前向き研究．脊髄機能診断

．

 

 

 大畑徹也，稲田成作，丸野秀人，市村正一，山口芳裕，

星 亨 ： 当 院 に お け る 寛 骨 臼 骨 折 の 治 療 成 績 ． 骨 折

， ．

 加藤聡一郎，大畑徹也，山口芳裕，稲田成作，市村正一，

星亨：大腿骨骨幹部骨折に同側の外傷性股関節脱臼を合

併した 例．骨折 ．

 大畑徹也，星亨，樽井武彦，山口芳裕，市村正一：骨盤

輪骨折を伴う多発外傷における血清乳酸値の検討と有用

性．別冊整形外 ， ．

 佐野秀仁，市村正一，長谷川雅一，高橋雅人，五十嵐一

峰，長谷川淳，佐藤俊輔，里見和彦：胸腰椎移行部での

骨粗鬆症性椎体圧迫骨折に対する後側方固定術の臨床

成績． ．

 井上功三朗，長谷川雅一，市村正一：ラロキシフェン塩

酸塩とエルデカルシトールの併用効果の検討～アルファ

カルシドールからエルデカルシトールへの切り替え～．

日本骨粗鬆症会誌

 坂倉健吾，佐々木茂，市村正一： 直視下腱板

修復術と鏡視下腱板修復術の比較．肩関節

，

 稲田成作，丸野秀人，大畑徹也，市村正一：小児

骨折に橈尺骨遠位骨端線損傷を合併した 例．骨折

 青柳貴之，森井健司，市村正一：乳児の中手骨に発生し

たランゲルハンス組織球症の 例．東日本整災会誌

 竹内拓海，河野仁，片岡嗣和，中道清広，橘安津子，市

村正一：頸椎前方固定術後血腫を繰り返した一例．日脊

髄障害医会誌 ．

 藤井肇，佐野秀仁，高橋雅人，長谷川淳，佐藤俊輔，市

村正一：発症時片麻痺を呈した の急

性頸椎硬膜外血腫の 例．日脊髄障害医会誌

 松隈卓徳，大畑徹也，稲田成作，市村正一，丸野秀人，

山口芳裕：距骨骨折に同側の踵骨骨折を伴った 例．骨

折 ， ．

 高柳正俊，星亨，工藤文孝，山岸賢一郎：非転位型大腿

骨頸部骨折におけるハンソンピンの治療成績．骨折

．

 稲永紗季，森井健司，丸野秀人，本谷啓太，平野和彦，

市村正一：手根骨に発生した骨巨細胞腫の 例．整形外

科 ．

 川野洋介，青柳貴之，吉山晶，田島崇，森井健司，市村

正一 類骨骨腫の切除における の応用．関東整災誌

 大畑徹也：整形外科領域における感染対策 軟部組織感

染症．臨と微生物

 市村正一：整形外科学領域における感染症「骨・関節術

後感染予防ガイドライン 」の概要．臨と微生物

，

 林光俊：アキレス腱断裂の保存療法－ ，カラードプ

ラ，エラストグラフィを用いた経時的経過を主として－．

関節外科 ．
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 小林幸一郎，佐々木茂，久保寺司，白倉裕也，向山耕太，

荻原千尋，代永紗妃，前嶋哲男，相川大介，諸井威彦

当院における地域スポーツ活動への関わり－高校柔道部

をモデルとして－．山梨医

 大森雅夫，渋谷賢，佐野秀仁，中島剛，鈴木伸弥，入江

駿，大木紫，遠藤隆志，五十嵐一峰，市村正一：頸髄症

患者における巧緻運動機能の客観的評価法の開発．脊髄

機能診断 ，

 長谷川淳，高橋雅人，里見和彦，佐野秀仁，佐藤俊輔，

長谷川雅一，市村正一：術中脊髄モニタリングが有用と

思われた頚椎後縦靭帯骨化症の 例．脊髄機能診断

， ．

 西野雅人，森脇孝博，五十嵐一峰，市村正一：大腿骨転

子部骨折後に大腿骨外側部の仮性動脈瘤を合併した 例．

関東整災誌

著 書

 森井健司：骨・軟部腫瘍および腫瘍類似疾患 脊索腫．

今日の整形外科治療指針 第 版．土屋弘行，紺野慎一，

田中康仁，田中栄，松田秀一編．東京，医学書院， ．

報告書

 森井健司：厚生労働科学研究委託費 革新的がん医療実

用化研究事業 高悪性度骨軟部腫瘍に対する標準治療

確立のための研究．平成 年度 委託業務成果報告書．

その他

 市村正一：腰部脊柱管狭窄症．月刊ことぶき 月号，寿

出版株式会社， ，

 市村正一：カルシウム摂取量と骨折リスク：系統的レビ

ュー． ，

皮膚科学教室

講 演

 大山学：症例から学ぶ難治性脱毛症治療の考え方．第

回日本臨床皮膚科医会総会・臨床学術大会，岡山，

年 月 日．

 川野貴代，佐藤洋平，加藤峰幸，早川順，大山学：ニボ

ルマブからベムラフェニブに変更し皮疹出現後も継続投

与可能であった悪性黒色腫の 例．第 回日本皮膚悪性

腫瘍学会学術大会，鹿児島， 年 月 日．

 福山雅大，向井美穂，稲積豊子：左上下肢に生じた好酸

球性筋膜炎の 例．第 回日本皮膚科学会総会，京都，

年 月 日．

 佐藤洋平，早川順，大山学：ニボルマブ投与により甲状

腺機能異常を来した悪性黒色腫の 例．第 回日本皮膚

科学会総会，京都， 年 月 日．

 加藤峰幸：ウイルス・薬剤による紅皮症．第 回日本

皮膚科学会総会，京都， 年 月 日．

 橋本亜理沙，早川順，水川良子，大山学： 代男性に発

症した抗 抗体陽性の皮膚筋炎 例．第 回日本皮膚

科学会総会，京都， 年 月 日．

 大山学：男性型脱毛症revisit−病態・診断・治療を改め

て考える−．第 回日本皮膚科学会総会，京都， 年

月 日．

 下田由莉江：発汗障害から考えるアトピー性皮膚炎の病

態とその対策．第 回日本皮膚科学会総会，京都，

年 月 日．

 

 福山雅大，佐藤洋平，早川順，大山学：頭部の紅色皮膚

腫瘤．第 回二本皮膚病理組織学会，東京， 年 月

日．

 新田桐子，下田由莉江，早川順，大山学，小林誠，高山

信之：当初，蜂窩織炎を考えた後天性血友病の 例．日

本皮膚科学会第 回東京地方会，東京， 年 月 日．

 木下（伊勢）美咲，久保亮治，佐々木貴史，梅垣知子，

天谷雅行，大山学：画像解析を用いた 変

異による常染色体劣性縮毛症・乏毛症の臨床的重症度に

寄与する因子の同定．第 回皮膚かたち研究学会，東京，

年 月 日．

 大山学：小児の脱毛症診療のポイント－円形脱毛症を中

心に－．第 回日本小児皮膚科学会，広島， 年 月

日．

 福山雅大，向井美穂，稲積豊子：呼吸不全により急速な

転帰を辿った腫瘍関連血管炎の 例．日本皮膚科学会第

回東京支部合同臨床地方会，東京， 年 月 日．

 大山学：データから考えるビマトプロストの作用機序と

睫毛貧毛症への応用．第 回日本美容皮膚科学会総会・

学術大会，東京， 年 月 日．

 

 

 下田由莉江，佐藤洋平，吉池沙保里，磯村杏耶，下山田

博明，早川順，大山学：有茎性腫瘤を呈した肛囲乳房外

病の 例．日本皮膚科学会第 回東京地方会，東

京， 年 月 日．

 川北梨乃，水川良子，内田理美，新田桐子，大山学：皮

膚コレステリン肉芽腫の 例．日本皮膚科学会第 回東

京地方会，東京， 年 月 日．

 新 田 桐 子 ， 水 川 良 子 ， 松 岡 弘 芳 ， 大 山 学 ：

を認めた悪性腫瘍随伴皮

膚筋炎の 例．第 回日本皮膚科学会東部支部学術大会，

浜松， 年 月 日．

 加藤峰幸，新田桐子，狩野葉子，山田昌和，大山学：偽

膜形成の眼症状からスティーヴンス・ジョンソン症候群

を考えた塩酸フェニレフリン点眼剤による接触皮膚炎の

一例．第 回日本皮膚アレルギー・接触皮膚炎学会総会

学術大会，東京， 年 月 日．

 

 福井香苗，下田由莉江，佐藤洋平，早川順，大山学：

の 例－免疫組織化学的考察を加

えて．第 回日本皮膚科学会東京地方会，東京，

年 月 日．

 村松有亜，加藤峰幸，佐藤洋平，大山学：アナフィラキ

シーショックで発症し複数の食物アレルゲンをもつ口腔

アレルギー症候群の 例．第 回杏林医学会総会，三鷹，

年 月 日．

 菅野秀美，佐藤洋平，早川順，大山学：寛解中に

病を発症し腫瘍周囲のみに水疱の再発をみた水疱性類天

疱瘡の 例．第 回杏林医学会総会，三鷹， 年 月

日．
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 吉池沙保里，福山雅大，長内喜代乃，大森嘉彦，大山学：

細胞腫の摘出により症状の改善をみた女

性型脱毛症の 例．第 回毛髪科学研究会，北九州，

年 月 日．

 佐藤洋平，吉池沙保里，福山雅大，木下美咲，大山学：

重症広汎性円形脱毛症に対する点滴静注ステロイドパル

ス療法が患者の全身状態に与える影響について．第 回

毛髪科学研究会，北九州， 年 月 日．

 

 

 水川良子：日常診療でよくみる薬疹．第 回総合アレル

ギー講習会，横浜， 年 月 日．

 菅野秀美，佐藤洋平，早川順，大山学：寛解中に が

生じ腫瘍周囲のみに再燃した水疱性類天疱瘡の 例．第

回日本皮膚科学会東京地方会，東京， 年 月

日．

 村松有亜，福山雅大，早川順，千葉知宏，大山学：局所

再発を繰り返した神経内分泌化を伴う外陰部皮膚粘膜

癌の 例．第 回日本皮膚科学会東京地方会，東京，

年 月 日．

 大山学：脱毛症治療の考え方 病態を考慮したアプロー

チの最適化を目指して．第 回日本皮膚科学会東京支部

学術大会，横浜， 年 月 日．

 下田由莉江，福井香苗，早川順，大山学：切除後再発を

繰り返し顔面肉芽腫と考えた 例．第 回日本皮膚科学

会東京支部学術大会，横浜， 年 月 日．

 木下美咲，塚島明希，木下智成，山﨑好美，大山学：ヒ

ト線維芽細胞における シグナル活性化時の 発現プ

ロファイルの変化とその毛包再生促進効果の検討．第

回日本再生医療学会総会，仙台， 年 月 日．

 吉池沙保里，福山雅大，長内喜代乃，大森嘉彦，大山学：

男性ホルモン産生腫瘍により生じた女性型脱毛症の 例．

第 回日本皮膚科学会東海地方会，津， 年 月 日．

 

 

 
論 文

 水川良子：薬疹という “地雷”

： ， ．

 水川良子： 感染症のすべて．

： ， ．

 角田梨沙 ，大山学，池田政身 ，加藤りか ，戸田郁子 ，

坪田一男 ，久保亮治 （ 慶應大学， 高松赤十字病院，

南青山アイクリニック）： 症候群の 例 感染コント

ロールの重要性．臨皮 ： ， ．

 吉池沙保里，佐藤洋平，早川順，大山学：画像所見から

石灰化上皮腫も疑われた巨大皮膚線維腫．皮膚診療 ：

， ．

 大山学：男性型脱毛症の新しい治療．臨皮 ：

， ．

 

 

 福山雅大，早川順，五味方樹，大山学： 感染を合併

し特異な臨床像を呈した落葉状天疱瘡の 例．臨皮

： ， ．

 水川良子，塩入瑞江，青山裕美 （ 川崎医科大学）：重

症薬疹のバイオマーカーとしてのサイトカイン，ケモカ

イン． ： ， ．

 

 塩原哲夫，狩野葉子，水川良子，ほか：重症多形滲出性

紅斑 スティーブンス・ジョンソン症候群・中毒性表皮

壊死症診療ガイドライン．日皮会誌 ： ，

．

 

 狩野葉子，平原和久：重症薬疹の予後． ：

， ．

 川野貴代，堀江千穂，早川順，水川良子，狩野葉子，塩

原哲夫： が関与したと考えられ

る急性陰門潰瘍．臨皮 ： ， ．

 

 大山学：これが毛の正常構造だ！．

： ， ．

 大 山 学 ： こ れ が 円 形 脱 毛 症 の 組 織 像 だ ！ ．

： ， ．

 向井美穂 ，福山雅大，稲積豊子 ，平田俊吉 （ 国家公務

員共済組合連合会立川病院， 平田循環器内科）：後天

性穿孔性皮膚症を合併した結節型類天疱瘡．皮病診療

： ， ．
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 吉池沙保里，加藤峰幸，大山学：偽リンパ腫様の外観を

呈した皮膚線維腫の 例．皮膚臨床 ：

．

 

 水川良子，狩野葉子：口唇に生じる固定薬疹．

： ， ．

 

 

 佐藤洋平，大山学：おとなの急速進行型円形脱毛症に対

するステロイドパルス療法の実際． ： ，

．

 吉池沙保里，大山学：おとなが悩む睫毛貧毛症の基礎知

識とその治療． ： ， ．

 

 

 

 

 

 狩野葉子，水川良子：薬剤性過敏症症候群における肺炎

−ニューモシスチス肺炎を中心に−．日皮会誌 ：

， ．

 

著 書

 水川良子：重症薬疹としての固定薬疹．薬疹の診断と治

療アップデート－重症薬疹を中心に－．塩原哲夫編．大

阪，医薬ジャーナル社， ． ．

 

 大山学：脱毛症．マイスターから学ぶ 皮膚科治療薬の

服薬指導術．大谷道輝，宮地良樹編．大阪，メディカル

レビュー社， ． ．

その他

 水川良子：皮膚科救急現場から～入院か外来か ステロ

イドを使うか，使わないでこらえるか？．マルホ皮膚科

セミナー ： ， ．

 

 大山学：病態から考える円形脱毛症の治療．第 回東邦

大学皮膚科同門会総会・学術講演会，東京， 年 月

日．

 下田由莉江：毛孔性紅色粃糠疹？の経過中に水疱性類天

疱瘡を合併した 例．多摩皮膚科専門医会 月例会，武蔵

野， 年 月 日．

 

 大山学：外科・整形外外科医のための皮膚科最新情報

－杏林大学での取り組みも含めて－．三鷹外科・整形外

科医療連携ゼミナール，東京， 年 月 日．

 大山学：知っておきたい皮膚科最新情報－杏林大学の取

り組みも含めて－．調布市医師会学術講演会，東京，

年 月 日．

 佐藤洋平： 脱毛後の発汗障害と皮膚疾患．第 回汗と

皮膚疾患の研究会，東京， 年 月 日．

 佐藤洋平：杏林大学における皮膚悪性腫瘍治療．多摩皮

膚悪性腫瘍病診連携セミナー，東京， 年 月 日．

 大山学：円形脱毛症－治療の一工夫．第 回皮膚科合同

カンファレンス，東京， 年 月 日．

 早川順：うっかりではすまないフッ化水素熱傷．第 回

皮膚科合同カンファレンス，東京， 年 月 日．

 新田桐子：治りにくい蕁麻疹の治療．第 回皮膚科合同

カンファレンス，東京， 年 月 日．

 佐藤洋平：悪性黒色腫－最新の治療－．第 回皮膚合同

カンファレンス，東京， 年 月 日．
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 大山学：耳鼻咽喉科医師のための皮膚科最新情報 －杏

林大学での取り組みも含めて－．第 回杏林大学耳鼻咽

喉科病診連携カンファレンス・講習会，東京， 年

月 日．

 新田桐子：乾癬に合併した水疱症の 例．多摩皮膚科専

門医会 月例会，武蔵野， 年 月 日．

 吉池沙保里：鉱石を用いた乾癬治療による接触皮膚炎が

疑われた 例．多摩皮膚科専門医会 月例会，武蔵野，

年 月 日．

 大山学：病態を考えた脱毛症治療の実際．七地区皮膚科

医会合同学術集会，東京， 年 月 日．

 大山学：皮膚科情報アップデート －杏林大学の取り組

みも含めて－．武蔵野市医師会学術講演会，東京，

年 月 日．

 加藤峰幸：接触皮膚炎の診断におけるパッチテストの有

用性．第 回デルマ会，東京， 年 月 日．

 水川良子：薬疹 第 回葛南部皮膚疾患勉

強会，千葉， 年 月 日．

 大 山 学 ： 脱 毛 症 治 療 ．

，大阪， 年 月 日．

 大山学：どこまで治せる？新しい脱毛症治療．文部科学

省 地（知）の拠点「健康寿命延伸」講座，三鷹，

年 月 日．

 大山学：脱毛症 ．第 回ウインターセミナー，東

京， 年 月 日．

 大山学：杏林大学皮膚科の取りくみ－特に脱毛症，アト

ピー性皮膚炎，皮膚感染症を中心に－．三鷹市医師会学

術講演会，東京， 年 月 日．

 大山学：脱毛症治療の新知見－杏林大学での取り組みを

含めて－．第 回春景会（横浜市大皮膚科同門会）学術

講演会，東京， 年 月 日．

 大山学：脱毛症と再生医療．平成 年度日本皮膚科学会

研修講習会 必須 コース，東京， 年 月 日．

 水川良子：保湿剤が効く様々な皮膚疾患 マルホスキン

ケアセミナー，東京， 年 月 日．

 水川良子：乾癬治療の最前線 − 阻害薬治療経験を

ふまえて−，東京， 年 月 日．

 大山学：病態に基づく脱毛症治療のストラテジー．西宮

市・芦屋市・尼崎市・伊丹市・宝塚市医師会皮膚科医会，

学術講演会，西宮， 年 月 日．

 佐藤洋平： グラフトが有効だった白斑の 例．多摩皮

膚科専門医会 月例会，武蔵野， 年 月 日．

 福山雅大： 小柳 原田病に伴う脱毛について －実

際の症例の治療経験に基づく考察－．多摩皮膚科専門医

会 月例会，武蔵野， 年 月 日．

 
形成外科学教室

講 演

 尾崎峰，井原玲，岩科裕己，清家志円，白石知大，多久

嶋亮彦，波利井清紀：頭頸部動静脈奇形に対する分割切

除法”bordering method”．第 回日本形成外科学会総

会・学術集会，福岡， 年 月 日

 菅浩隆，尾崎峰，成田圭吾，白石知大，江藤ひとみ，佐

藤卓士，多久嶋亮彦，波利井清紀：眼瞼下垂症手術にお

ける修正手術のリスク因子解析．第 回日本形成外科学

会総会・学術集会，福岡， 年 月 日．

 成田圭吾，多久嶋亮彦，白石知大，菅浩隆，尾崎峰，波

利井清紀：二腹に分割した神経血管柄付き遊離広背筋移

植による笑いの再建．第 回日本形成外科学会総会・学

術集会，福岡， 年 月 日．

 安倍吉郎，柏木圭介，峯田一秀，山下雄太郎，橋本一郎：

を用いた下眼瞼再建症例の検討 ～術後外反

と下垂はなぜ起こるのか～．第 回日本形成外科学会総

会・学術集会，福岡， 年 月 日

 橋本一郎，安倍吉郎，柏木圭介，峯田一秀，山下雄太郎．

神経障害を主原因とする糖尿病足潰瘍の治療法：遊離組

織移植術を中心に．第 回日本形成外科学会総会・学術

集会，福岡， 年 月 日

 白石知大，菅浩隆，多久嶋亮彦，波利井清紀：乳房正面

に 瘢 痕 を 残 さ な い 乳 房 固 定 術 （

）．第 回日本形成外科学会総

会・学術集会，福岡， 年 月 日

 白石知大，菅浩隆，多久嶋亮彦，波利井清紀：なぜ思い

通りに再建できないのか？－ と の

関係．第 回日本形成外科学会総会・学術集会，福岡，

年 月 日

 岩科裕己，尾崎峰，井原玲，栗田昌和，多久嶋亮彦，波

利井清紀：動静脈奇形切除後の再建方式による病変制御，

再発に関する検討 第 回日本形成外科学会総会・学術

集会，福岡， 年 月 — 日

 大浦紀彦，清家志円，河内司，井原玲，若林桂介，景山

大輔，大峯啓志，多久嶋亮彦，波利井清紀：糖尿病性足

壊疽に対する血管柄付き自家遊離組織移植術の工夫

－吻合と静脈灌流不全に関する検討－ 第 回日本形成

外科学会総会・学術集会，福岡， 年 月 日

 大浦紀彦：糖尿病性足病変の治療戦略 なぜ形成外科医

が治療しなくてはいけないのか 第 回日本形成外科学

会総会・学術集会，福岡， 年 月 日

 大浦紀彦：形成外科の成長戦略 新設された下肢末梢動

脈疾患指導管理加算のインパクト 第 回日本形成外科

学会総会・学術集会，福岡， 年 月 日

 

 

 大浦紀彦：透析患者の を救え！はじめよう，透析患

者の下肢の重症化予防．第 回埼玉フットケア研究会，

さいたま， 年 月 日

 大浦紀彦：透析患者のための下肢の重症化予防．第 回

東京看護腎臓不全研究会，東京， 年 月 日

 

 
：

 

 多久嶋亮彦：顔面神経機能再建の進歩と将来 先天性顔
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面神経麻痺に対する笑いの再建．第 回日本耳鼻咽喉

科学会通常総会・学術講演会，名古屋， 年 月 日

 岩科裕己： モニターを用いて切除術を施行した頭蓋

内顔面部巨大動静脈奇形の 例．第 回日本血管腫血管

奇形学会学術集会，石垣， 年 月 日

 大浦紀彦：糖尿病における下肢救済・足病治療の向上に

よる重症化予防 歩行のため足創傷治療と多施設連携．

第 回日本糖尿病学会年次学術集会，京都， 年 月

日

 海野早織，尾崎峰，井原玲，岩科裕己，平野浩一，多久

嶋亮彦，波利井清紀：治療に難渋した幼児頸部巨大静脈

奇形の一例．第 回日本血管腫血管奇形学会学術集会，

石垣， 年 月 日

 井原玲，尾崎峰，岩科裕己，清家志円，多久嶋亮彦，波

利井清紀：鎖骨部血管奇形に対する我々の治療方針．第

回日本血管腫血管奇形学会学術集会，石垣， 年

月 日

 北澤直美，滝沢サユミ，岩崎恵，金安美喜，金城多恵子，

具志堅真里，大浦紀彦：血液透析患者の還流指標（ ）

による足趾血流評価．第 回日本下肢救済・足病学会学

術集会，東京， 年 月 日

 清家志円，大浦紀彦，森重侑樹，大島直也，多久嶋亮彦，

波利井清紀：形成外科医が発信する創傷治療 血管柄付

き遊離組織移植術による再建．第 回日本下肢救済・足

病学会学術集会，東京， 年 月 日

 尾崎峰，井原玲，岩科裕己，栗田昌和：下肢における血

管 奇 形 病 変 の 診 断 と 治 療 － 特 に

について．第 回日本下肢救済・足病学会学術

集会，東京， 年 月 日

 柏木圭介，福永豊，安倍吉郎，峯田一秀，山下雄太郎，

橋本一郎 末梢神経ブロック下で施行した下肢大切断の

例．第 回日本下肢救済・足病学会学術集会，東京，

年 月 日

 成田圭吾，多久嶋亮彦，波利井清紀：陳旧性顔面神経麻

痺に対する一期的遊離広背筋移植術：再移植症例の検討．

第 回日本顔面神経研究会，大阪， 年 月 日．

 多久嶋亮彦：病的共同運動・顔面拘縮に対するわれわれ

の治療方針．第 回日本顔面神経研究会，大阪， 年

月 日

 森重侑樹，大浦紀彦，多久嶋亮彦，波利井清紀：重症下

肢虚血に対する下肢大切断術の検討．第 回日本下肢救

済足病学会学術集会，東京， 年 月 日

 宇都宮誠，大浦紀彦，河内司，木下幹雄，富田益臣：

レジストリーから見えてきた足病診療の現実と課題．第

回日本下肢救済足病学会学術集会， 年 月 日

 峯田一秀，松村辰彦，戸田皓大，山下雄太郎，柏木圭介，

安倍吉郎，橋本一郎：当科における皮膚原発浸潤性有棘

細胞癌の臨床統計．第 回日本皮膚悪性腫瘍学会学術大

会，鹿児島， 年 月 日

 大浦紀彦：下肢救済のための治療・活動，今後の展望 下

肢重症化予防の夜明け．第 回日本下肢救済足病学会学

術集会，東京， 年 月 日

 大浦紀彦：下肢救済のための創傷治療とケア 下肢重症

化予防 ．第 回博多糖尿病・フットケアセミナー，福岡，

年 月 日

 成田圭吾，多久嶋亮彦，波利井清紀：頭頸部癌放射線治

療後の後遺症に対する外科治療．第 回日本頭頸部癌学

会学術集会，さいたま， 年 月 日．

 尾崎峰，栗田昌和，白石知大，多久嶋亮彦，波利井清紀：

顔面単純性血管腫に対する幼少時期のラジウム針治療が

発生源と考えられた巨大顔面扁平上皮癌の 例．第 回

日本頭頸部癌学会学術集会，さいたま， 年 月 日

 大浦紀彦：医療政策現場から考える 『骨太の方針

策定後の「下肢未梢動脈疾患指導管理料」の実現』への

道のりについて．第 回日本透析医学会学術集会，大阪，

年 月 日

 宮本快介，上野貴之，伊坂泰嗣，伊藤大樹，伊美建太郎，

北村真奈美，井本滋，白石知大：当院における乳がん手

術，乳房再建術の動向と評価．第 回日本乳癌学会学術

総会，東京， 年 月 日

 大浦紀彦：最新の創傷治療 ・透析患者のフットケ

ア．システム総研慢性創傷セミナー，東京， 年 月

日

 大浦紀彦：透析患者の下肢重症化予防のための創傷ケア．

第 回飯田橋透析・アクセス懇話会，東京， 年 月

日．

 大浦紀彦：透析患者の下肢重症化予防．第 回新宿副都

心透析医会，東京， 年 月 日

 大浦紀彦：透析患者の下肢重症化予防のための創傷ケア．

第 回三河透析懇話会，名古屋， 年 月 日．

 ：

 大浦紀彦：糖尿病性足病変の感染症対策 下肢軟部組織

感染の考え方．関西医大フットケアセミナー，大阪，

年 月 日

 尾崎峰，佐藤卓志，江藤ひとみ，多久嶋亮彦，波利井清

紀：陳旧性眼窩内骨折に伴う眼球陥凹に対するわれわれ

の治療法．第 回日本創傷外科学会総会・学術集会，東

京， 年 月 日

 海野早織，大浦紀彦，大島直也，森重侑樹，関山琢也，

河内司，多久嶋亮彦，波利井清紀：入院治療を行った難

治性下肢潰瘍患者の実情と転帰．第 回日本創傷外科学

会総会・学術集会，東京， 年 月 日

 森重侑樹，大浦紀彦，多久嶋亮彦，波利井清紀：逆行性

胸鎖乳突筋弁により胸鎖関節部感染・胸骨骨髄炎を治療

した 例．第 回日本創傷外科学会総会・学術集会，東京，

年 月 日

 大浦紀彦：下肢軟部組織感染症に対する治療戦略．

感染症フォーラム ，米子， 年 月 日．

 大浦紀彦：糖尿病性足病変の重症化を予防するフットケ

ア．第 回糖尿病フットケアセミナー 多摩，国分寺，

年 月 日

 大浦紀彦：高齢者のトータルサポート の

治療．第 回日本褥瘡学会学術集会，横浜， 年 月

日

 大浦紀彦：創傷被覆材の使い方．第 回日本褥瘡学会学

術集会，横浜， 年 月 日

 吉村美音，長谷川恵梨，石園夢，川島智美，山田千尋，

鈴木尚，大浦紀彦：クリティカルケア領域でのマネージ

メント 周術期・手術室における褥瘡発生と予防．第

回日本褥瘡学会学術集会，横浜， 年 月 日

 大浦紀彦：透析下肢末梢動脈疾患患者の重症化予防．第

回透析患者の糖尿病治療を考える会，東京， 年 月

日

 佐久智紀，森光代，石田幸平，成田圭吾，岡島康友：壊

死性筋膜炎後の肘屈筋群および橈骨神経傷害に対する

薄筋移植と円回内筋移行による機能再建症例の経験．第

回日本作業療法学会，札幌， 年 月 日．

 大浦紀彦： の治療戦略－透析患者を から救うため

に行うべきこと－末梢動脈疾患患者の重症化予防．第

回那珂川フットケアミーティング，福岡， 年 月

日

 ：
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 大浦紀彦：高齢者の創傷治療とケア スキンテアの予防

と管理．第 回西多摩栄養管理研究会，青梅， 年

月 日

 大浦紀彦： と武士道． プレ

ゼン ツナガル一般社団法人チーム医療フォーラム

〜参加する医療で，社会を良くする，東京， 年 月

日

 大浦紀彦：糖尿病性足病変の重症化を予防するフットケ

ア．第 回魚沼足を学ぶ会，新潟， 年 月 日

 大浦紀彦：軟部組織感染症に対する治療戦略 洗浄と血

流で感染を制御しよう．第 回日本感染症学会東日本地

方会学術集会・第 回日本化学療法学会東日本支部総会

合同学会，新潟， 年 月 日

 尾崎峰：顔面骨骨折の画像診断– ＆

第 回日本頭蓋顎顔面外科学会学術集会，東京， 年

月 日

 菅浩隆，多久嶋亮彦，波利井清紀：創傷治癒過程におけ

るサイトカイン分泌を介した血管新生メカニズム．第

回日本形成外科学会基礎学術集会，大阪， 年 月

日．

 

 白石知大，菅浩隆，多久嶋亮彦，波利井清紀：人工物を

用いた再建の合併症：西洋的問題点 ．第

回日本乳房オンコプラスティックサージャリー学会，

舞浜， 年 月 日

 白石知大，菅浩隆，辻直子，多久嶋亮彦，波利井清紀：

高齢者における乳房再建術：再建中断症例の検討．第

回日本乳房オンコプラスティックサージャリー学会，舞

浜， 年 月 日

 藤木政英，尾崎峰，中山玲玲，江藤ひとみ，海暁子，海

野早織，多久嶋亮彦，波利井清紀：切除と炭酸ガスレー

ザーによる削皮を組み合わせた広範型表皮母斑の治療．

第 回日本レーザー医学界総会，旭川， 年 月

日．

 

 大浦紀彦：軟部組織感染症に対する治療戦略．

，広島， 年 月 日

 佐藤大介，尾﨑峰，成田圭吾，倉地彩奈，多久嶋亮彦，

波利井清紀：視性刺激遮断弱視予防を目的とした

を用いた眼瞼形成術．第 回日本頭蓋顎顔面外科学

会学術集会，東京， 年 月 日．

 ：

 松永洋明，成田圭吾，多久嶋亮彦，波利井清紀：三叉神

経麻痺を伴う陳旧性顔面神経麻痺患者に対する角膜知

覚再建の経験．第 回日本マイクロサージャリー学会学

術集会，広島， 年 月 日．

 大浦紀彦，清家志円，倉地功，佐藤大介，多田朋子，斉

藤隆文，多久嶋亮彦，波利井清紀：糖尿病性足壊疽に対

する血管柄付き自家遊離組織移植術における鬱血を克服

する工夫．第 回日本マイクロサージャリー学会学術集

会，広島， 年 月 日

 ：

年 月 日．

 ：

 白石知大：再建困難な乳房に対する乳房再建術．乳房再

建セミナー ，東京， 年 月 日

 佐藤大介，尾崎峰，成田圭吾，倉地彩奈，多久嶋亮彦，

波利井清紀：視性刺激遮断弱視予防を目的とした

を用いた眼瞼形成術．第 回日本頭蓋学顔面外科学

会学術集会，東京， 年 月 日

 白石知大：組織拡張器挿入術． ，

東京， 年 月 日

 白石知大：下垂のある乳房の再建． ，大阪，

年 月 日

 大浦紀彦：在宅における褥瘡治療．日本褥瘡学会関東甲

信越地方会第 回東京支部フォーラム・第 回東京都在

宅褥瘡セミナー，東京， 年 月 日

 大浦紀彦：創傷治療の基本と感染症例での戦略． 年

度第 回東京都臨床整形外科医会統合研修会，東京，

年 月 日

 大浦紀彦：糖尿病・透析で足を切断しないために 一生，

自分の足で歩こう．杏林大学公開講座，三鷹， 年

月 日

 大浦紀彦：日本の糖尿病性足病変の現状－下肢重症化予

防－フットケアの日に向けて．

メディアセミナー，東京， 年 月 日

 大浦紀彦：糖尿病性足病変の重症化を予防するフットケ

ア．糖尿病と足病変を学ぶ会，市川， 年 月 日

 多久嶋亮彦：小児の顔面神経麻痺に対する形成外科的治

療．第 回日本頭頚部外科学会総会ならびに学術講演会，

－ 70 －



東京， 年 月 日

 大浦紀彦：最新のアンチエイジング ～形成外科医の立

場から～．東京都看護協会 医療公開講座，東京，

年 月 日．

 大浦紀彦：下肢末梢動脈疾患の治療戦略－下肢末梢動脈

疾患指導管理加算－．第 回昭和大学藤が丘 研究会，

横浜， 年 月 日

 大浦紀彦：重症下肢虚血治療の現状 になるための

チーム医療．第 回旭中央病院フットケアセミナー，千

葉， 年 月 日

 大浦紀彦：透析・重症下肢虚血の重症化予防．第 回徳

島透析フットケア研究会，徳島， 年 月 日

 松永洋明，成田圭吾，多久嶋亮彦，波利井清紀：三叉神

経麻痺を伴う陳旧性顔面神経麻痺患者に対する角膜知

覚再建の経験．第 回日本形成外科手術手技学会，東京，

年 月 日．

 大浦紀彦：透析患者の下肢重症化予防「下肢末梢動脈疾

患指導管理加算」の意義．第 回東京透析研究会，東京，

年 月 日

 大浦紀彦：透析患者の下肢重症化予防「下肢末梢動脈疾

患指導管理加算」の意義．下肢救済・フットケア研究会，

東京， 年 月 日．

 大浦紀彦：糖尿病性足病変の重症化を予防するフットケ

ア．第 回高知足を学ぶ会，高知， 年 月 日

 大浦紀彦：透析と足病透析しながら歩き続けるために．

佐賀腎臓病協会 市民公開講座，佐賀， 年 月 日

 大浦紀彦：「専門医が支えるフットケアの極意」形成外

科医の立場から．第 回日本フットケア学会，岡山，

年 月 日

論 文

 多久嶋亮彦，成田圭吾，白石知大：病的共同運動・顔面

拘 縮 に対 する外 科 的治 療 ．

 多久嶋亮彦：顔面神経麻痺の機能再建・再生医療 顔面

神経麻痺に対する動的再建．耳鼻咽喉科・頭頸部外科

：

 多久嶋亮彦：顔面神経機能再建の進歩と将来 先天性顔

面神経麻痺に対する再建術．日本耳鼻咽喉科学会会報

：

 辻直子，吉村浩太郎，波利井清紀：段階的脂肪由来幹細

胞付加脂肪移植（ ）による乳房再建．形成外科

：

 佐藤卓士，江藤ひとみ，小林よう，中山玲玲，井原玲，

尾崎峰，多久嶋亮彦：老人性色素斑に対するレーザー治

療に伴う炎症後色素沈着の発症についての後ろ向き研究

スイッチルビーレーザーと半波長 スイッチ レー

ザーの比較．日本レーザー医学会誌 ：

 江藤ひとみ，小林よう，中山玲玲，佐藤卓士，井原玲，

海暁子，尾崎峰，多久嶋亮彦，波利井清紀：異所性蒙古

斑のレーザー治療回数に影響する因子の検討．日本レー

ザー医学会誌 ： ．

 
：

 

： ：

 

：

：

 大浦紀彦，佐藤大介，海野早織：

と ．医学のあゆみ ，

 大浦紀彦：圧とずれを考えた予防的ドレッシング 実験

的・臨床的データから解説する．

，

 大浦紀彦，関山琢也，森重侑樹，加賀谷優，大島直也，

海暁子，海野早織，多久嶋亮彦 皮膚灌流圧 による

末梢動脈疾患 評価． ：糖尿病と

代謝

 大浦紀彦：糖尿病最前線 「少し様子を見よう」が手遅

れに．べんちのーと 号

 大浦紀彦：第 回日本下肢救済・足病学会学術集会を終

えて．日本下肢救済・足病学会誌

 大浦紀彦，山下雄太郎，加賀谷優，関山琢也，多久嶋亮

彦，波利井清紀：慢性皮膚潰瘍の治療

 紺家千津子，溝上祐子，上出良一，大浦紀彦，徳永恵子，

真田弘美，仲上豪二朗，安部正敏，大桑麻由美，野口博

史，飯坂真司，加瀬昌子，小柳礼恵，祖父江正代，高橋

麻由美，丹波光子，栃折綾香，内藤亜由美，中村徳子，

間宮直子，宮永友美，山田清美：日本創傷・オストミー・

失禁管理学会学術教育委員会 医療用テープによるス

キン テアの実態．日本創傷・オストミー・失禁管理学

会誌

 海暁子，尾崎峰，大浦紀彦，多久嶋亮彦，波利井清紀：

肺血栓塞栓症の原因が 嚢腫と考えられた 例．形成

外科

 大浦紀彦，合志清隆：皮膚移植術

．日本高気圧環境・潜水医学会雑誌

 大浦紀彦，合志清隆：重症の熱傷 凍傷

． 日 本 高 気 圧 環 境 ・ 潜 水 医 学 会 雑 誌

 秋山陽一，鈴木由美，吉川泉，浜由紀子，富田香，尾崎

峰，山田昌和：巨大眼瞼部乳児血管腫を伴い不同視弱視

治療を要した乳児例 特殊眼鏡の作製工夫．眼科臨床紀

要

 
：

．

 成田圭吾，多久嶋亮彦： を茎とする肩甲

骨弁を用いた上顎二次再建．形成外科

 美馬俊介，瀬渡洋道，吉井聡佳，山下雄太郎：大腿部マ

ン ソ ン 孤 虫 症 の 例 ． 日 本 形 成 外 科 学 会 会 誌

 吉井聡佳，瀬渡洋道，山下雄太郎：髄内釘の露出した下

腿感染創を持続陰圧洗浄とヒラメ筋弁側方移動術で温

存し得た 例．創傷 ，

 山下雄太郎，瀬渡洋道：工夫 下涙小管断裂に対するナ

イロン糸留置法．形成外科

 

：
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：

 
：

 
：

 
：

：

 北幸紘，栗田昌和，成田圭吾，白石知大，多久嶋亮彦，

波利井清紀：メビウス症候群による両側顔面神経麻痺に

対して神経血管柄付き遊離薄筋移植術を行った成人例

の 例．形成外科

著 書

 大浦紀彦：褥瘡． 形成外科学．波利井清紀監修．東

京，南山堂，

 大浦紀彦，井原玲：循環器内科と形成外科連携 形成外

科的観点から．格段にうまくいく の基本とコツ．横

井宏佳編．東京，羊土社， ．

 大浦紀彦，吉村美音，関山琢也：治療・ケア 期待され

る予防的ドレッシング材の開発と使用方法．進化を続け

る褥瘡・創傷治療・ケア アップデート．真田弘美，市

岡滋，溝上裕子編．東京，照林社，

 大浦紀彦：コラム重症下肢虚血と連携．足病の教科書．

大浦武彦，秋野公造著．東京，三五館， ．

 大浦紀彦：あとがき．足病の教科書．大浦武彦，秋野公

造著．東京，三五館， ．

 多久嶋亮彦：顔面神経麻痺の再建法．日本臨床 頭頚部

癌学．東京，日本臨牀社 ．

 尾崎峰：血管腫・血管奇形・脈管系疾患． 形成外科

学改訂 版．波利井清紀監修，中塚貴志編，東京，南山

堂，

その他

 大浦紀彦：大会長第 回日本下肢救済足病学会学術集会，

東京， 年 月 日

 大浦紀彦：主催「 月 日はフットケアの日」

メディアセミナー，

主催，東京， 年 月 日

 大浦紀彦：第 回 カンファレンス 他職種医療連

携による創傷ケアのトータルマネージメント ～病院か

ら在宅へ～， 年 月 日

 成田圭吾：第 回中部形成外科学会学術集会ハンズオン

セミナー講師，沼津， 年 月 日．

泌尿器科学教室

講 演

 鮫島未央，長嶺陽平，松本龍貴，北村盾二，舛田一樹，

山口剛，森川泰如，板谷直，原秀彦，多武保光宏，桶川

隆嗣，東原英二，奴田原紀久雄：転移性腎細胞癌に対す

る分子標的薬投与における腎機能障害の検討．第 回

日本泌尿器科学会総会，仙台， 年 月 日．

 舛田一樹，鮫島未央，北村盾二，二宮直紀，中村雄，野

間康央，山口剛，森川泰如，板谷直，原秀彦，多武保光

宏，桶川隆嗣，東原英二，奴田原紀久雄：術前推定前立

腺容積 以上の前立腺肥大症に対する の手術成

績～前立腺容積 未満との比較検討～．第 回日本

泌尿器科学会総会，仙台， 年 月 日．

 森川泰如，松本龍貴，長嶺陽平，鮫島未央，北村盾二，

舛田一樹，山口剛，板谷直，原秀彦，多武保光宏，桶川

隆嗣，東原英二，奴田原紀久雄：転移性腎細胞癌に対す

るセカンドライン分子標的薬による腫瘍縮小と全生存期

間の検討．第 回日本泌尿器科学会総会，仙台，

年 月 日．

 原秀彦，松本龍貴，長嶺陽平，鮫島未央，北村盾二，舛

田一樹，山口剛，森川泰如，板谷直，多武保光宏，桶川

隆嗣，東原英二，奴田原紀久雄：転移性腎癌における

治療の検討．第 回日本泌尿器科学会総

会，仙台， 年 月 日．

 金城真実，榎本香織，嘉村康邦，関口由紀，桶川隆嗣，

奴田原紀久雄：女性過活動膀胱患者における低活動膀胱

についての検討．第 回日本泌尿器科学会総会，仙台，

年 月 日．

 松本龍貴，長嶺陽平，鮫島未央，北村盾二，舛田一樹，

山口剛，森川泰如，板谷直，原秀彦，多武保光宏，桶川

隆嗣，東原英二，奴田原紀久雄： の治療成績と合併

症．第 回日本泌尿器科学会総会，仙台， 年 月

日．

 板谷直，松本龍貴，長嶺陽平，鮫島未央，北村盾二，舛

田一樹，山口剛，森川泰如，原秀彦，多武保光宏，桶川

隆嗣，東原英二，奴田原紀久雄：腎盂尿管癌における術

後再発予測因子の検討．第 回日本泌尿器科学会総会，

仙台， 年 月 日．

 山口剛，松本龍貴，長嶺陽平，鮫島未央，北村盾二，舛

田一樹，森川泰如，板谷直，原秀彦，多武保光宏，東原

英二，桶川隆嗣，奴田原紀久雄：腹腔鏡下腎部分切除後

の腎機能の推移，制癌効果とそれに影響する因子につい

ての検討．第 回日本泌尿器科学会総会，仙台，

年 月 日．

 榎本香織，金城真実，桶川隆嗣，奴田原紀久雄：女性過

活動膀胱患者における精神症状との関連性とソリフェナ

シン投与による効果－ を用いた精神症状の評価－．

第 回日本泌尿器科学会総会，仙台， 年 月 日．

 多武保光宏，松本龍貴，長嶺陽平，鮫島未央，北村盾二，

舛田一樹，山口剛，森川泰如，板谷直，原秀彦，桶川隆

嗣，奴田原紀久雄：当院における 術後発熱の予測因

子．第 回日本泌尿器科学会総会，仙台， 年 月

日．

 長嶺陽平，松本龍貴，鮫島未央，北村盾二，舛田一樹，

山口剛，森川泰如，板谷直，原秀彦，多武保光宏，桶川

隆嗣，東原英二，奴田原紀久雄：杏林大学泌尿器科にお

ける 膀胱内注入療法の臨床的検討．第 回日本泌尿

器科学会総会，仙台， 年 月 日．

 桶川隆嗣，松本龍貴，長嶺陽平，鮫島未央，北村盾二，

舛田一樹，森川泰如，山口剛，板谷直，原秀彦，多武保

光宏，奴田原紀久雄：去勢抵抗性前立腺癌治療における

末梢循環癌細胞と

の意義．第 回日本泌尿器科学会総会，仙台， 年

月 日．

 金城真実，榎本香織，桶川隆嗣，奴田原紀久雄：女性過

活動膀胱患者におけるβ刺激薬治療効果の年齢による影

響．第 回日本老年泌尿器科学会，福岡， 年 月

日．

 奴田原紀久雄：尿路結石 ．すみれ医療株式会社

公開セミナー，盛岡， 年 月 日．

 桶川隆嗣：去勢抵抗性前立腺癌における個別化治療の展

望． カンファランス 宮城，仙台， 年 月 日．

 桶川隆嗣：去勢抵抗性前立腺癌における個別化治療戦略．

高知 治療セミナー，高知， 年 月 日．
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 金城真実，榎本香織，嘉村康邦，桶川隆嗣，奴田原紀久

雄： 手術時尿道スリング術併用の有無における下部

尿路症状に関する検討．第 回日本女性骨盤底医学会，

北九州， 年 月 日．

 多武保光宏：前立腺肥大症の診断と治療．八王子市医師

会学術講演会，八王子， 年 月 日．

 東原英二，堀江重郎，桶川隆嗣，多武保光宏，原秀彦，

山口剛，榎本香織，河野春奈，要伸也，奴田原紀久雄：

では 変異部位は病気予後に影

響を与える．第 回日本腎臓学会学術総会，横浜，

年 月 日．

 山口剛，東原英二，二宮直紀，舛田一樹，鮫島未央，原

秀彦，多武保光宏，桶川隆嗣，奴田原紀久雄：日本人の

患者に適する は により変化する．第

回日本腎臓学会学術総会，横浜， 年 月 日．

 桶川隆嗣：去勢抵抗性前立腺癌の治療戦略－最適なマネ

ジメント－．いわき地区 セミナー，いわき， 年

月 日．

 榎本香織，宮川昌悟，田中界，長嶺陽平，北村盾二，山

口剛，板谷直，原秀彦，多武保光宏，金城真実，桶川隆

嗣，奴田原紀久雄，川口翔平，小島幸一郎，松岡弘芳，

正木忠彦，杉山政則：排便での怒責を契機に，尿閉・直

腸脱を発症した骨盤臓器脱の 例．第 回日本泌尿器科

学会東京地方会，東京， 年 月 日．

 奴田原紀久雄：多発性嚢胞腎について．第 回

（ ），東京， 年 月

日．

 原秀彦，田中界，宮川昌悟，長嶺陽平，北村盾二，舛田

一樹，山口剛，板谷直，多武保光宏，桶川隆嗣，東原英

二，奴田原紀久雄：当院における分子標的薬の使用経験．

，立川，

年 月 日．

 原秀彦，田中界，宮川昌悟，長嶺陽平，北村盾二，舛田

一樹，山口剛，板谷直，多武保光宏，桶川隆嗣，東原英

二，奴田原紀久雄：転移性腎細胞癌に対する分子標的薬

治療の効果予測としての の意義．第 回腎癌研究会，

東京， 年 月 日．

 奴田原紀久雄，桶川隆嗣，金城真実，多武保光宏，原秀

彦，板谷直，山口剛，榎本香織，舛田一樹，北村盾二，

長嶺陽平，田中界，宮川昌悟，東原英二：三鷹市前立腺

がん検診の変遷．第 回多摩泌尿器科医会，狛江，

年 月 日．

 多武保光宏：前立腺肥大症の診断と治療．第 回新川

ミーティング，三鷹， 年 月 日．

 

：

年 月 日．

 榎本香織：排便時の努責により，尿閉・直腸脱を併発し

た骨盤臓器脱の一例．第 回女性骨盤底勉強会，立川，

年 月 日．

 金城真実，榎本香織，藤崎章子，嘉村康邦，関口由紀，

桶川隆嗣，奴田原紀久雄：女性泌尿器科患者におけるパ

ートナーの性機能および治療に関する検討．日本性機能

学会第 回学術総会，大阪， 年 月 日．

 桶川隆嗣：去勢抵抗性前立腺癌治療におけるオーダーメ

イド医療－ －．三重泌尿器科臨

床セミナー，津， 年 月 日．

 

 榎本香織，桶川隆嗣，奴田原紀久雄，東原英二： 遺

伝子変異が陰性であった片側性嚢胞性腎疾患の一例．第

回日本腎臓学会東部学術大会，東京， 年 月 日．

 中村雄，冨樫庸介，寺嶋雅人，デベラスコマルコ，坂井

和子，藤田至彦，桶川隆嗣，濱田傑，西尾和人：頭頚部

または食道扁平上皮癌に対するアファチニブの効果：頭

頸部扁平上皮癌における活性型発癌性 遺伝子変異．

第 回日本癌学会学術集会，横浜， 年 月 日．

 桶川隆嗣： の ～何に着目し，今

何をするべきか？～．第 回日本泌尿器科学会東部総会，

青森， 年 月 日．

 桶川隆嗣，板谷直，原秀彦，多武保光宏，奴田原紀久雄：

前立腺癌バイオマーカーのパラダイムシフト－去勢抵抗

性 前 立 腺 癌 に お け る 末 梢 循 環 癌 細 胞 と

の意義．第 回日本泌尿器

科学会東部総会，青森， 年 月 日．

 北村盾二，田中界，宮川昌悟，長嶺陽平，舛田一樹，山

口剛，板谷直，原秀彦，多武保光宏，桶川隆嗣，奴田原

紀久雄：ロボット支援前立腺全摘除術後の尿禁制回復に

おける関連因子についての検討．第 回日本泌尿器科学

会東部総会，青森， 年 月 日．

 宮川昌悟，田中界，長嶺陽平，北村盾二，舛田一樹，榎

本香織，山口剛，板谷直，原秀彦，多武保光宏，桶川隆

嗣，東原英二，奴田原紀久雄：転移性腎癌に対する一次

分子標的治療における好中球／リンパ球比と腫瘍縮小率

の検討．第 回日本泌尿器科学会東部総会，青森，

年 月 日．

 多武保光宏，奴田原紀久雄：上部尿路結石治療の最新技

術－最新周術期管理技術．第 回日本泌尿器科学会東部

総会，青森， 年 月 日．

 田中界，宮川昌悟，長嶺陽平，北村盾二，舛田一樹，山

口剛，板谷直，原秀彦，多武保光宏，桶川隆嗣，奴田原

紀久雄：当院における後腹膜腫瘍の臨床的検討．第 回

日本泌尿器科学会東部総会，青森， 年 月 日．

 長嶺陽平，田中界，宮川昌悟，北村盾二，山口剛，榎本

香織，板谷直，原秀彦，多武保光宏，桶川隆嗣，奴田原

紀久雄：当院における去勢抵抗性前立腺癌に対するカバ

ジタキセルの治療経験．第 回日本泌尿器科学会東部総

会，青森， 年 月 日．

 桶川隆嗣： の を実現する戦略と

技術．西毛伊勢崎泌尿器科講演会，高崎， 年 月

日．

 桶川隆嗣：去勢抵抗性前立腺癌における末梢循環癌細胞

の を用いた治療効果予測．第 回日本癌治療学会学

術集会，横浜， 年 月 日．

 桶川隆嗣：新規 薬剤の使用経験と今後の展望．茨城

県県央地区 講演会，水戸， 年 月 日．

 桶川隆嗣：去勢抵抗性前立腺癌治療における個別化治療

戦略．第 回熊本泌尿器科医会学術講演会，熊本，

年 月 日．

 多武保光宏，宮川昌悟，田中界，長嶺陽平，北村盾二，

山口剛，板谷直，原秀彦，桶川隆嗣，奴田原紀久雄：リ

ン酸マグネシウムアンモニウム結石に対する の臨床

的検討．第 回日本泌尿器内視鏡学会，大阪， 年

月 日．

 長嶺陽平，北村盾二，山口剛，板谷直，原秀彦，多武保

光宏，桶川隆嗣，奴田原紀久雄，東原英二： 以上の

上部尿管結石に対する と の治療成績．第 回日本

泌尿器内視鏡学会，大阪， 年 月 日．

 板谷直，田中界，長嶺陽平，北村盾二，舛田一樹，山口
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剛，原秀彦，多武保光宏，桶川隆嗣，奴田原紀久雄：腎

盂尿管癌における開創手術と腹腔鏡手術の臨床的比較

検討．第 回日本泌尿器内視鏡学会，大阪， 年 月

日．

 原秀彦，田中界，宮川昌悟，長嶺陽平，北村盾二，舛田

一樹，山口剛，板谷直，多武保光宏，桶川隆嗣，東原英

二，奴田原紀久雄：腹腔鏡下腎盂形成術の検討．第 回

日本泌尿器内視鏡学会，大阪， 年 月 日．

 北村盾二，長嶺陽平，舛田一樹，山口剛，板谷直，原秀

彦，多武保光宏，桶川隆嗣，奴田原紀久雄：ロボット支

援前立腺全摘術と腹腔鏡下前立腺全摘術の術後尿禁制

の比較検討．第 回日本泌尿器内視鏡学会，大阪，

年 月 日．

 山口剛，北村盾二，榎本香織，板谷直，原秀彦，金城真

実，多武保光宏，東原英二，桶川隆嗣，奴田原紀久雄：

腹腔鏡下腎部分切除後の腎機能の推移，制癌効果とそれ

に影響する因子についての検討．第 回日本泌尿器内視

鏡学会，大阪， 年 月 日．

 桶川隆嗣，宮川昌悟，田中界，長嶺陽平，山口剛，板谷

直，原秀彦，多武保光宏，奴田原紀久雄：精巣腫瘍に対

する腹腔鏡下後腹膜リンパ節郭清術の検討．第 回日本

泌尿器内視鏡学会，大阪， 年 月 日．

 多武保光宏，加藤祐司，志賀直樹，西松寛明，三浦浩康，

麦谷荘一： 上部尿路結石内視鏡治療標準化シンポジ

ウム－ 班－周術期管理．第 回日本泌尿器内視鏡学

会，大阪， 年 月 日．

 三浦浩康，多武保光宏，加藤祐司，志賀直樹，西松寛明，

麦谷荘一： 上部尿路結石内視鏡治療標準化シンポジ

ウム－ 班－合併症対策．第 回日本泌尿器内視鏡学

会，大阪， 年 月 日．

 加藤祐司，多武保光宏，志賀直樹，西松寛明，三浦浩康，

麦谷荘一： 上部尿路結石内視鏡治療標準化シンポジ

ウム－ 班－長径 ～ の腎結石に対する ．第

回日本泌尿器内視鏡学会，大阪， 年 月 日．

 田中界，宮川昌悟，長嶺陽平，北村盾二，山口剛，板谷

直，原秀彦，多武保光宏，桶川隆嗣，奴田原紀久雄，大

窪 泰 弘 ， 下 山 田 博 明 ， 菅 間 博 ： 下 大 静 脈 背 側 の

に対する後腹膜鏡下腫瘍摘除術の経験．

第 回多摩泌尿器科医会，武蔵野， 年 月 日．

 桶川隆嗣： の を実現する戦略と

技術． ，横浜，

年 月 日．

 舛田一樹，田中界，宮川昌悟，長嶺陽平，北村盾二，中

村雄，山口剛，榎本香織，板谷直，原秀彦，多武保光宏，

桶川隆嗣，東原英二，奴田原紀久雄：当院における前立

腺肥大症に対する 術後の排尿状態および尿失禁の

検討．第 回日本排尿機能学会，東京， 年 月 日．

 金城真実，舛田一樹，榎本香織，多武保光宏，桶川隆嗣，

奴田原紀久雄：女性過活動膀胱患者における低活動膀胱

についての検討（第二報）．第 回日本排尿機能学会，

東京， 年 月 日．

 舛田一樹，桶川隆嗣，宮川昌悟，田中界，長嶺陽平，北

村盾二，中村雄，山口剛，板谷直，原秀彦，多武保光宏，

奴田原紀久雄：去勢抵抗性前立腺癌における末梢血循環

癌細胞検出の意義．第 回 研究会，東京，

年 月 日．

 田中界，宮川昌悟，長嶺陽平，北村盾二，山口剛，板谷

直，原秀彦，多武保光宏，桶川隆嗣，奴田原紀久雄，千

葉知宏，菅間博：副腎海綿状血管腫の 例．第 回多摩

泌尿器科医会，武蔵野， 年 月 日．

 舛田一樹，桶川隆嗣，宮川昌悟，田中界，長嶺陽平，北

村盾二，中村雄，山口剛，板谷直，原秀彦，多武保光宏，

奴田原紀久雄：去勢抵抗性前立腺癌における末梢血循環

癌細胞検出の意義．第 回関東ホルモンと癌研究会，東

京， 年 月 日．

 奴田原紀久雄：尿路結石症 最近の話題―結石とその治

療による腎障害．第 回 ，前

橋， 年 月 日．

 田中界，宮川昌悟，長嶺陽平，北村盾二，山口剛，板谷

直，原秀彦，多武保光宏，桶川隆嗣，奴田原紀久雄，大

窪泰弘，下山田博明，菅間博：後腹膜鏡下腫瘍摘除術を

施行し得た下大静脈背側 の 例．第 回

日本泌尿器科学会東京地方会，東京， 年 月 日．

 奴田原紀久雄：上部尿路結石：最近の話題（結石とその

治療による腎障害）．第 回秋田県泌尿器科集談会，

年 月 日．

 金城真実，桶川隆嗣，奴田原紀久雄：当院における女性

泌尿器科手術に関する検討．第 回日本骨盤臓器脱手術

学会学術集会， 年 月 日．

論 文
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 奴田原紀久雄： の疫学・予後・合併症．腎と透析

治療指針 ，腎と透析 増刊 ：

 東原英二 ，奴田原紀久雄（ 杏林大・医・多発性嚢胞腎

研究講座）：常染色体優性多発性嚢胞腎（ ）に対

する新たな治療．

 奴田原紀久雄： ／ の腎外病変．腎と透析

 奴田原紀久雄：尿路結石．医と薬学

 谷口珠実 ，奴田原紀久雄（ 山梨大学）：平成 年度三

鷹・武蔵野・小金井 排尿障害勉強会 開催報告．多摩泌

尿器科医会雑誌 ，

 桶川隆嗣，鮫島未央，北村盾二，舛田一樹，二宮直紀，

山口剛，板谷直，原秀彦，多武保光宏，奴田原紀久雄：

去勢抵抗性前立腺癌における末梢循環癌細胞クラスター

と の意義．泌外

： ， ．

 桶川隆嗣：がん治療（標準治療）の基礎知識 治療の流

れを理解し，より適切な治療を受けるために（第 回）

精巣がん．ライフライン がん先進医療 ： ，

．

 桶川隆嗣： アイソフォームおよび関連パラメーター

の有用性．日本臨牀 増刊 ： ， ．

 多武保光宏：まるごと尿路結石症－ のトラブルシュ

ーティング－． ： ， ．

 金城真実，榎本香織，藤崎章子 ，嘉村康邦 ，桶川隆嗣，

奴田原紀久雄（ 四谷メディカルキューブ）： 手術に

おける性生活と合併症の検討．日女性骨盤底医会誌

： ， ．

 

 奴 田 原 紀 久 雄 ： 最 近 の 尿 路 結 石 治 療 ． 日 医 雑 誌

著 書

 桶川隆嗣：泌尿器科疾患 神経因性膀胱．今日の治療指

針 年版．福井次矢，高木誠，小室一成総編．東京，

医学書院， ． ．

 桶川隆嗣：泌尿器科疾患 神経因性膀胱．今日の治療指

針 年版（ポケット版）．福井次矢，高木誠，小室一

成総編集．東京，医学書院， ． ．

 多武保光宏，奴田原紀久雄：尿路感染症．腎疾患・透析

最新の治療 ．山懸邦弘，南学正臣編．東京，

南江堂， ． ．

多発性嚢胞腎研究講座

講 演

 長嶺陽平，松本龍貴，鮫島未央，北村盾二，舛田一樹，

山口剛，森川泰如，板谷直，原秀彦，多武保光宏，桶川

隆嗣，東原英二，奴田原紀久雄：杏林大学泌尿器科にお

ける 膀胱内注入療法の臨床的検討．第 回日本泌尿

器科学会総会，仙台， 年 月 日

 山口剛，松本龍貴，長嶺陽平，鮫島未央，北村盾二，舛

田一樹，森川泰如，板谷直，原秀彦，多武保光宏，東原

英二，桶川隆嗣，奴田原紀久雄：腹腔鏡下腎部分切除後

の腎機能の推移，制癌効果とそれに影響する因子につい

ての検討．第 回日本泌尿器科学会総会，仙台，

年 月 日

 板谷直，松本龍貴，長嶺陽平，鮫島未央，北村盾二，舛

田一樹，山口剛，森川泰如，原秀彦，多武保光宏，桶川

隆嗣，東原英二，奴田原紀久雄：腎盂尿管癌における術

後再発予測因子の検討．第 回日本泌尿器科学会総会，

仙台， 年 月 日

 松本龍貴，長嶺陽平，鮫島未央，北村盾二，舛田一樹，

山口剛，森川泰如，板谷直，原秀彦，多武保光宏，桶川

隆嗣，東原英二，奴田原紀久雄： の治療成績と合併

症．第 回日本泌尿器科学会総会，仙台， 年 月

日

 原秀彦，長嶺陽平，松本龍貴，鮫島未央，北村盾二，舛

田一樹，山口剛，森川泰如，板谷直，多武保光宏，桶川

隆嗣，東原英二，奴田原紀久雄：転移性腎癌に対する

治療の検討．第 回日本泌尿器科学会総会，

仙台， 年 月 日

 森川泰如，松本龍貴，長嶺陽平，鮫島未央，北村盾二，

舛田一樹，山口剛，板谷直，原秀彦，多武保光宏，桶川

隆嗣，東原英二，奴田原紀久雄：転移性腎細胞癌に対す

るセカンドライン分子標的薬による腫瘍縮小と全生存期

間の検討．第 回日本泌尿器科学会総会，仙台，

年 月 日

 舛田一樹，長嶺陽平，松本龍貴，鮫島未央，北村盾二，

山口剛，森川泰如，板谷直，原秀彦，多武保光宏，桶川

隆嗣，東原英二，奴田原紀久雄： 歳以上の高齢者に対

する の臨床的比較検討 歳未満との比較．第

回日本泌尿器科学会総会，仙台， 年 月 日

 鮫島未央，長嶺陽平，松本龍貴，北村盾二，舛田一樹，

山口剛，森川泰如，板谷直，原秀彦，多武保光宏，桶川

隆嗣，東原英二，奴田原紀久雄：転移性腎細胞癌に対す

る分子標的薬投与における腎機能障害の検討．第 回

日本泌尿器科学会総会，仙台， 年 月 日

論 文

和文

 舛田一樹 ，宮川昌悟 ，田中界 ，長嶺陽平 ，北村盾二 ，

山口剛 ，榎本香織 ，板谷直 ，原秀彦 ，多武保光宏 ，

金城真実 ，桶川隆嗣 ，東原英二，奴田原紀久雄 杏林

大学医学部附属病院 ：当院における前立腺肥大症に対

する 術後の排尿状態および尿失禁の検討．日本排

尿機能学会誌 ， ．

 山口剛 ，北村盾二 ，榎本香織 ，板谷直 ，原秀彦 ，金

城真美 ，多武保光宏 ，東原英二，桶川隆嗣 ，奴田原紀

久雄 杏林大学泌尿器科， 杏林大学多発性嚢胞腎研究

講座 ：腹腔鏡下腎部分切除後の腎機能の推移，制癌効

果とそれに影響する因子についての検討．

， ．

 長嶺陽平 ，北村盾二 ，山口剛 ，板谷直 ，原秀彦 ，多

武保光宏 ，桶川隆嗣 ，奴田原紀久雄 ，東原英二 杏林

大学泌尿器科 ： 以上の上部尿管結石に対する と

の治療成績．

， ．

 榎本香織 ，桶川隆嗣 ，奴田原紀久雄 ，東原英二 杏林
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大学泌尿器科 ： 遺伝子変異が陰性であった片側性嚢

胞性腎疾患の一例．日本腎臓学会誌 ， ．

 山口剛 ，東原英二，二宮直紀 ，舛田一樹 ，鮫島未央 ，

原秀彦 ，多武保光宏 ，桶川隆嗣 ，奴田原紀久雄 杏林

大学医学部泌尿器科 ：日本人の 患者に適する

は により変化する．日本腎臓学会誌 ，

．

 東原英二，堀江重郎 ，桶川隆嗣 ，多武保光宏 ，原秀彦

山口剛 ，榎本香織 ，河野春奈 ，要伸也 ，奴田原紀久

雄 順天堂大学， 杏林大学医学部泌尿器科， 杏林大学

医学部第一内科 ： では 変異部

位は病気予後に影響を与える．日本腎臓学会誌 ，

．

 東原英二，奴田原紀久雄 杏林大学医学部泌尿器科 ：

常染色体優性多発性嚢胞腎 に対する新たな治療．

．

 榎本香織 ，東原英二 杏林大学医学部泌尿器 ：臨床

の診療ガイドライン．腎と透析 ，

．

欧文

 

 

 

 

Université Catholique de Louvain Medical School, 

 

 

 

その他

 東原英二：医療ルネサンス，読売新聞， 年 月 −

日

 榎本香織，東原英二：家族と健康，日本家族計画協会，

年 月 日

 東原英二：きょうの健康， 出版， 年 月 日

眼科学教室

講 演

 中山真紀子，慶野博，渡辺交世，福岡利仁，駒形嘉紀，

有村義宏，岡田アナベルあやめ ベーチェットぶどう膜

網膜炎におけるインフリキシマブ中止後の眼炎症活動性

の評価．第 回日本眼科学会総会，仙台， 年 月

日

 山本亜希子，岡田アナベルあやめ，中山真紀子，吉田ゆ

み子，小林宏明：治療歴のない滲出型 に対するアフ

リベルセプト 療法 年経過．第 回日

本眼科学会総会，仙台， 年 月 日．

 澤口翔太，古泉英貴，山本亜希子，小笠原雅，荒川久弥，

丸子一朗，岡田アナベルあやめ，石龍鉄樹，飯田知弘：

アフリベルセプト療法中に著明な脈絡膜菲薄化を生じた

滲出型加齢黄斑変性の頻度と特徴．第 回日本眼科学

会総会，仙台， 月 月 日．

 山田昌和：コンタクトレンズと涙液成分．第 回日本
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眼科学会総会，仙台， 年 月 日．

 山田昌和：因子分析を用いたドライアイのパターン解析．

第 回日本眼科学会総会，仙台， 年 月 日．

 井上真：粘弾性物質の進歩－分野別使用法のキーポイン

ト－．第 回日本眼科学会総会，仙台， 年 月 日．

 井上真：インスツルメント・カニューラ．第 回日本

眼科学会総会，仙台， 年 月 日．

 井上真：増殖糖尿病網膜症への小切開硝子体手術．第

回糖尿病眼合併症を考える会，東京， 年 月 日．

 ：

．

 富田茜，柳沼重晴，今野公士，清水英樹，軽部美穂，福

岡利仁，平形明人：杏林アイセンターにおける 関連

疾患治療について．多摩眼科集談会，三鷹， 年 月

日．

 

 

 

 

：

 
：

 

 山田昌和：自覚症状から選ぶドライアイ治療．第 回日

本視野学会，神戸， 年 月 日

 高橋洋如：硝子体手術後に悪化した糖尿病黄斑浮腫の一

例． ．東京， 年 月 日．

 山田昌和：自覚症状を重視したドライアイ治療．

，東京， 年 月 日．

 山田昌和：クリニックにおける日本のドライアイの実態．

第 回箱根ドライアイクラブ，小田原， 年 月 日．

 平形明人：糖尿病網膜症の病診連携．第 回

眼科・内科研究会，東京， 年 月 日．

 井上真：術後眼内炎への対応 ミニシンポジウム感染症

について知っておくべきこと．第 回日本眼科講演会（東

京ブロック講習会），東京， 年 月 日．

 井上真：硝子体手術手技 ． ，

札幌， 年 月 日．

 ： ， ， ，

 山田昌和：角結膜疾患の診断と治療．東京都眼科医会卒

後研修会，東京， 年 月 日．

 平形明人： ．

，

， 年 月 日．

 鈴木由美，浜由起子，藤原海渡，満川忠広，吉川泉，富

田香，山田昌和：部分調節性内斜視手術例の予後に関与

する術前因子．第 回日本弱視斜視学会，横浜， 年

月 日．

 富田茜，鈴木由美，内田裕規，山田昌和：斜視手術から

年以上経って生じた化膿性肉芽腫の 例．第 回日本

弱視斜視学会，横浜， 年 月 日．

 重安千花，中島貴友，慶野博，山根みお，堀江大介，朝

戸裕，山田昌和：ハンセン病における眼疾患後遺症の現

状．第 回日本眼炎症学会，東京， 年 月 日．

 中山真紀子，慶野博，渡辺交世，岡田アナベルあやめ：

原田病初発例 例の臨床経過の検討．第 回日本眼炎

症学会，東京， 年 月 日．

 慶野博：ぶどう膜炎の画像検査 眼底自発蛍光．第 回

日本眼炎症学会，東京， 年 月 日．

 山田昌和： 装用による眼表面の生化学的変化．第 回

日本コンタクトレンズ学会，東京， 年 月 日．

 

 岡田アナベルあやめ：眼炎症疾患：最近のトピックス．

第 回眼科病診連携セミナー 佐倉，佐倉， 年 月

日．

 井上真： 黄斑浮腫に対する最新治療を考える．第

回日本眼循環学会，福岡， 年 月 日．

 慶野博，中山真紀子，厚東隆，渡辺交世，岡田アナベル

あやめ：レーザースペックル法にて視神経乳頭部血流を

観察できた急性網膜壊死の 例．第 回日本眼循環学会，

福岡， 年 月 日．

 北善幸：緑内障診療における の使い方．第 回 ＆ の

会，武蔵野， 年 月 日．

 平形明人：糖尿病網膜症の病診連携．多摩眼科 ネット

ワーク，武蔵野， 年 月 日

 北善幸：緑内障手術療法について．第 回多摩眼科学術

セミナー，東京， 年 月 日．

 井上真：黄斑手術における術中 と術後所見の比較．

，蒲郡， 年 月 日．

 ：

 ：

 ：

 ：

 ：
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 ：

 ：

 

 平形明人：杏林アイセンターのロービジョン外来を振り

返って．第 回日本ロービジョン学会総会，新潟，

年 月 日．

 山田昌和：急増するドライアイとその対策．慶應義塾大

学医学部生涯教育研修夏期特別セミナー，東京， 年

月 日．

 平 形 明 人 ： “ ”

，東京， 年 月

日．

 ：

． ，東京， 年 月

日．

 山田昌和：コンタクトレンズ，合併症や問題点のトピッ

クス．平成 年度コンタクトレンズ管理者講習会，東京，

年 月 日．

 北善幸：緑内障検査 ？眼底写真？どっちが有用 ．

多摩地区緑内障勉強会， ，立川， 年 月 日．

 井上真：黄斑浮腫に対する最新治療アプローチを考える．

いわきバイエル ，福島， 年

月 日．

 ：

 北善幸：正常眼圧緑内障の診断 と眼底写真 どちら

が有用？．ファイザー株式会社社内勉強会，東京，

年 月 日．

 山田昌和：コンタクトレンズとオキュラーサーフェス．

練馬区眼科医会学術講演会，東京， 年 月 日．

 ：

年 月 日

 ， ， ， ， ，

．

 井上真：術中 を使いこなそう．瀬戸内眼科コロシア

ム ，岡山， 年 月 日．

 松木奈央子：飛蚊症，網膜剥離，糖尿病と目．目の愛護

デー ，東京， 年 月 日．

 
：

 ， ， ， ， ，

：

 ：

 山田昌和：眼科医療の価値を科学する．第 回中越眼科

サージェリーの会，長岡， 年 月 日．

 井上真： の動向について．第 回信濃

町網膜研究会，東京， 年 月 日．

 江本宜暢，佐野公彦，折原唯史，鴇沢亮，高橋洋如，北

善幸，伊東裕二，廣田和成，厚東隆志，井上真，平形明

人：マイラゲルを使用した網膜復位術後 年以上の合併

症とその対応．第 回東京多摩地区眼科集談会，三鷹，

年 月 日．

 安藤良将，重安千花，山田昌和：メタゲノム解析を用い

て診断に至ったフザリウム角膜炎の 例．第 回東京多

摩地区眼科集談会，三鷹， 年 月 日．

 平形明人：網膜硝子体手術における「

」．慶大眼科オータム

セミナー，東京， 年 月 日．

 平形明人：網膜分離様所見を呈する病変の手術．第 回

沼津ベイエリア眼科フォーラム，沼津， 年 月 日．

 井上真：小切開硝子体手術の最前線．第 回福岡教育フ

ォーラム，福岡， 年 月 日．

 平塚義宗，川崎良，小野浩一，山田昌和，山下英俊：眼

科医のための臨床疫学研究デザイン塾 後ろ向きコホ

ート研究をやってみよう．第 回日本臨床眼科学会，京

都， 年 月 日．

 今野公士，柳沼重晴，斉藤恒浩，近藤義之：涙管チュー

ブラクリファスト の使用経験．第 回日本臨床眼科学

会，京都， 年 月 日．

 井上真：レチナナイトメア 無念の爪痕．第 回日本臨

床眼科学会，京都， 年 月 日．

 中山真紀子，慶野博，渡邊交世，岡田アナベルあやめ：

における眼底自発蛍光の検討．第 回日本臨床眼

科学会，京都， 年 月 日．

 柳沼重晴，齋藤恒浩，今野公士，重安千花，山田昌和：

涙道閉塞手術前後の涙液動態，涙液性状の変化．第 回

日本臨床眼科学会，京都， 年 月 日．

 山田昌和：眼科医療の「価値」を科学する．第 回日本

臨床眼科学会，京都， 年 月 日．

 井上真：実践 硝子体手術「基本設定と黄斑疾患」．

第 回日本臨床眼科学会，京都， 年 月 日．

 山本亜希子，古泉英貴，小笠原雅，石龍鉄樹，飯田知弘，

岡田アナベルあやめ：滲出型加齢黄斑変性に対するアフ

リベルセプト 法の多施設前向き研究．第

回日本臨床眼科学会，京都， 年 月 日．

 小笠原雅，山本亜希子，古泉英貴，丸子一朗，岡田アナ

ベルあやめ，飯田知弘，石龍鉄樹：視力良好滲出型加齢

黄斑変性に対するアフリベルセプト硝子体注射成績．第

回日本臨床眼科学会，京都， 年 月 日．

 渡辺仁，島崎潤，横井則彦，山田昌和：ドライアイスペ

シャリストの老舗こだわり講座， ，オフィスワーカー

を中心に．第 回日本臨床眼科学会，京都， 年 月

日．

 井上真：最新！糖尿病網膜症マネジメントのすべてーア

ップデートと症例検討会ー「硝子体手術」．第 回日本

臨床眼科学会，京都， 年 月 日．

 慶野博：症例検討「徹底討論，病的近視」．第 回日本
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臨床眼科学会，京都， 年 月 日．

 北善幸：明日から役立つ の使い方．第 回浜松眼科

フォーラム，浜松， 年 月 日．

 井上真：視神経乳頭異常合併疾患への硝子体手術．第

回 ，名古屋， 年 月 日．

 井 上 真 ： 光 凝 固 と 硝 子 体 手 術 の 適 応 ．

，京都， 年 月 日．

 北善幸：スーチャートラベクロトミー後に眼内炎をきた

した 例．第 回多摩 研究会，東京， 年 月 日．

 渡辺敏樹，眞島行彦，気賀沢一輝，平形明人： 歳で発

症したレーベル遺伝性視神経症の一症例．第 回日本神

経眼科学会，宮崎， 年 月 日．

 平形明人：網膜分離様所見を呈する病変の手術．

，札幌， 年 月 日．

 ：

．

．

 山田昌和：角結膜疾患の薬物治療：薬剤の選択と使い方．

第 回岡山県眼科医会生涯教育講座，岡山， 年

月 日．

 北善幸：緑内障診断に役立つ の利用法．東多摩地区

学術講演会，武蔵野， 年 月 日．

 高橋洋如，井上真，厚東隆志，廣田和成，伊東裕二，平

形明人：強度近視眼の黄斑円孔網膜剥離への強膜短縮併

用硝子体手術．第 回日本網膜硝子体学会総会，東京，

年 月 日．

 佐野公彦，井上真，伊東祐二，北善幸，廣田和成，厚東

隆志，平形明人：増殖糖尿病網膜症における ゲージ手

術と ゲージ手術の比較検討．第 回日本網膜硝子体学

会総会，東京， 年 月 日．

 江本宜暢，佐野公彦，折原唯史，鴇沢亮，高橋洋如，北

善幸，伊東裕二，廣田和成，厚東隆志，井上真，平形明

人：マイラゲルを使用した網膜復位術後長期間経過した

症例の合併症とその対応．第 回日本網膜硝子体学会総

会，東京， 年 月 日．

 望月司，佐野公彦，折原唯史，北善幸，伊東祐二，廣田

和成，厚東隆志，井上真，平形明人：硝子体手術を施行

した白内障術後眼内炎の起因菌と手術成績の推移．第

回日本網膜硝子体学会総会，東京， 年 月 日．

 古泉英貴，山本亜希子，小笠原雅，長谷川泰司，丸子一

朗，荒川久弥，板垣可奈子，岡田アナベルあやめ，石龍

鉄樹，飯田知弘：滲出型加齢黄斑変性に対するアフリベ

ルセプト療法後の網膜色素上皮萎縮．第 回日本網膜硝

子体学会総会，東京， 年 月 日．

 山内康行，望月潤一，小林円，袖山丈男，平形明人，宇

多重員：進行した白内障眼二おける網膜電位図の変化．

第 回日本網膜硝子体学会総会，東京， 年 月

日．

 

 
：

 ：

 岡田アナベルあやめ：非感染性ぶどう膜炎．東京都眼科

医会卒後研修研究会，東京， 年 月 日．

 平形明人：網膜分離様所見を呈する病変の手術．第 回

三重県眼科手術懇話会，津， 年 月 日．

 平形明人：糖尿病網膜症の治療戦略． 多摩

，多摩， 年 月 日．

 平形明人：網膜分離様所見を呈する病変の手術．第 回

名古屋大学眼科集談会，名古屋， 年 月 日．

 平形明人：網膜疾患．平成 年度東京都眼科医会卒後研

修会，東京， 年 月 日．

 北善幸：意外と身近な緑内障 その怖さ知っていますか

…．杏林大学公開講演会，三鷹， 年 月 日．

 北善幸：緑内障診断と治療．大塚製薬招聘勉強会，三鷹，

年 月 日．

 北善幸：緑内障診断と治療．参天製薬社内研修会，立川，

年 月 日．

 山田昌和：知覚過敏，知覚鈍麻とドライアイ．中野区医

師会眼科分科部学術講演会，東京， 年 月 日．

 平形明人：糖尿病網膜症のチーム医療．豊島区糖尿病医

療連携ネットワーク研修会，東京， 年 月 日．

 五月女典久，齋藤恒浩，北善幸：アトピー性皮膚炎合併

の落屑緑内障に対する線維柱帯切除術後に眼内炎が生

じた 例． ，

東京， 年 月 日．

 井上真：硝子体手術での ．第 回宮崎県

眼科医会講習会，宮崎， 年 月 日．

 中山真紀子，山本亜希子，岡田アナベルあやめ：抗

療法にも光線力学療法にも抵抗を示した症例．

，東京， 年 月 日．

 山田昌和：成人眼科検診の有用性，実施可能性に関する

研究．厚生労働科学研究，循環器疾患・糖尿病等生活習

慣病対策総合研究，平成 年度研究成果発表会，東京，

年 月 日．

 山田昌和：前眼部形成異常の診断基準．第 回日本角膜

学会，福岡， 年 月 日．

 岡田アナベルあやめ：生物学製剤：眼科医のための基本

知識．第 回網膜ラウンジ，東京， 年 月 日．

 安藤良将，重安千花，慶野博，大山学，山田昌和：散瞳

薬による重症眼瞼皮膚炎と偽膜性結膜炎を生じた 例．

角膜カンファランス ，福岡， 年 月 日．

 柳沼重晴，斎藤恒浩，今野公士，重安千花，山田昌和：

涙道閉塞例の涙液成分の変化．角膜カンファランス ，

福岡， 年 月 日．

 名畑浩昌，秋山陽一，重安千花，山田昌和：スリット型

スペキュラーマイクロスコープを用いた角膜内皮の評価．

角膜カンファランス ，福岡， 年 月 日．

 津田麻祐子，重安千花，山田昌和：先天性遺伝性角膜実

質ジストロフィと考えられた 例．角膜カンファランス

，福岡， 年 月 日．

 井上真：黄斑下出血に対する術中 ガイド硝子体手術．

，虻田， 年 月

日 日．

 山田昌和：なみだの秘密，はじめの一歩．第 回 東京，

東京， 年 月 日．

 平形明人：杏林アイセンターのロービジョン外来を振り

返って．済生会新潟第 病院眼科市民公開講座 ，新

潟， 年 月 日．

 山田昌和：外部環境に起因するドライアイの診断と治療．

長崎県眼科医会学術講演会，長崎， 年 月 日．
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 井上真：患者紹介を受ける立場から 網膜硝子体手術．

第 回岡山大学眼科研究会，岡山， 年 月 日．

 ： ：

 

 中山真紀子，岡田アナベルあやめ：抗 α製剤の新時

代におけるブドウ膜炎治療．眼疾患を呼ぶ会，東京，

年 月 日

 平形明人：硝子体手術 への道．第 回城西武蔵野眼

科講演会，東京， 年 月 日．

 山田昌和：角結膜疾患の診断と治療．第 回城西武蔵野

眼科講演会，東京， 年 月 日．

 北善幸：角膜移植術後眼に生じた裂孔原性網膜剥離の

例．網膜硝子体 竹内塾！，東京， 年 月 日．

 平形明人：乳頭ピット黄斑症候群に対する治療 ．

，大阪， 年 月 日．

 北善幸：緑内障診療における の有用性とその注意点．

第 回長野県眼科医会集談会，松本， 年 月 日．

 山田昌和：眼科領域での予防医学の推進と公的眼科検診

の必要性．平成 年度日本眼科医療機器協会総会，東京，

年 月 日．

 井上真：術中 を用いた硝子体手術．キンキ の会，

神戸， 年 月 日．

 ： ’ ：

， ， ，

 平形明人：杏林アイセンターのロービジョン外来を振り

返って．東多摩ロービジョンケアセミナー，武蔵野，

年 月 日．

 井上真： ベベルドカッター．第 回信濃町研究会，

東京， 年 月 日．

論 文

 

：

：

 

：

 

：

 
：

：

 江内田寛，平形明人，大路正人，西田幸二，久保田敏昭，

緒方奈保子，園田康平，内山麻希子，岸本淳司，戸高浩

司，中西洋一，石橋達朗： （ブリリアントブルー

）の内境界膜染色と剝離に対する有効性と安全性の

検討―多施設共同第 相医師主導治験．日本眼科学会

雑誌 ．

 ：

 

：

 
：

Reply regarding “Short

 

 

：

 

 

：

 高静花，小島隆司，山田昌和，横井則彦，渡辺仁： と

ドライアイ．日コレ誌 ： ．

 山田昌和：上輪部角結膜炎．あたらしい眼科

．

 木下茂，新家真，杉山和久，横井則彦，山田昌和：緑内

障とドライアイ． ：

．

 山田昌和：結膜弛緩症と上輪部角結膜炎の手術治療．日

本の眼科 ．
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：

 

：

 
：

 折原唯史，廣田和成，横田怜二，國田大輔，伊東裕二，

利井東昇，厚東隆志，平岡智之，井上真，平形明人：強

度近視眼の有水晶体眼における裂孔原性網膜剥離の特

徴．日眼会誌 ： ， ．

 津田麻祐子，富田茜，佐野公彦，柳沼重晴，井上真，山

口竜一，平形明人：網膜血管腫の治療中に脳腫瘍症状を

発 症 し た 病 の 一 例 ． 眼 科

．

 ：

 Holló G,

：

：

 北善幸：海外医学情報 ボリュームスキャンを用いた

視神経乳頭周囲網膜厚の緑内障診断力．日本の眼科

，

 

 渡辺交世，慶野博，宮東昭彦 ，佐藤泰彦 ，岡田アナベ

ルあやめ 杏林大・医・解剖学， 杏林大・医・共同研究

施設 部門 ：外国誌要覧 実験的自己免疫性ぶどう膜

網膜炎における眼局所の の発現．日本眼科学会

雑誌 ， ．

 慶野博：前房関連免疫偏位 と制御性 細胞 眼を

介した免疫寛容．医学のあゆみ ： ，

．

 慶野博：強膜炎． ． ， ．

 慶野博：その他の黄斑浮腫に対する薬物療法．

，

 

：

：

 

：

：

 

：

 

：

 秋山陽一，鈴木由美，吉川泉，浜由紀子，富田香，成田

圭吾，尾崎峰，山田昌和：巨大眼瞼部乳児血管腫を伴い

不 同 視 弱 視 治 療 を 要 し た 乳 児 例 ． 眼 科 臨 床 紀 要

，

 鈴木由美，山田昌和：斜視診断の基本（部分）調節性内

斜視．あたらしい眼科 ， ．

 渡辺敏樹，気賀沢一輝，宮崎泰，平形明人：視神経萎縮

で発見された神経梅毒の一症例．神経眼科 ： ，

．

 今野公士，山田昌和，重安千花，近藤義之（ 近藤眼科）：

周術期 ％レバミピド点眼液による白内障術前後の眼表

面保護効果．あたらしい眼科 ， ．

 重安千花，山田昌和：細隙灯顕微鏡とデジタルフォトス

リットマイクロスコープ（解説 特集）．眼科

， ．

 
：

 岡田アナベルあやめ，蕪城俊克：生物学的製剤の時代に

おける非感染性ぶどう膜炎の治療戦略．あたらしい眼科

， ．

 
（

）：

：

 

 

：

 Holló G：

：

 

with Behçet Disease：
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：

 

：

著 書

 厚東隆志，平形明人：近視性牽引黄斑症 治療／硝子体

手術（総論）．専門医のための眼科診療クオリファイ

近視の病態とマネジメント．大野京子編．東京，中山書

店， ． ．

 大路正人，後藤浩，山田昌和，野田徹：今日の眼疾患治

療指針第 版．東京，医学書院， ．

 慶野博：真菌性眼内炎．今日の眼疾患治療指針第 版．

大路正人，後藤浩，山田昌和，野田徹編．東京，医学書

院， ． ．

 慶野博：全眼球炎．今日の眼疾患治療指針第 版．大路

正人，後藤浩，山田昌和，野田徹編．東京，医学書院，

． ．

 平形明人：乳頭小窩（ピット）黄斑症候群．今日の眼疾

患治療指針第 版．大路正人，後藤浩，山田昌和，野田

徹編．東京，医学書院， ． ．

 平形明人：朝顔症候群．今日の眼疾患治療指針第 版．

大路正人，後藤浩，山田昌和，野田徹編．東京，医学書

院， ． ．

 平形明人：超広角眼底撮影（Optos®）．眼科診療マイス

ターⅠ 診察と検査．飯田知弘，中澤徹，堀裕一編．東

京，メジカルビュー， ． ．

 井上真：近視性牽引黄斑症に対する黄斑バックル・強膜

短縮術． ．東京，全日本病院

出版会， ． ．

 廣田和成，平形明人：網膜・硝子体の救急．

．東京，全日本病院出版会， ．

．

 平形明人：網膜剥離を合併する視神経乳頭異常．眼科診

療マイスターⅡ 診断と治療．飯田知弘，中澤徹，堀裕

一編．東京，メジカルビュー， ． ．

 山田昌和：涙液油層の成分とその評価．マイボーム腺機

能不全 の診断と治療．坪田一男編．東京，金原出

版， ． ．

 根木昭，飯田知弘，近藤峰生，中村誠，山田昌和：眼科

検査ガイド第 版．東京，文光堂， ．

 山田昌和：前眼部写真の撮影法．眼科検査ガイド第 版．

根木昭，飯田知弘，近藤峰生，中村誠，山田昌和編．東

京，文光堂， ． ．

 野田徹，井上真：網膜硝子体のスリットランプ検査．眼

科検査ガイド第 版．根木昭，飯田知弘，近藤峰生，中

村誠，山田昌和編．東京，文光堂， ．

 柳沼重晴，今野公士：眼球突出計．眼科検査ガイド第

版．根木昭，飯田知弘，近藤峰生，中村誠，山田昌和編．

東京，文光堂， ． ．

 井上真：硝子体手術とは そして注意すべきこととは？．

知っているようで知らない新しい糖尿病網膜症診療．石

田晋編．東京，メジカルビュー社， ．

 井上真：若年性網膜分離症．眼科疾患最新の治療

．大橋裕一，白神史雄，村上晶編．東京，南江堂，

．

 慶野博：中間部ぶどう膜炎．眼科疾患最新の治療

．大橋裕一，白神史雄，村上晶編．東京，南江堂，

． ．

 井上真：黄斑下出血のマネージメント．眼科 鼻涙管狭

窄の外科治療アップデート．東京，金原出版， ．

．

 慶野博：ぶどう膜炎 ．眼科診療マイスターⅠ 診

察と検査．飯田知引，中澤徹，堀裕一編．東京，メジカ

ルビュー社， ． ．

 北善幸：格子状変性巣内の萎縮性円孔による網膜剥離．

どう診てどう治す？網膜剥離．平形明人，井上真編．東

京，メジカルビュー， ． ．

 北善幸：多発円孔による網膜剥離（強度近視眼）．どう

診てどう治す？網膜剥離．平形明人，井上真編．東京，

メジカルビュー， ． ．

 北善幸：高齢者の格子状変性巣内円孔による網膜剥離．

どう診てどう治す？網膜剥離．平形明人，井上真編．東

京，メジカルビュー， ． ．

 北善幸：硝子体出血合併の網膜剥離（ 眼）．どう

診てどう治す？網膜剥離．平形明人，井上真編．東京，

メジカルビュー， ． ．

 北善幸：先天性白内障術後無水晶体眼網膜剥離．どう診

てどう治す？網膜剥離．平形明人，井上真編．東京，メ

ジカルビュー， ． ．

 井上真，慶野博：裂孔不明の全剥離．どう診てどう治す？

網膜剥離．平形明人，井上真編．東京，メジカルビュー，

． ．

 井上真：裂孔厳正網膜剥離の硝子体手術とバックリング

手術．眼科診療マイスターⅢ処置と手術手技．飯田知弘，

中澤徹，堀裕一編．東京，メジカルビュー， ．

 井上真：スリットを用いた網膜硝子体の観察．

．東京，全日本病院出版会， ．

．

 井上真： を伴った網膜剥離．眼科臨床エキスパート

画像診断から考える病的近視診療．大野京子，前田直之，

吉村長久編．東京，医学書院， ．

 慶野博：蛍光眼底造影．眼科グラフィックス ．大

阪，メディカ出版， ． ．

その他

 平形明人：眼科検診における画像検査の進歩．各科臨床

のトピックス．日本医師会雑誌雑誌 ：282−284， ．

 平形明人：目の病気 最新情報，糖尿病網膜症，加齢黄

斑変性． きょうの健康， 月号， ， ．

 平形明人：目の病気 最新情報，糖尿病網膜症，加齢黄

斑変性． きょうの健康，テレビ出演， 年 月 日

月 日．

 平形明人：眼底疾患の手術治療．テレビ東京 話題の医

学，テレビ出演， 年 月 日．

 平形明人：強度近視の牽引性黄斑症．

秋号，東京，先端医学社， ． ．

 平形明人：目の健康を守る（インタビュー）．日本経済

新聞 月 日夕刊， ， ．
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 平形明人：目の病気 最新情報，糖尿病網膜症，加齢黄

斑変性． きょうの健康より抜粋， ，ノバルティ

スファーマ株式会社， ．

 平形明人：硝子体手術を極める 座長．第 回日本網膜

硝子体学会総会，東京， 年 月 日．

 山田昌和：分担研究者．平成 年度厚生労働省科学研究

費補助金（難治性疾患政策研究事業），希少難治性角膜

疾患の疫学調査 難治等（難） 一般 報告書，

年．

 山田昌和： 歳を越えたら眼科検診を．日刊ゲンダイ，

年 月 日号．

 山田昌和：ドライアイ，予防対策の要は三つの「コン」．

朝日新聞， 年 月 日号．

 平形明人：網膜硝子体手術．週刊朝日 手術数でわか

るいい病院 ， ，朝日新聞出版， ．

 岡田アナベルあやめ：非感染性ぶどう膜炎に新たな生物

学製剤が承認（巻頭言）．日本眼科学会雑誌 ： ，

．

耳鼻咽喉科学教室

講 演

 唐帆健浩：嚥下造影検査の実際と観察のポイント．第

回日本耳鼻咽喉科学会嚥下障害講習会，東京， 年

月 日．

 齋藤康一郎：喉頭乳頭腫の診かた．東京医科大学医療連

携耳鼻咽喉科カンファレンス，東京， 年 月 日．

 岩丸有史，齋藤康一郎，座間猛：肺癌特異的メチル化

領域を利用した肺癌早期診断技術．第 回日本外科学

会定期学術集会，大阪， 年 月 日．

 ， ， ， ：

．

， ， ， ．

 小野修平：鼓室型グロームス腫瘍の一例．第 回杏林大

学耳鼻咽喉科病診連携カンファレンス，三鷹， 年

月 日．

 渡邊格：当院における日帰り外来喉頭手術．第 回杏林

大学耳鼻咽喉科病診連携カンファレンス，三鷹， 年

月 日．

 茂呂順久：内視鏡下手術を行った両側先天性後鼻孔閉鎖

症の 例．第 回杏林大学耳鼻咽喉科病診連携カンファ

レンス，三鷹， 年 月 日．

 佐藤大：当科における頭頸部腫瘍の外科治療（特に機能

温存手術）．第 回杏林大学耳鼻咽喉科病診連携カンフ

ァレンス，三鷹， 年 月 日．

 池田哲也：耳鼻咽喉科領域における歯科口腔外科疾患．

第 回杏林大学耳鼻咽喉科病診連携カンファレンス，三

鷹， 年 月 日．

 齋藤康一郎：喉頭領域の日常診療を巡るトピックス．武

蔵野市医師会学術講演会，武蔵野， 年 月 日．

 

， ．

 

， ．

 ， ， ：

．

， ．

 

， ．

 茂呂順久，佐藤大，笠倉奈津子，松本吉史，濱之上泰裕，

齋藤康一郎：傍腫瘍性神経症候群の合併が示唆された頭

頸部癌の 例．第 回日本耳鼻咽喉科学会通常総会・学

術講演会，名古屋， 年 月 日．

 横井秀格，川田往嗣，松本祐磨，山中英敬，齋藤康一郎：

内視鏡下副鼻腔手術を施行した眼症状を併発する鼻副

鼻腔疾患の臨床的検討．第 回日本耳鼻咽喉科学会通

常総会・学術講演会，名古屋， 年 月 日．

 冨岡拓矢，松延毅，奥雄介，平井絢子，金信秀，木下尚

之，笠倉奈津子，齋藤康一郎：頭直達鏡操作時に心停止

を来した一例．第 回日本耳鼻咽喉科学会通常総会・

学術講演会，名古屋， 年 月 日．

 唐帆健浩：耳鼻咽喉科領域のリハビリテーション－現状

と を求めて－．第 回日本耳鼻咽喉科学会通常総

会・学術講演会，名古屋， 年 月 日．

 横井秀格： 耳鼻咽喉科からみた

臨床像と治療，および歯性副鼻腔炎の最新の治験につい

て．東京都耳鼻咽喉科医学学術講演会，東京， 年

月 日．

 佐藤大：頭頸部癌における施設経験を踏まえた治療の実

際．第二回若手頭頸部癌治療検討会，東京， 年 月

日．

 ， ， ， ，

， ：

．

， ， ， ．

 横井秀格，児玉悟，齋藤康一郎：左眼窩先端部の腫瘤性

病変を認めた鼻副鼻腔サルコイドーシスの一例．第 回

日本頭底外科学会，大阪， 年 月 日．

 

．

， ，

， ．

 尾川昌孝，横井秀格，濵之上泰裕，唐帆健浩，齋藤康一

郎：顔面瘻孔を生じた歯性感染症例の 例．第 回耳鼻

咽喉科臨床学会総会・学術講演会，鹿児島， 年 月

日．

 横井秀格，児玉悟，齋藤康一郎：左眼窩先端部の腫瘤性
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病変を認めた鼻副鼻腔サルコイドーシスの一例．第 回

耳鼻咽喉科臨床学会総会・学術講演会，鹿児島， 年

月 日．

 齋藤康一郎：気管切開および経皮的気道確保の適応と注

意点．第 回日耳鼻夏期講習会，軽井沢， 年 月

日．

 ， ， ， ，

， ：

．

， ，

，

 ：

㏌ ．

， ， ，

 池田哲也，萬知子，森山久美，田村まどか，加賀あかり，

齋藤康一郎：当院における周術期管理外来での口腔衛生

評価の取り組み．第 回日本外科代謝栄養学会学術集会，

東京， 年 月 日．

 齋藤康一郎：音声障害の診断と治療．調布市耳鼻科医会

学術講演会，調布， 年 月 日．

 横井秀格： －鼻副

鼻腔の解剖と頭蓋底への 作成－．第 回杏林大

学脳神経外科学教室多摩微小解剖セミナー，三鷹，

年 月 日 月 日．

 横井秀格：アレルギー性鼻炎の治療～根治的治療に向け

ての新しいダニ舌下免疫療法～．城東

～アテシアⓇダニ舌下錠 講演会～，東京， 年 月

日．

 池田哲也：耳鼻咽喉科領域における歯性感染症．第 回

多摩杏林耳鼻科会，武蔵野， 年 月 日．

 佐藤大，齋藤康一郎：口腔底癌術後の組織欠損に対し鎖

骨上動脈島状皮弁（ ）で再建を行った 例．第 回

日本口腔・咽頭科学会総会・学術講演会，松江， 年

月 日．

 池田哲也，甲能直幸，横井秀格，齋藤康一郎：当院にお

ける周術期管理外来での口腔衛生評価の取り組み．第

回日本口腔・咽頭科学会総会・学術講演会，松江，

年 月 日．

 ， ， ， ， ：

．

， ，

， ．

 ， ， ， ：

．

， ， ， ．

 ， ， ， ， ：

．

， ， ， ．

 ， ， ， ， ， ，

：

．

， ，
， ．

 松田昌之：動眼神経麻痺を生じた慢性副鼻腔炎の一例．

第 回杏林大学耳鼻咽喉科病診連携カンファレンス，三

鷹， 年 月 日．

 齋藤伸夫：局所麻酔下の声門閉鎖術．第 回杏林大学耳

鼻咽喉科病診連携カンファレンス，三鷹， 年 月

日．

 永藤裕：水中内視鏡下後鼻神経切断術．第 回杏林大学

耳鼻咽喉科病診連携カンファレンス，三鷹， 年 月

日．

 池田哲也：周術期管理外来において口腔内評価を行い判

明した疾患による口腔衛生状態の差．第 回杏林大学耳

鼻咽喉科病診連携カンファレンス，三鷹， 年 月

日．

 増田正次，大石直樹，松田雄大，藤岡正人，中村健大，

松崎佐栄子，松本丈武，鈴木法臣，小川郁，齋藤康一郎：

中耳真珠腫に対する外耳道後壁削除・軟組織再建鼓室形

成術後の聴力改善に術後乳突洞再含気化は重要か？．第

回日本耳科学会総会・学術講演会，長野， 年 月

日．

 松本祐磨，木村徹，櫻井裕之：ガストリン放出ペプチド

は，マウスにおけるアレルギー性鼻炎の成立に関与する．

第 回日本薬理学会関東部会，浜松， 年 月 日．

 ， ， ：

．第 回日本鼻科学会総

会・学術講演会，宇都宮， 年 月 日．

 中川隆之，児玉悟，小林正佳，讃岐徹治，田中秀峰，花

澤豊行，鈴木元彦，横井秀格，大森孝一：嗅神経芽細胞

腫に対する手術手技：内視鏡下経鼻単独あるいは経頭蓋

コンバインドアプローチ．第 回日本鼻科学会総会・学

術講演会，宇都宮， 年 月 日．

 松本祐磨，横井秀格，川田往嗣，山中英敬，茂呂順久，

池 田 哲 也 ， 齋 藤 康 一 郎 ：

の一例．第

回日本鼻科学会 総会・学術講演会，宇都宮， 年

月 日．

 茂呂順久，横井秀格，松本祐磨，川田往嗣，山中英敬，

齋藤康一郎：内視鏡下手術を行った両側先天性後鼻孔閉

鎖症の 例．第 回日本鼻科学会総会・学術講演会，宇

都宮， 年 月 日．

 宮本重樹，金子忠良，池田哲也，近津大地，齋藤康一郎：

新 型 プ ロ ー ブ を 用 い た

における抗腫瘍効果の基礎的検討．第 回日本

レーザー医学会総会，旭川， 年 月 日．

 ： ．

， ， ， ．

 ：

， ， ，

．

 ：

．

，

， ， ．

 ： ．

， ， ， ．

 齋藤康一郎：音声機能検査と声のリハビリテーション．

公益社団法人東京都医師会平成 年度「保険医療講習会」

（耳鼻咽喉科），東京， 年 月 日．

 渡邉格，中川秀樹，久保村郁子，齋藤康一郎：当院にお

ける入院加療を要した咽喉頭食道異物症例の検討．第

回日本気管食道科学会総会ならびに学術講演会，東京，

年 月 日．
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 齋藤康一郎：外科的気道確保．第 回日本気管食道科学

会総会ならびに学術講演会，東京， 年 月 日．

 齋藤康一郎：嚥下障害に対する栄養管理．第 回日本嚥

下医学会主催嚥下機能評価研修会，東京， 年 月

日．

 横井秀格：アレルギー性鼻炎の治療戦略．大鵬薬品社内

研修会，三鷹， 年 月 日．

 池田哲也，宮本重樹，佐藤麻梨香，里見貴史，近津大地，

齋藤康一郎：当科における白板症の臨床病理組織学的検

討．第 回公益社団法人日本口腔外科学会総会・学術大

会，千葉， 年 月 日．

 池田哲也，宮本重樹，田村まどか，加賀あかり，佐藤麻

梨香，近津大地，里見貴史，宇都宮紀子，齋藤康一郎：

当院における周術期管理外来での口腔衛生評価の取り組

み．第 回公益社団法人日本口腔外科学会総会・学術大

会，千葉， 年 月 日．

 加賀あかり，池田哲也，宮本重樹，佐藤麻梨香，田村ま

どか，近津大地，里見貴史，宇都宮紀子，齋藤康一郎：

周術期管理外来を受診した全ての患者の口腔内環境につ

いて．第 回公益社団法人日本口腔外科学会総会・学術

大会，千葉， 年 月 日．

 田村まどか，池田哲也，宮本重樹，佐藤麻梨香，加賀あ

かり，近津大地，里見貴史，宇都宮紀子，齋藤康一郎：

当院における周術期口腔衛生管理開始により判明した導

入時の問題点．第 回公益社団法人日本口腔外科学会総

会・学術大会，千葉， 年 月 日．

 齋藤康一郎：喉頭乳頭腫との付き合い方．第 回四国頭

頸部外科研究会，高知， 年 月 日．

 横井秀格：アレルギー性鼻炎の診断と最新の治療戦略．

いわき市耳鼻科医会学術講演会，いわき， 年 月

日．

 横井秀格：アレルギー性鼻炎の診断と最新の治療戦略．

東京都耳鼻咽喉科医学学術講演会，東京， 年 月

日．

 横井秀格：アレルギー性鼻炎の検査と治療戦略．第 回

滋賀県耳鼻咽喉科オープンセミナー，草津， 年 月

日．

 横井秀格：アレルギー性鼻炎の治療戦略．豊島区耳鼻科

医会学術講演会，東京， 年 月 日．

 横井秀格：アレルギー性鼻炎の診断と最新の治療戦略．

第 回郡山耳鼻科勉強会，郡山， 年 月 日．

 佐藤大，笠倉奈津子，濱之上泰裕，尾川昌孝，茂呂順久，

齋藤康一郎：耳下腺腫瘍に対する審美的に優れた必要最

小限の皮膚切開線設定の工夫．第 回日本頭頸部外科学

会総会ならびに学術講演会，東京， 年 月 日．

 笠倉奈津子，佐藤大，茂呂順久，渡邉格，濱之上泰裕，

齋藤康一郎：原発巣，頸部リンパ節転移巣ともにハニカ

ム様構造を認めた甲状腺乳頭癌の一例．第 回日本頭頸

部外科学会総会ならびに学術講演会，東京， 年 月

日．

 横井秀格，児玉悟，齋藤康一郎：内視鏡下経翼口蓋窩ア

プローチにて摘出した巨大蝶形骨洞内蝶形骨縁髄膜腫の

一例．第 回日本頭頸部外科学会総会ならびに学術講演

会，東京， 年 月 日．

 池田哲也：顎口腔領域に発生する疾患とその対応につい

て．東京都耳鼻咽喉科医会学術講演会，東京， 年

月 日．

 齋藤康一郎：超高齢社会と耳鼻咽喉科―声の老化を中心

に―．三鷹老人会健康長寿講演会，三鷹， 年 月 日．

 齋藤康一郎：音声障害の診断と治療．日耳鼻埼玉県地方

部会・埼玉県耳鼻咽喉科医会学術集会，さいたま，

年 月 日．

 横井秀格：アレルギー性鼻炎の診断と最新の治療戦略．

東京都薬剤師会臨床薬学研究会，八王子， 年 月

日．

 横井秀格：アレルギー性鼻炎の診断と最新の治療戦略．

武蔵野市薬剤師会学術講演会，武蔵野， 年 月 日．

 渡邉格，佐藤大，齋藤伸夫，木村泰彰，川原敬祐，中川

秀樹，二藤隆春，齋藤康一郎：局所麻酔科声門閉鎖術の

有用性．第 回日本嚥下医学会総会ならびに学術講演会，

東京， 年 月 日．

 川原敬祐，唐帆健浩，林良幸，中村みゆき，齋藤康一郎：

食道癌術後の逆流による反復性嚥下性肺炎の 例．第

回日本嚥下医学会総会ならびに学術講演会，東京，

年 月 日．

 唐帆健浩：摂食嚥下機能療法（嚥下機能，口腔ケアを含

む）．第 回日本嚥下医学会主催嚥下機能評価研修会，

東京， 年 月 日．

 齋藤康一郎：超高齢社会における咽喉頭疾患の臨床．第

回三鷹外科・整形外科医療連携ゼミナール，三鷹，

年 月 日．

 池田哲也，佐藤麻梨香，宮本重樹，近津大地：当院にお

ける周術期管理外来での口腔衛生評価の取り組み．第

回日本有病者歯科医療学会総会・学術大会，金沢，

年 月 日．

 横井秀格：アレルギー性鼻炎の診断と最新の治療戦略．

調布市耳鼻科医会，調布， 年 月 日．

 池田哲也：骨代謝抑制剤を投与されている患者への対応

方法．骨粗鬆証症治療を考える，三鷹， 年 月 日．

 横井秀格，丸山啓介，塩川芳昭，齋藤康一郎：経鼻内視

鏡下髄液漏閉鎖手術を施行した 症例について．第 回関

東経鼻内視鏡手術セミナー，東京， 年 月 日．

論 文

 齋藤康一郎，新井由美 （ 杏林大学医学部付属病院看護

部）：気道管理におけるメディカルスタッフの役割 解

説 特集 ． ： ，

 増田正次：外耳道炎．耳喉頭頸 ： ，

 齋藤康一郎，鈴木亮 （ 福島県立医大）：経皮的気管切

開術．日気食会報 ： ，

 齋藤康一郎：急性喉頭炎．耳喉頭頸 ： ，

 鈴木賢二 ，大森孝一 ，齋藤康一郎，松塚崇 ，宮本直哉

，耳鼻咽喉科診療機器の感染制御ワーキンググループ，

一般社団法人耳鼻咽喉科学会（ 尚徳会ヨナハ総合病院，

京都大， 福島県立医大， 宮本ファミリー耳鼻科 ：耳

鼻咽喉科内視鏡の感染制御に関する手引き．日耳鼻会報

： ，

 齋藤康一郎，渡邉格：頸部リンパ節腫脹 炎症性疾患．

耳喉頭頸 ： ，

 齋 藤 康 一 郎 ： 音 声 障 害 の 基 礎 知 識 ．

： ，

 齋藤康一郎：外来処置 ネブライザー用薬．耳喉頭頸

： ，

 唐帆健浩：高齢者の嚥下障害．耳喉頭頸 ：

，

 宇野光祐 ，齋藤康一郎，矢部はる奈 ，甲能武幸 ，小川

郁 慶応義塾大学 耳鼻咽喉科， 川崎市立井田病院 ：

喉頭専門外来を受診した咽喉頭異常感症例の検討―胃

食 道 逆 流 が 関 連 し た 症 例 を 中 心 に ― ． 日 耳 鼻 会 報

： ，

 唐帆健浩： 枚の写真 咽喉頭アミロイドーシス 図説 ．

嚥下医学 ： ， ．

 横井秀格： －耳鼻咽喉科からみ

た臨床像と治療，および歯性副鼻腔炎の最新の治療につ
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いて．都耳鼻会報 ： ， ．

 横井秀格：アレルギー性鼻炎の診断における検査の重要

性と問題点．都耳鼻会報 ： ， ．

 飯野由恵，齋藤康一郎，辻哲也，林隆一：早期声門癌に

対する（化学）放射線治療後の音声機能．言語聴覚研究

： ，
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著 書

 齋藤康一郎：基本的な手術治療 喉頭微細手術．耳鼻咽

喉科・頭頸部外科 研修ノート改訂第 版．永井良三総監

修．東京，診断と治療社， ． ．

 齋藤康一郎：耳鼻咽喉科疾患 声帯ポリープ．今日の治

療指針 私はこう治療している．福井次矢，高木誠，小

室一成総編集．東京，医学書院， ．

 唐帆健浩：摂食・嚥下障害患者のリハビリテーション．

今日の治療指針 私はこう治療している．福井次矢，高

木誠，小室一成総編集．東京，医学書院， ．

 甲能直幸：頭頸部悪性腫瘍の治療・看護 総論－頭頸部

腫瘍／副鼻腔の癌／中・下咽頭腫瘍．改訂 版 耳鼻咽喉

科看護の知識と実際．森山寛編．大阪，メディカ出版，

． ／ ／

 甲能直幸：頭部および頸部．系統看護学講座 別巻 臨床

外科看護各論 第 版．北島政樹，江川幸二編．東京，医

学書院， ． ．

 甲能直幸：副鼻腔手術 上顎癌における浅側頭動脈カテ

ーテル留置術．イラスト手術手技のコツ 耳鼻咽喉科・

頭頸部外科―耳・鼻編 改訂第 版．村上泰，久育男監修．

東京，東京医学社， ． ．

産科婦人科学教室

講 演

 

公益社団法人日本産科婦人科学会第 回学術講演会，東

京， 年 月 日．

 松本浩範，小林陽一，堂園渓，西ケ谷順子，澁谷裕美，

百村麻衣，岩下光利：婦人科再発がんの 検査におけ

る再発巣の 値

は治療効果に関連する．公益社団法人日本産科婦人科学

会第 回学術講演会，東京， 年 月 日．

 松島実穂，井澤朋子，小林陽一，岩下光利：低酸素環境

が子宮脱落膜の

分泌に与える影響．公益社団法人日本産科婦

人科学会第 回学術講演会，東京， 年 月 日．

 松澤由記子，古川誠志，春名佑美，北村亜也，鳥海玲奈，

山田研二，井澤朋子，長島隆，小林陽一，岩下光利：分

娩時に意識消失と呼吸困難を認めるもその後 が顕在

化した羊水塞栓症の 例：心肺虚脱型か 先行型か．公

益社団法人日本産科婦人科学会第 回学術講演会，東京，

年 月 日．

 戸田友美，田中啓，清本千景，井澤朋子，長島隆，古川

誠志，小林陽一，岩下光利：産後出血による産褥搬送に

おける必要輸血量の予測因子：産科 スコアの有用性．

公益社団法人日本産科婦人科学会第 回学術講演会，東

京， 年 月 日．

 渡邉百恵，澁谷裕美，佐々木恵子，西ケ谷順子，百村麻

衣，松本浩範，小林陽一，岩下光利：婦人科開腹手術症

例における術前下肢深部静脈血栓症スクリーニングとし

ての ダイマーカットオフ値とリスク因子の疾患別検討．

公益社団法人日本産科婦人科学会第 回学術講演会，東

京， 年 月 日．

 渋谷英里子，長内喜代乃，澁谷裕美，西ケ谷順子，百村

麻衣，松本浩範，小林陽一，岩下光利：脳転移をきたし

た婦人科悪性腫瘍の 例．公益社団法人日本産科婦人科

学会第 回学術講演会，東京， 年 月 日．

 野田清香，百村麻衣，鳥海玲奈，中島千絵，澁谷裕美，

西ケ谷順子，松本浩範，小林陽一，岩下光利：難治性再

発婦人科悪性腫瘍に対するサイバーナイフの有用性．公

益社団法人日本産科婦人科学会第 回学術講演会，東京，

年 月 日．
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 宮川美果，井澤朋子，片山沙弥，春名祐美，深川裕一郎，

金田由香子，松島美穂，長島隆，古川誠志，小林陽一，

岩下光利：免疫吸着療法を要した全身性エリテマトーデ

ス合併妊娠の 例．第 回東京産科婦人科学会例会，東

京， 年 月 日．

 渋谷英里子，西ヶ谷順子，長内喜代乃，澁谷裕美，百村

麻衣，松本浩範，小林陽一，岩下光利，坂本憲彦，望月

眞：外陰部乳腺様腺癌の 例．第 回日本臨床細胞学会

春期大会，横浜， 年 月 日．

 北村亜也，松澤由紀子，清本千景，鳥海玲奈，山田研二，

井澤朋子，長島隆，古川誠志，小林陽一，岩下光利：羊

水塞栓症を合併した産褥多量出血の 例．第 回関東連

合産科婦人科学会，東京， 年 月 日．

 中島千絵，小林陽一，鳥海玲奈，深川裕一郎，金田由香

子，山田研二，松島美穂，松澤由紀子，井澤朋子，百村

麻衣，古川誠志，岩下光利：卵巣両側性境界悪性腫瘍術

後再発に対し保存的治療にて生児を得た 例．第 回関

東連合産科婦人科学会，東京， 年 月 日．

 岡愛子，山田研二，田中啓，井澤朋子，古川誠志．小林

陽一，岩下光利：子宮動脈塞栓術後に子宮内感染を起こ

した 例．第 回四水回，東京， 年 月 日．

 百村麻衣，小林陽一，長内喜代乃，澁谷裕美，西ケ谷順

子，松本浩範：非産褥期子宮内反症を合併した子宮体癌

の 例．第 回日本婦人科腫瘍学会学術講演会，米子，

年 月 日．

 村岡由真，田中啓，清本千景，松島実穂，井澤朋子，古

川誠志，岩下光利： による子宮筋層炎を合併し

た子宮動脈塞栓術後の子宮壊死．第 回日本周産期・新

生児医学会学術集会，富山， 年 月 日．

 山田研二，田中啓，北村亜也，鳥海玲奈，片山素子，松

島実穂，松澤由記子，井澤朋子，古川誠志，岩下光利：

妊娠中期に拡張腸管を認め，出生後に先天性結腸閉鎖症

と診断された 例．第 回日本周産期・新生児医学会学

術集会，富山， 年 月 日．

 田中啓，酒井啓治，松島実穂，松澤由記子，井澤朋子，

古川誠志，岩下光利：アミノ酸が 細胞の

に与える影響．

第 回日本周産期・新生児医学会学術集会，富山，

年 月 日．

 池田麗，古川誠志，岩下光利：潜在性甲状腺機能低下症

が妊娠に与える影響．第 回日本周産期・新生児医学会

学術集会，富山， 年 月 日．

 鳥海玲奈，古川誠志，北村亜也，山田研二，松澤由記子，

井澤朋子，岩下光利：胎胞形成例における子宮頸管

の影響．第 回日本周産期・新生児医学会学術集

会，富山， 年 月 日．

 井澤朋子，北村亜也，鳥海玲奈，清本千景，田中啓，山

田研二，金田由香子，松島実穂，松澤由記子，古川誠志，

岩下光利：当院における過去 年間に施行した頸管縫縮

術の検討．第 回日本周産期・新生児医学会学術集会，

富山， 年 月 日．

 渡邉百恵，澁谷裕美，西ケ谷順子，松本浩範，小林陽一，

岩下光利：腹腔鏡下子宮体癌術後早期に骨盤内再発が疑

われた 例．第 回日本産科婦人科内視鏡学会学術講演

会，長崎， 年 月 日．

 安部美由紀，長内喜代乃，澁谷裕美，西ケ谷順子，百村

麻衣，松本浩範，山下詠子，小林陽一，似鳥俊明，岩下

光利： 細胞腫の 例． 第 回シン

ポジウム，淡路， 年 月 日．

 小林陽一：がん医療の現状．がん看護研修 基礎編，三

鷹， 年 月 日．

 

 

 

 

 小林陽一：遺伝性腫瘍における婦人科がんの意義．埼玉

会講演会，さいたま， 年 月 日．

 安部美由紀，長内喜代乃，北村亜也，澁谷裕美，西ヶ谷

順子，百村麻衣，松本浩範，小林陽一，岩下光利：術前

画像で診断しえた 細胞腫の 例．第

回東京産科婦人科学会例会，東京， 年 月 日．

 野田清香，田中啓，竹森聖，鳥海玲奈，山田研二，井澤

朋子，長島隆，古川誠志，小林陽一，岩下光利： を

伴った子癇発作後に を合併した 例．第 回関東連

合産科婦人科学会学術集，東京， 年 月 日．

 冨岡紀子，澁谷裕美，渡邉百恵，松島美穂，西ヶ谷順子，

井澤朋子，百村麻衣，松本浩範，小林陽一，岩下光利：

待機的治療を行った子宮頸癌合併妊娠の 例．第 回関

東連合産科婦人科学会学術集会，東京， 年 月 日．

 小林陽一，松本浩範，西ヶ谷順子，堂園渓，澁谷裕美，

百村麻衣，岩下光利：婦人科再発癌の 検査における

再発巣の 値は治療効果の予測に有用である．第

回日本癌治療学会学術集会，横浜， 年 月 日．

 

 渋谷英里子，西ケ谷順子，水谷奈津子，市川美雄，坂本

憲彦，長内喜代乃，百村麻衣，望月眞，松本浩範，小林

陽一，岩下光利：卵巣 の 例．第 回日

本臨床細胞学会秋期大会，別府， 年 月 日．

 古川誠志：常位胎盤早期剥離症例への対応．第 回東京

都周産期医療ネットワーク区西部ブロック連携会議，東

京， 年 月 日．

 古川誠志：妊娠と糖尿病，それぞれの立場から行う糖代

謝異常合併妊娠への管理・援助．一般社団法人臨床糖尿

病支援ネットワーク第 回例会，八王子， 年 月

日．

 古川誠志：甲状腺機能低下と妊娠．平成多摩産婦人科勉

強会，立川， 年 月 日．

 宮川実果，百村麻衣，本田理貢，戸田友美，松本浩範，

小林陽一，岩下光利：産婦人科医のメンタルヘルス．第

回四水会，東京， 年 月 日．

 古川誠志：常位胎盤早期剥離症例への対応．南多摩産婦

人科医会講演会，東京， 年 月 日．

 岡愛子，松島実穂，安部美由紀，竹森聖，渋谷英里子，

井澤朋子，長島隆，古川誠志，小林陽一，岩下光利：特

発性赤芽珠癆合併妊娠の 例．第 回東京産科婦人科学

会例会，東京， 年 月 日．

 古川誠志：妊娠と潜在性甲状腺機能低下．旭川産婦人科

医会講演会，旭川， 年 月 日．

 
factor system. International Seminar “Insulin

improvement of quality for humans and animals”
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 小林陽一：子宮腺筋症をめぐる最新の話題．子宮内膜症

フォーラム ，三鷹， 年 月 日．

 戸田友美，百村麻衣，本田理貢，澁谷裕美，西ヶ谷順子，

松本浩範，小林陽一，岩下光利：女性生殖器静脈奇形に

効果療法を行った 例．第 回東京産科婦人科学会例会，

東京， 年 月 日．

論 文

 古川誠志：高齢妊娠に伴う諸問題．杏林医会誌

 古川誠志，岩下光利：胎児救急 超緊急帝王切開（グレ

ー ド ） へ の 対 応 周 産 期 セ ン タ ー ． 周 産 期 医 学

 古川誠志：胎児胎盤循環の評価法 胎児心拍数陣痛図．

産婦の実際

 本田理貢，塚本可奈子 ，井上双葉 ，小泉弥生子 ，新谷

大輔 ，黒須博之 ，増永彩 ，菅野素子 ，菊池友美 ，一

條梨紗 ，矢野亮 ，山崎龍王 ，小林織恵 ，田村和也 ，

大田昌治 ，小林弥生子 ，梅澤聡（ 武蔵野赤十字病院）：

外陰部硬化性萎縮性苔癬（ ）の 例．

東京産婦会誌

 

 古川誠志：妊娠高血圧症候群（ ）の胎児心拍数波形．

ペリネイタルケア

 古川誠志：絶対に見逃してはいけない 波形 注意を

要する遅一過性徐脈．助産雑誌

 清本千景，松澤由記子，鳥海玲奈，井澤朋子，長島隆，

古川誠志，小林陽一，岩下光利：卵子提供妊娠における

周産期管理と新生児予後の検討．東京産婦会誌

 中山真恵，松島実穂，深川裕一郎，金田由香子，田中啓，

山田研二，井澤朋子，古川誠志，小林陽一，岩下光利：

胎児水腫を伴った一過性骨髄異常増殖症の 例．東京産

婦会誌

 村岡由真，長内喜代乃，渋谷英里子，澁谷裕美，西ケ谷

順子，百村麻衣，松本浩範，小林陽一，岩下光利：成熟

嚢胞性奇形腫の悪性転化との鑑別に苦慮した悪性リンパ

腫再発の 例．東京産婦会誌

 

Children’s Hospital, 

Children’s Medical Center, 

Children’s Hospital, 

 竹森聖，根津幸穂 ，満下淳地 ，鈴木由梨奈 ，明石慶子

，堀田大輔 ，近澤研郎 ，岩下光利，今野良 （ 自治医

大さいたま医療センター）：高度肥満者に対し，専用の

吊上げ式器具を用いずに気腹法・吊り上げ法を併用して

腹腔鏡下手術を行った 例．埼玉産婦会誌

 宮川実果，井澤朋子，片山紗弥，春名佑美，深川裕一郎，

金田由香子，松島実穂，長島隆，古川誠志，小林陽一，

岩下光利：免疫吸着療法を要した全身性エリテマトーデ

ス合併妊娠の 例．東京産婦会誌

 

 

Prefectural Kobe Children’s Hospital, 

Kanagawa Children’s Medical 

Miyagi Children’s 

 堂園渓，東眞，渡部耕平，酒井謙，小山典宏，小林陽一，

岩下光利：分娩後に子宮頸部円錐切除術を施行し頸管閉

塞を来した 例．関東産婦誌

 春名佑美，田中啓，松島美穂，松澤由記子，井澤朋子，

古川誠志，小林陽一，岩下光利：妊娠中に を発

症した一例．関東産婦誌

 森田知子 ，近藤由理香 ，岩下光利（ 杏林大・病院・総

合周産期母子センター）：バースセンターの現況と展望．

臨婦産

 

 

 

 安部美由紀，長内喜代乃，澁谷裕美，西ケ谷順子，百村

麻衣，松本浩範，小林陽一，岩下光利：術前 画像で

鑑別し得た の 例．東京産婦

会誌
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 西ケ谷順子：熊本地震支援体制 全国的な支援体制 日本

産科婦人科学会医師派遣事業．周産期医学

 西ケ谷順子，増﨑英明 （ 長崎大）：熊本地震支援体制

全国的な支援体制 産婦人科災害マニュアル．周産期医

学

 

 

 長島隆，岩下光利：子宮卵管造影のコツ．産科と婦人科

 

著 書

 長島隆，岩下光利：性腺疾患 性腺ホルモンの基礎知識．

内分泌代謝専門医ガイドブック 改訂第 版．成瀬光栄，

平田結喜緒，島津章編．東京，診断と治療社，

 岩下光利：性腺機能低下症（女性）．内分泌代謝専門医

ガイドブック 改訂第 版．成瀬光栄，平田結喜緒，島

津章編．東京，診断と治療社，

 岩下光利：妊娠中 成長因子．周産期医学必須知識 第

版．周産期医学編集委員会編．東京，東京医学社， ．

 岩下光利：検査各論 多嚢胞性卵巣症候群．内分泌臨床

検査マニュアル．肥塚直美編．東京，日本医事新報社，

．

 古川誠志：分娩期 バイタルサイン．図解でよくわかる

お母さんと赤ちゃんの生理とフィジカルアセスメント．

中田雅彦，与田仁志編著．大阪，メディカ出版， ．

 古川誠志：分娩期 陣痛．図解でよくわかるお母さんと

赤ちゃんの生理とフィジカルアセスメント．中田雅彦，

与田仁志編著．大阪，メディカ出版， ．

 古川誠志：分娩期 児心拍．図解でよくわかるお母さん

と赤ちゃんの生理とフィジカルアセスメント．中田雅彦，

与田仁志編著．大阪，メディカ出版， ．

その他

 長島隆：疾患モデルマウスを用いた常位胎盤早期剥離に

対する革新的治療法の開発（科学研究費助成事業 基盤

研究（ ））

 長島隆：疾患モデルマウスを用いた常位胎盤早期剥離の

革新的治療法の開発（日本私立学校振興・共済事業団（大

学間連携等による共同研究資金）

放射線医学教室

講 演

 
：

．

 

： “Sensor

liac arteries: A Phantom Model Study”. 

 

 
：

 

： “Sensor

Model Study”.

 五明美穂： の最新臨

床技術；中枢神経領域を中心に

〜診断の次世代へ繋ぐ技術革新〜，大阪， 年

月 日

 西川真木子，苅安俊哉，山下詠子，北村盾二，桶川隆嗣，

大森嘉彦，望月眞，寺戸雄一，似鳥俊明：下大静脈進展

を伴った右腎血管筋脂肪腫の一例．第 回日本腹部放射

線学会，金沢， 年 月 日．

 大原有紗，土屋一洋： を示した の一例．第 回

神経放射線ワークショップ，金沢， 年 月 日− 月

日．

 横山健一： を用いた胸部画像診断（肺サブ

トラクション）． ，

東京， 年 月 日

 横山健一：条件付き 対応デバイスの現状と今後の課

題．第 回日本磁気共鳴医学会大会，さいたま， 年

月 日

 五明美穂，土屋一洋，大原有紗，片瀬七朗，渡邉正中，

似鳥俊明： 造影剤を用いた 連続撮

像と 連続撮像の比較検討．第 回日本磁気

共鳴医学会大会，さいたま， 年 月 日．

 

：“Accurate and reliable wire position 

om model study”. CIRSE 2016(Cardiovascular 
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 大原有紗：頭頸部領域の急性疾患 〜炎症性疾患，外傷

を中心に〜．第 回日本医学放射線学会秋季臨床大会，

東京， 年 月 − 日．

 志賀久恵，増田裕，苅安俊哉，山下詠子，千葉知宏，藤

原正親，似鳥俊明：尿管坐骨孔ヘルニアの 例．第 回

日本医学放射線学会秋季臨床大会，東京， 年 月

日

 木下雄介，増田裕，黒木一典，苅安俊哉，立石秀勝，似

鳥俊明：左鎖骨下静脈から右浅大腿静脈にかけ誤挿入さ

れたガイドワイヤーを経皮的に除去しえた一例．第 回

日本医学放射線学会秋季臨床大会，東京， 年 月

日．

 
：

 石川牧子：頭頚部救急疾患の画像診断．多摩画像診断と

セミナー － ：頭頚部の画像診断と －，東京，

年 月 日．

 苅安俊哉，黒木一典，横山健一，似鳥俊明：シャント

を想定した模擬血管における磁場を用いたナビゲーショ

ンシステムでのカテーテル先端位置の検討．第 回日本

心臓血管放射線研究会，津， 年 月 日．

 五明美穂，土屋一洋，宮崎功，大原有紗，片瀬七朗，渡

邉正中，似鳥俊明： 強調 に

よる椎骨動脈解離の血管壁信号と増強効果の経時的変

化の検討．第 回日本神経放射線学会，東京， 年

月 日．

 

： “Sensor

Study”. ECR 2017(European congress of radiology)

–

 苅安俊哉，黒木一典： ガイド下経皮経肝的胆嚢ドレナ

ージが有用であった胆石胆嚢炎の 例．第 回日本腹部

救急医学会総会，横浜， 年 月 日．

 片瀬七朗：腹部領域の画像解剖．バイエル薬品社内勉強

会，東京， 年 月 日．

 五明美穂，土屋一洋，高橋沙奈江，濱田健治，宮崎功，

大原有紗，片瀬七朗，似鳥俊明： マルチショット

による 画像と の頭蓋内血管描

出能の検討．第 回日本脳神経 学会総会，鹿児島，

年 月 日．

 大原有紗，土屋一洋，五明美穂，渡邉正中，片瀬七朗，

似鳥俊明：初期に脳軟膜転移を呈したと考えられる転移

性脳腫瘍の 例．第 回日本脳神経 学会総会，鹿児島，

年 月 − 日．

 横山健一：心臓 の基礎 による心筋性状評価．第

回法医画像勉強会，三鷹， 年 月 日．

論 文

 五明美穂，片瀬七朗：画像診断医必携 指定難病の画像

診断 脳神経疾患．臨床画像

 西川真木子，横山健一，似鳥俊明：第 回 画像診断道

場－実はこうだった心陰影に重なった腫瘤影の診断は ．

週刊日本医事新報 ，

 西川真木子，横山健一，似鳥俊明：第 回 画像診断道

場－実はこうだったこのイレウスの閉塞機転は ．週刊

日本医事新報 ，

 志賀久恵，増田裕，立石秀勝，森永圭吾，苅安俊哉，高

橋信一，黒木一典，似鳥俊明：バルーン閉塞下逆行性経

静脈的塞栓術 変法にて治療した出血性十二指腸

静脈瘤の 例．臨床放射線 ， ．

 横山健一，似鳥俊明：大動脈 血管炎の 分

類改訂の背景．臨床画像

 大原有紗：眼窩領域 頭頸部炎症性疾患－それとも悪性

腫瘍？－．画像診断

西川真木子，横山健一，似鳥俊明：第 回 画像診断道

場－実はこうだった突然の心窩部痛の原因は ．週刊日

本医事新報 ，

 木下雄介，増田裕，本谷啓太，横山健一，黒木一典，似

鳥俊明，藤原正親 ，菅間博 （ 杏林大・医・病理学）：

奇静脈への還流を認めた乳児肺葉内分画症の 例．臨床

放射線 ，

著 書

 横山健一：心血管領域の標準的撮像法 ．画像診断ガ

イドライン 年版．日本医学放射線学会編．東京，金

原出版，

放射線腫瘍学教室

講 演

 箕輪慎太郎，齋藤大祐，岡部直太，池崎修，三井達

也，三浦みき，櫻庭彰人，林田真理，德永健吾，戸成

綾子，望月眞，柴原純二，森秀明，久松理一：大腸内

視鏡検査で診断が得られた放射線性腸炎早期障害の

例 日本消化器病学会関東支部第 回例会，東京，

年 月 日

論 文

 永山和樹，丸山啓介，小林啓一，中村正直，戸成綾

子，楠田順子，永根基雄，高山誠，塩川芳昭：杏林大

学における転移性脳腫瘍に対する 定位放射線治

療 年間の経験．定位放射線治療 ，

その他

 戸成綾子：平成 年度がん看護研修会公開講演会，

がん患者の相談者になる＝放射線治療編＝，杏林大

学病院第一会議室， 年 月 日．

麻酔科学教室

講 演

 徳嶺譲芳：エコーガイド下穿刺中心静脈カテーテル．関

東労災病院ハンズオンセミナー，川崎， 年 月 日．

 渡辺邦太郎，澤田龍治，森山久美，徳嶺譲芳，萬知子：

神経ブロックでのレボブピバカインとロピバカインの力

価の比較．日本区域麻酔学会第 回学術集会，弘前，

年 月 日．

 澤田龍治，渡辺邦太郎，森山久美，萬知子：脊髄電気刺

激装置植え込み術に対する低濃度大量浸潤麻酔法（

法）：症例報告．日本区域麻酔学会第 回学術集会，弘前，

年 月 日．

 徳嶺譲芳：エコーガイド下穿刺中心静脈カテーテル．豊

見城中央病院ハンズオンセミナー，豊見城， 年 月

日．

 徳嶺譲芳：エコーガイド下穿刺中心静脈カテーテル．九

州大学ハンズオンセミナー，福岡， 年 月 日．
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 安藤直朗，糟谷洋平，徳嶺譲芳，森山潔，萬知子：麻酔

科より始める， クロルヘキシジンアルコールを用いた

中心静脈カテーテル挿入時の消毒．日本麻酔科学会第

回学術集会，福岡， 年 月 日．

 森山潔：経鼻高流量器具のピットフォール．日本麻酔科

学会第 回学術集会，福岡， 年 月 日．

 辻大介，本保晃，鵜澤康二，森山久美，山田達也，萬知

子：麻酔情報管理システム上での注射薬実施入力漏れ対

策と効果．日本麻酔科学会第 回学術集会，福岡，

年 月 日．

 岡野弘，金井理一郎，神山智幾，鵜澤康二，森山潔，萬

知子：重症病床におけるパルスオキメーター 機種の低

酸素血症検出精度

．日本麻酔科学会第 回学術集会，福岡， 年

月 日．

 鵜澤康二：麻酔薬を究める：若手麻酔科医の疑問に答え

る 精神科疾患を合併している患者の麻酔．日本麻酔科

学会第 回学術集会，福岡， 年 月 日．

 徳嶺譲芳：エコーガイド下穿刺中心静脈カテーテル．帝

京大学ちば総合病院ハンズオンセミナー，千葉， 年

月 日．

 

1α expression, basal mTORC1 

 

 鵜澤康二：低侵襲心拍出量モニタリングを使い熟せ！ク

リアサイトの素朴な疑問をクリアに！〜現時点の利点，

欠点のあぶり出し〜バトルオンセミナー．第 回麻酔科

サマーセミナー，沖縄， 年 月 日．

 徳嶺譲芳：エコーガイド下穿刺中心静脈カテーテル．佐

渡総合病院ハンズオンセミナー，佐渡， 年 月 日．

 鵜澤康二：周術期の輸液管理（術前，術中，術後の水分

管理）．周術期管理セミナー，東京， 年 月 日．

 安藤直朗：周術期感染対策 抗菌薬，消毒薬の

．周術期管理セミナー，東京， 年 月 日．

 森山潔，岡野弘，萬知子：急性期・終末期医療における

の使用実態

．第

回呼吸療法医学会学術集会，名古屋， 年 月 日．

 徳嶺譲芳：超音波ガイド下中心静脈穿刺法．平成 年度

第 回 研修会，東京， 年 月 日．

 徳嶺譲芳：エコーガイド下穿刺中心静脈カテーテル．三

井記念病院ハンズオンセミナー，東京， 年 月 日．

 徳嶺譲芳：エコーガイド下穿刺中心静脈カテーテル．新

潟大学ハンズオンセミナー，新潟， 年 月 日．

 安藤直朗，栗原郁実，金子友美，長根亜佐子，加藤崇央，

小山薫：エンドトキシン吸着療法が著効した壊死性腸炎

の一例．第 回日本集中治療医学会関東甲信越地方会，

東京， 年 月 日．

 岡野弘，森山潔，鵜澤康二，本保晃，萬知子：妊娠を契

機に発症した重症肺高血患者に対して厳格な周術期管

理を要した 例．第 回日本集中治療学会関東甲信越地

方会，東京， 年 月 日．

 徳嶺譲芳：超音波ガイド下中心静脈穿刺法．平成 年度

第 回 研修会，東京， 年 月 日．

 徳嶺譲芳：ショックにおける中心静脈ラインの功罪．第

回北九州ショックカンファレンス，北九州， 年

月 日．

 徳嶺譲芳：エコーガイド下穿刺中心静脈カテーテル．別

府医療センターハンズオンセミナー，別府， 年 月

日．

 徳嶺譲芳：エコーガイド下穿刺中心静脈カテーテル．群

馬大学ハンズオンセミナー，前橋， 年 月 日．

 鎮西美栄子：がんの痛みと緩和医療－家族はどんなこと

をしっておくべきか－．がんプロ連携大学合同市民公開

シンポジウム，東京， 年 月 日．

 徳嶺譲芳：エコーガイド下穿刺中心静脈カテーテル．済

生会松坂総合病院ハンズオンセミナー，松阪， 年

月 日．

 森山久美，光田将憲，山科元範，田口敦子，辻大介，萬

知子：気道管理困難が予想される小児症例の周術期管理

小児病院との連携．第 回小児麻酔学会，横浜， 年

月 日．

 辻大介：気道確保困難が予想される小児症例の周術期管

理小児病院との連携．第 回日本小児麻酔学会，横浜，

年 月 日．

 井上望： 症候群の脳室腹腔シャント術の麻酔経験．

第 回日本小児麻酔学会，横浜， 年 月 日．

 田渕沙織，山科元範，田口敦子，中澤春政，萬知子：

症候群に合併した先天性後鼻孔閉鎖

開放術の麻酔と周術期管理についての留意点．第 回日

本小児麻酔学会，横浜， 年 月 日．

 澤田龍治：小児末梢神経ブロックハンズオンインストラ

クター，第 回日本小児麻酔学会，横浜， 年 月

日．

 ， ， ， ：
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 鎮西美栄子：気持ちのつらさ，せん妄．医師のための緩

和ケア研修会，東京， 年 月 日．

 徳嶺譲芳：末梢静脈挿入型中心静脈カテーテル 挿入．

三井記念病院ハンズオンセミナー，東京， 年 月

日．

 徳嶺譲芳：エコーガイド下穿刺中心静脈カテーテル．秋

田大学ハンズオンセミナー，秋田， 年 月 日．

 鎮西美栄子：緩和ケアについて．日野市立病院院内講演

会，東京， 年 月 日．

 徳嶺譲芳：安全な カテーテル挿入方法．徳島臨床麻酔

セミナー，徳島， 年 月 日．

 徳嶺譲芳：エコーガイド下穿刺中心静脈カテーテル．群

馬大学ハンズオンセミナー，前橋， 年 月 日．

 徳嶺譲芳：超音波ガイド下中心静脈穿刺法．平成 年度

第 回 研修会，東京， 年 月 日．

 徳嶺譲芳：エコーガイド下穿刺中心静脈カテーテル．ハ

ンズオンセミナー獨協医科大学越ケ谷病院，越谷，

年 月 日．

 徳嶺譲芳：エコーガイド下穿刺中心静脈カテーテル．ハ

ンズオンセミナー福島県立医科大学病院，福島， 年
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月 日．

 鵜澤康二：生体蛍光顕微鏡を用いたテトラスターチ

のグリコカリックス保護効果の検討．

第 回体液・代謝管理研究会年次学術集会，宇都宮，

年 月 日．

 徳嶺譲芳：エコーガイド下穿刺中心静脈カテーテル．ハ

ンズオンセミナー（指導者養成コース）群馬大学，前橋，

年 月 日．

 徳嶺譲芳：エコーガイド下穿刺中心静脈カテーテル．ハ

ンズオンセミナー（実践コース）群馬大学，前橋，

年 月 日．

 徳嶺譲芳：エコーガイド下穿刺中心静脈カテーテル．別

府医療センター ハンズオンセミナー，別府， 年

月 日．

 鵜澤康二 「北の旨味は， のうまみへ！」声門上器具

を用いた術中呼吸管理について つの視点より〜筋弛緩

なしの陽圧換気派〜．第 回気道確保シンポジウム，札

幌， 年 月 日．

 渡辺邦太郎：神経ブロックセミナー．第 回西東京神経

ブロックセミナー，昭島， 年 月 日．

 徳嶺譲芳：中心静脈カテーテル抜去の管理．日本看護協

会セミナー，東京， 年 月 日．

 徳嶺譲芳：超音波ガイド下中心静脈穿刺法．平成 年度

第 回 研修会，東京， 年 月 日．

 辻大介：救命救急科医師との連携により救命し得た術中

発症肺動脈損傷の一例．第 回日本救急医学会関東甲信

越地方会，宇都宮， 年 月 日．

 徳嶺譲芳：末梢静脈挿入型中心静脈カテーテル 挿入．

ハンズオンセミナー北里大学病院，相模原， 年 月

日．

 徳嶺譲芳：エコーガイド下穿刺中心静脈カテーテル．ハ

ンズオンセミナー（指導者養成コース）新潟大学医歯学

総合病院，新潟， 年 月 日．

 徳嶺譲芳：エコーガイド下穿刺中心静脈カテーテル．ハ

ンズオンセミナー（実践コース）新潟大学医歯学総合病

院，新潟， 年 月 日．

 徳嶺譲芳：エコーガイド下穿刺中心静脈カテーテル．ハ

ンズオンセミナー（指導者養成コース）福島県立医科大

学病院，福島， 年 月 日．

 徳嶺譲芳：エコーガイド下穿刺中心静脈カテーテル．ハ

ンズオンセミナー（実践コース）福島県立医科大学病院，

福島， 年 月 日．

 徳嶺譲芳：中心静脈カテーテル挿入（リアルタイム・エ

コーガイド下）．第 回栄養療法ハンズオンセミナー，千

葉， 年 月 日．

 鵜澤康二：周術期の輸液に は，本当に必要か？～臨

床データと動物実験データからの提案～．第 回多摩麻

酔懇話会，東京， 年 月 日

 徳嶺譲芳：エコーガイド下穿刺中心静脈カテーテル．ハ

ンズオンセミナー東京慈恵医科大学附属病院，東京，

年 月 日．

 鵜澤康二：術中輸液療法の今：血圧，尿量，動的パラメ

ータの再考！〜グリコカリックスの真の姿とは？マウス

出血モデルからわかること〜．首都圏麻酔カンファレン

ス，東京， 年 月 日．

 神保一平： 離脱時における必要酸素流速の検討．第

回日本集中治療学会，札幌， 年 月 日．

 岡野弘，森山潔，金井理一郎，神山智幾，萬知子：当院

における経鼻高流量酸素療法の呼吸不全終末期における

使用実態調査

第 回日本集中治療学会，札幌，

年 月 日．

 徳嶺譲芳：エコーガイド下穿刺中心静脈カテーテル．ハ

ンズオンセミナー諏訪赤十字病院，長野， 年 月

日．

 徳嶺譲芳：エコーガイド下穿刺中心静脈カテーテル（指

導者養成コース）．第 回日本医学シミュレーション学

会学術集会，出雲， 年 月 日．

 徳嶺譲芳：エコーガイド下穿刺中心静脈カテーテル（実

践コース）．第 回日本医学シミュレーション学会学術

集会，出雲， 年 月 日．

 中澤春政，徳嶺譲芳，萬知子，浅尾高行：中心静脈穿刺

シミュレーション・トレーニングにおける達成度評価．

第 回日本医学シミュレーション学会学術集会，出雲，

年 月 日．

論 文

 松下紀子，副島京子，上田明子，長岡身佳，百瀬裕一，

樋口聡，星田京子，宮越睦，三輪陽介，冨樫郁子，佐藤

俊明，森山久美，萬知子，吉野秀朗：星状神経節光線療

法により植え込み型除細動器作動抑制が可能であったフ

ァロー四徴症根治術後，心室細動電気的ストームの 例．

日本成人先天性心疾患学会雑誌 ， ．

 徳嶺譲芳，金井理一郎，鵜澤康二：内頸静脈穿刺での動

脈誤穿刺 冷静な対処が患者を救う！

， ．

 辻大介，中澤春政，岡野弘，神保一平，田渕沙織，田嶋

佳代子，本保晃，神山智幾，金井理一郎，山田達也，萬

知子：心臓手術とデクスメデトミジン．臨床麻酔

， ．

 

 

 

 

 

 

 鵜澤康二，徳嶺譲芳，鈴木昭広：気道の評価と管理にお

ける超音波の有用性 日集中医誌 ， ．
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著 書

 渡辺邦太郎，徳嶺譲芳：肩関節腱板修復術 ステロイド

を局所麻酔薬に添加すると腕神経叢ブロックの鎮痛時間

が延長する！．超音波ガイド下末梢神経ブロック第 巻

実践 症例．森本康裕編．東京，メディカルサイエンス

インターナショナル， ． ．

 岡野弘，徳嶺譲芳：麻酔科からみた周術期管理の基本．

内科の視点で診る 手術前後の入院患者管理．小林裕幸，

五十嵐博基編．東京，羊土社， ． ．

報告書

 鵜澤康二：重症病態における内皮細胞機能の解明

科学研究費補助事業：若手研究（ ）

研究者番号 年度研究報告書．

その他

 鵜澤康二：重症病態における内皮細胞機能の解明．科学

研究費助成事業 若手 年 年 研究者番号

．

 鵜澤康二：重症病態における内皮細胞機能変化の時間空

間的イメージング手法による病態生理の解明．科学研究

費助成事業 基盤 研究課題番号 年—

年 ．

 満田真吾：微小循環生理学による肥満パラドックスの病

態解明への挑戦．科学研究費補助事業 挑戦的萌芽 分

担研究者 研究課題番号 年 ．

 鵜澤康二：周術期輸液と術中人工呼吸管理の違いによる

患 者 予 後 改 善 に 関 す る 研 究 ． 杏 林 大 学 臨 床 研 究

— ．

臨床検査医学教室

講 演

 髙橋桂子，小島直美，岡崎ゆり子，石井隆浩，沼野井恵，

道林美里，関口久美子，大西宏明，渡邊卓：当院におけ

る輸血後感染症検査の啓発活動と検査実施状況につい

ての調査．第 回日本輸血・細胞治療学会総会，京都，

年 月 日．

 森井健司，岸野智則，嶌森直子，本橋美津江，本谷啓太，

青柳貴之，田島崇，市村正一：軟部腫瘍の診断における

超音波検査の有用性の検討．第 回日本整形外科学会学

術総会，横浜， 年 月 日．

 森秀明，西川かおり，塚田幾太郎，關里和，小榑二世，

本田普久，峯佳毅，岸野智則，贄田真由美：腹部領域に

おける （ ）．日本

超音波医学会第 回学術集会，京都， 年 月 日．

 
：

．

， ， ， ， ．
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．

， ， ， ， ．

 小倉航，大塚弘毅，横山琢磨，田中良太，藤原正親，髙

城靖志，大西宏明，渡邊卓：非小細胞肺癌症例における

穿刺液検体に対する血漿用 遺伝子変異検査試薬の

有用性の検討．第 回日本臨床検査医学会学術集会，神

戸， 年 月 日．

 本間慎太郎，荒木光二，髙城靖志，大西宏明，渡邊卓：

細菌性髄膜炎における起炎菌種の違いによる臨床検査値

の特徴および予後に関する検討．第 回日本臨床検査医

学会学術集会，神戸， 年 月 日．

 青戸依子，岸野智則，原島敬一郎，司茂幸英，石本翔，

住吉彩，須藤恵美，浦田毅，関口久美子，高城靖志，大

塚弘毅，大瀧純一，大西宏明，渡邊卓：腹部超音波検査

前に朝食を摂取したときの胆嚢画像の変化．第 回日本

臨床検査医学会学術集会，神戸， 年 月 日．

 大塚弘毅，大西宏明，小倉航，松島早月，岸野智則，渡

邊卓： 変異をもつ遺伝性肺癌症例

における 解析．第 回日本臨

床検査医学会学術集会，神戸， 年 月 日．

 大西宏明，大塚弘毅，松島早月，渡邊卓，中村浩之，広

川貴次：蛋白質立体構造解析と分子動力学に基づく

分子標的薬の効果予測．第 回日本臨床検査医学会学術

集会，神戸， 年 月 日．

 小島洋平，大塚弘毅，紅谷鮎美，阿部展次，大倉康男，

古瀬純次，大西宏明，渡邊卓，杉山政則：十二指腸腺癌

および腺腫の次世代シーケンスによる遺伝子変異解析．

第 回日本臨床検査医学会学術集会，神戸， 年 月

日．

 石井隆浩，沼野井恵，岡崎ゆり子，小島直美，関口久美

子，髙城靖志，大西宏明，渡邊卓： 適合血小板の頻

会輸血により重篤な出血傾向を防ぎえた劇症型再生不良

性貧血の 例．第 回日本医学検査学会，神戸， 年

月 日．

 森井健司，岸野智則，嶌森直子，本橋美津江，本谷啓太，

青柳貴之，田島崇，市村正一：表在性軟部腫瘍の超音波

診断．第 回東日本整形災害外科学会，箱根， 年

月 日．

 谷合誠一，竹内真介，山崎聡子，佐藤徹，吉野秀朗：ガ

イドラインに沿った問診方式による非心臓手術の周術期

スクリーニングシステムの効果．第 回日本心臓病学会

学術集会，東京， 年 月 日．

 平尾千尋，米谷正太，井田陽子，奥山貴洋，広井愛美，

荒木光二，髙城靖志，大西宏明，渡邊卓： 産生性の

が検出された 例．第 回東京都医学検

査学会，東京， 年 月 日．

 本間慎太郎，荒木光二，井田陽子，米谷正太，奥山貴洋，

髙城靖志，大西宏明，渡邊卓：細菌性髄膜炎における起

炎菌種の違いによる臨床検査値の特徴および予後に関す

る検討．第 回東京都医学検査学会，東京， 年 月

日．

 米谷正太，荒木光二，西圭史，倉井大輔，佐野彰彦，髙

城靖志，河合伸，大西宏明，渡邊卓：尿路感染が契機と

考えられた による菌血症の 症例．

－ 93 －

講演，論文，著書など　　医学部



第 回日本感染症学会東日本地方会学術集会，新潟，

年 月 日．

 大西宏明，米谷正太，大塚弘毅，荒木光二，松本壮吉，

立石善隆，河合伸，渡邊卓：

および近縁種 の薬剤耐性関連遺

伝子の解析．第 回日本感染症学会東日本地方会学術集

会，新潟， 年 月 日．

 嶌森直子，岸野智則，大西宏明，森井健司，本谷啓太，

望月眞，高城靖志，渡邊卓：脂肪肉腫の超音波画像と組

織型との対比．第 回日臨技関甲信支部医学検査学会，

甲府， 年 月 日．

 小島洋平，阿部展次，紅谷鮎美，吉本恵理，近藤恵里，

橋本佳和，大木敦子，鈴木裕，竹内弘久，長尾玄，大塚

弘毅，松岡弘芳，大倉康男，古瀬純司，大西宏明，渡邊

卓，正木忠彦，森俊幸，杉山政則：十二指腸腺癌および

腺腫における次世代シーケンスによる遺伝子変異解析．

第 回日本消化器病学会大会，神戸， 年 月 日．

 小林昌永，柿崎明日香，宮島彩，西墻周平，福田直也，

橋本茂樹，関昌世，仁隼人，原島敬一郎，岸野智則：下

肢 の臨床応用への可

能性．第 回杏林医学会総会，三鷹， 年 月 日．

 西墻周平，原島敬一郎，小林昌永，柿崎明日香，関昌世，

橋本茂樹，福田直也，宮島彩，仁隼人，岸野智則：経皮

的 心 肺 補 助 装 置 （

）における異物の発生を早期かつ簡便に

検出する装置の開発を目指して．第 回日本血管血流学

会学術集会，東京， 年 月 日．

 小林昌永，原島敬一郎，柿崎明日香，宮島彩，西墻周平，

橋本茂樹，福田直也，関昌世，仁隼人，岸野智則：下肢

：新たな動脈硬化検査

法としての可能性．第 回日本血管血流学会学術集会，

東京， 年 月 日．

 奥山貴洋，米谷正太，井田陽子，広井愛美，平尾千尋，

荒木光二，大西宏明，渡邊卓：

の薬剤感受性分布の検討．第 回日本臨床微生物学会学

術集会，長崎， 年 月 日．

論 文

 

 

 

（

）

： ， ．

 ， ， ， ，

， ， ， ，

， （

）

．臨床病理 ：

， ．

 大西宏明：自信をもって採血を行うために 採血手技を

確認しよう． ： ， ．

 佐藤英樹，髙城靖志，副島京子，大西宏明：杏林大学付

属病院 診断医との連携体制と項目設定．臨床検査

： ， ．

その他

 大西宏明，渡邊卓：特別座談会 採血と医療安全．

 大西宏明：採血手技のポイント．宝函

総合医療学教室

講 演

 佐野彰彦，西圭史，河合弘子，米谷正太，牧野博，荒木

光二，井田陽子，倉井大輔，河合伸：非 による

菌血症の動向と抗真菌薬の感受性に関する検

討．第 回日本感染症学会総会，仙台， 年 月

日．

 畑典孝，植地貴弘，菊地真祈，佐野勇貴，得津敬之，宮

内弘子，小林敬明，柴田茂貴，松田剛明：非アルコール

性 脳症 症例の検討．第 回日本内科学会総会，

東京， 年 月 日．

 植地貴弘，畑典孝，菊地真祈，佐野勇貴，得津敬之，宮

内弘子，小林敬明，柴田茂貴，松田剛明：清涼飲料水ケ

トーシス 症例の検討．第 回日本内科学会総会，東京，

年 月 日．

 河合伸：最近の耐性菌動向と抗菌薬使用の実際．塩野義

製薬社講演会，東京， 年 月 日．

 佐野彰彦，西圭史，河合弘子，吉田博昭，谷正太，牧野

博，荒木光二，井田陽子，奥山貴洋，森山潔，倉井大輔，

河合伸：当院の非 菌血症の実態と検討．真菌

症フォーラム，東京， 年 月 日．

 村部妙美：引きこもりから離脱し，卒業に向けて取り組

んだ事例－沈黙が言葉になることを支える－．第 回日

本学生相談学会，東京， 年 月 日．

 河合伸： 感染症．平川病院院内感染対策講演会，東

京， 年 月 日．

 石黒睦子，岡本晋，吉田正雄，山本実：インスリン抵抗

性からみたメタボリックシンドローム判定の再評価．第

回日本人間ドック学会学術大会，松本， 年 月

日．

 佐野彰彦：当院におけるカンジダ血症の実態とその治療．

大日本住友社内講演，東京， 年 月 日．

 村部妙美：うつ状態の回復の過程においてエコマップと

家系図を有効活用した事例．日本心理臨床学会第 回秋

季大会，横浜， 年 月 日．

 島田正亮，菅野恵：児童養護施設における措置変更プロ

セスに関する研究－職員支援の視点からの分析－．日本

心理臨床学会第 回秋季大会，横浜， 年 月 日．

 菅野恵，島田正亮：児童養護施設に入所したネグレクト

児の実態調査－クロス集計を中心に－．日本心理臨床学

会第 回秋季大会，横浜， 年 月 日．

 菅野恵，島田正亮，波多江洋介，坪井裕子，中島良二，

岡昌之，村松健司：児童養護施設における心理的な実践

研究をめぐって －ネグレクトに着目して－．日本心

理臨床学会第 回秋季大会，横浜， 年 月 日．

 河合桐男，岡野尚宏，小林敬明，成毛大輔，長島文夫，

古瀬純司：カルシウム血症を呈した膵腺扁平上皮癌に対
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して化学療法を施行した 例．日本内科学会関東地方会，

東京， 年 月 日
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 石川智：児童養護施設における性的問題の実態に関する

研究．日本ヒューマンケア心理学会第 回大会，越谷，

年 月 日．

 岡野尚弘，長島文夫，古瀬純司：切除不能胆道癌に対す

る 次治療の成績と予後因子の検討．第 回日本胆道学

会学術集会，横浜， 年 月 日．

 ， ， ， ，

， ， ：

第 回日本癌学会学術総会，横浜，

年 月 日．

 北村浩，林茂一郎，河合桐男，岡野尚弘，成毛大輔，小

林敬明，長島文夫，古瀬純司： 腫瘍随伴症候群による

舞踏病様不随意運動を伴った肺癌の 例．第 回日本癌

治療学会学術集会，横浜， 年 月 日．

 成毛大輔，河合桐男，岡野尚弘，小林敬明，長島文夫，

古瀬純司：化学療法による末梢神経障害に対するとラマ

ドール アセトアミノフェン配合錠の有効性．第 回日

本癌治療学会学術集会，横浜， 年 月 日．

 米谷正太，荒木光二，西圭史，倉井大輔，佐野彰彦，河

合伸，大西宏明，渡邊卓：尿路感染が契機と考えられた

による菌血症の 症例．第 回

日本感染学会地方会，新潟， 年 月 日．

 西圭史，田中宏明，吉田博昭，河合弘子，篠原高雄，佐

野彰彦，河合伸：認定薬剤師活動のブレークスルーをめ

ざして！救命救急領域での活動．第 回日本感染学会地

方会，新潟， 年 月 日．

 

：

第

回国際スポーツ医科学ネットワークフォーラム長野

，長野， 年 月 日．

 

：

．第 回国際スポーツ医科学ネットワー

クフォーラム長野 ．長野， 年 月 日．

 

：

第 回国際スポーツ医科学ネットワ

ークフォーラム長野 ，長野， 年 月 日．

 佐野彰彦：抗 系抗菌薬の投与下でコントロールでき

なかった による心内膜炎の 例．東京難治性感染症

研究会，東京， 年 月 日．

 河合伸： 感染症．鳥居薬品社内講演会，東京，

年 月 日．

 前田優那，佐野勇貴，廣瀬圭太，平吹一訓，森澤友博，

植地貴弘，得津敬之，宮内弘子，柴田茂貴，松田剛明：

高アミラーゼ血症を伴った 症候群の 例．

第 回日本救急医学会総会・学術集会，東京， 年

月 日．

 丸木拓，森澤友博，畑典孝，小舛能華，佐野勇貴，植地

貴弘，得津敬之，宮内弘子，柴田茂貴，松田剛明：クリ

ーゼに至った 抗体陽性の重症筋無力症の 例．第

回日本救急医学会総会・学術集会，東京， 年 月
日．

 對馬可菜，須田智也，畑典孝，小舛能華，廣瀬圭太，平

吹一訓，植地貴弘，宮内弘子，柴田茂貴，松田剛明：上

顎洞を主座とする急性細菌性副鼻腔炎から頭蓋内病変

を合併した 例．第 回日本救急医学会総会・学術集会，

東京， 年 月 日．

 野中麻衣，平吹一訓，小舛能華，廣瀬圭太，畑典孝，植

地貴弘，得津敬之，宮内弘子，柴田茂貴，松田剛明：若

年発症の を契機に発見された 病（特発性基底核

石灰化症）疑いの 例．第 回日本救急医学会総会・学

術集会，東京， 年 月 日．

 加藤結子，小舛能華，森澤友博，畑典孝，佐野勇貴，植

地貴弘，得津敬之，小林敬明，柴田茂貴，松田剛明：小

腸アニサキス症にともなう全小腸型の麻痺性イレウスを

来した 例．第 回日本救急医学会総会・学術集会，東

京， 年 月 日．

 石川智，給前麻実子，久保博文，星野崇啓：児童養護施

設における性的問題の実態に関する研究－ 年度実態

調査と 年度実態調査の比較から－．第 回日本子ど
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も虐待防止学会，大阪， 年 月 日

 菅野恵，島田正亮：ネグレクトを受けた子どもの行動特

性に関する質的分析－児童養護施設入所時の課題に着

目して－．日本学校メンタルヘルス学会第 回大会，東

京， 年 月 日．

 中島良二，菅野恵，島田正亮：ネグレクトにより施設入

所に至った小学生 事例の検討－学校不適応の課題を中

心に－．日本学校メンタルヘルス学会第 回大会，東京，

年 月 日．

 佐野勇貴，廣瀬能華，廣瀬圭太，平吹一訓，森澤友博，

須田智也，畑典孝，植地貴弘，得津敬之，宮内弘子，小

林敬明，柴田茂貴，松田剛明：発熱・尿閉を主訴に来院

し， 症候群と診断した若年男性の 例．第 回日

本救急医学会関東地方会学術集会，宇都宮， 年 月

日．

 對馬可菜，畑典孝，廣瀬能華，廣瀬圭太，平吹一訓，森

澤友博，須田智也，佐野勇貴，植地貴弘，得津敬之，宮

内弘子，小林敬明，柴田茂貴，松田剛明：腹痛を主訴に

来院した 例の の検討．第

回日本救急医学会関東地方会学術集会，宇都宮， 年

月 日．

 加藤結子，須田智也，廣瀬能華，廣瀬圭太，平吹一訓，

森澤友博，畑典孝，佐野勇貴，植地貴弘，得津敬之，宮

内弘子，小林敬明，柴田茂貴，松田剛明：術後補助化学

療法中に腹部大動脈の壁在血栓によって発症した腎梗塞

の 例．第 回日本救急医学会関東地方会学術集会，宇

都宮， 年 月 日．

 朽名貴史，平吹一訓，森澤友博，廣瀬能華，廣瀬圭太，

須田智也，畑典孝，佐野勇貴，植地貴弘，得津敬之，宮

内弘子，小林敬明，柴田茂貴，松田剛明： 憩室に

よる成人の腸重積症の 例．第 回日本救急医学会関東

地方会学術集会，宇都宮， 年 月 日．

 廣瀬圭太，廣瀬能華，平吹一訓，森澤友博，須田智也，

畑典孝，佐野勇貴，植地貴弘，得津敬之，宮内弘子，小

林敬明，柴田茂貴，松田剛明：虫垂の大腿ヘルニア嵌頓

から大腿ヘルニア内壊疽性虫垂炎へ至った 例．第 回

日本救急医学会関東地方会学術集会，宇都宮， 年

月 日．

 廣瀬能華，廣瀬圭太，平吹一訓，森澤友博，須田智也，

畑典孝，佐野勇貴，植地貴弘，得津敬之，宮内弘子，小

林敬明，柴田茂貴，松田剛明：当院の救急外来に来院し

た清涼飲料水ケトーシス 症例の検討．第 回日本救急

医学会関東地方会学術集会，宇都宮， 年 月 日．

 佐野彰彦：当院における血液培養およびカテーテル培養

由来カンジダ属菌感受性動向．大日本住友カンジダ血症

を考える会，東京， 年 月 日．

 高橋陽子，倉井大輔，種岡貴子，西圭史，米谷正太，佐

野彰彦，河合伸：肺炎患者でのシプロキサシン耐性髄膜

炎菌の検出時の対応について：症例報告．第 回日本環

境感染学会総会，神戸， 年 月 日．

 佐野彰彦：当院における 血症の動向．大日

本住友社内講演，東京， 年 月 日．

 佐野彰彦：当院の抗 系薬の使用状況．ファイザー社

内講演，東京， 年 月 日．

論 文

 河合伸：気道感染症 ．日本気管食道科学会会報

： ．

 西圭史１，米谷正太 ，佐野彰彦，河合伸（１杏林大・病

院・薬剤部， 杏林大・病院・臨床検査部）： 剤耐性緑

膿菌とカルバペネム耐性腸内細菌（

）による肺炎にアミカシンを 日 回 で

投与した 例．日本外科感染症学会雑誌 ，

．

 村部妙美：学生相談機関が有効活用されるための新入生

ガイダンスの工夫と入学期の学生支援の利点について－

大学の臨床実践の経験から－．杏林大学研究報告教養

部門 ： ， ．

 前野聡子 ，長島文夫 ，成毛大輔 ，岡野尚弘 ，河合桐男

，小林敬明，北村浩 ，古瀬純司 （ 杏林大・医・腫瘍内

科学）：高齢者がん治療．腫瘍内科 ， ．

 前野聡子 ，長島文夫 ，成毛大輔 ，岡野尚弘 ，河合桐男

，小林敬明，北村浩 ，古瀬純司 （ 杏林大・医・腫瘍内

科学）：老年腫瘍学．癌と化学療法 ， ．

 ， ， ， ，

， ， ， ， ，

， ， ， ，

， （ ，

Tokyo Women’s ，

，

，

，

） ：

．

， ．

 森澤友博，植地貴弘，柴田茂貴，松田剛明：伝染性単核

球症患者の口蓋点状出血．杏林医学会雑誌

著 書

 河合伸：鑑別診断． 診療ガイドライン（ ）．

学合同 診療ガイドライン 作成委員会編．東京，

一般社団法人日本呼吸器学会， ． ．

 河合伸：抗菌療法． 診療ガイドライン（ ）．

学合同 診療ガイドライン 作成委員会編．東京，

一般社団法人日本呼吸器学会， ． ．

 小林敬明：切除不能膵癌に対する 次治療．膵・胆道癌

薬物療法のケースファイリング．古瀬純司編．東京，医

学と看護社， ． ．

 小林敬明：切除不能膵癌に対する 次治療．膵・胆道癌

薬物療法のケースファイリング．古瀬純司編．東京，医

学と看護社， ． ．

 小林敬明：切除不能胆道癌の薬物療法．膵・胆道癌薬物

療法のケースファイリング．古瀬純司編．東京，医学と

看護社， ． ．

その他

 石川智，村部妙美，島田正亮：特集 みんなのココロを

軽くする 学校生活のお悩みレスキュー隊 ．

．

リハビリテーション医学教室

講 演
 藤林亜弥，山田深，藤巻ありさ，篠崎由樹子，明石みな

み，関本琴恵，鈴木亜希子，永田真佑美，塩川芳昭，平

野照之：脳卒中センターにおける看護師の介入の有用性

～ コアセットを用いた検討～．第 回日本脳卒中学

会総会，札幌， 年 月 日．

 宅美貴子，山田深，岡島康友，岡野晴子，鳥居正剛，千

葉厚郎，塩川芳昭，平野照之：失語症をきたした左視床

出血．第 回日本脳卒中学会総会，札幌， 年 月

日．

 永堀啓，山田深，石田幸平，藤澤祐基，笹森寛生，鈴木

理恵子，鳥居正剛，岡島康友，塩川芳昭，平野照之：視

床出血の予後の検討．第 回日本脳卒中学会総会，札幌，

年 月 日．

 土井麻莉子，山田深，石田幸平，笹森寛生，岡野晴子，

鈴木理恵子，鳥居正剛，岡島康友，塩川芳昭，平野照之：
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急性期脳卒中センターにおける高齢脳卒中患者の 能

力と転帰先．第 回日本脳卒中学会総会，札幌， 年

月 日．

 石田幸平，山田深，永堀啓，笹森寛生，岡野晴子，鈴木

理恵子，鳥居正剛，岡島康友，塩川芳昭，平野照之：心

原性脳塞栓症患者のリハビリテーションと予後．第 回

日本脳卒中学会総会，札幌， 年 月 日．

 ：

“dystonic clenched fist” with botulinum toxin：

A case report of a patient with Parkinson’s 

 丸野秀人，岡島康友：足関節外果骨折術後の荷重非制限

療法．第 回日本リハビリテーション医学会学術集会，

京都， 年 月 日．

 山田深：有人宇宙開発の医学〜国際宇宙ステーションか

ら火星まで〜．杏林大学三鷹オープンキャンパス模擬授

業，三鷹， 年 月 日．

 岡島康友：機能的自立度評価法の歴史的背景．第 回看

護師・コメディカルのための 講習会【基礎編】，三

鷹， 年 月 日．

 山田深：有人宇宙開発の医学〜国際宇宙ステーションか

ら火星まで〜．杏林大学三鷹オープンキャンパス模擬授

業，三鷹， 年 月 日．

 山田深：有人宇宙開発の挑戦〜国際宇宙ステーションか

ら火星まで〜．第 回エビデンスに基づく統合医療研究

会，大阪， 年 月 日．

 石田幸平，森光代，永堀啓，山田深，岡島康友：急性期

脳卒中患者の病型と運動機能予後．第 回日本作業療法

学会，札幌， 年 月 日．

 山田深：宇宙飛行士の運動トレーニング 無重力と人の

体．市民公開講座，三鷹， 年 月 日．

 山田深：宇宙出前授業．今治市立乃万小学校，今治，

年 月 日．

 山田深：宇宙出前授業．愛南町立柏小学校，愛南，

年 月 日．

 松田恭平，山田深，岡島康友：重度熱中症により高次脳

機能障害を来した 例．第 回日本リハビリテーション

医学会関東地方会，新潟， 年 月 日．

 岡島康友：東京多摩地域リハビリテーション連携―地域

包括ケアにおけるリハビリテーション．第 回多摩地域

リハビリテーション研究会シンポジウム，三鷹， 年

月 日．

 山田深： オーバービュー． 評価セット短縮版に関

わる 作成ワークショッ

プ，名古屋， 年 月 日．

 岡島康友：機能的自立度評価法の歴史的背景．第 回看

護師・コメディカルのための 講習会【基礎編】，三

鷹， 年 月 日．

 高橋秀寿：機能的自立度評価法．第 回看護師・コメデ

ィカルのための 講習会【基礎編】，三鷹， 年 月

日．

 山田深：宇宙飛行のお話．コズミックカレッジ山梨，北

杜， 年 月 日．

 山田深：宇宙飛行士のコアを鍛える，光のスピード．ミ

ッションＸ特別授業，東郷， 年 月 日．

 山田深：宇宙開発について知ろう！．ミッションＸ特別

授業，横浜， 年 月 日．

 宅美貴子，山田深，岡野晴子，鳥居正剛，鈴木恵理子，

海野佳子，岡島康友，千葉厚郎，塩川芳昭，平野照之：

急性期脳血管障害における摂食嚥下障害の経過と予後

予測．第 回日本脳卒中学会総会，大阪， 年 月

日．

 佐藤敦子，山田深，藤澤祐基，岡島康友，塩川芳昭：く

も膜下出血後にシャント術を施行された症例の歩行能力

の推移．第 回日本脳卒中学会総会，大阪， 年 月

日．

 神山裕司，山田深，水石裕，坂本勇斗，小河百合子，岡

島康友，千葉厚郎，塩川芳昭，平野照之：当脳卒中セン

ターにおけるリハビリテーション介入の 年．第 回日

本脳卒中学会総会，大阪， 年 月 日．

論 文

 山田深： コアセットマニュアル日本語版翻訳にあた

って．

 

 藤井浩優，山田深：急性期・高密度型脳卒中リハビリテ

ーションの有効性 最近公表された 研究結果の概

要およびその評価．総合リハ ： ， ．

 髙橋宣成，岡島康友：重症脳卒中患者のリスク管理．作

療ジャーナル ： ， ．

著 書

 岡島康友：リハビリテーション総論．ナースのための足

病の教科書．大浦紀彦，大浦武彦編．東京，照林社， ．

 西川順治，岡島康友：疼痛．リハビリテーションにおけ

る評価 ．上月正博，正門由久，吉永勝訓編．東京，

医歯薬出版， ．

 藤澤祐基，岡島康友：運動失調症と片麻痺の書字運動解

析．臨床医とコメディカルのための最新リハビリテーシ

ョン．岡島康友，森田定雄，田島文博，佐伯覚，寺田弘

司編．東京，先端医療技術研究所， ．

 山田深： コアセットの役割と臨床応用．臨床医とコ

メディカルのための最新リハビリテーション．岡島康友，

森田定雄，田島文博，佐伯覚，寺田弘司編集．東京，先

端医療技術研究所， ． ．

報告書

 山田深：日常生活動作に関する標準的評価尺度と の

互換．厚生労働科学研究費補助金（国際生活機能分類児

童版（ ）の妥当性に関する研究事業） 年度 総

合研究報告書．

その他

 山田深：巻頭言－疼痛とリハビリテーション．

： ， ．

 山田深：「きょうの健康」脳卒中最前線， 総合，

年 月 日．

 岡島康友：「ドクターサロン」腰に負担のかからない座

位，ラジオ ， 年 月 日．

 山田深（宇宙飛行士運用技術ユニット）：部門長賞受賞．

「こうのとり 号機」及び「きぼう」の運用における特

に顕著な成果と戦略的な情報の発信，宇宙航空研究開発

機構， 年 月 日．

 山田深： ‐エビデンスに基づく地域包括ケア

システムの推進． ： ，

 山田深： 受賞．杏林大学医学

部．
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リハビリテーション室

（リハビリテーション医学教室）

講 演
 土井麻莉子，山田深，石田幸平，笹森寛生，岡野晴子，

鈴木理恵子，鳥居正剛，岡島康友，塩川芳昭，平野照之：

急性期脳卒中センターにおける高齢脳卒中患者の 能

力と転帰先．第 回日本脳卒中学会総会，札幌， 年

月 日．

 宅美貴子，山田深，岡島康友，岡野晴子，鳥居正剛，鈴

木理恵子，千葉厚郎，塩川芳昭，平野照之：失語症をき

たした左視床出血．第 回日本脳卒中学会総会，札幌，

年 月 日．

 永堀啓，山田深，石田幸平，藤澤祐基，笹森寛生，鈴木

理恵子，鳥居正剛，岡島康友，塩川芳昭，平野照之：視

床出血の予後の検討．第 回日本脳卒中学会総会，札幌，

年 月 日．

 水石裕，炭谷由計，須﨑由香，田中耕史，藤澤祐基，横

山敏彦，小笠原準悦，西田進，近藤琢磨，保坂利男，岡

島康友，石田均： 型糖尿病患者における目標運動強度

内の運動療法達成率に関する検討－腕時計型脈拍計を

用いて－．第 回日本糖尿病学会年次学術集会，京都，

年 月 日．

 田中耕史，炭谷由計，須﨑由香，水石裕，横山敏彦，小

笠原準悦，保坂利男，犬飼浩一，岡島康友，石田均：

型糖尿病患者を対象とした運動療法の処方における心拍

数と自覚的強度の関係について．第 回日本糖尿病学会

年次学術集会，京都， 年 月 日．

 佐久智紀，森光代，石田幸平，成田圭吾，岡島康友：壊

死性筋膜炎後の肘屈筋群および橈骨神経傷害に対する

薄筋移植と円回内筋移行による機能再建症例の経験．第

回日本作業療法学会，札幌， 年 月 日．

 鈴本和基，合田あゆみ，横山さち，佐藤徹，岡島康友：

肺高血圧症患者の低酸素血症と自覚症状の関連．第 回

日本心不全学会学術集会，札幌， 年 月 日．

 鈴本和基，藤田博暁，合田あゆみ，佐藤徹，岡島康友：

慢性血栓塞栓性肺高血圧症患者に対する運動時低酸素

血症を予測する因子の検討．第 回埼玉県理学療法学会，

さいたま， 年 月 日．

 境哲生，岡島康友：がん患者におけるリハビリテーショ

ン介入．第 回日本ホスピス・在宅ケア研究会全国大会，

久留米， 年 月 日．

 若林俊夫，西田悠一郎，山田深：大学生投手における身

体的特徴～非投球側股関節機能に着目して～．第 回北

多摩ブロック学術集会，三鷹， 年 月 日．

 坂本勇斗，神山裕司，山田深：脳出血を合併した特発性

血小板減少性紫斑病患者に対する理学療法介入．第 回

北多摩ブロック学術集会，三鷹， 年 月 日．

 林良幸，山田深，唐帆健浩，大浦紀彦，岡島康友：迷走

神経麻痺患者の嚥下造影検査所見の特徴．第 回日本静

脈経腸栄養学会，岡山， 年 月 日．

 佐藤敦子，山田深，藤澤祐基，岡島康友，塩川芳昭：く

も膜下出血後にシャント術を施行された症例の歩行能力

の推移．第 回日本脳卒中学会学術集会，大阪， 年

月 日．

 神山裕司，山田深，水石裕，坂本勇斗，小河百合子，岡

島康友，千葉厚郎，塩川芳昭，平野照之：当脳卒中セン

ターにおけるリハビリテーション介入の 年．第 回日

本脳卒中学会学術集会，大阪， 年 月 日．

 宅美貴子，山田深，岡野晴子，鳥居正剛，鈴木理恵子，

海野佳子，岡島康友，千葉厚郎，塩川芳昭，平野照之：

急性期脳血管障害における摂食嚥下障害の経過と予後

予測．第 回日本脳卒中学会学術集会，大阪， 年

月 日．

論 文
 藤澤祐基，岡島康友：巧緻運動障害評価の考え方．リハ

医学 ： ， ．

著 書

 藤澤祐基，岡島康友：運動失調症と片麻痺の書字運動解

析．先端医療シリーズ 臨床医とコメディカルのため

の最新リハビリテーション．平澤泰介，椿原彰夫，才藤

栄一，水間正澄編．東京，先端医療技術研究所， ．

脳卒中医学教室

講 演

 平野照之：間違いだらけの 選び．第 回きたはりま

ハートクラブ，小野， 年 月 日

 河野浩之， ，稲富雄一郎，米原敏郎，安東由喜

雄， ：急性期血栓溶解療法実施に関する国際

的ベンチマーク：日豪比較．第 回日本脳卒中学会総会

，札幌， 年 月 日

 斉藤幹人，鈴木理恵子，小松原弘一郎，岡島康友，千葉

厚郎，塩川芳明，平野照之 急性期脳梗塞に対する初期

対応・急性期治療における時間短縮への取り組み．第

回日本脳卒中学会総会，札幌， 年 月 日．

 城野喬史，綾野水樹，中西郁，鈴木理恵子，千葉厚郎，

塩川芳昭，平野照之： 静注療法の効果に性差が及

ぼす影響．第 回日本脳卒中学会総会，札幌， 年

月 日．

 岡野晴子，中島昌典，阿部光世，鈴木亜希子，鈴木理恵

子，鳥居正剛，笹森寛生，千葉厚郎，塩川芳昭，平野照

之：急性期脳卒中患者における弾性ストッキングの深部

静脈血栓予防効果．第 回日本脳卒中学会総会，札幌，

年 月 日．

 中島昌典，岡野晴子，笹森寛生，鳥居正剛，鈴木理恵子，

海野佳子，平野照之，千葉厚郎，塩川芳昭：経口抗凝固

療法実施例におけるアピキサバン選択の傾向．第 回日

本脳卒中学会総会，札幌， 年 月 日．

 平 野 照 之 ： を 俯 瞰 す る 〜 マ ク ロ と ミ ク ロ 〜 ．

，札幌， 年 月 日．

 平野照之：アルテプラーゼ静注療法適正使用のために．

，札幌， 年 月 日．

 中西郁，綾野水樹，城野喬史，鈴木理恵子，平野照之，

千葉厚郎，塩川芳昭：超高齢者に対する 静注療法

に関する検討．第 回日本脳卒中学会総会，札幌，

年 月 日．

 綾野水樹，蛯沢志織，城野喬史，中西郁，鈴木理恵子，

千葉厚郎，塩川芳昭，平野照之：入院中に発症した脳梗

塞症例に関する検討．第 回日本脳卒中学会総会，札幌，

年 月 日．

 宅美貴子，山田深，岡島康友，岡野晴子，鳥居正剛，千

葉厚郎，塩川芳昭，平野照之：失語症をきたした左視床

出血．第 回日本脳卒中学会総会，札幌， 年 月

日．

 永堀啓，山田深，石田幸平，藤澤祐基，笹森寛生，鈴木

理恵子，鳥居正剛，岡島康友，塩川芳昭，平野照之：視

床出血の予後の検討．第 回日本脳卒中学会総会，札幌，

年 月 日．

 土井麻莉子，山田深，石田幸平，笹森寛生，岡野晴子，

鈴木理恵子，鳥居正剛，岡島康友，塩川芳昭，平野照之：

急性期脳卒中センターにおける高齢脳卒中患者の 能

力と転帰先．第 回日本脳卒中学会総会，札幌， 年

月 日．

 石田幸平，山田深，永堀啓，笹森寛生，岡野晴子，鈴木

理恵子，鳥居正剛，岡島康友，塩川芳昭，平野照之：心
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原性脳塞栓症患者のリハビリテーションと予後．第 回

日本脳卒中学会総会，札幌， 年 月 日．

 

 平野照之：アテローム血栓症を巡る最近の話題．

，東京， 年 月 日．

 河野浩之， ，稲富雄一郎，米原敏郎，中島誠，

， 安 東 由 喜 雄 ： 時 間 ，

時間， 時間の関係．

第 回日本神経学会学術集会，神戸， 年 月 日．

 海野佳子：トリプタンから考える片頭痛治療の現在・過

去・未来．第 回日本神経学会学術大会，神戸， 年

月 日．

 
．第 回日本神経学会学

術大会，神戸， 年 月 日．

 平野照之：一過性脳虚血発作を見逃さない 画像診断の

役割を見直す．第 回日本神経学会学術大会，神戸，

年 月 日．

 平野照之：脳卒中治療ガイドライン ：どこが変わっ

たか？．第 回中野 研究会，東京， 年

月 日．

 平野照之：脳梗塞急性期治療 の次の一手は？．

第 回急性期脳卒中ネットワークの会，福岡， 年

月 日．

 本田有子，丸山啓介，野口明男，佐藤栄志，平野照之，

塩川芳昭：頚部頚動脈狭窄症に対する外科治療後の頚動

脈エコー所見．第 回日本脳神経超音波学会総会，横浜，

年 月 日．

 平野照之：脳塞栓症を巡る話題：何が脳血管を塞ぎ，そ

こをどう通すか？．第 回日本脳神経超音波学会総会，

横浜， 年 月 日．

 平野照之： の脳卒中診断への活用と の有用性．

日本メドトロニック株式会社社内セミナー，東京，

年 月 日．

 本田有子，丸山啓介，野口明男，田村晃，齋藤勇，清一

美，曽我隆正，牛場克明，櫻井孝，平野照之，塩川芳昭：

脳ドック受診者における大脳白質病変と 所見の関連

性の検討．第 回日本脳ドック学会総会，軽井沢，

年 月 日

 平野照之： へのアプローチ： つの方向性．第 回日

本心血管脳卒中学会学術集会，東京， 年 月 日．

 海野佳子：心臓超音波検査で腫瘤を認めた虚血性脳卒中

例の臨床的検討．第 回日本心血管脳卒中学会学術集会，

東京， 年 月 日．

 平野照之：間違いだらけの 選び．第 回

，福岡， 年 月 日．

 平野照之： を俯瞰する〜マクロとミクロ〜．埼玉県

南西部 脳・心フォーラム，朝霞， 年 月 日．

 平野照之：脳卒中専門医の 選び．第 回長崎県北脳

卒中研究会学術講演会，佐世保， 年 月 日．

 海野佳子：心原性脳塞栓症の再発予防薬～杏林大学病院

脳卒中センターでの使い分け～．脳卒中における 活

用を考える会，東京， 年 月 日

 平野照之：脳卒中連携医療の進化と深化： から

学んだこと． ，東京， 年

月 日．

 平野照之：脳卒中治療を巡る最近の話題．武田薬品工業

社外講師勉強会，武蔵野， 年 月 日．

 飯島昌平，河野浩之，笹森寛生，本田有子，鳥居正剛，

海野佳子，塩川芳昭，平野照之：眼科用 阻害薬によ

る治療中に発症した脳梗塞の一例．第 回三鷹ニューロ

研究会，三鷹， 年 月 日．

 海野佳子： の治療と問題点．

，盛岡， 年 月 日．

 平野照之： を俯瞰する〜マクロとミクロ〜．葛飾区

抗凝固療法 ，東京， 年 月 日．

 

 

 

 

 

 

 平野照之：超高齢社会ニッポンにおける脳梗塞診療：

の役割．第 回日本臨床脳神経外科学会，熊

谷， 年 月 日．

 平野照之：脳卒中専門医の 選び．

，東京， 年 月 日．

 平野照之： 静注療法・過去・現在・未来．第 回

熊本ストローク研究会，熊本， 年 月 日．

 平野照之：第二次パラダイムシフトを迎えた脳梗塞治療．

熊本脳卒中予防学術講演会，熊本， 年 月 日．

 平野照之：脳卒中の概要．日本メドトロニック

，東京，

年 月 日．

 天野達雄：脳卒中で寝たきりにならないために．ベネッ

セの地域医療セミナー．武蔵野， 年 月 日．

 平野照之：未 非 破裂脳動脈瘤の包括的内科治療．第

回 ，東京， 年 月

日．

 平野照之：脳卒中専門医の 選び．抗凝固療法を考え

る会，柏， 年 月 日．

 平野照之：間違いだらけの 選び．小笠医師会学術講

演会，掛川， 年 月 日．

 石田幸平，森光代，永堀啓，山田深，岡島康友：急性期

脳卒中患者の病型と運動機能予後．第 回日本作業療法

学会，札幌， 年 月 日．

 平野照之：国際学会行脚，この 年．第 回脳血管山峰会

研究会，吹田， 年 月 日．

 河野浩之：豪州 大学での脳卒中臨床研究．第

回脳血管山峰会研究会，吹田， 年 月 日．

 河野浩之：造影 を用いた側副血行発達の評価．

，三鷹， 年 月 日．
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 平野照之：脳梗塞の急性期治療戦略 ： の与え

たインパクト．第 回日本医学放射線学会秋季臨床大会，

東京， 年 月 日．

 平野照之 危険因子を共有する脳卒中と認知症．第 回

日本早期認知症学会学術大会，熊本， 年 月 日．

 ：

， ， 年 月 日．

 ：

， ， 年 月

日．

 平野照之：新・ 選びの基礎知識．第 回調布・狛江

抗凝固薬研究会，調布， 年 月 日．

 平野照之：脳梗塞急性期治療の最新動向．小金井リハビ

リテーション病院連携の会，小金井， 年 月 日．

 平野照之：脳塞栓症へのチームアプローチ．第 回獨協

越谷医療圏臨床神経懇話会，越谷， 年 月 日．

 本田有子，丸山啓介，曽我隆正，牛場克明，清一美，田

村晃，斎藤勇，野口明男，櫻井孝，平野照之，塩川芳昭：

脳ドック受診者における 所見の目視的評価分類とリ

スク因子・大脳白質病変との関連の検討．第 回日本脳

神経外科学会総会，福岡， 年 月 日．

 笹森寛生，傳法倫久，小松原弘一郎，鳥居正剛，佐藤栄

志，平野照之，塩川芳昭： 症候群による超急

性期脳主幹動脈閉塞に対して機械的血栓回収を行った

例の検討．第 回日本脳神経外科学会総会，福岡，

年 月 日．

 平野照之：脳塞栓症と心房細動．心房細動の

〜最新の心房細動治療から脳梗塞の管理・予防まで〜，

東村山， 年 月 日．

 鳥居正剛，平野照之，佐藤研隆，笹森寛生，小松原弘一

郎，傳法倫久，佐藤栄志，塩川芳昭：医原性頸部動脈損

傷に対しての診断および修復方法の検討．第 回日本脳

神経外科学会総会，福岡， 年 月 日．

 川井田善太郎，綾野水樹，熊切敦，笹森寛生，平野照之，

塩川芳昭：入院中に発症した脳梗塞症例に関する検討．

第 回日本脳神経外科学会総会，福岡， 年 月 日．

 平野照之：新たな疾患概念〜 （

）とは〜．ストップ！ 卒中プロ

ジェクト全国一斉エリア会議東京，東京， 年 月

日．

 平野照之：新・ 選びの基礎知識．第 回八千代地区

抗凝固療法カンファレンス，佐倉， 年 月 日．

 笹森寛生，松本淑恵，佐藤栄志，塩川芳昭，天野達雄，

平野照之：血管内治療を行なった慢性期両側椎骨動脈解

離の 例．第 回東京脳血管内治療研究会，東京，

年 月 日．

 平野照之：脳卒中撲滅への歩み：この 年．ストップ！

卒中プロジェクト全国一斉エリア会議 福島 ，福

島， 年 月 日．

 平野照之：超高齢社会ニッポンにおける脳梗塞診療：

の役割．第 回福井脳・神経疾患談話会，福

井， 年 月 日．

 平野照之： 静注療法：過去・現在・未来．第 回

神経治療研究会，米子， 年 月 日．

 平野照之：新・ 選びの基礎知識．

，東京， 年 月 日．

 平野照之：間違いだらけの 選び．抗凝固療法

，東京， 年 月 日．

 平野照之：潜因性脳梗塞の実態と今後の展望．

，横浜， 年 月 日．

 河野浩之：急性期脳梗塞における造影 を用いた側副血

行路の定量的評価．第 回多摩地区脳卒中研究会，立川，

年 月 日．

 城野喬史，永井健太郎，本田有子，海野佳子，塩川芳昭：

片頭痛発作中に発症した脳梗塞の 例．第 回日本頭痛

学会総会，京都， 年 月 日．

 海 野 佳 子 ： 慢 性 片 頭 痛 の 治 療 戦 略
．第 回日本頭痛学

会総会，京都， 年 月 日．

 平野照之：震災で増える脳卒中から身近な人を守る．第

回熊本大学教育学部附属中学校東京同窓会ミニ講演，

東京， 年 月 日．

 平野照之： 血栓溶解療法：これまでとこれから．

，東京， 年 月 日．

 

 

 

 ：

，

神戸， 年 月 日．

 鈴木理恵子：女性と脳卒中．脳卒中予防を中心とした医

療連携を考える，東京， 年 月 日．

 平野照之：脳梗塞のリハビリテーションと慢性期ケア．

第 回日本神経治療学会，米子， 年 月 日．

 平野照之：後方連携：再発と廃用を防ぐために．第 回

日本神経治療学会，米子， 年 月 日．

 天野達雄：脳卒中で寝たきりにならないために．ベネッ

セの地域医療セミナー．府中， 年 月 日．

 平野照之：脳卒中と抗血栓療法．一般社団法人日本有病

者歯科医療学会第 回学術教育セミナー，東京， 年

月 日．

 平野照之：新・ 選びの基礎知識．江戸川区

，東京， 年 月 日．

 平野照之： と脳血管疾患．熊本 病態と治療セ

ミナー，熊本， 年 月 日．

 平野照之：脳血行再建の３つの切り口：治療可能時間，

救済可能領域，再灌流障害．第 回日本脳循環代謝学会

学術集会，徳島， 年 月 日．

 河野浩之，

平野照之：急性期脳梗塞における

側副血行の造影剤ピーク濃度は組織予後を予測する．第

回日本脳循環代謝学会学術集会，徳島， 年 月

日．

 平野照之：新・ 選びの基礎知識．これからの抗凝固

療法を考える会，福岡， 年 月 日．
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 平 野 照 之 ： 新 ・ 選 び の 基 礎 知 識 ． 神 奈 川 北 部

，川崎，

年 月 日．

 平野照之：新・ 選びの基礎知識．学術講演会，浜松，

年 月 日．

 平野照之：脳梗塞急性期における 診断の有用性．

発売記念企画：脳神経科と循環器内科の連

携医療，東京， 年 月 日．

 山田健，河野浩之，鈴木理恵子，天野達雄，鳥居正剛，

海野佳子，塩川芳昭，平野照之：三叉神経領域の異常感

覚を呈した前下小脳動脈領域脳梗塞の一例．第 回杏林

医学会総会，三鷹， 年 月 日．

 平野照之：ここまで進んだ急性期治療．心房細動 セ

ミナー高齢者 のトータルケア「知っておきたい高齢者

心原性脳塞栓症の急性期治療から二次予防まで」，東京，

年 月 日．

 平野照之：脳卒中予防のための血圧管理：

“ ” ．多摩高血圧セミナー，武蔵野，

年 月 日．

 平野照之：頸動脈狭窄症に対する積極的内科治療．第

回 法人日本脳神経血管内治療学会，神戸， 年

月 日．

 平野照之：脳梗塞診療における 診断の有用性．

発売記念企画：脳神経科と循環器内科の連

携医療，名古屋， 年 月 日．

 平野照之：間違いだらけの 選び．

，佐賀， 年 月 日．

 平野照之：脳塞栓症と心房細動．国立ハートカンファレ

ンス，国立， 年 月 日．

 平野照之：脳卒中撲滅への歩み：この 年．ストップ！

卒中 茨城，つくば， 年 月 日．

 平野照之：脳塞栓症の治療〜チームアプローチを含めて

〜．滋賀脳卒中カンファレンス，大津， 年 月 日．

 中西郁，天野達雄，河野浩之，鈴木理恵子，海野佳子，

平野照之：回収した血栓により診断がついた感染性心内

膜炎 の 例．第 回日本神経学会関東甲信越地方

会，東京， 年 月 日．

 山田健，河野浩之，鈴木理恵子，天野達雄，鳥居正剛，

海野佳子，丸山啓介，塩川芳昭，平野照之：三叉神経領

域の異常感覚を呈した前下小脳動脈領域脳梗塞の 例．

第 回日本脳神経外科学会関東支部会，東京， 年

月 日．

 平野照之：新・ 選びの基礎知識．世田谷

，東京， 年 月 日．

 平野照之：間違いだらけの 選び．

–脳卒中予防最前線 ，横浜， 年 月 日．

 海 野 佳 子 ： 心 原 性 脳 塞 栓 症 の 再 発 予 防 ．

，東京， 年 月 日．

 平野照之：新・ 選びの基礎知識．抗凝固療法〜

〜，日立， 年 月 日．

 平 野 照 之 ： 新 ・ 選 び の 基 礎 知 識 ． 抗 凝 固 療 法

，那覇， 年 月 日．

 海野佳子：心原性脳塞栓症の再発予防薬～杏林大学病院

脳卒中センターでの使い分け～．脳卒中治療を考える会，

東京， 年 月 日．

 平野照之：「脳卒中二次予防」の心房細動患者における

リクシアナの有用性． ，東京， 年

月 日．

 平野照之：新・ 選びの基礎知識〜抗凝固療法は第

ステージへ〜．豊肥地区抗凝固療法学術講演会，豊後大

野， 年 月 日

 平野照之：間違いだらけの 選び．脳をまもる地域連

携セミナー，神栖， 年 月 日

 平野照之：間違いだらけの 選び． ，

東京， 年 月 日

 平野照之：潜因性脳梗塞へのアプローチ：

脳梗塞治療への可能性，静岡， 年 月

日

 平 野 照 之 ： 間 違 い だ ら け の 選 び ． 第 回

〜抗凝固療法を考え

る〜，福岡， 年 月 日

 平野照之：間違いだらけの 選び．八戸心血管脳梗塞

研究会，八戸， 年 月 日

 平 野 照 之 ： 新 ・ 選 び の 基 礎 知 識 ． 東 北

，盛岡，

年 月 日

 

， ， ，

 

， ， ，

 天野達雄：急性期血行再建〜血栓回収のコツ〜．第 回

東京脳血管内治療研究会技術向上プログラムデバイスセ

ミナー，東京， 年 月 日．

 平野照之：間違いだらけの 選び．湖南脳卒中セミナ

ー，草津， 年 月 日

 河野浩之：豪州 大学での脳卒中臨床研究．東

京慈恵医科大学神経内科集団会，東京， 年 月 日

 

 平野照之：間違いだらけの 選び．心房細動治療フォ

ーラム，東京， 年 月 日

 平野照之：新・ 選びの基礎知識．南大阪地区

，大阪， 年 月 日

 平野照之：間違いだらけの 選び．第 回北河内脳卒

中医療連携ミーティング，大阪， 年 月 日

 平野照之：新・ 選びの基礎知識．第 回

千葉，千葉， 年 月 日．

 天野達雄：急性期主幹動脈閉塞症例における

の臨床的意義．第 回日本脳卒中

学会，大阪， 年 月 日．

 平野照之： を で見極める．第 回日本脳卒中学

会，大阪， 年 月 日

 平 野 照 之 ： 未 体 験 ゾ ー ン の

．第 回日本脳卒中学会，大阪， 年 月

日

 河野浩之：画像診断： と ．第 回日本脳卒中学会

学術集会，大阪， 年 月 日．

 河野浩之，

平野照之：血管再開通療法における 灌流画像の撮

影意義－治療前画像評価により長期予後が予測できる．

第 回日本脳卒中学会学術集会，大阪， 年 月

日．

 飯島昌平，河野浩之，山田健，鳥居正剛，天野達雄，鈴

木理恵子，岡野晴子，海野佳子，塩川芳昭，平野照之：

虚血発症椎骨動脈解離の血管形態変化と脳梗塞再発に

関する検討．第 回日本脳卒中学会学術集会，大阪，

年 月 日．
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 生田真麻，河野浩之，保坂まり恵，綾野水樹，天野達雄，

鈴木理恵子，海野佳子，鳥居正剛，塩川芳昭，平野照之：

悪性腫瘍が関連した脳梗塞に対するヘパリン皮下注射の

効果．第 回日本脳卒中学会学術集会，大阪， 年

月 日．

 海野佳子，久米賢，中西郁，本田有子，天野達雄，河野

浩之，鈴木理恵子，鳥居正剛，塩川芳昭，平野照之：テ

ント上大梗塞の治療と予後．第 回日本脳卒中学会学術

集会，大阪， 年 月 日．

 齋藤幹人，鈴木理恵子，天野達夫，河野浩之，海野佳子，

岡野晴子，鳥居正剛，塩川芳昭，平野照之：塞栓源不明

脳塞栓症と発作性心房細動を有する心原性脳塞栓症と

の比較．第 回日本脳卒中学会学術集会，大阪， 年

月 日．

 吉見亘弘，鈴木理恵子，五明美穂，天野達雄，河野浩之，

海野佳子，岡野晴子，鳥居正剛，塩川芳昭，平野照之：

大動脈複合粥腫病変の評価における，経食道心エコーと

胸部 所見の比較．第 回日本脳卒中学会学術集会，大

阪， 年 月 日．

 天野達雄：後方循環再開通療法の現状は？〜多施設共同

後 ろ 向 き ア ン ケ ー ト 調 査 結 果 〜 ． 第 回

研究会，東京， 年 月 日．

 平野照之：経口抗凝固薬の選び方．町田市医師会学術講

演会〜脳卒中二次予防にむけて〜，相模原， 年 月

日

 天 野 達 雄 ： 脳 梗 塞 血 栓 回 収 療 法 の ．

，東京，

年 月 日．

 城野喬史，河野浩之，本田有子，鳥居正剛，海野佳子，

平野照之：一過性失語症状をきたした 例．三鷹ニュー

ロ，三鷹， 年 月 日．

平成 年度追加分

 平野照之：潜因性脳梗塞 基礎および心房細動検出の意

義．日本メドトロニック株式会社社員トレーニング，東

京， 年 月 日．

 本田有子，丸山啓介，野口明男，田村晃，齋藤勇，清一

美，曽我隆正，牛場克明，櫻井孝，平野照之，塩川芳昭：

日本人における 皮質下病変の実態調査．第 回日本

脳神経 学会総会，東京， 年 月 日．

 中島昌典，岡野晴子，栗田瑛里子，平野照之，千葉厚郎，

塩川芳昭：意識障害のエピソードを契機に

と診断された 歳女性例．第

回日本脳神経 学会総会，東京， 年 月 日．

 永井健太郎，岡野晴子，海野佳子，鈴木理恵子，鳥居正

剛，千葉厚郎，塩川芳昭，平野照之： 領域に虚血を

生じた の一例．第 回首都圏脳

卒中フォーラム，東京， 年 月 日．

論 文

 大平陽平，小田倉弘典，木村和美，坂東重信，平野照之，

家串和真，山中聡，山下武志：抗凝固薬を用いた心房細

動治療における認知・アドヒアランスの実態調査

 平野照之：ここまで来た脳梗塞急性期治療：

の時代．分子脳血管病 ： ，

 平野照之：脳梗塞の画像診断． ，

 平野照之：血栓回収療法導入後の 療法の考え方．

脳と循環 ，

 平野照之，奥田聡，宮内靖史，新田順一：脳卒中治療ガ

イドライン 心房細動治療（薬物）ガイドラインを読み

解く〜実臨床の経験からわかってきたこと〜．

 平野照之：血栓溶解療法を判断するうえでの脳卒中急性

期患者の診察と画像読影のポイント．

，

 山口武典，平野照之，中山博文，永廣信治：今後の脳卒

中を語る．動脈硬化予防 ，

 豊田一則，奥村謙，橋本洋一郎，池田隆徳，小松隆，平

野照之，福田政久，松本万夫，矢坂正弘：潜因性脳梗塞

と塞栓源不明脳塞栓症：わが国における臨床的意義と潜

在性心房細動検出の重要性．脳卒中 ，

 平野照之：治療方針決定のための画像読影．総合リハ

，

 平野照之：脳卒中センターの役割．

，

 平 野 照 之 ： 中 枢 神 経 限 局 性 血 管 炎 ．

，

 平 野 照 之 ： と 発 作 性 心 房 細 動 ． 分 子 脳 血 管 病

，

 平野照之： と ．循環器内科

，

 平野照之：急性期脳梗塞における画像診断．

，

 白川学，平野照之，江頭祐介： 内科 外科

私ならこうする「軽度頸動脈狭窄で梗塞を繰り返す症例」．

脳神経外科速報 ，

 平野照之：抗凝固療法中の出血および緊急手術．脳梗塞

と心房細動 ，

 三田村秀雄， ，平野照之，山田典一：

領域の抗凝固療法におけるアピキサバンの位置付け．

特別企画 ， ．

 橋本洋一郎，阪本徹郎，坂本憲治，平野照之： によ

る心原性脳塞栓症の二次予防．

，

 本田有子，丸山啓介，野口明男，田村晃 ，齋藤勇 ，清

一美 ，曽我隆正 ，牛場克明 ，櫻井孝 ，平野照之，塩川

芳昭（ 富士脳障害研究所附属病院， 国立長寿医療セン

ター）：日本人の脳ドックにおける 皮質下病変の容

量分析．日本脳ドック学会会報 ，

 中島昌典，岡野晴子，傳法倫久，平野照之，千葉厚郎，

遠藤英仁，窪田博，磯村杏耶，下山田博明，大倉康男，

塩川芳昭：大動脈原性脳塞栓症を発症し上行大動脈置換

術を施行した 歳男性例．脳卒中 早期公開

 中島昌典，平野照之：クリティカルケアで必要な脳卒中

の診断．

 蛯沢志織，阿部光世，脊山英徳，平野照之，塩川芳昭：

脳 卒 中 ケ ア ユ ニ ッ ト 開 設 後 の 病 床 運 営 の 現 状 ．

，
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 中島昌典 ，岡野晴子 ，傳法倫久 ，平野照之，千葉厚郎

，遠藤英仁 ，窪田博 ，磯村杏耶 ，下山田博明 ，大倉

康男 ，塩川芳昭 （ 杏林大・医・神経内科学， 杏林大・

医・心臓血管外科学， 杏林大・医・病理学， 杏林大・

医・脳神経外科学） 大動脈原性脳塞栓症を発症し，上

行大動脈置換術を施行した 歳男性例．脳卒中

，

 
（

）

，

 平野照之：血栓溶解療法の現状とこれから：血管内治療

時代の本格的幕開けを迎えて．分子脳血管病

．

 平野照之：脳卒中センター診療プロセスの検証と改善が

健康寿命に与える効果．杏林 研究所紀要

．

 橋本洋一郎 ，三田村秀雄 ，山口修平 ，平野照之，寺山

靖夫 （ 熊本市民病院， 立川病院， 島根大学， 岩手医

科 大 学 ） ： 心 血 管 疾 患 リ ス ク と 認 知 症 ．

 平野照之： （世界

脳卒中会議）．

 

（

，

） ：

 河野浩之：忘れられないあの一例

の一例．分子脳血管病

．

平成 年度追加分

 平野照之：脳卒中の最新の治療と予防．杏林医学会誌

，

著 書

 平野照之：静注血栓溶解療法 脳梗塞診療読本第 版．豊

田一則編．東京，中外医学社，

 平 野 照 之 ： 脳 卒 中 治 療 の く す り 昇 圧 薬 ．

夏季増刊 脳神経領域で必須のくすり．橋本

洋一郎監修．大阪，メディカ出版，

 平野照之：機能維持を目指す脳卒中治療．週刊朝日

手術数でわかるいい病院 ．東京，朝日新聞出版，

 平野照之：脳梗塞になってしまったら．別冊 きょう

の健康「脳梗塞」最新治療・再発予防・リハビリのすべ

て．岡田靖総監．東京， 出版， ．

 海野佳子：薬剤の使用過多による頭痛（薬物乱用頭痛，

）はどのように診断し，治療するのでしょうか？．

神経内科 頭痛．清水利彦

編．東京，中外医学社， ． ．

 海野佳子： 薬剤の使用過多による頭痛症

例．神経内科 頭痛．清水

利彦編．東京，中外医学社， ． ．

 鈴木理恵子：妊娠中に発症した脳虚血症状の患者．

グリーンノート．豊田一則，古賀政利編著．東京，中外

医学社，

 河野浩之：中大脳動脈狭窄を伴う片側舞踏運動．脳卒中

症候学 症例編 診療の深みを理解する．田川皓一，橋

本洋一郎，稲富雄一郎編．新潟，西村書店，

 河野浩之：発症直後に除脳硬直を認めた両側テント上脳

梗塞．脳卒中症候学 症例編 診療の深みを理解する．

田川皓一，橋本洋一郎，稲富雄一郎編．新潟，西村書店，

 河野浩之：幻視を伴った橋梗塞．脳卒中症候学 症例編

診療の深みを理解する．田川皓一，橋本洋一郎，稲富雄

一郎編．新潟，西村書店，

 河野浩之：超急性期脳梗塞に対する血管再開通療法の適

応拡大のための研究．第一三共生命科学研究振興財団研

究報告集 ．東京，第一三共生命科学研究振興財

団，

 天野達雄：さまざまな救急体制の紹介 モバイルチ

ーム型．チームで成功させる脳梗塞血管内治療．幸原伸

夫，藤堂謙一，坂井信幸，今村博敏編．東京，診断と治

療社，

 天野達雄，松丸祐司：脳血管障害 頸動脈ステントや脳

動脈瘤のコイル塞栓術後．抗血小板療法エキスパートの

勘どころ．中村正人編．東京，南江堂，
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 天野達雄： と繋がる動線 病院到着までの流れ．

グリーンノート．豊田一典，古賀政利編．東京，中外医

学社，

その他

 松本昌泰，星野晴彦，卜部貴夫，豊田一則，平野照之：

脳血管疾患患者の脂質管理の現場と展望． 座談会

サノフィ株式会社 年 月作成

 平野照之：検脈のすすめ．健康ひとくちメモ 杏林大学

新聞第 号 年 月 日発行

医学教育学教室

講 演

 赤木美智男：全国医学部の実情 学外臨床実習の充実に

向けて．第 回医学教育セミナーとワークショップ

東京医大，東京， 年 月 日．

 矢島知治： を考える． （米国内科学会）

日本支部年次総会 ，京都， 年 月 日．

 矢島知治：炎症とは？ 潰瘍性大腸炎とは？．第 回多

摩内視鏡の会，東京， 年 月 日．

 冨田泰彦：臨床研修指導医養成講習会の研修内容に関す

る現状と課題．第 回日本医学教育学会総会，高槻，

年 月 日．

 赤木美智男：実習生とのコミュニケーション—フィード

バックとふり返りの技法．第 回東京薬科大学長期実務

実習のためのワークショップ，東京， 年 月 日．

 赤木美智男：実習生とのコミュニケーション—フィード

バックとふり返りの技法．第 回東京薬科大学実務実習

指導のための 研修会，東京， 年 月 日．

論 文

 矢島知治：どのような症状から炎症性腸疾患を疑うか．

， ．

 矢島知治：腹部 脾腫， ，

 古本泰之，石井博之，井上晶子，冨田泰彦 他：災害に

備えるまちづくり－弱者対応の視点から－．杏林大学杏

林 研究所紀要 ， ．

 冨田泰彦 地域交流委員会：医学部執筆担当 ：杏林

構想における教育活動．杏林大学杏林 研究所紀要

， ．

 矢島知治：炎症性腸疾患の疾患概念と疫学について．日

本薬剤師会雑誌 ， ．

著 書

 矢島知治：潰瘍性大腸炎を疑う臨床症状． を日常診

療で診る．久松理一，日比紀文編．東京，羊土社， ．

− ．

 矢島知治：指導医（上司）との関係．消化器研修ノート

改定第 版．中島淳，五十嵐良典，榎本信幸，穂苅量太

編．東京，診断と治療社， ． − ．

 矢島知治：症例に学ぶ 医師が処方を決めるまで 潰瘍

性大腸炎．日経 クイズ ．東京，日経 社， ．

− ．

 矢島知治 他：第 回医師国家試験問題解説．東京，

メディックメディア， ．

その他

 赤木美智男：杏林大学医学部付属病院 第 回指導医養

成ワークショップ ディレクター，東京， 年 月

日．

 冨田泰彦：杏林大学医学部付属病院 第 回指導医養成

ワークショップ チーフタスクフォース，東京， 年

月 日．

 矢島知治：杏林大学医学部付属病院 第 回指導医養成

ワークショップ タスクフォース，東京， 年 月

日．

 冨田泰彦：総合診療専門研修特任指導医養成講習会 タ

スクフォース，東京， 年 月 日．

 冨田泰彦：総合診療専門研修特任指導医養成講習会 タ

スクフォース，東京， 年 月 日．

 矢島知治：第 回専門医セミナー「ドクターガストロ～

臨床推論からの消化器病学〜」主催，第 回日本消化

器病学会関東支部例会，東京， 年 月 日．

 赤木美智男：杏林大学医学部付属病院 第 回指導医養

成ワークショップ ディレクター，東京， 年 月

日．

 冨田泰彦：杏林大学医学部付属病院 第 回指導医養成

ワークショップ チーフタスクフォース，東京， 年

月 日．

 矢島知治：杏林大学医学部付属病院 第 回指導医養成

ワークショップ タスクフォース，東京， 年 月

日．

 冨田泰彦：第 回自衛隊中央病院 臨床研修指導医養成

講習会 タスクフォース，東京， 年 月 日．

 赤木美智男：全国自治体病院協議会・全国国民健康保険

診療施設協議会 第 回臨床研修指導医養成講習会

ディレクター，東京， 年 月 日．

 冨田泰彦：全国自治体病院協議会・全国国民健康保険診

療施設協議会 第 回臨床研修指導医養成講習会 タ

スクフォース，東京， 年 月 日．

 矢島知治：第 回専門医セミナー「ドクターガストロ～

臨床推論からの消化器病学〜」主催，第 回日本消化

器病学会関東支部例会，東京， 年 月 日．

 赤木美智男：書評「医療者の心を贈るコミュニケーショ

ン—患者さんと一緒に歩きたい」（日下隼人著）．医学

のあゆみ ， ， ．

 矢島知治：特集「腹痛を診る」，巻頭言『本特集のねら

い』．内科

 矢島知治，後藤田卓志，中村京太，佐藤暁幸：特集「腹

痛を診る」，座談会『腹痛はコワくない！』，内科

 矢島知治：薬学の時間「炎症性腸疾患の疾患概念と疫学」．

ラジオ 年 月 日．

解剖学教室

（肉眼解剖学）

講 演

 ：

．第 回日本組織細胞化学学会総会・学術集

会，三鷹， 年 月 日．

 高篠智，氣賀澤秀明，廣川達也，吉田昌記，王璐，松村

讓兒，北村修：過長茎状突起を両側性で認めた 例．第

回日本解剖学会・全国学術集会，長崎， 年 月

日．

 天野カオリ，松村讓兒，島田和幸：ヒト胎児人中の形態

構造についてー ならびに組織学的観察―．第 回

日本解剖学会・全国学術集会，長崎， 年 月

日．

論 文

 
，
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 ，

：

： ， ．

 島田和幸１，天野カオリ，内藤美智子２（１鹿児島大・東

京医科大，２日本大）：明治期の医師資格試験受験時に

利用された「醫術開業試験問題前期答案集」について．

形態科学 ： ， ．

 
：

Wharton’s duct structure and its relationship 

 
著 書

 松村讓兒 坂井建雄：プロメテウス解剖学アトラス 解

剖学総論／運動器系 第 版．東京，医学書院， ．

 松村讓兒他：カラー図説 人体の正常構造と機能 血

液・免疫・内分泌．東京，日本医事新報社， ．

 松村讓兒：イラスト解剖学 第 版．東京，中外医学社，

．

 松村讓兒：病気がみえる 第 版 循環器．東京，

メディックメディア， ．

 松村讓兒：末梢系疾患．病気とくすり 薬局増刊

号 基礎と実践 ．東京，南山堂， ．

 松村讓兒：中枢系疾患．病気とくすり 薬局増刊

号 基礎と実践 ．東京，南山堂， ．

 松村讓兒：免疫・炎症・アレルギー疾患．病気とくすり

薬局増刊号 基礎と実践 ．東京，

南山堂， ．

 松村讓兒：骨・関節・カルシウム代謝疾患．病気とくす

り 薬局増刊号 基礎と実践 ．東

京，南山堂， ．

 松村讓兒：循環器系疾患．病気とくすり 薬局増

刊号 基礎と実践 ．東京，南山堂， ．

 松村讓兒：血液・造血器系疾患．病気とくすり 薬

局増刊号 基礎と実践 ．東京，南山堂，

．

 松村讓兒：泌尿器系・生殖器系疾患．病気とくすり

薬局増刊号 基礎と実践 ．東京，南山

堂， ．

 松村讓兒：呼吸器系疾患．病気とくすり 薬局増

刊号 基礎と実践 ．東京，南山堂， ．

 松村讓兒：消化器系疾患．病気とくすり 薬局増

刊号 基礎と実践 ．東京，南山堂， ．

 松村讓兒：代謝系疾患．病気とくすり 薬局増刊

号 基礎と実践 ．東京，南山堂， ．

 松村讓兒：内分泌系疾患．病気とくすり 薬局増

刊号 基礎と実践 ．東京，南山堂， ．

 松村讓兒：眼疾患．病気とくすり 薬局増刊号 基

礎と実践 ．東京，南山堂， ．

 松村讓兒：耳鼻咽喉疾患．病気とくすり 薬局増

刊号 基礎と実践 ．東京，南山堂， ．

 松村讓兒：皮膚疾患．病気とくすり 薬局増刊号

基礎と実践 ．東京，南山堂， ．

 松村讓兒：病気がみえる 第 版 血液．東京，メ

ディックメディア， ．

その他

 松村讓兒 監修 ：見えるくんの人体学習げき場．小学二

年生 月号： ，東京，小学館， ．

 松村讓兒：国試 解説書．第 回医師国家試験問題

解説書： ，東京，医学評論社． ．

 松村讓兒：国試 解説書．第 回医師国家試験問題

解説書： ，東京，医学評論社． ．

 松村讓兒：けがをしたときに傷をふさぐ「血小板」．少

年写真新聞 月 日号：小学保健ニュース ，

東京，少年写真新聞社， ．

 松村讓兒：血小板の働き．少年写真新聞 月 日号：

小学保健ニュース 付録，東京，少年写真新聞

社， ．

 松村讓兒：血液に含まれている「血小板」の働き．少年

写真新聞 月 日：ほけん通信 小学保健ニュース

付録，東京，少年写真新聞社， ．

 八木沼洋行 ，松村讓兒，佐藤洋一 ，飯野哲 ，鶴尾吉

宏 ，大和田祐二 ，藤山文乃６，綱塚憲生 （ 福島県立

医科大・医・神経解剖・発生， 岩手医科大・総合基礎・

細胞生物， 福医大・医・形態機能医・解剖， 徳島大院・

医歯薬研・医科学・生理顕微解剖， 東北大院・医研・

器官解剖，６同志社大院・医・脳科学・解剖・神経回路

形態， 北海道大院・歯研・口腔健康科学・硬組織発生

生物）：肉眼解剖学教育に関するアンケート調査結果（平

成 年 月）．日本解剖学会教育・若手育成委員会（平

成 ・ 年度）．解剖誌 ： ．

 松村讓兒 監修 ：たべる あそぶ ねる，で げん気なか

らだ！ 小学一年生 月号： ，東京，小学館，

．

 松村讓兒：リレーエッセイ時間の風景．解剖学用語の読

み：呉音・漢音・慣用音． 年 月

日 ，東京，メディカルトリビューン， ．

解剖学教室

（顕微解剖学）

講 演

 秋元義弘，榊田創，池原早苗，山口高志，金載浩，川上

速人，清水伸幸，堀勝，池原譲：プラズマ照射による皮

膚創傷治癒への影響の超微形態学的解析．名古屋大学

「プラズマ科学プラットフォーム」開所記念講演会・見

学会，名古屋， 年 月 日．

 秋元義弘，池原早苗，山口高志，金載浩，清水伸幸，堀

勝，榊田創，松原幸枝，三浦知子，関口純理，川上速人，

池原譲：大気圧低温プラズマ照射による皮膚創傷治癒へ

の影響の超微形態学的解析．日本顕微鏡学会第 回学術

講演会，仙台， 年 月 – 日．

 

–
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–

 塩尻信義，太田考陽，福地智一，安保友香，関口純理，

松原幸枝，川上速人：条鰭類における肝臓構築の多様化

はカライワシ目を起点におこる．第 回肝細胞研究会，

大阪， 年 月 – 日．

 宮東昭彦：汎用画像解析ソフトを利用したデジタル画像

データの数値化の基礎．第 回組織細胞化学講習会，仙

台， 年 月 – 日．

 早川敦子，三浦ゆり，秋元義弘，津元裕樹，岩本真知子，

福井浩二，遠藤玉夫： 法を用いた糖尿病モデル

ラット腎組織のプロテオーム解析．第 回日本電気泳動

学会総会，釧路， 年 月 – 日．

 秋元義弘：プラズマ照射による創傷治癒への影響の組織

細胞化学的解析．第 回日本組織細胞化学会総会・学術

集会，三鷹， 年 月 – 日．

 牛山明，片岡華恵，越智英行，秋元義弘，松原幸枝，川

上速人，飯島毅彦：敗血症モデルマウスにおける血管内

皮グリコカリックス層減衰とその生理学的役割．第 回

日本組織細胞化学会総会・学術集会，三鷹， 年 月

– 日．

 浜野翔，西堀由紀野，宮東昭彦，楊國昌：ポドサイト発

生における のチロシンリン酸化と

経路．第 回日本組織細胞化学会総会・学術集会，

三鷹， 年 月 – 日．

 菅原大介，福冨俊之，秋元義弘，川上速人：マウス腸管

上皮細胞を区別する糖鎖関連分子マーカーの探索．第

回日本組織細胞化学会総会・学術集会，三鷹， 年

月 – 日．

 

–

 

–

 

–

 

–

 

–

 塩尻信義，川上速人：肉鰭類シーラカンスの肝臓は哺乳

類型で，ハイギョとは異なる．平成 年度日本動物学会

中部支部大会，静岡， 年 月 日．

 

Workshop “Current concept for LTP at 

atmospheric pressure in medical practice”

–

 菅原大介，福冨俊之，秋元義弘，川上速人：マウス腸管

ニッチ細胞におけるフコシル化糖鎖発現．第 回日本生

化学会大会，仙台， 年 月 – 日．

 

第 回日本熱帯医学会大会，東

京， 年 月 – 日．

 菅原大介：腸管ニッチ細胞に発現するフコシル化糖タン

パク質の機能的意義．第 回酵母細胞研究会，横浜，

年 月 日．

 

日本顕微鏡学会第 回シンポジウム，東京， 年 月

– 日．

 

–

 光永敬子，秋元義弘，安井金也，山下一郎，川上速人，

安増茂樹：メダカアリールスルファターゼ の菱

脳室における発現と超微細構造．日本動物学会中国四国

支部広島県例会，東広島， 年 月 日．

 三浦ゆり，早川敦子，秋元義弘，津元裕樹，岩本真知子，

福井浩二，遠藤玉夫：糖尿病モデルラット腎組織のプロ

テオーム解析．日本薬学会第 年会，仙台， 年 月

– 日．

 津元裕樹，秋元義弘，遠藤玉夫，三浦ゆり：効率的な

化ペプチド濃縮のための担体の比較．日本薬学会

第 年会，仙台， 年 月 – 日．

 粂田奈宝子，小川裕子，秋元義弘，川上速人，矢ノ下良

平：ヒト唾液エキソソームの消化酵素に対する安定性．

日本薬学会第 年会，仙台， 年 月 – 日．

 小川裕子，粂田奈宝子，秋元義弘，川上速人，矢ノ下良

平：ヒト唾液由来エキソソーム画分中 の結合状態お

よびマクロファージの活性化への影響．日本薬学会第
年会，仙台， 年 月 – 日．

 秋元義弘，早川敦子，三浦ゆり，津元裕樹，岩本真知子，

福井浩二，遠藤玉夫，川上速人：糖尿病モデルラット腎

組織のプロテオームと免疫組織化学的解析．第 回日

本解剖学会総会・学術集会，長崎， 年 月 – 日．

論 文

 

–
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β

–

 

–

 

–

 

 

 

α

 秋元義弘，遠藤玉夫 ，川上速人（ 東京都健康長寿医療

センター）：糖鎖の局在を見る．

–

著 書

 

–

 秋元義弘，三宅正紀：図Ⅱ 細菌の超薄切片像．微生

物学 病原微生物と治療薬 改訂第 版．今井康之，増澤

俊幸編．東京，南江堂，

 川上速人：病気が見える 循環器 第 版．東京，メ

ディックメディア，

その他

 川上速人：第 回日本組織細胞化学会総会・学術集会主

催，三鷹， 年 月 – 日．

統合生理学教室

講 演

 八木淳一，小林靖：イモ貝毒素ω コノトキシンによ

る脊髄後根神経節ニューロン活動電位への作用．第

回日本疼痛学会，札幌， 年 月 日

 
：

第 回日本神経科学大会，

横浜， 年 月 日

 
：

第 回日本神経科学大会，横浜

年 月 日

 中島剛，小宮山伴与志，大木紫：ヒト脊髄内の代替

神経機構を強化する運動機能の回復戦略．第 回日

本運動生理学会大会，熊本， 年 月 日

 ：

other’ s actions elicit similar movements if 

 ：

 ：

ω

 中島剛，小宮山伴与志，大木紫：ヒト脊髄内の代替

神経機構を強化する運動機能の回復戦略．早稲田ス

ポーツサイエンス研究会，所沢， 年 月 日

 
：

 小西一斉，市村正一，佐野秀仁，五十嵐一峰，大木

紫，中島剛，大森雅夫：ヒト間接的皮質・脊髄路興

奮の長期増強は錐体路と末梢神経におけるコンバイ

ンド刺激の持続時間に依存する．第 回日本整形外

科学会基礎学術集会，福岡， 年 月 日

 大木紫：自己身体所有感の操作を用いたリハビリテ

ーション．第 回日本臨床神経生理学会学術集会，

郡山， 年 月 日

 渋谷賢，畝中智志：仮想手の操作が身体性自己意識

と身体表象に及ぼす影響．日本スポーツ心理学会

回大会，札幌， 年 月 日

 畝中智志，渋谷賢：ラバーハンド錯覚中の運動観察

に伴う誘発運動．日本スポーツ心理学会 回大会，
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札幌， 年 月 日

 畝中智志，渋谷賢，座間拓郎，嶋田総太郎，大木紫：

身体所有感は手の運動観察に伴うμ波抑制を増強す

る．第 回多感覚研究会，東京， 年 月 日

 中島剛：歩行機能再建に向けたヒト脊髄神経機構と

その可塑性について．

，長野， 年 月 日

 八木淳一，小林靖： タイプ侵害受容性脊髄後根神

経節ニューロンにおける活動電位プラトーの機能的

役割 第 回日本生理学会，浜松， 年 月

日

論 文

 

Brasília, 

：

：

 

University of Brasília, 

：

：

 

University of Brasília,

：

：

 

：

：

 

Université de 

Universidade de Brasília) ：

：

 

Brasília, ：

：

 
：

 中島 剛：体性感覚と歩行．

：

 ：

：

：

 

：

：

細胞生理学教室

講 演

 徳重真一，寺尾安生，佐々木拓也，弓削田晃弘，寺田さ

とみ，濱田雅，辻省次，宇川義一，湯本真人：頭皮脳波

で検出困難な発作間欠期てんかん性放電の特徴と脳磁図

の有用性．第 回日本神経学会学術大会，神戸， 年

月 日．

 松本英之，花島律子，寺尾安生，橋田秀司，宇川義一：

ギラン・バレー症候群の馬尾伝導時間．第 回日本神経

学会学術大会，神戸， 年 月 日．

 神澤彩，濱田雅，佐々木拓也，徳重真一，寺田さとみ，

寺尾安生，辻省次：筋萎縮性側索硬化症の診断における

経頭蓋磁気刺激検査の有用性の検討．第 回日本神経学

会学術大会，神戸， 年 月 日．

 佐々木拓也，濱田雅，徳重真一，弓削田晃弘，寺田さと

み，寺尾安生，辻省次，宇川義一：筋萎縮性側索硬化症

診断における横隔神経反復刺激試験の有用性の検討．第

回日本神経学会学術大会，神戸， 年 月 日．

 大塚十里，佐々木拓也，徳重真一，寺尾安生，辻省次：

重症筋無力症における反復刺激試験－最大随意収縮負

荷の 検出率向上に対する検討．第 回日本神経学

会学術大会，神戸， 年 月 日．

 清水崇紘，寺尾安生，高橋美和子，百瀬敏光，辻省次：

進行性核上性麻痺，大脳皮質基底核変性症の臨床像と

所見についての検討．第 回日本神経学会学

術大会，神戸， 年 月 日．

 徳重真一，寺尾安生，佐々木拓也，弓削田晃弘，寺田さ

とみ，濱田雅，辻省次，宇川義一，湯本真人：頭皮脳波

で検出困難な発作間欠期てんかん性放電の特徴と脳磁図

の有用性．第 回日本神経学会学術大会，神戸， 年

月 日．

 光武明彦，平賢一郎，徳重真一，上田順子，松川敬志，

石浦浩之，岩田淳，寺尾安生，清水潤，酒井規夫，辻省

次：成人型 病の病初期における画像および電

気生理学的所見についての検討．第 回日本神経学会学

術大会，神戸， 年 月 日．

 小口絢子，作石かおり，上田順子，林俊宏，岩田淳，寺

尾安生，清水潤，辻省次：自己免疫性脳脊髄炎の病態理
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解における髄液中 の有用性の検討．第 回日本神経

学会学術大会，神戸， 年 月 日．

 星野恭子，長尾ゆり，林雅晴，木村一恵，八森啓，福田

秀樹，徳重真一，寺尾安： 症候

群の眼球運動検査による基底核障害の評価について．第

回日本神経学会学術大会，神戸， 年 月 日．

 寺田さとみ，寺尾安生，徳重真一，松田俊一，弓削田晃

弘，濱田雅，宇川義一，辻省次：パーキンソン病におけ

る眼球運動の解析－ 方向計測の試み．第 回日本神経

学会学術大会，神戸， 年 月 日．

 林優子，小藤剛史，田丸政男，赤川公朗： 遺

伝子の欠損を認めた自閉症スペクトラムの 症例．第

回日本小児神経学会学術集会，東京， 年 月 日．

 寺尾安生，徳重真一：時間認識における「基本単位」－

神経疾患における検討－．文部科学省科学研究費補助金

新学術領域「こころの時間学」領域会議，札幌， 年

月 日．

 寺尾安生，松本英之： ， に対する新しい電気生

理学的アプローチ－磁気刺激法を含めて－．第 回茨城

県神経免疫フォーラム，つくば， 年 月 日．

 

第 回日本神

経科学大会，横浜， 年 月 日．

 小藤剛史，藤原智徳，真田ますみ，三嶋竜弥，林優子，

田丸政男，赤川公朗：

第 回日本神経化学会，福岡，

年 月 日．

 寺尾安生：眼球運動から 病を診る．第 回御

茶ノ水 研究会，東京， 年 月 日．

 中山高宏，福冨俊之，赤川公朗： 遺伝子の

神経特異的発現に関わる新規転写制御因子の探索．第

回日本生化学会大会，仙台， 年 月 日．

 星野恭子，寺尾安生，林雅晴，長尾ゆり，木村一恵，八

森 啓 ， 瓦 井 俊 孝 ， 梶 龍 兒 ： 知 的 退 行 を き た し た

の一例．第 回パ

ーキンソン病・運動障害疾患コングレス，東京， 年

月 日．

 寺尾安生：不随意運動の表面筋電図の取り方．第 回パ

ーキンソン病・運動障害疾患コングレス，東京， 年

月 日．

 

reproduction of time length in Parkinson’s 

 寺尾安生：視線解析の臨床応用．第 回日本臨床神経生

理学会学術大会，郡山， 年 月 日．

 寺尾安生：眼球運動の基礎と臨床衝動性眼球運動から神

経疾患の病態をみる－眼球運動から小脳機能をみる－．

第 回日本臨床神経生理学会学術大会，郡山， 年

月 日．

 寺尾安生： が 病に与える影響．第 回運動

障害疾患病態研究会，東京， 年 月 日．

 徳重真一，宇川義一，寺尾安生，松本英之，松田俊一，

古林俊晃，花島律子，石川欽也，他田正義，矢部一郎，

武田篤，田中洋康，畠中めぐみ，榎本博之，小林俊輔，

辻省次：小脳の時間保持能力：タッピング課題を用いた

時間的統合の評価．運動失調症の分子病態解明・治療法

開発に関する研究班 班会議，東京， 年 月 日．

 三嶋竜弥，藤原智徳，小藤剛史，寺尾安生，赤川公朗：

シンタキシン 遺伝子欠損マウスのけいれん表現型の解

析．第 回日本生理学会大会，浜松， 年 月 日．

論 文

 

 

 

 

 ， ， ， ，
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 寺尾安生：眼球運動からみた基底核と小脳

 寺尾安生：神経生理検査 大脳基底核疾患・小脳疾患に

おける最新知見 眼球運動検査．神経内科

 

 

 

生化学教室（１）

講 演

 後藤田貴也： に基づくコレステロール吸収阻害の

重要性．生活習慣病フォーラム 郡山，郡山，

年 月 日．

 後藤田貴也：糖尿病における脂質管理の重要性．新

宿 ，東京， 年 月 日．

 山本隆史，飯塚陽子，藤田敏郎，後藤田貴也：メタ

ボリックシンドローム関連遺伝子 （

）の糖代謝に及ぼす影響．第

回日本動脈硬化学会総会・学術集会，東京， 年

月 日

 後藤田貴也：糖尿病に合併する脂質異常症の管理と

治療戦略．脂質フォーラム滋賀 ，大津， 年

月 日．

 後藤田貴也：糖尿病に合併する脂質異常症の管理と

治療戦略．脂質の至適管理を考える夕べ，東京，

年 月 日．

論 文

 

 後藤田貴也：脂質からみた心血管リスク管理．プラクテ

ィス

 後藤田貴也：糖尿病に伴う脂質プロファイルの変化とそ

の発生メカニズム．プラクティス

その他

 島野仁，石橋俊，岡崎啓明，後藤田貴也，村勢敏郎，

矢 作 直 也 ： 山 田 信 博 先 生 追 悼 座 談 会 ．

生化学教室（２）

講 演

 今泉美佳，青柳共太，吉田昌史，飛田耶馬人，岸本拓磨，

中道洋子，西脇知世乃，﨑村建司，大塚稔久，加計正文，

永松信哉：インスリン開口分泌におけるアクティブゾー

ン構成タンパク質 の役割．第 回日本糖尿病学会年

次学術集会，京都， 年 月 日

 今泉美佳：分泌を含めた開口放出の可塑性や代謝につい

て．第 回開口放出機構研究会，東京， 年 月 日

 青柳共太，西脇知世乃，中道洋子，岸本拓磨，鳥居征司，

今泉美佳：

第 回日本生

化学会大会，仙台， 年 月 日

 青柳共太：膵β細胞における を介したオートファ

ジー制御機構とその生理作用．第 回オートファジー研

究会，新潟， 年 月 日

 今泉美佳：女性研究者活躍に求められるもの－女性研究

者自身の意識改革の重要性．第 回日本糖尿病・肥満動

物学会年次学術集会，横浜， 年 月 日．

 今泉美佳：インスリン分泌におけるアクティブゾーンタ

ンパク質の役割．第 回東京インスリン分泌研究会，東

京， 年 月 日．

論 文

 ， ， ，

， ， ， ，

， ， ， ，

， ， ， ，

， ， ， ，

，

，

， ，

：
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 ， ， ，

， ， ，

， ， ，

， ，

：

β

その他

 今泉美佳： ドキュメンタリー 医療革命「あなたを襲

う“血糖値スパイク”」， ， 年 月 日．

薬理学教室

講 演

 福冨俊之，木村徹，小寺義男，岩下光利，櫻井裕之：ペ

プチドミクスによる妊娠高血圧症候群発症予知マーカー

の探索．第 回日本薬理学会関東部会，大田原，

年 月 日．

 菅原大介，福冨俊之，秋元義弘，川上速人：マウス腸管

上皮細胞を区別する糖鎖関連分子マーカーの探索．第

回日本組織細胞化学会総会・学術集会，三鷹， 年

月 日．

 中山高宏，福冨俊之，赤川公朗： 遺伝子の

神経特異的発現に関わる新規転写制御因子の探索．第

回日本生化学会，仙台， 年 月 日．

 菅原大介，福冨俊之，秋元義弘，川上速人：マウス腸管

ニッチ細胞におけるフコシル化糖鎖発現．第 回日本生

化学会大会，仙台， 年 月 日．

 末弘淳一，櫻井裕之： 阻害時の血管内皮細胞におけ

るトランスクリプトーム解析．第 回日本薬理学会年会，

長崎， 年 月 日．

論 文
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病理学教室

講 演

 鶴久大介，炭谷由計，近藤健，箕輪久美，澤井梓，七条

裕孝，近藤琢磨，保坂利男，渡辺俊介，倉田勇，小松原

弘一郎，丸山啓介，藤原正親，菅間博，石田均：コルチ

ゾールと による出血性胃潰瘍が再発したクッシン

グ病．第 回日本内分泌学会学術総会，京都， 年

月 日

 長嶺陽平，龍貴，鮫島未央，北村盾二，舛田一樹，山口

剛，森川泰如，板谷直，原秀彦，多武保光宏，桶川隆嗣，

奴田原紀久雄，千葉知宏，寺戸雄一，菅間博：リンパ脈

管筋腫症を合併した類上皮性腎血管筋脂肪腫の一例．第

回日本泌尿器化学会総会，東京， 年 月 日

 鮫島未央，北村盾二，二宮直紀，舛田一樹，野間康央，

中村雄，山口剛，森川泰如，板谷直，原秀彦，多武保光

宏，桶川隆嗣，奴田原紀久雄，下山田博明，菅間博：後

腹膜 の 例．第 回日本泌尿器化学

会総会，東京， 年 月 日

 北村盾二，鮫島未央，二宮直紀，舛田一樹，野間康央，

中村雄，森川泰如，山口剛 板谷直，原秀彦，多武保光

宏，桶川隆嗣，奴田原紀久雄，東原英二，藤原正親 菅

間博：ペニシリン 大量投与によって発症したと考えら

れる薬剤性出血性膀胱炎の 例．第 回日本泌尿器化学

会総会，東京， 年 月 日

 菅田明子，中村雄，山口剛，板谷直，林建二郎，原秀彦，

多武保光宏，宍戸俊英，桶川隆嗣，奴田原紀久雄，東原

英二，菅間博：成人に発症した の

例．第 回日本泌尿器化学会総会，東京， 年 月

日

 相澤陽太，千葉知宏，石井順，澤文，住石歩，菅間博：

を用いた 分子の同時ノックダウン

システムの開発．第 回日本病理学会総会，仙台，

年 月 日

 有益優，寺戸雄一，藤原正親，千葉知宏，石井順，岡部

直太，菅間博： がん細胞における巨大テロメア核体

の形成機序．第 回日本病理学会総会，仙台， 年

月 日

 澤文，千葉知宏，石井順，住石歩，山本浩之，原尚人，

菅間博：甲状腺癌増殖シグナルにおけるアデニル酸シク

ラーゼの作用．第 回日本病理学会総会，仙台，

年 月 日

 窪田仰，千葉知宏，澤文，相澤陽太，住石歩，片岡雅晴，

佐藤徹，菅間博：エポプロステノール静注療法に伴う甲

状腺腫大の発生機序．第 回日本病理学会総会，仙台，

年 月 日

 小和田敬子，千葉知宏，鈴木瞳，藤原正親，下山田博明，

佐藤徹，大倉康男，菅間博：胃腺窩上皮過形成を伴った

肺高血圧症の一剖検例．第 回日本病理学会総会，仙

台， 年 月 日

 齊藤由希子，千葉知宏，大森嘉彦，望月眞，稲嶺圭祐，

古川里奈，近藤凡子，佐藤徹，菅間博：特発性肺動脈性

肺高血圧症に未分化大細胞リンパ腫を合併した一剖検

例．第 回日本病理学会総会，仙台， 年 月

日

 磯村杏耶，下山田博明，近藤凡子，小島薫子，要伸也，

有村義宏，菅間博：特発性膜性とループス腎炎の膜性病

変の超解像顕微鏡を用いた比較解析．第 回日本病理

学会総会，仙台， 年 月 日

 吉池信哉，菅間博，井本滋，大倉康夫，望月眞，澤文，

岡部直太，千葉知宏，磯村杏那，大森嘉彦：

を伴う浸潤性乳癌 の一例 乳

管内乳頭状病変の鑑別と組織発生．第 回日本病理学

会総会，仙台， 年 月 日

 氣賀澤秀明，寺戸雄一，千葉知宏，岡部直太，吉池信哉，

藤原正親，北村修，菅間博：腎癌に転移性乳腺小葉癌が

混在した 例．第 回日本病理学会総会，仙台， 年

月 日

 岡部直太，吉池信哉，大窪泰弘，下山田博明，寺戸雄一，

藤原正親，望月眞，西ヶ谷順子，大倉康男，菅間博：慢

性糸球体腎炎の閉経後女性に発生した子宮体部の脂肪

平滑筋腫の 例．第 回日本病理学会総会，仙台，

年 月 日

 千葉知宏，伊波巧，下山田博明，藤原正親，澤文，片岡

雅晴，大郷恵子，佐藤徹，植田初江，菅間博：肺高血圧

症に対するソラフェニブ治療 肺血管病理の解析．第

回日本病理学会総会，仙台， 年 月 日

 田中利明，板垣英二，小沼裕寿，五林可織，森谷理惠，

石飛実紀，近藤健，石本麻衣，炭谷由計，西田進，近藤

琢磨，保坂利男，森井健司，菅間博，田均：切除後に再

発と両側肺転移を来した腫瘍性骨軟化症の 例．第 回

日本病理学会総会，仙台， 年 月 日

 柴原純二，林玲匡，三角健人，深山正久：混合型肝癌を

含む原発性肝癌の妥当な組織分類を構築するにあたって

の基礎知見．第 回日本病理学会総会，仙台， 年

月 日

 林玲匡，柴原純二，三角健人，有田淳一，阪本良弘，長

谷川潔，國土典宏，深山正久：肝細胞癌における腫瘍内

リンパ球・形質細胞浸潤の組織学的アプローチ．第

回日本病理学会総会，仙台， 年 月 日

 林玲匡，柴原純二，三角健人，有田淳一，阪本良弘，長

谷川潔，國土典宏，深山正久：肝内胆管癌における２つ

のサブタイプの臨床病理学的および遺伝学的特徴．第

回日本病理学会総会，仙台， 年 月 日

 三角健人，柴原純二，林玲匡，國土典宏，深山正久：高

感度 法による肝内胆管癌におけるアルブミン 発

現検討．第 回日本病理学会総会，仙台， 年 月

日

 池村雅子，柴原純二，武笠晃丈，田中将太，相原功輝，

野村昌志，深山正久：浸潤性 におけるヒ

ストン 変異の免疫組織化学的検討．第 回日本

病理学会総会，仙台， 年 月 日

 今井大也，小林啓一，千葉知宏，齊藤邦昭，菅間博，塩

川芳昭，永根基雄：術前診断に難渋した

の一例．第 回日本脳腫瘍病理学会，東京，

年 月 日

 越川卓，廣川満良，菅間博，長沼廣，近藤哲夫，加藤良

平，坂本穆彦：新しい甲状腺癌取り扱い規約 第 版 組

織診断基準と細胞診報告様式 細胞診断報告様式．第

回日本臨床細胞学会総会春季大会，横浜， 年 月

日

 菅間博：新しい甲状腺癌取り扱い規約 第 版 組織診

断基準と細胞診報告様式 甲状腺腫瘍の組織診断基準に
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ついて．第 回日本臨床細胞学会総会春季大会，横浜，

年 月 日

 加藤拓，坂本憲彦，水谷奈津子，市川美雄，鈴木瞳，稲

嶺圭祐，菅野大輝，藤原正親，望月眞，大倉康男：粘表

皮癌の細胞診断 悪性度判定と鑑別診断．第 回日本臨

床細胞学会総会春季大会，横浜， 年 月 日．

 鈴木瞳，加藤拓，坂本憲彦，水谷奈津子，市川美雄，稲

嶺圭祐，菅野大輝，望月眞，大倉康男：リンパ節細胞診

における良悪性鑑別困難症例の検討．第 回日本臨床細

胞学会総会春季大会，横浜， 年 月 日．

 

 阪本良弘，國土典宏，渡谷岳行，柴原純二，山本雅一，

山本裕樹：肝血管腫の診断と治療に関する全国調査研究

とガイドラインの作成．第 回日本肝胆膵外科学会・学

術集会，大阪， 年 月 日．

 田崎英里，上野貴之，宮本快介，伊東大樹，伊坂泰嗣，

井本滋，大森嘉彦，菅間博，山下詠子：術前に腫瘍範囲

の診断が困難だった小葉癌の一例．第 回日本乳癌学会

学術総会，東京， 年 月 日

 西野純史，細井温，池添亨，布川雅雄，大倉康男，望月

眞，千葉知宏，窪田博：経過観察中に肺塞栓症を併発し

た内頸静脈 の 治験例．第 回日本静脈

学会総会，弘前， 年 月 日．

 小倉航，大塚弘毅，藤原正親，田中良太，横山琢磨，高

城靖志，大西宏明，渡邊卓：非小細胞肺癌症例における

穿刺液検体に対する血漿用 遺伝子変異検査試薬の

有用性の検討．第 回日本臨床検査医学会学術集会，神

戸， 年 月 日．

 寺戸雄一，有益優，菅間博：超解像顕微鏡を用いた間期

の核の二本鎖 分布の解析．第 回日本組織細胞化学

会総会，三鷹， 年 月 日

 下山田博明，磯村杏耶，寺戸雄一，菅間博：膜性糸球体

腎炎の超解像顕微鏡による解析．第 回日本組織細胞化

学会総会，三鷹， 年 月 日

 山本浩之，石井順，住石歩，千葉知宏，菅間博：腺腫様

甲状腺腫の手術検体で偶発的に認められた の髄様癌

の一例．第 回日本内分泌病理学会総会，東京， 年

月 日

 志賀久恵，増田裕，苅安俊哉，山下詠子，千葉知宏，藤

原正親，似鳥俊明：尿管坐骨孔ヘルニアの 例．第 回

日本医学放射線学会秋期臨床大会，東京， 年 月

日．

 岩崎博幸，林宏行，千葉知宏，菅間博：上咽頭癌の外照

射治療後に発症した甲状腺腫瘍の一例．第 回日本甲状

腺外科学会学術集会，甲府， 年 月 日

 嶌森直子，岸野智則，大西宏明，森井健司，本谷啓太，

望月眞，高城靖志，渡邊卓：超音波画像所見で脂肪肉腫

の組織型を推定する試み．第 回日臨技関甲信支部・首

都圏支部医学検査学会，甲府， 年 月 日．

 渡邉俊介，土岐真朗，後藤知之，深澤友里，太田博崇，

落合一成，権藤興一，倉田勇，山口康晴，望月眞，両角

克朗，森秀明，古瀬純司，高橋信一，久松理一：膵癌に

よる胆管狭窄における経乳頭的胆管生検およびブラシ細

胞診の正診率と寄与因子の検討．第 回日本消化器内視

鏡学会総会，神戸， 年 月 日．

 中島収，坂本亨宇，柴原純二，近藤福雄，相島慎一，秋

葉純，佐々木素子：混合型肝癌の病理診断コンセンサス

を目指すための多施設検討．第 回日本病理学会秋期特

別総会，金沢， 年 月 日．

 井上真奈美，皿谷健，小田未来，布川寛樹，藤原正親，

滝澤始：家族内発症した夏型過敏症肺炎の検討．第 回

臨床アレルギー研究会，東京， 年 月 日．

 菅間博：小児甲状腺腫瘍の特徴．第 回日本臨床細胞学

会，別府， 年 月 日

 加藤拓，坂本憲彦，水谷奈津子，市川美雄，鈴木瞳，稲

嶺圭祐，菅野大輝，山野環，住石歩，近藤凡子，藤原正

親，望月眞，柴原純二：多形腺腫を極める 典型像から

ピットフォールまで．第 回日本臨床細胞学会秋季大会，

別府， 年 月 日．

 橘啓盛，坂本憲彦，加藤拓，中里陽子，田中良太，武井

秀史，藤原正親，菅間博，近藤晴彦：リンパ節針生検の

器具洗浄液細胞診で推定しえた縦隔卵黄嚢腫瘍の 例．

第 回日本臨床細胞学会秋季大会，別府， 年 月

日

 菅野大輝，加藤拓，坂本憲彦，水谷奈津子，市川美雄，

鈴木瞳，稲嶺圭祐，住石歩，近藤凡子，菅間博，柴原純

二：唾液腺多型低悪性度腺癌の一例．第 回日本臨床細

胞学会秋季大会，別府， 年 月 日

 渋谷英里子，西ヶ谷順子，水谷奈津子，市川美雄，坂本

憲彦，長内喜代乃，百村麻衣，望月眞，松本浩範，小林

陽一，岩下光利：卵巣 細胞腫の 例．第

回日本臨床細胞学会秋季大会，別府， 年 月

日

 鶴久大介，炭谷由計，近藤健，箕輪久美，澤井梓，七条

裕孝，近藤琢磨，保坂利男 ，渡辺俊介，倉田勇，小松原

弘一郎，丸山啓介，藤原正親，菅間博，石田均：コルチ

ゾールと による出血性胃潰瘍が再発したクッシン

グ病．第 回臨床内分泌代謝 ，さいたま， 年

月 日．

 柴原純二：浸潤性膠腫の病理診断．第 回日本病理学会

近畿支部学術集会，大阪， 年 月 日．

 渋谷幸見，田中良太，三ツ間智也，橘啓盛，中里陽子，

武井秀史，近藤晴彦，藤原正親，菅間博：急性膵炎で発

見された肺癌術後膵転移の一例．第 回日本肺癌学会

関東支部学術集会，東京， 年 月 日．

論 文

 菅間博，千葉知宏：甲状腺未分化癌，低分化癌 甲

状腺低分化癌の病理診断基準 ．日本内分泌・甲状

腺外科学会雑誌 ，

 千葉知宏，菅間博：甲状腺低分化癌について 日本内分

泌・甲状腺外科学会雑誌

 藤原正親，坂本憲彦，加藤拓，菅間博： 免疫染色が

診断に有用であった 陽性甲状腺癌による癌性胸

膜炎の 例．日本臨床細胞学会雑誌

 和田翔子 ，皿谷健 ，辻本直貴 ，蘇原慧伶 ，中元康雄 ，

渡邊崇靖 ，平田彩 ，辻晋吾 ，西沢知剛 ，武井秀史 ，

藤原正親，矢澤卓也，滝澤始 ，後藤元 （ 杏林大・医・

呼吸器内科， 杏林大・医・呼吸器・甲状腺外科）：胸部

において特発性間質性肺炎

との鑑別を要し胸腔鏡下肺

生検で診断し得たトリコスポロン抗原吸入による慢性過

敏性肺炎の 例．日本胸部臨床

 柴原純二：脳腫瘍の病理学 乏突起膠腫．日本臨床

増刊

 木下雄介 ，増田裕 ，本谷啓太 ，横山健一 ，黒木一典 ，

似鳥俊明 ，藤原正親，菅間博 杏林大・ 医・放射線医

学 ：奇静脈への還流を認めた乳児肺葉内分画症の 例．

臨床放射線

 山本浩之，菅間博：甲状腺細胞診の報告様式へのベセス

ダシステムの導入－第 版『甲状腺癌取扱い規約』にお

ける 鑑別困難 ．医学のあゆみ
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講演，論文，著書など　　医学部
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Amyloidosis in a Patient with Sjögren's Syndrome. 
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感染症学教室

（微生物学）

講 演

 

 大﨑敬子，米澤英雄，蔵田訓，神谷茂：若年者除菌治療

のための糞便 を用いた 薬剤耐性

遺伝子変異の検出と分離菌株の薬剤感受性．第 回日本

感染症学会総会，仙台， 年 月 日．

 米澤英雄，大﨑敬子，蔵田訓，神谷茂：

の多様性とバイオフィルム形成．第 回日

本感染症学会総会，仙台， 年 月 日．
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 蔵田訓，大﨑敬子，米澤英雄，花輪智子，田口晴彦，神

谷茂：肺炎マイコプラズマ菌体抗原感作が濾胞ヘルパー

細胞分化に及ぼす影響．第 回日本感染症学会総会，

仙台， 年 月 日．

 神谷茂： 感染症の最近の話題．

感染症セミナー ，名古屋， 年 月 日．

 神谷茂：細菌集団と生体～バイオフィルム感染症から腸

内細菌の役割まで． 戦略的創造研究推進事業

野村集団微生物制御プロジェクト・キックオフシンポジ

ウム，つくば， 年 月 日．

 大﨑敬子，徳永健吾，田中昭文，ザマンシンシア，米澤

英雄，北条史，高橋信一，神谷茂：

感染と胃内細菌叢．第 回日本ヘリコバクター学会学術

集会，別府， 年 月 日．

 米澤英雄，大﨑敬子，北条史，ザマンシンシア，神谷茂：

の多様性が及ぼす 株

バイオフィルム形成への影響．第 回日本ヘリコバクタ

ー学会学術集会，別府， 年 月 日．

 

，別府， 年 月 日．

 米澤英雄，大﨑敬子，花輪智子，蔵田訓，神谷茂：

の多様性がもたらすバイオ

フィルム形成への影響．第 回日本バイオフィルム学会

学術集会，東京， 年 月 日．

 神谷茂：腸内フローラ研究の進歩～メタゲノム解析をめ

ぐって～．第 回日本消化器免疫学会総会，大阪，

年 月 日．

 

 大崎敬子，神谷茂： 家族内感染と

腸内常在細菌叢．第 回日本臨床腸内微生物学会，三鷹，

年 月 日．

 

–

 

–

 

–

 神谷茂：腸内フローラと内科疾患．第 回日本感染症学

会東日本支部学術集会・第 回日本化学療法学会東日本

支部総会・合同学会，新潟， 年 月 日．

 神谷茂：イントロダクション．第 回ヤクルト腸内細菌

フローラシンポジウム，東京， 年 月 日．

 遠藤沙佑美，井上信一，蔵田訓，新倉保，朝日博子，大

﨑敬子，神谷茂，小林富美惠：サルモネラ感染によるマ

ラリア免疫記憶の減弱効果．第 回杏林医学会総会，東

京， 年 月 日．

 神谷茂：腸内フローラと健康・疾病．日本クリニカルパ

ス学会学術集会，金沢， 年 月 日．

 神谷茂：腸内フローラとプロバイオティクス．東京農大

大学院セミナー，東京， 年 月 日．

 神谷茂：腸内フローラと疾病．第 回京滋腸内細菌研究

会，京都， 年 月 日．

 神谷茂：糞便移植による感染防御．第 回 講習会，

仙台， 年 月 日．

 神谷茂：細菌学会における耐性菌対策と抗菌薬開発への

取り組み．第 回日本細菌学会総会，仙台， 年 月
日．

 
：

第 回日本細菌学会総会，仙台，

年 月 日．

 花輪智子，蒲地一成，米澤英雄，蔵田訓，北条史，大﨑

敬子，ザマンシンシア，神谷茂：百日咳菌ペリクルバイ

オフィルムに関わる遺伝子発現の解析．第 回日本細菌

学会総会，仙台， 年 月 日．

 蔵田訓，大﨑敬子，米澤英雄，花輪智子，田口晴彦，神

谷茂： における 抗原感

作が 免疫応答に及ぼす作用．第 回日本細菌学会総

会，仙台， 年 月 日．

 米澤英雄，大﨑敬子，花輪智子，蔵田訓，ザマンシンシ

ア，北条史，神谷茂： 外膜タンパ

ク質 のバイオフィルム形成能への影響．第 回日本

細菌学会総会，仙台， 年 月 日

論 文

 

MIYAIRI 588® probiotic 
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 神谷茂：ディフィシル菌感染症の基礎と臨床‐院内感染

とその対策を含めて．臨床腸内微生物学雑誌

（ 年出版物）．

 神谷茂：クロストリジウム・ディフィシル．化学療法の

領域 ．

 角田徹 ，高橋信一 ，神谷茂（ 角田外科消化器科医院

立正佼成会附属佼成病院内科）：かかりつけ医におけ

る 診 療 の 実 際 と 課 題 ．

．

 神谷茂：腸内細菌研究の過去・現在・未来：腸内細菌が

現代医療に与えるインパクト．

．

 神谷茂：腸内細菌学の温故知新．最新医学

 大﨑敬子：ゲノムから見た の家族

内感染． ， ．

 花輪智子，蒲池一成 ，米澤英雄，大﨑敬子，神谷茂（１

感染症研究所）：百日咳菌のバイオフィルム形成におけ

る 型分泌装置の役割．

．

 米澤英雄，大﨑敬子，花輪智子，蔵田訓，神谷茂：

外膜タンパク質 の多様性とバ

イオフィルム形成．

．

 神谷茂：腸内フローラと内科疾患．

．

 大﨑敬子，神谷茂：鉄欠乏性貧血と

感染．日本臨牀 増刊 ， ．

 神谷茂：腸内細菌叢研究の話．日本医事新報

．

 神谷茂：腸内細菌叢 研究の現状と展望．小

児科臨床 ．

著 書

 神谷茂：カンピロバクター感染症．人獣共通感染症改訂

版．木村哲，喜田宏編．東京，医薬ジャーナル社， ．

．

 神谷茂：腸内細菌叢と腸管免疫．高齢者感染症～超高齢

社会の課題と特徴．光山正雄編．東京，医薬ジャーナル

社， ． ．

 神谷茂：腸内フローラのダイナミズム‐代謝産物の生理

と病態（腸内フローラシンポジウム ）．東京，医薬出

版， ．

 神谷茂：はじめに．腸内フローラのダイナミズム‐代謝

産物の生理と病態（腸内フローラシンポジウム ）．神

谷茂編．東京，医薬出版， ． ．

 神谷茂：微生物の分類．感染症専門医テキスト 第 部

解説編 改訂第 版．日本感染症学会編．東京，南江堂，

． ．

 

その他

 神谷茂：第 回杏林医学会例会開催「メチローム多様化

によるバクテリアの進化とその生物工学的応用」（講師：

米国マサチューセッツ工科大学 古田芳一博士），

年 月 日．

 神谷茂，北条史：ドライクリーニング用液体洗剤の抗病

原性細菌作用の解析．平成 年度クリーニングと公衆衛

生に関する研究報告書（クリーニングと公衆衛生に関す

る研究委員会委員長，相澤好治編），第 巻，

．

 神谷茂： 感染症の最近の話題．

メディカルトリビューン， ．

 神谷茂：特集：腸内細菌の臨床応用の可能性（監修），

日本医事新報 ．

 

．

 

 

 神谷茂：知られざる腸内フローラの世界．コメンテータ

ー， フジ， 年 月 日．

 神谷茂：第 回日本カンピロバクター研究会総会主催，

三鷹， 年 月 日．

 神谷茂：性感染症のすべて－病原体，診断，治療，予防，

はじめに．臨床と微生物 ．

 神谷茂：性感染症のすべて－病原体，診断，治療，予防，

編集後記．臨床と微生物 ．

 神谷茂：感染症とプロバイオティクス．健康増進ヤクル

ト サイエンス・インフォメーション， ．

 神谷茂：腸内細菌研究の進歩．メディカルビューポイン

ト， ．

 大﨑敬子： の家族内感染に腸内常

在細菌叢はどう影響を与えるか．公益財団法人三島海雲

記念財団 平成 年度研究報告書， ， ．

 大﨑敬子：常在細菌叢の外来病原性細菌に対する排除機

構と宿主応答制御機構の研究．ヤクルトバイオサイエン

ス財団 年報第 号， ， ．

 神谷茂：緒方幸雄先生のご逝去を悼んで．日本細菌学雑

誌

 神谷茂，小林芳夫：古くて新しい日和見感染症 はじめ

に．臨床と微生物 ．

 神谷茂：古くて新しい日和見感染症 編集後記．臨床と

微生物 ．

 神谷茂：外科学・整形外科学領域における感染症対策

はじめに．臨床と微生物 ．

 神谷茂：外科学・整形外科学領域における感染症対策

編集後記．臨床と微生物 ．

 神谷茂：小林芳夫先生のご逝去を悼んで．臨床と微生物

．
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 神谷茂：「腸から始まる健康ライフ お正月 」腸内フ

ローラの役割について解説， ラジオ， 年 月 日．

 神谷茂，畠山昌則，山岡吉生：人類のやっかいな相棒「ピ

ロリ菌」． 別冊「人体‐消化の旅」，ニュートン

プレス， ． ．

 大﨑敬子： 感染小児および成人の

胃粘膜における遺伝子発現比較（抄訳）．日本語抄訳版

： ， ．

感染症学教室

（寄生虫学）

講 演

 井上信一，新倉保，朝日博子，小林富美惠：マラリア原

虫感染防御におけるVγ ＋γδ T細胞の重要性とその疲

弊．第 回日本生体防御学会学術総会，福岡， 年

月 日

 井上信一：身近な食品から寄生虫をさがそう！．やさし

い科学技術セミナー，東京， 年 月 日．

 ， ， ，

，

，

， ，

 ， ， ，  

， ， ，

 ， – ， ，

γ receptor signaling promotes placental 

， ，

，

 小林富美惠：マラリア原虫感染に対する宿主免疫機構．

第 回日本原生生物学会，岡山， 年 月 日

 ， – ， ，

第 回日本寄生虫学会東日本支部大会，東

京， 年 月 日

 井上信一，新倉保，朝日博子，小林富美惠： Vγ ＋γδ 

細胞は 感染防御免疫に関与する．

第 回日本寄生虫学会東日本支部大会 東京， 年

月 日

 ， ， ，

 

， ，

，

 ， – ， ， γ 

， ， ，

 井上信一，新倉保，朝日博子，小林富美惠：マラリア原

虫感染はγδ T cell exhaustionを引き起こす．第 回

杏林医学会総会，三鷹， 年 月 日

 遠藤沙佑美，井上信一，蔵田訓，新倉保，朝日博子，大

崎敬子，神谷茂，小林富美惠：サルモネラ感染によるマ

ラリア免疫記憶の減弱効果．第 回杏林医学会総会，三

鷹， 年 月 日

 松田理沙，新倉保，井上信一，朝日博子，小林富美惠：

マラリア原虫のプリンヌクレオチド生合成を介した新た

なエネルギー代謝システムの解明．第 回杏林医学会総

会，三鷹， 年 月 日

 ， – ， ，

， ，

 ， ， ，

expressing γδ T cells is responsible for 

， ，

 ， ，  
第 回日

本免疫学会学術集会 宜野湾， 年 月 日

 ， – ， ，

第 回寄生虫感染免疫研究会，徳島，

年 月 日．

 ， – ， ，

， ，

，

 ， ， ， γδ

， ，

，

 小林富美惠：女性研究者のキャリアパス形成．北東北女

性研究者研究・交流フェア 年度ロールモデル講演

会，盛岡， 年 月 日

 

， ， ，

 γδ 

， ，

，

 ， ， ，

Projects within “Strategic International Research 

)”， ，

，

 ， ， ，

Research Exchange Projects within “Strategic 

(SICP)”， ， ，

 ， ， ， γδ 

“Strategic International Research 

Program (SICP)”， ， ，
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論 文

 ， ， ， ， ，

δ

，

 ， ， ， ，

， ，

 

，

著 書

 小林富美惠：寄生虫／原虫感染症／蠕虫感染症．薬がみ

える ．東京，メディックメディア， ．

 小林富美恵：獣医学教育モデル・コア・カリキュラム準

拠 寄生虫病学 改訂版．東京，緑書房， ．

 小林富美惠：寄生虫感染症．イヤーノート ．東京，

メディックメディア， ．

その他

受賞

 小林富美惠：日本原生生物学会賞「マラリア原虫感染に

対する宿主免疫機構」．第 回日本原生生物学会，岡山，

年 月 日

 井上信一 第 回杏林医学会総会優秀賞「マラリア原虫

感染はγδ T cell exhaustionを引き起こす」．第 回

杏林医学会総会，三鷹， 年 月 日

報告

 小林富美惠：杏林医学会第 回例会報告「

」，杏林医学会雑誌 ，

 小林富美惠：杏林医学会第 回例会報告「

」，杏林医学会雑誌

，

新聞記事

 小林富美惠：寄生虫症 食品が媒介，火を通して ，琉球

新聞， 年 月 日

 小林富美惠：食品が媒介する寄生虫症，岩手日日新聞，

年 月 日

 小林富美惠：食品が媒介する寄生虫症 輸送技術向上も

要因に ，苫小牧民法， 年 月 日

衛生学公衆衛生学教室

講 演

 

 

 櫻井拓也，小笠原準悦，白土健，石橋義永，井澤鉄也，

大石修司，芳賀脩光，大野秀樹，木崎節子：肥満による

脂肪組織のリモデリングに対するプロサイシンαの役割．

第 回日本衛生学会学術総会，旭川， 年 月 日．

 白土健，高成準，小笠原準悦，櫻井拓也，石橋義永，今

泉和彦，大野秀樹，木崎節子：酸化ストレスによる皮膚

線維芽細胞の 発現誘導に対する の効果．第 回

日本衛生学会学術総会，旭川， 年 月 日．

 小笠原準悦，高成準，白土健，櫻井拓也，大野秀樹，木

崎 節 子 ： 細 胞 の 神 経 突 起 形 成 に 及 ぼ す

の効果．第 回日

本衛生学会学術総会，旭川， 年 月 日．

 相澤陽太，谷口善仁：魚類におけるカドミウム毒性に対

するメタロチオネインの役割～ゲノム編集技術を用いて．

第 回日本衛生学会学術総会，旭川， 年 月 日．

 田村憲治，近藤美則，苅田香苗，矢野栄二，原邦夫，本

間純一：大気汚染常時監視測定局の 等の濃度時間値

における問題点．第 回日本衛生学会学術総会，旭川，

年 月 日．

 苅田香苗：女性の活躍推進が地域社会の未来をかえる～

一人ひとりが輝くまちづくりのヒント～．男女共同参画

講演会×杏林大学公開講演会，羽村， 年 月 日．

 石川守，吉田正雄：人間ドック保健指導を活用するため

の 試行．第 回九州農村医学会，那覇， 年 月 日．

 

 

 石川守，細井克美，吉田正雄：健診当日結果説明 ％，

当日保健指導 ％を目指して．第 回日本人間ドック

学術学会，松本， 年 月 日．

 石黒睦子，岡本晋，吉田正雄，山本実：インスリン抵抗

性からみたメタボリックシンドローム判定の再評価．第

回日本人間ドック学術学会，松本， 年 月 日．

 白土健，櫻井拓也，小笠原準悦，大石修司，今泉和彦，

大野秀樹，木崎節子：マウスマクロファージのインフラ

マソーム依存性サイトカイン分泌は自発性走運動により

増強される．第 回日本体力医学会大会，盛岡， 年

月 日．

 櫻井拓也，小笠原準悦，白土健，石橋義永，井澤鉄也，

大石修司，芳賀脩光，今泉和彦，大野秀樹，木崎節子：

運動は肥満による脂肪組織のプロサイモシンα発現増加

を減弱させる．第 回日本体力医学会大会，盛岡，

年 月 日．

 白土健，高成準，櫻井拓也，小笠原準悦，今泉和彦，大

野秀樹，木崎節子：酵素処理アスパラガス抽出物は
による皮膚線維芽細胞株 の 核内移行を抑制する

ことにより炎症性応答を軽減する．第 回日本生化学会

大会，仙台， 年 月 日．

 北原玲子，鈴木晴喜，山下としえ，岳真一郎，吉田正雄：

ワセリン使用による褥瘡好発部位の保湿効果～ ヶ月間

の追跡研究．第 回全日本病院学会 熊本，熊本，

年 月 日．

 原田まつ子，吉田正雄，井上聡，深澤絵里子，小風暁，

苅田香苗：若年女性の生活リズムと食生活習慣に関する

調査．第 回日本公衆衛生学会総会，大阪， 年 月

日．

 谷口善仁：核微細構造維持のための魚類メタロプロテア

ーゼ の役割．日本放射線影響学会第 回大会，
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広島， 年 月 日．

 吉田正雄，岳真一郎，原田まつ子，井上聡，小風暁，苅

田香苗：加齢性白内障のリスク要因と一次予防対策解明

のためのコホート研究～日本人約 万人を 年間追跡した

結果～．第 回日本慢性期医療学会，金沢， 年 月

日．

 吉田正雄，岳真一郎，石川守，小風暁，原田まつ子，井

上聡，苅田香苗：眼圧値の変動に関連する因子と緑内障

一次予防対策解明のための分析疫学的研究～喫煙習慣

が眼圧値の変動に及ぼす影響～．第 回日本禁煙学会学

術総会，東京， 年 月 日．

 白土健，櫻井拓也，小笠原準悦，木本紀代子，大野秀樹，

木﨑節子：マウス炎症性マクロファージのサイトカイン

分泌能に及ぼす習慣的自発性運動の効果．第 回杏林医

学会総会，三鷹， 年 月 日．

 苅田香苗，井上聡，吉田正雄，原田まつ子：大学生の不

安性格傾向と気分プロフィールおよび自律神経バランス

に関する性差の検討．第 回日本民族衛生学会総会，東

京， 年 月 日．

 井上聡，苅田香苗，吉田正雄，原田まつ子：大学生の食

生活習慣と体力測定の関係性について．第 回日本民族

衛生学会総会，東京， 年 月 日．

 谷口善仁： 欠損が生体内代謝産物に与える変動．

第 回日本分子生物学会年会，横浜， 年 月 日

月 日．

 苣田慎一，吉浦康寿，安藤忠， ，亀井保

博，成瀬清，谷口善仁：アジア人型 型糖尿病様症状を

示す新モデル生物．第 回日本分子生物学会年会，横浜，

年 月 日 月 日．

 小笠原準悦：運動は肥満に有効か？脂肪細胞の機能変化

に着目して．第 回日本体力医学会関東地方会，東京，

年 月 日．

 苅田香苗 実施事業，アンケート結果による効果測定等．

統括シンポジウム 杏林大学の女性研究者研究活動支

援事業の成果と継続に向けて，三鷹， 年 月 日．

 苅田香苗 職場 家庭 地域でアクテイブに行きるために．

第 回「女と男，ともに織りなすフォーラム はむら」，

羽村， 年 月 日．

 小宮山千尋，柳谷歩，高橋恭子，虻川和博，山川達也，

岳真一郎，吉田正雄：回復期から療養病院に入院した重

度介助患者に高頻度なリハ介入し自宅復帰した症例～

補高付き を用いて～．第 回慢性期リハビリテーショ

ン学会，横浜， 年 月 日

 髙濵矩子，西尾聖剛，杉山康司，村田真一，祝原豊，辻

川比呂斗，白土健，櫻井拓也，木崎節子，大野秀樹，長

澤純一：トレイルランレースが酸化ストレスにおよぼす

影響．第 回日本体力医学会関東地方会，東京，

年 月 日

 苅田香苗，井上聡，原田まつ子，吉田正雄，小風暁：男

子大学生における不安・気分状態と安静座位および歩行

時の自律神経活動の評価．第 回日本衛生学会学術総会，

宮崎， 年 月 日．

 櫻井拓也，小笠原準悦，白土健，石橋義永，井澤鉄也，

大石修司，芳賀脩光，大野秀樹，木崎節子：肥満による

脂肪組織のプロサイモシンα発現増加は運動によって減

弱される．第 回日本衛生学会学術総会，宮崎， 年

月 日．

 白土健，櫻井拓也，小笠原準悦，石橋義永，大石修司，

今泉和彦，大野秀樹，木崎節子：習慣的運動によるマウ

ス炎症性マクロファージの 1βと 分泌亢進のメ

カニズム．第 回日本衛生学会学術総会，宮崎， 年

月 日．

 白土健，高成準，櫻井拓也，小笠原準悦，石橋義永，今

泉和彦，大野秀樹，木崎節子：酸化ストレスによる皮膚

線維芽細胞の炎症性応答に対する の予防効果．第

回日本衛生学会学術総会，宮崎， 年 月 日．

論 文

 

 

 

 木崎節子，楊國昌，櫻井拓也，小笠原準悦，白土健：加

齢性慢性炎症性疾患に対する運動効果：マクロファージ

時計遺伝子をプローブとして．杏林医学会雑誌 ：

， ．

 苅田香苗，江頭説子（ 杏林大・男女共同参画室）：多様

な人材の活躍が大学の未来を変える－杏林大学の取組み．

医学のあゆみ

 苅田香苗，坂本峰至 ，吉田稔 ，龍田希 ，仲井邦彦 ，岩

井美幸 ，岩田豊人 ，前田恵理 ，柳沼梢 ，佐藤洋 ，村

田勝敬 （ 国立水俣病総合研究センター 八戸学院大

東北大・院 国立環境研究所環境リスク・健康研究セ

ンター 秋田大・院 尚絅学院大 東北大）：メチル

水銀，水銀およびセレンに関する研究動向－疫学研究を

中心に－．日衛誌

 苅田香苗：許容濃度の暫定値 の提案理由―ノルマ

ルブチル エポキシプロピルエーテル．産業衛生学雑

誌

 岳真一郎 ，吉田正雄，山下としえ ，貝瀬奈保 ，海老名

泰子 ，市沢美恵 （ 埼玉回生病院， 八潮市南部地域包

括支援センター）埼玉回生病院の認知症への取り組み．

日本慢性期医療協会誌

 原田まつ子 ，吉田正雄，井上聡 ，小風暁 ，苅田香苗（

東京家政大， 帝京科学大， 昭和大） 若年女性の味覚感

度低下と食生活習慣およびストレスとの関連性について．

民族衛生 ，

 高井健太郎 ，高田裕司 ，渡邊正樹 ，河崎由美子 ，山下

としえ ，岳真一郎 ，吉田正雄（ 埼玉回生病院） 拘束

を行わずに転倒リスクを軽減するための試み～センサー

マットから非接触型超音波センサーへ～．全日本病院協

会雑誌 ，

 柳谷歩 ，宮田幸造 ，山川達也 ，岳真一郎 ，吉田正雄（

埼玉回生病院）：差尺と上肢の作業効率との関連～簡易

上肢機能検査による動作速度の比較～．全日本病院協会

雑誌 ，

 
á
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1β and Interleukin

 

 

κB pathway 

 

著 書

 吉田正雄：食習慣．エッセンシャル 社会・環境と健康

第 版第 刷．髙島豊，櫻井裕編．東京，医歯薬出版， ，

．

 吉田正雄：学校保健対策．エッセンシャル 社会・環境

と健康第 版第 刷．高島豊，櫻井裕編．東京，医歯薬出

版， ，

報告書

 苅田香苗（分担）：トリクロロエチレン健康リスク評価

作業部会報告書 トリクロロエチレンに係る健康リスク

の評価について．大気環境学会誌 ， 年 月

 苅田香苗（分担）：大気汚染物質の環境基準等の調査・

検討業務―光化学オキシダントの健康リスク評価調査等．

平成 年度環境省請負業務結果報告書，日本エヌ・ユー・

エス， 年 月．

 苅田香苗（分担）：メチル水銀曝露による健康影響に関

するレビュー；「水俣病に関する総合的研究（重金属等

の健康影響に関する総合研究）」．平成 年度環境省委

託業務報告書， 年 月．

その他

 野村恭子，苅田香苗：次世代人材育成と今後の男女共同

参画 第 回日本衛生学会シンポジウム 開催趣旨．

日衛誌 年 月

 苅田香苗，車谷典男：就労女性が輝く男女共同参画社会

の実現を目指して．第 回日本産業衛生学会シンポジウ

ム 座長の言葉．産業衛生学雑誌 巻 臨時増刊号 ，

年 月

 白土健：第 回日本衛生学会学術総会若手優秀発表賞

「酸化ストレスによる皮膚線維芽細胞の 発現誘導に

対する の効果」， 年 月 日．

 

 野村恭子，苅田香苗：日本衛生学会における男女共同参

画推進活動．第 回男女共同参画学協会連絡会シンポジ

ウム資料集， ， 年 月

 吉田正雄：第 回日本慢性期医療学会優秀演題「加齢性

白内障のリスク要因と一次予防対策解明のためのコホー

ト研究～日本人約 万人を 年間追跡した結果～」，

年 月 日

 白土健：第 回杏林医学会総会優秀賞「マウス炎症性マ

クロファージのサイトカイン分泌能に及ぼす習慣的自発

性運動の効果」， 年 月 日．

 苅田香苗，江頭説子：文部科学省科学技術人材育成費補

助事業「女性研究者研究活動支援事業（一般型）」－

年間の成果と継続に向けて．杏林大学新聞 第 号

年 月 日発行

 野村恭子，苅田香苗：学術研究からの少子化対策 第

回日本衛生 学 会シンポジ ウ ム 開催 趣 旨．日衛誌

年 月

 吉田正雄：編集後記．民族衛生

 櫻井拓也：取材協力 活性化させれば太らない 「褐色

脂肪細胞」の研究 ：

 
法医学教室

講 演

 氣賀澤秀明，寺戸雄一，千葉知宏，岡部直太，吉池信哉，

藤原正親，北村修，菅間博：腎癌に転移性乳腺小葉癌が

混在した 例．第 回日本病理学会総会，仙台， 年

月 日．

 武市敏明，北村修，王璐，塚正彦： 反

復投与における線条体のストレス応答についての基礎的

検討．第 次日本法医学会学術全国集会，東京，

年 月 日．

 王璐，武市敏明，氣賀澤秀明，高篠智，吉田昌記，北村

修：舌根部に発生した甲状舌管嚢胞の 剖検例．第 次

日本法医学会学術全国集会，東京， 年 月 日．

 王璐，武市敏明，高木徹也，高篠智，吉田昌記，山田千

歩，氣賀澤秀明，岩楯桜子，高橋かすみ，北村修：自殺

剖検例における下垂体の検討； 嚢胞による前葉細

胞の病理学的変化．第 次日本法医学会学術全国集会，

東京， 年 月 日．

 氣賀澤秀明，廣川達也，高橋かすみ，吉田昌記，高篠智，

王璐，北村修：大腸内容物から疑われたエチレングリコ

ール中毒の 剖検例．第 回日本法医学会学術関東地方

集会，横須賀， 年 月 日．

 高篠智，氣賀澤秀明，廣川達也，吉田昌記，王璐，松村

讓兒，北村修：過長茎状突起を両側性で認めた 例．第

回日本解剖学会総会・全国学術集会，長崎， 年

月 日．

論 文

 氣賀澤秀明，吉田昌記，廣川達也，高篠智，王璐，北村
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修： 型慢性肝炎の患者が糖尿病の急激な増悪を呈した

剖検例．法医学の実際と研究 ： ，

その他

 北村修：第 回法医病理勉強会主催，東京， 年 月

日．

共同研究施設

ＲＩ部門

講 演

 林優子，小藤剛史，田丸政男，赤川公朗： 遺

伝子の欠損を認めた自閉症スペクトラムの 症例．第

回日本小児神経学会学術集会，東京， 年 月 日．

 
：

．第 回日本神

経科学大会，横浜， 年 月 日．

 小藤剛史，藤原智徳，真田ますみ，三嶋竜弥，林優子，

田丸政男，赤川公朗：

．第 回日本神経化学会，福岡，

年 月 日．

 三嶋竜弥，藤原智徳，小藤剛史，寺尾安生，赤川公朗：

シンタキシン 遺伝子欠損マウスのけいれん表現型の解

析．第 回日本生理学会大会，浜松， 年 月 日．

論 文

 

 

フローサイトメトリー部門

講 演

 

「難治性疾患等政策研究事業（難治性疾患

政策研究事業）：重症多形滲出性紅斑に関する調査研究

（ 難治等（難） 一般 ）」平成 年度第 回班

会議プログラム，東京， 年 月 日

 

 

．

， ， ．

 

， ，

．

 

「難治性疾患等政策研究事業（難治性疾患政策研究事

業）：重症多形滲出性紅斑に関する調査研究（ 難治

等（難） 一般 ）」平成 年度第 回班会議プログ

ラム，東京， 年 月 日

報告書

 高橋良：スティーブンス・ジョンソン症候群は，なぜマ

イコプラズマ肺炎に伴って発症するのか？．科学研究費

助成事業（学術研究助成基金助成金） 年度 実施状

況報告書（研究実施状況報告書）．

その他

 高橋良：スティーブンス・ジョンソン症候群の発症機序

の解明，平成 年度杏林大学医学部 研究奨励賞 ．

実験動物施設部門

講 演

 北条史，大﨑敬子，米澤英雄，蔵田訓，花輪智子，山口

博之，神谷茂： の自由生活性アメ

ーバ共培養系における生存性の向上と遺伝子発現差比

較．第 回日本ヘリコバクター学会学術集会，別府，

年 月 日．

 大﨑敬子，徳永健吾，田中昭文，ザマンシンシア，米澤

英雄，北条史，高橋信一，神谷茂：

感染と胃内細菌叢．第 回日本ヘリコバクター学会学術

集会，別府， 年 月 日．

 米澤英雄，大﨑敬子，北条史，ザマンシンシア，神谷茂：

の多様性が及ぼす 株

バイオフィルム形成への影響．第 回日本ヘリコバクタ

ー学会学術集会，別府， 年 月 日．

 

，別府， 年 月 日．

 

–

 

–

 

–
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 北条史，大﨑敬子，米澤英雄，蔵田訓，花輪智子，神谷

茂：環境土壌中における の生存性

について．第 回日本細菌学会総会，仙台， 年 月

日

 
：

第 回日本細菌学会総会，仙台，

年 月 日．

 花輪智子，蒲地一成，米澤英雄，蔵田訓，北条史，大﨑

敬子，ザマンシンシア，神谷茂：百日咳菌ペリクルバイ

オフィルムに関わる遺伝子発現の解析．第 回日本細菌

学会総会，仙台， 年 月 日．

 米澤英雄，大﨑敬子，花輪智子，蔵田訓，ザマンシンシ

ア，北条史，神谷茂： 外膜タンパ

ク質 のバイオフィルム形成能への影響．第 回日本

細菌学会総会，仙台， 年 月 日

論 文

 

その他

 神谷茂，北条史：ドライクリーニング用液体洗剤の抗病

原性細菌作用の解析．平成 年度クリーニングと公衆衛

生に関する研究報告書（クリーニングと公衆衛生に関す

る研究委員会委員長，相澤好治編），第 巻，

．

 

．

 

 

生物学教室

講 演

 ， ：

年 月 日．

 澤村京一， ，三浦康平，林貴朗，平井和之，

粟崎健，和田萌，計良陽子，石川裕之：ショウジョウ

バエにおけるヌクレオポリンの相互作用と生殖的隔

離．日本遺伝学会第 回大会，三島， 年 月

日．

 

年

月 日．

 

年 月 日．

 

年 月 日．

 

年

月 日．

 

年

月 日．

 
National BioResource Project “ ”. The 

年 月 日．

 

年

月 日．

 

第 回日本動物学会大会合同

大会，宜野湾， 年 月 日．

 粟崎健：ショウジョウバエ脳神経系におけるグリア

アセンブリ．東京都医学総合研究所セミナー，東京，

年 月 日．

 吉岡佐保，永井咲紀，小林航，粟崎健，伊藤素行，殿

城亜矢子：ショウジョウバエにおける加齢性記憶低

下と シグナルの関係性の検討．第 回日本分子

生物学会年会，横浜， 年 月 日− 月 日．

 平井和之，水口洋平，豊田敦，松田宗男：アナナス

ショウジョウバエ単為発生における核分裂開始機構

国立遺伝学研究所研究集会 ショウジョウバエの生殖

戦略と生殖生物学，三島， 年 月 日

 

年 月 日．

論 文

 

 Goñi B
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その他

 粟崎健，近藤周：国立遺伝学研究所研究集会「ショ

ウジョウバエの生殖生物学」主催，三島， 年 月

日

物理学教室

講 演

 大谷宗久：

日本物理学会 年秋季大会，宮崎， 年 月 日．

 大谷宗久：カイラルランダム行列理論におけるインスタ

ントン数分布．日本物理学会第 回年次大会，豊中，

年 月 日．

 遠山満：密度行列理論と 理論の関係．

日本物理学会第 回年次大会，豊中， 年 月 日

論 文

 

 

 

化学教室

講 演

 山本幸子，誉田晴夫，丑丸真：脂肪酸アミドの ポン

プ活性抑制効果．日本生体エネルギー研究会第 回討論

会，名古屋， 年 月 日．

 誉田晴夫，山本幸子，丑丸真，原諭吉：カイコアルファ

鎖とラットベ－タ鎖からなるハイブリッド

の発現．日本生体エネルギー研究会第 回討論会，名古

屋， 年 月 日．

論 文

 

 

英語学教室

講 演

 黒田航：ヒトの“信仰の本能”から見たウワサの理論化

－ウワサは神話として消費される物語である．日本認知

科学会学習と対話研究会「デマの認知科学」，京都，

年 月 日

 黒田航，阿部慶賀，横野光，田川拓海，小林雄一郎，金

丸敏幸，土屋智行，浅尾仁彦： 言語学者による 容認度

評定の認証システムを試作する構想－入念に設計された

日本語文の容認度評定データベースに基づいて．日本認

知科学会第 回大会，札幌， 年 月 日

 

“ ”

Conference on SIG “

,”

 黒田航，仲村哲明，河原大輔：容認度判定の実態調査の

報告：その正体は不均一な反応からなる，バイアスのか

かった心理評定である．言語処理学会第 回年次大会，

つくば， 年 月 日

 黒田航，浅尾仁彦，金丸敏幸，小林雄一郎，田川拓海，

横野光，土屋智行，阿部慶賀：言語学は事例をどう扱っ

ているのか？：見本抽出から明らかになった扱い方の 意

外な 片寄り．言語処理学会第 回年次大会，つくば，

年 月 日
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講演，論文，著書など　　医学部


